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U Undergraduate Students Program
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Lec. Lecture

Sem. Seminar

Rec. Recitation
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CAI Computer-Assisted Instruction

CHEM Chemistry

COMP Composition

CONV Conversation

DR Directed Research and Reading

ENG English

GS General Studies
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R Reading and Research
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SP Sentece Patterns
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科
か

目
も く

コード /Course Numbering System

【日
に ほ ん ご

本語レベル Levels】
初
しょきゅう

級 Elementary 100.x－
初
しょちゅうきゅう

中級 Upper-Elementary 200.x－
中
ちゅうきゅう

級 Intermediate 300.x－
上
じょうきゅう

級 Advanced 400.x－

【科
か も く ぶ ん や

目分野 Subject Categories & Areas】
　日

に

本
ほん

語
ご

・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化研
けんしゅう

修科
か も く

目　（JPN 00-19）

　　必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目 Required
 SP 00.01－01.99
 RK 02.01－03.99
 LIS 06.01－06.99
 CONV 07.01－07.99
 JC 09.01－09.79
 MDR 09.81－09.99
　　選

せ ん た く か も く

択科目 Elective
 SP 10.01－11.99
 K 13.01－13.99
 RDG 14.01－14.99
 COMP 15.01－15.99
 LIS 16.01－16.99
 CONV 17.01－17.99
 CAI 18.01－18.99
 JC 19.01－19.79
 MIS 19.81－19.99
 GS 20.01－20.99

言
げ ん ご

語系
けい

研
けんきゅう

究科
か も く

目　（LIN 30-39）

R 日
に ほ ん ご が く に ゅ う も ん

本語学入門 Japanese Linguistics
 (General Survey) 30.01－30.99
R 日

に ほ ん ご が く

本語学 Japanese Linguistics 31.01－31.99
R 国

こ く ご が く

語学 Japanese Philology 32.01－32.99
R 日

に ほ ん ご き ょ う い く が く

本語教育学 Teaching Japanese as L2
 33.01－33.99
R 古

こ て ん ぶ ん ぽ う

典文法 Classical Japanese 34.01－34.99

文
ぶんがく

学系
けい

研
けんきゅう

究科
か も く

目　（LIT 40-49）

R 日
に ほ ん ぶ ん が く に ゅ う も ん

本文学入門 Japanese Linguistics
 (General Survey) 40.01－40.99
R 近

き ん

・現
げ ん だ い ぶ ん が く

代文学 Modern Literature
 41.01－42.99
R 古

こ て ん ぶ ん が く

典文学 Classical Literature 43.01－44.99
R 漢

か ん ぶ ん

文 Classical Chinese 45.01－45.99

文
ぶ ん か

化・歴
れ き し

史系
けい

研
けんきゅう

究科
か も く

目　（CUL 50-59）

R 芸
げいじゅつがく

術学 Arts 50.01－50.99
R 民

み ん ぞ く

俗・文
ぶ ん か

化 Folklore & Culture 51.01－52.99
R 歴

れ き し

史 History 53.01－54.99
R 思

し そ う

想・宗
しゅうきょう

教 Thought & Religion 55.01－56.99

社
しゃかい

会科
か が く

学系
けい

研
けんきゅう

究科
か も く

目　（SOC 60-69）

R 経
け い ざ い

済・経
け い え い が く

営学 Economics & Business Admin
 60.01－61.99
R 政

せ い じ が く

治学・法
ほ う り つ が く

律学 Politics & Law 62.01－62.99
R 国

こ く さ い か ん け い

際関係 International Relations 63.01－63.99
R 社

し ゃ か い が く

会学 Sociology 64.01－64.99
R 教

きょういくがく

育学 Education 65.01－65.99

自
し ぜ ん

然科
か が く

学系
けい

研
けんきゅう

究科
か も く

目　（NAT 70-79）

R 自
し ぜ ん か が く

然科学 Natural Sciences 70.01－70.99
R 環

かんきょうもんだい

境問題 Environmental Problems
 71.01－71.99

専
せんもん

門読
どっかい

解・演
えんしゅう

習　（RS 80/DR 80）

RS 専
せ ん も ん ど っ か い

門読解 Reading in a Specific Field
 RS 280.01－280.99
DR 専

せんもんえんしゅう

門演習 Directed Research & Reading
 DR 480.01－480.99

Maple Program 配
は い と う か も く

当科目については、略
りゃくごう

号
の前

ま え

に「M」を加
く わ

える

4 32 05.

Example
LIT 432.05

Individual
number

Category

Subject area
Level of
Japanese
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Code Subject Level Type 種別 授業科目名 Instructor(s) 教員 ページ

J/MM Consolidation Subjects （研　修　科　目 )

JPN 310.02 Mon. 3 SP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3A 中級文法 ISHIBASHI 石橋玲央 5

JPN 310.04 Thu. 4 SP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3A 中級文法 ATSUTA 熱田万美 6

JPN 310.06 Fri. 3 SP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3A 中級文法 SHUTO 首藤美香 7

JPN 310.08 Fri. 4 SP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3A 中級文法 KOMORI 小森万里 8

JPN 313.02 Mon. 1 K J/MM Rec. 実習 日本語実習 3B 中級漢字 KUBOTA 久保田ゆかり 9

JPN 313.04 Mon. 4 K J/MM Rec. 実習 日本語実習 3B 中級漢字 YOSHIMURA 吉村大樹 10

JPN 313.06 Wed. 3 K J/MM Rec. 実習 日本語実習 3B 中級漢字 KUNIKATA 國方栄二 11

JPN 313.08 Wed. 5 K J/MM Rec. 実習 日本語実習 3B 中級漢字 HIROKAWA 廣川直幸 12

JPN 314.02 Wed. 2 RDG J/MM Rec. 実習 日本語実習 3C 中級読解 VAAGE ヴォーゲ・ヨーラン 13

JPN 314.04 Wed. 4 RDG J/MM Rec. 実習 日本語実習 3C 中級読解 HIROKAWA 廣川直幸 14

JPN 314.06 Thu. 3 RDG J/MM Rec. 実習 日本語実習 3C 中級読解 MASHITA 真下恭子 15

JPN 315.02 Tue. 2 COMP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3D 中級作文 LEE 李裕旋 16

JPN 315.04 Wed. 2 COMP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3D 中級作文 KOMINAMI 小南淳子 17

JPN 315.06 Fri. 3 COMP J/MM Rec. 実習 日本語実習 3D 中級作文 FUJIIE 藤家智子 18

JPN 316.02 Tue. 2 LIS J/MM Rec. 実習 日本語実習 3E 中級聴解 SOGAWA 十川理絵 19

JPN 316.04 Wed. 3 LIS J/MM Rec. 実習 日本語実習 3E 中級聴解 NISHIMURA 西村多恵 20

JPN 316.06 Thu. 5 LIS J/MM Rec. 実習 日本語実習 3E 中級聴解 ATARASHI 新　聖子 21

JPN 316.08 Fri. 1 LIS J/MM Rec. 実習 日本語実習 3E 中級聴解 TANAKA. M 田中真衣 22

JPN 317.02 Wed. 1 CONV J/MM Rec. 実習 日本語実習 3F 中級会話 HIBI 日比伊奈穂 23

JPN 317.04 Wed. 3 CONV J/MM Rec. 実習 日本語実習 3F 中級会話 FURUE 古江尚美 24

JPN 317.06 Thu. 2 CONV J/MM Rec. 実習 日本語実習 3F 中級会話 KAN 菅ひろみ 25

JM Consolidation Subjects （研　修　科　目 )

JPN 310.20 Tue. 2 SP JM Rec. 実習 日本語実習 3A 中級文法 FURUKAWA 古川由理子 26

JPN 310.22 Thu. 1 SP JM Rec. 実習 日本語実習 3A 中級文法 YAMAZAWA 山澤園子 27

J/MA Consolidation Subjects （研　修　科　目 )　　次ページへ続く （continued to the next page)

JPN 410.02 Mon. 1 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 HARADA 原田佳代子 29

JPN 410.04 Wed. 1 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 TANAKA. K 田中恵子 30

JPN 410.06 Wed. 4 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 SYOJI 荘司育子 31

JPN 410.08 Wed. 5 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 INAGAKI 稲垣和也 32

JPN 410.10 Thu. 1 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 KAN 菅ひろみ 33

JPN 410.12 Thu. 2 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 ADACHI 足立幸子 34

JPN 410.14 Thu. 3 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 MITO 三登由利子 35

JPN 410.16 Fri. 1 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 MANDA 茨田通俊 36

JPN 410.18 Fri. 4 SP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4A 上級文法 ATSUTA 熱田万美 37

JPN 413.04 Tue. 2 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 KITAGAWA 北川美香 38

JPN 413.06 Wed. 1 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 KUNIKATA 國方栄二 39

JPN 413.08 Wed. 2 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 TANAKA. K 田中恵子 40

JPN 413.10 Wed. 4 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 NISHIMURA 西村多恵 41

JPN 413.12 Thu. 1 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 YAMANAKA 山中延之 42

JPN 413.14 Fri. 1 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 ITO. TOMO 伊藤智博 43

JPN 413.16 Fri. 2 K J/MA Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 HIGUCHI 樋口尊子 44
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Code Subject Level Type 種別 授業科目名 Instructor(s) 教員 ページ

J/MA Consolidation Subjects （研　修　科　目 )　　前ページからの続き （continued from the previous page)

JPN 414.02 Mon. 2 RDG J/MA Rec. 実習 日本語実習 4C 上級読解 KUBOTA 久保田ゆかり 45

JPN 414.04 Tue. 1 RDG J/MA Rec. 実習 日本語実習 4C 上級読解 TORIYA 取屋淳子 46

JPN 414.06 Tue. 2 RDG J/MA Rec. 実習 日本語実習 4C 上級読解 INUI 乾由紀子 47

JPN 414.08 Thu. 1 RDG J/MA Rec. 実習 日本語実習 4C 上級読解 FUJIWARA 藤原敬介 48

JPN 414.10 Fri. 4 RDG J/MA Rec. 実習 日本語実習 4C 上級読解 CARMONA カルモナ・ダニエル・ウィリアム 49

JPN 415.02 Mon. 2 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 SAKATA 坂田達紀 50

JPN 415.04 Mon. 4 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 IDEGUCHI 出口雅也 51

JPN 415.06 Wed. 3 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 KOMINAMI 小南淳子 52

JPN 415.08 Thu. 2 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 FUJIWARA 藤原敬介 53

JPN 415.10 Thu. 3 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 YAMAMOTO 山本一也 54

JPN 415.12 Thu. 5 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 ATSUTA 熱田万美 55

JPN 415.14 Fri. 3 COMP J/MA Rec. 実習 日本語実習 4D 上級作文 HIGUCHI 樋口尊子 56

JPN 416.02 Mon. 2 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 KAWABUCHI 川渕節子 57

JPN 416.04 Mon. 5 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 IDEGUCHI 出口雅也 58

JPN 416.06 Tue. 1 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 LEE 李裕旋 59

JPN 416.08 Wed. 1 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 TAKATSUKI 高月喜美 60

JPN 416.10 Thu. 2 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 OHASHI 大橋晶子 61

JPN 416.12 Thu. 4 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 OSAKI 大崎紀子 62

JPN 416.14 Fri. 3 LIS J/MA Rec. 実習 日本語実習 4E 上級聴解 ATSUTA 熱田万美 63

JPN 417.02 Mon. 1 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 SHINOHARA 篠原みゆき 64

JPN 417.04 Mon. 2 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 OGURA. Y 小倉慶郎 65

JPN 417.06 Mon. 3 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 OGURA. Y 小倉慶郎 66

JPN 417.08 Tue. 1 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 YUASA 湯浅章子 67

JPN 417.10 Tue. 2 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 HAYASHI 林和子 68

JPN 417.12 Wed. 3 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 MURAKAMI 村上由記 69

JPN 417.14 Thu. 1 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 YOSHIKANE 吉兼奈津子 70

JPN 417.16 Thu. 2 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 HATANO 波多野吉徳 71

JPN 417.18 Thu. 5 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 OSAKI 大崎紀子 72

JPN 417.20 Fri. 2 CONV J/MA Rec. 実習 日本語実習 4F 上級会話 ITO. TOMO 伊藤智博 73

JA Consolidation Subjects （研　修　科　目 )

JPN 420.02 Mon. 3 GS JA Rec. 実習 情報処理実習 I 統計処理実習 NUKITA 貫田優子 74

JPN 413.02 Mon. 4 K J Rec. 実習 日本語実習 4B 漢字研究 FUKUMITSU 福光敬子 75
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Code Subject Level Type 種別 授業科目名 Instructor(s) 教員 ページ

JM Research  Subjects （研　究　科　目 )

CUL 351.02 Fri. 2 R J/M Lec. 講義 日本文化講義 IX 民俗学入門 TAMAS タマシ ・ カルメン 77

CUL 352.02 Mon. 1 R J/M Lec. 講義 日本文化講義 I 日本文化入門 MOTOBAYASHI 本林靖久 78

CUL 352.04 Thu. 4 R J/M Lec. 講義 日本文化講義 VII 日本美術史入門 INOMO 井面舞 79

CUL 352.08 Tue. 2 R J/M Sem. 演習 日本文化研究 III 地域文化研究 SHIMAMOTO 嶋本隆光 80

CUL 352.10 Wed. 3 R J/M Sem. 演習 日本文化研究 V 比較文化研究 IWAI. S 岩井茂樹 81

CUL 352.14 Tue. 2 R J/M Sem. 演習 日本文化演習 V 日本文化と茶道 HISAOKA 久岡明穂 82

CUL 353.02 Wed. 5 R J/M Lec. 講義 日本文化講義 V 日本史入門 SANO 佐野方郁 83

CUL 356.04 Wed. 4 R J/M Sem. 演習 日本文化研究 VII 宗教文化研究 KATO. H 加藤均 84

LIN 330.02 Mon. 2 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 I 日本語学入門（方言） MURATA 村田真実 85

LIN 330.04 Mon. 4 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 II 日本語学入門（意味論） IMAI 今井忍 86

LIN 330.06 Wed. 3 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 IV 日本語学入門（語用論） NAKATA 中田一志 87

LIN 330.08 Wed. 5 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 V 日本語学入門（形態論・統語論） SHOJI 荘司育子 88

LIN 333.02 Wed. 5 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 III 日本語教育学概論 KADOWAKI 門脇薫 89

LIN 330.10 Thu. 2 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 VI 日本語学入門（日本語史） YAMANAKA 山中延之 90

LIN 331.04 Fri. 3 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 VII 日本語学概説 YAMAKAWA 山川太 91

LIN 333.04 Fri. 3 R J/M Lec. 講義 日本語学講義 VIII 日本語教育学入門 YAMATO 大和祐子 92

LIT 340.02 Mon. 4 R J/M Lec. 講義 日本文学講義 I 日本文学入門 GONOJI 五之治昌比呂 93

LIT 340.04 Mon. 5 R J/M Lec. 講義 日本文学講義 III 日本文学史入門 SEKIMOTO 関本真乃 94

LIT 340.06 Tue. 1 R J/M Lec. 講義 日本文学講義 V 日本文学入門 HISAOKA 久岡明穂 95

LIT 343.02 Fri. 4 R J/M Sem. 演習 日本文学演習 III 日本の伝統芸能 SHIBATA 柴田芳成 96

SOC 360.02 Wed. 2 R J/M Lec. 講義 日本政治経済講義 I 日本経済入門 ITO. TOSHI 伊藤敏雄 97

SOC 361.02 Wed. 4 R J/M Sem. 演習 日本政治経済演習 III 経営学 INOUE 井上千一 98

SOC 364.02 Mon. 5 R J/M Lec. 講義 日本社会講義 I 社会学入門 NUKITA 貫田優子 99

JA Research  Subjects （研　究　科　目 )

CUL 450.02 Thu. 3 R JA Sem. 演習 日本文化研究 IX 日本美術研究 INOMO 井面舞 101

CUL 452.02 Mon. 4 R JA Sem. 演習 日本文化演習 III 現代文化演習 KATO. S 加藤素明 102

CUL 453.02 Mon. 4 R JA Sem. 演習 日本文化演習 I 近現代史 SANO 佐野方郁 103

CUL 453.04 Thu. 4 R JA Sem. 演習 日本文化演習 VII 古代史 YAMAMOTO 山本一也 104

CUL 453.06 Thu. 5 R JA Sem. 演習 日本文化演習 IX 日本服装史 KOYAMA 小山有子 105

CUL 453.08 Fri. 2 R JA Sem. 演習 日本文化演習 XI 近世史 OGURA. T 小倉宗 106

CUL 456.02 Mon. 2 R JA Lec. 講義 日本文化講義 III 日本の思想と宗教 TONGU 頓宮勝 107

LIN 431.02 Mon. 3 R JA Sem. 演習 日本語学研究 I 日本語学研究（類型論） KISHIDA 岸田泰浩 108

LIN 431.04 Wed. 2 R JA Sem. 演習 日本語学研究 VII 日本語学研究（音声学・音韻論） IWAI. Y 岩井康雄 109

LIN 431.06 Fri. 2 R JA Sem. 演習 日本語学研究 IX 日本語学研究（日本語史） TSUTA 蔦清行 110

LIN 433.02 Mon. 3 R JA Sem. 演習 日本語学研究 III 日本語教育学研究 HIRAO 平尾得子 111

LIT 441.02 Thu. 3 R JA Sem. 演習 日本文学演習 I 近世文学 HONDA 本多朱里 112

LIT 441.04 Fri. 1 R JA Sem. 演習 日本文学研究 I 近代文学研究 MIZUNO 水野亜紀子 113

LIT 443.02 Fri. 3 R JA Sem. 演習 日本文学研究 III 日本古典文学研究 SHIBATA 柴田芳成 114

SOC 462.02 Mon. 2 R JA Sem. 演習 日本政治経済演習 I 日本経済学 MIZUTA 水田明男 115

SOC 463.02 Wed. 5 R JA Sem. 演習 日本政治経済演習 V 国際関係論 AOYAMA 青山志保 116

SOC 464.02 Mon. 2 R JA Sem. 演習 日本社会演習 I 社会学演習 MOTOBAYASHI 本林靖久 117

SOC 464.04 Thu. 4 R JA Sem. 演習 日本社会演習 III 女性学 KOYAMA 小山有子 118
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Code Subject Level Type 種別 授業科目名 Instructor(s) 教員 ページ

J Directed Research & Reading Subjects （専門演習科目）

DR 480.02 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研修指導 専門演習 KISHIDA 岸田泰浩 119

DR 480.04 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研修指導 専門演習 GONOJI 五之治昌比呂 120

DR 480.06 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研修指導 専門演習 HIRAO 平尾得子 121

DR 480.08 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 IMAI 今井忍 122

DR 480.10 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 KATO. H 加藤均 123

DR 480.12 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 SANO 佐野方郁 124

DR 480.14 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 SHIBATA 柴田芳成 125

DR 480.16 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 SHOJI 荘司育子 126

DR 480.18 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 MIZUNO 水野亜紀子 127

DR 480.20 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 MURATA 村田真実 128

DR 480.22 Tue. 3 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 YAMATO 大和祐子 129

DR 480.24 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 IMAI 今井忍 130

DR 480.26 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 IWAI. S 岩井茂樹 131

DR 480.28 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 KISHIDA 岸田泰浩 132

DR 480.30 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 GONOJI 五之治昌比呂 133

DR 480.32 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 SHIMAMOTO 嶋本隆光 134

DR 480.34 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 HIRAO 平尾得子 135

DR 480.36 Tue. 4 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 YAMAKAWA 山川太 136

DR 480.38 Tue. 5 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 TSUTA 蔦清行 137

DR 480.40 Tue. 5 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 NAKATA 中田一志 138

DR 480.42 Tue. 5 DR J Sem. 演習 日本語・日本文化研究指導 専門演習 MIZUTA 水田明男 139
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／
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／
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／
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 D
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at
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JPN 310.02J/MM SP
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at

 a
re

 e
as

y 
to
 

un
de

rs
ta
nd

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

語
で

レ
ポ

ー
ト

を
書

く
際

に
重

要
な

文
法

を
取

り
上

げ
る

。

1.「
書

き
言

葉
の

文
体

」
2.「

複
文

の
作

り
方

」 
 

3.「
『

こ
と

』『
の

』
の

使
い

分
け

」
4.「

名
詞

化
」

5.「
言

葉
の

選
び

方
」

6.「
文

を
首

尾
一

貫
さ

せ
る

」
7.「

助
詞

相
当

語
の

使
い

分
け

」 
8.「

『
は

』
と

『
が

』
の

使
い

分
け

」

W
e 
ta
ke

 u
p 

Ja
pa

ne
se

 g
ra

m
m
ar

 fo
r 
ac

ad
em

ic
 w

rit
in
g.

1. 
St

yl
e 
of
 W

rit
te
n 

La
ng

ua
ge

2. 
Co

m
pl
ex

 s
en

te
nc

e 
3. 

"K
ot
o"
"N

o"
4. 

N
om

in
al
iz
at
io
n

5. 
Se

le
ct
io
n 

of
 W

or
ds

6. 
Co

ns
ist

en
t S

en
te
nc

e
7. 

"N
iy
ot
te
""N

iy
or

eb
a"
"N

ita
isi

te
""N

ito
tt
e"
"T

os
hi
te
"

8. 
"W

a"
"G

a"

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

を
配

布
H
an

do
ut

s

石
黒

圭
・

筒
井

千
絵

（
20

09
）『

留
学

生
の

た
め

の
こ

こ
が

大
切

 文
章

表
現

の
ル

ー
ル

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

Is
hi
gu

ro
 K

ei
, T

su
ts
ui
 C

hi
e 

(2
00

9)
 "
yu

ga
ku

se
i 
no

 
T
am

e 
no

 K
ok

o 
ga

 T
ai
se

ts
u 

Bu
ns

ho
 H

yo
ge

n 
no

 
Ru

ru
" 3

A
 C

or
po

ra
tio

n

授
業

参
加

50
%
、

小
テ

ス
ト

20
%
、

期
末

試
験

30
%

C
la
ss

 P
ar

ti
ci
pa

ti
on

 5
0%

, 
Q
ui

zz
es

 2
0%

, 
F
in

al
 

Ex
am

in
at
io
n 

30
%

JPN 310.08J/MM SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

漢
字

語
彙

を
広

げ
よ

う
　

　
　

E
nr

ic
hi

ng
 K

an
ji-

Vo
ca

bu
la

ry
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

久
保

田
 ゆ

か
り

　
　

　
K

U
B

O
TA

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 1
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3B
　

中
級

漢
字

JP
N

 3
13

.0
2

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 3
B
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

、
形

、
読

み
、

意
味

の
各

点
か

ら
漢

字
を

体
系

的
に

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、漢

字
の

読
み

書
き

能
力

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
あ

る
。
ま

た
、

用
法

に
つ

い
て

も
学

び
、漢

字
の

運
用

能
力

を
高

め
る

。
教

育
漢

字（
1,0

00
字

）
を

中
心

に
学

習
す

る
。

T
hi
s 

co
ur

se
 i
s 

de
si
gn

ed
 t
o 

de
ve

lo
p 

st
ud

en
ts
’ a

bi
lit

y 
to

 r
ea

d 
an

d 
w
ri
te
 

K
an

ji 
by

 s
ys

te
m

at
ic
al
ly
 a

pp
ro

ac
hi
ng

 t
o 

it 
fr
om

 f
ig
ur

es
, r

ea
di
ng

, a
nd

 
m
ea

ni
ng

s. 
It
 a

ls
o 

ai
m
s 

to
 e

na
bl
e 

st
ud

en
ts
 t
o 

ac
qu

ir
e 

pr
of
ic
ie
nc

y 
in
 t
he

 
us

ag
es

 o
f K

an
ji. 

W
e 
w
ill
 fo

cu
s 
on

 th
e “

K
yo

ik
u 
K
an

ji”
 o
r 
ba

sic
 K

an
ji 
(a
bo

ut
 

1,0
00

 c
ha

ra
ct
er

s) 
in
 th

is 
cl
as

s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
は

次
の

通
り

。

第
1
～

5
週

：
漢

字
の

形
　

同
じ

部
首

の
漢

字
、

同
じ

部
分

を
持

つ
漢

字
第

6
～

9
週

：
漢

字
の

読
み

　
誤

り
や

す
い

漢
字

、
主

に
音

読
み

の
漢

字
、

主
に

訓
読

み
の

漢
字

、
二

通
り

以
上

の
音

が
あ

る
漢

字
第

10
～

13
週

：
漢

字
の

意
味

　
関

連
が

あ
る

漢
字

、
対

の
意

味
の

漢
字

、
似

た
意

味
の

漢
字

第
14

～
15

週
　

学
期

末
テ

ス
ト

、
返

却
・

解
説

毎
回

、
授

業
の

初
め

に
復

習
テ

ス
ト

を
行

う
。

T
he

 s
ch

ed
ul
e 
of
 th

is 
co

ur
se

 is
 a
s 
fo
llo

w
s:

W
ee

k 
1-
5: 

Fi
gu

re
s

  K
an

ji 
w
ith

 th
e 
sa

m
e 
ra

ci
al
; K

an
ji 
w
ith

 th
e 
sa

m
e 
st
ru

ct
ur

al
 p

ar
t

W
ee

k 
6-
9: 

Re
ad

in
g

  
K
an

ji 
w
ith

 t
he

 s
am

e 
re

ad
in
g;
 C

hi
ne

se
 r
ea

di
ng

 o
f K

an
ji; 

Ja
pa

ne
se

 
re

ad
in
g 

of
 K

an
ji; 

K
an

ji 
w
ith

 p
lu
ra

l r
ea

di
ng

s
W

ee
k 

10
-1
3: 

M
ea

ni
ng

s
  R

el
at
ed

 K
an

ji; 
Pa

ire
d 

m
ea

ni
ng

 o
f K

an
ji; 

Si
m
ila

r 
m
ea

ni
ng

 o
f K

an
ji

W
ee

k 
14

-1
5

  T
er

m
 e
xa

m
in
at
io
n 

an
d 

co
m
m
en

ts

A
 r
ev

ie
w
 q

ui
z 
w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
at
 th

e 
be

gi
nn

in
g 

of
 e
ve

ry
 c
la
ss

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

コ
ピ

ー
を

配
付

。
H
an

do
ut

s

『
中

学
漢

字
ド

リ
ル

19
45

字
』

教
学

研
究

社
、

19
94

年
。

近
藤

政
美

、
濱

千
代

い
づ

み
『

漢
字

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

』
和

泉
書

院
、

20
06

年
。

松
本

節
子

、
菅

野
章

子
『

実
力

ア
ッ

プ
！

日
本

語
能

力
試

験
2
級

漢
字

単
語

ド
リ

ル
』

ユ
ニ

コ
ム

、
20

05
年

。

授
業

へ
の

出
席

と
参

加
度

(2
0%

)、
小

テ
ス

ト
(3
0%

)、
学

期
末

試
験

(5
0%

)。
Gr

ad
e 

w
ill
 b

e 
ba

se
d 

on
 c

la
ss

 p
ar

tic
ip
at
io
n 

(2
0%

), 
qu

iz
ze

s 
(3
0%

), 
an

d 
te
rm

 e
xa

m
in
at
io
n 

(5
0%

).

JPN 313.02J/MM K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
常

生
活

の
た

め
の

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
　

　
　

K
an

ji 
fo

r e
ve

ry
da

y 
lif

e 
in

 J
ap

an
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

吉
村

　
大

樹
　

　
　

Y
O

S
H

IM
U

R
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3B
　

中
級

漢
字

JP
N

 3
13

.0
4

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 3
B
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
日

常
的

な
場

面
で

よ
く

使
わ

れ
る

漢
字

（
70

0-
10

00
字

）
を

正
確

に
使

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

標
に

し
ま

す
。

こ
れ

ら
の

漢
字

が
使

え
る

よ
う

に
な

る
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

語
彙

・
語

句
の

習
得

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is 
co

ur
se

 is
 t
o 

m
as

te
r 
Ja

pa
ne

se
 k

an
ji 

ch
ar

ac
te
rs
 (a

bo
ut

 7
00

 t
o 

1,0
00

 c
ha

ra
ct
er

s) 
in
 e

ve
ry

da
y 

lif
e 

in
 J
ap

an
. T

hr
ou

gh
 t
hi
s 
co

us
e, 

st
ud

en
ts
 w

ill
 

be
 a
bl
e 
to
:

(i)
 u

nd
er

st
an

d 
(i.
e.
 r

ea
d,
 w

ri
te

, l
is
te

n,
 a

nd
 s

pe
ak

 a
cc

ur
at

el
y)
 7

00
-1
00

0 
ka

nj
i 

ch
ar

ac
te
rs
.

(ii
) u

nd
er

st
an

d 
m
or

e 
co

m
pl
ex

 w
or

ds
 in

 J
ap

an
es

e 
us

in
g 

th
es

e 
ka

nj
i c

ha
ra

ct
er

s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
主

に
4
つ

の
タ

イ
プ

の
活

動
を

行
い

ま
す

。

1. 「
思

い
出

す
」。

前
回

の
授

業
で

学
習

し
た

漢
字

、
宿

題
で

学
習

し
た

漢
字

に
つ

い
て

小
テ

ス
ト

を
行

い
ま

す
。

2. 「
わ

か
る

」。
新

し
い

漢
字

の
読

み
方

や
書

き
方

を
理

解
し

ま
す

。
3. 「

覚
え

る
」。

わ
か

る
よ

う
に

な
っ

た
漢

字
を

、
い

ろ
い

ろ
な

練
習

を
し

な
が

ら
覚

え
ま

す
。

4. 「
使

う
」。

覚
え

た
漢

字
が

、
日

常
生

活
で

ど
の

よ
う

に
役

に
立

つ
か

を
確

か
め

ま
す

。

Fo
ur

 m
ai
n 

ac
tiv

iti
es

 w
ill
 b

e 
co

nd
uc

te
d 

in
 e
ac

h 
cl
as

s: 

1. 
T
o 

re
vi
ew

: A
 q

ui
z 

in
 k

an
ji 

ch
ar

ac
te
rs

 w
hi
ch

 s
tu

de
nt

s 
le
ar

ne
d 

in
 th

e 
pr

ev
io
us

 c
la
ss

 w
ill
 b

e 
gi
ve

n.
2.
 T

o 
un

de
rs

ta
nd

: S
tu

de
nt

s 
un

de
rs

ta
nd

 h
ow

 t
o 

re
ad

 a
nd

 w
ri
te
 

ka
nj
is 

ne
w
ly
 in

tr
od

uc
ed

.
3. 

T
o 
le
ar

n:
 S

tu
de

nt
s 
le
ar

n 
ne

w
 k

an
jis

 b
y 

do
in
g 

cl
as

s 
ac

tiv
iti

es
.

4. 
T
o 
us

e: 
St

ud
en

ts
 c
on

fir
m
 h

ow
 k

an
jis

 le
ar

ne
d 

in
 th

e 
cl
as

s 
w
ill
 b

e 
us

ef
ul
 in

 o
ur

 d
ai
ly
 li
fe
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

佐
藤

尚
子

、
佐

々
木

仁
子

（
著

）『
留

学
生

の
た

め
の

漢
字

の
教

科
書

 中
級

70
0』

国
書

刊
行

会
(2
00

8)
N

ao
ko

, 
Sa

to
 a

nd
 H

it
ok

o,
 S

as
ak

i 
(2

00
8)

 
"R

yu
ug

ak
us

ei
 n

o 
ta

m
e 

no
 k

an
ji 

no
 k

yo
ka

sh
o 

ch
uu

ky
uu

 7
00

"(
T

he
 k

an
ji
 t

ex
tb

oo
k 

fo
r 

in
te
rn

at
io
na

l s
tu

de
nt

s: 
70

0 
ch

ar
ac

te
rs

彦
坂

佳
宣（

監
修

）、
旺

文
社（

編
）『

日
本

語
能

力
試

験
タ

ー
ゲ

ッ
ト

10
00

 N
2
漢

字
』

旺
文

社
(2
01

1)
Y
os

hi
no

bu
, H

ik
os

ak
a 

(s
up

er
vi
se

d)
, O

bu
ns

ha
 (
ed

.) 
(2
01

1)
" J

LP
T
 T

ar
ge

t 1
00

0 
N
2 
K
an

ji"
. O

bu
ns

ha
.

平
常

点
：

30
%

小
テ

ス
ト

：
30

%
定

期
試

験
：

40
%

Pa
rt
ic
ip
at
io
n:
 3
0%

Q
ui
zz

es
: 3

0%
Fi

na
l e

xa
m
in
at
io
n:
 4
0%

JPN 313.04J/MM K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

常
用

漢
字

　
　

　
JO

Y
O
　

K
A

N
JI

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

國
方

 栄
二

　
　

　
K

U
N

IK
AT

A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3B
　

中
級

漢
字

JP
N

 3
13

.0
6

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 3
B
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

講
義

は
常

用
漢

字
（

お
よ

そ
10

00
）

を
習

得
し

、
日

本
語

の
読

解
お

よ
び

作
文

能
力

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

ま
す

。
T
hi
s 
le
ct
ur

e 
ha

s 
an

 a
im

 t
o 

m
as

te
r 
10

00
 J
oy

o-
K
an

ji 
an

d 
m
or

e 
an

d 
to
 e
xt

en
d 

yo
ur

 a
bi
lit

y 
of
 r
ea

di
ng

 o
r 
w
rit

in
g 

K
an

ji.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

◎
毎

回
40

個
の

漢
字

を
学

習
し

ま
す

。

◎
毎

回
前

回
学

習
分

の
小

テ
ス

ト
が

あ
り

ま
す

。

Ev
er

y 
w
ee

k 
yo

u 
le
ar

n 
40

 K
an

ji 
an

d 
so

m
e 

qu
iz
ze

s 
ar

e 
gi
ve

n 
in
 

or
de

r 
to
 c
he

ck
 y

ou
r 
m
as

te
ry

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
漢

字
の

実
践

練
習

』（
第

一
学

習
社

）
K

A
N

JI
 N

O
 J

IS
SE

N
 R

E
N

SH
U

 (
D

A
II

C
H

I 
GA

K
SY

U
SH

A
)

『
日

本
語

能
力

試
験

 1・
2
級

試
験

問
題

と
正

解
』（

凡
人

社
）

Ja
pa

ne
se

 la
ng

ua
ge

 p
ro

fic
ie
nc

y 
te
st
. L

ev
el
 1
 a
nd

 2
Q
ue

st
io
ns

 a
nd

 c
or

re
ct
 a
ns

w
er

s（
Bo

nj
in
ns

ha
）

定
期

試
験

(5
0%

)・
平

常
点

(5
0%

)
ex

am
in
at
io
n 

(5
0%

) &
 p

ar
tic

ip
at
io
n 

(5
0%

)

JPN 313.06J/MM K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
能

力
試

験
N

2
レ

ベ
ル

の
漢

字
　

　
　

K
an

ji 
fo

r J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 P

ro
fic

ie
nt

y 
Te

st
 L

ev
el

 N
2 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

廣
川

 直
幸

　
　

　
H

IR
O

K
AW

A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 5
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3B
　

中
級

漢
字

JP
N

 3
13

.0
8

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 3
B
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
能

力
検

定
試

験
N
2
に

必
要

な
漢

字
約

10
00

字
の

習
得

。
T
he

 a
im

 o
f t

hi
s 
co

ur
se

 is
 t
o 
m
as

te
r 
ab

ou
t 
10

00
 K

an
ji 
re

qu
ire

d 
fo
r 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
Pr

of
ic
ie
nc

y 
T
es

t L
ev

el
 N

2.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

毎
週

お
よ

そ
40

字
の

漢
字

を
学

習
し

ま
す

。

学
習

に
応

用
で

き
る

よ
う

に
、

漢
字

や
熟

語
の

な
り

た
ち

を
説

明
し

ま
す

。

よ
り

よ
く

覚
え

る
た

め
に

、
書

く
練

習
を

宿
題

に
し

ま
す

。

毎
回

授
業

の
は

じ
め

に
小

テ
ス

ト
を

し
て

、
ど

れ
だ

け
身

に
つ

い
た

か
を

確
認

し
ま

す
。

In
 th

is 
co

ur
se

 a
bo

ut
 4
0 
K
an

ji 
w
ill
 b

e 
le
ar

ne
d 

ev
er

y 
w
ee

k.

T
he

 b
as

ic
 s

tr
uc

tu
re

s 
of

 K
an

ji 
an

d 
K
an

ji 
co

m
po

un
ds

 w
ill

 b
e 

ex
pl
ai
ne

d 
in
 o

rd
er

 t
ha

t 
th

e 
st
ud

en
ts
 m

ay
 a

pp
ly
 t
he

m
 t
o 

th
ei
r 

le
ar

ni
ng

.

T
o 

fix
 K

an
ji 

fir
m

ly
 i
n 

m
in

d,
 K

an
ji 

w
ri
ti
ng

 p
ra

ct
ic
e 

w
ill

 b
e 

as
sig

ne
d 

as
 h

om
ew

or
k.

T
o 

ch
ec

k 
th

e 
m
as

te
ry

, a
 q

ui
z 

w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
at
 t
he

 b
eg

in
ni
ng

 o
f 

ev
er

y 
cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

か
た

く
り

日
本

語
教

師
会

『
完

全
マ

ス
タ

ー
漢

字
　

日
本

語
能

力
試

験
2
級

レ
ベ

ル
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

20
02

）。

ア
ル

ク
日

本
語

出
版

編
集

部
編

『
日

本
語

能
力

試
験

漢
字

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

』
ア

ル
ク

（
19

94
）。

平
常

点
：

70
%

と
試

験
：

30
%

Pa
rt
ic
ip
at
io
n:
 7
0%

 &
 E

xa
m
in
at
io
n:
 3
0%

JPN 313.08J/MM K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

こ
と

ば
と

文
化

の
読

解
　

　
　

R
ea

di
ng

 J
ap

an
es

e 
Te

xt
s 

on
 L

an
gu

ag
e 

an
d 

C
ul

tu
re

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

ヴ
ォ

ー
ゲ

・
ヨ

ー
ラ

ン
　

　
　

VA
A

G
E

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 2
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3C
　

中
級

読
解

JP
N

 3
14

.0
2

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 3
C
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

社
会

言
語

学
を

通
し

て
、

言
語

と
文

化
に

つ
い

て
の

分
か

り
や

す
い

テ
キ

ス
ト

を
読

み
、論

文
に

よ
く

使
わ

れ
て

い
る

表
現

を
学

ぶ
。
加

え
て

、デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
日

本
の

文
化

と
社

会
へ

の
理

解
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

le
ar

n 
to

 r
ea

d 
an

d 
un

de
rs

ta
nd

 
Ja

pa
ne

se
 t
ex

ts
 a

bo
ut

 l
an

gu
ag

e 
an

d 
cu

ltu
re

,　
to

 a
qu

ir
e 

w
or

ds
 

an
d 

ph
ra

se
s 
us

ed
 in

 a
ca

de
m
ic
 t
ex

ts
, a

nd
 - 

th
ro

ug
h 

di
sc

us
sio

ns
 o
n 

to
pi
cs

 s
uc

h 
as

 s
oc

io
lin

gu
is
tic

s 
an

d 
an

th
ro

po
lo
gy

 -
 g

et
 a

 d
ee

pe
r 

un
de

rs
ta
nd

in
g 

of
 J
ap

an
es

e 
cu

ltu
re

 a
nd

 s
oc

ie
ty

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

毎
回

授
業

で
日

本
語

と
日

本
文

化
に

関
連

す
る

分
か

り
や

す
い

文
章

を
読

み
ま

す
。

読
む

と
と

も
に

、
文

章
に

出
て

く
る

難
し

い
こ

と
ば

や
表

現
を

い
く

つ
か

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

解
説

し
、

現
代

日
本

社
会

に
注

目
し

て
、

文
章

の
内

容
に

つ
い

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

ま
す

。

学
期

の
前

半
は

、
鈴

木
孝

夫
が

書
い

た
、

わ
た

し
、

ぼ
く

、
う

ち
、

な
ど

の
日

本
語

の
人

称
詞

に
つ

い
て

の
テ

キ
ス

ト
を

読
み

、
後

半
で

は
、

漫
画

や
ド

ラ
マ

に
使

わ
れ

て
い

る
特

集
な

こ
と

ば
（

役
割

語
）、

若
者

こ
と

ば
、

そ
し

て
キ

ャ
ラ

語
な

ど
に

つ
い

て
の

論
文

を
読

み
ま

す
。

In
 t
hi
s 
co

ur
se

 w
e 

w
ill
 r
ea

d 
fr
om

 e
as

y 
to
 u

nd
er

st
an

d 
te
xt

s 
ab

ou
t 

Ja
pa

ne
se

 la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
. I

m
po

rt
an

t 
ke

yw
or

ds
 a

nd
 a

 w
or

d 
lis

t 
w
ill
 b

e 
di
st
rib

ut
ed

 t
og

et
he

r 
w
ith

 t
he

 t
es

t. 
W

hi
le
 r
ea

di
ng

. w
e 

w
ill
 g

o 
th

ro
ug

h 
so

m
e 

of
 t
he

 d
iff

ic
ul
t 
w
or

ds
 a

nd
 p

hr
as

es
 u

se
d 

in
 

th
e 
te
xt

, a
nd

 d
isc

us
s 
th

e 
co

nt
en

ts
 o
f t

he
 te

xt
 in

 c
on

te
xt

 o
f m

od
er

n 
Ja

pa
ne

se
 s
oc

ie
ty

. 

W
e 

w
ill
 s

ta
rt
 b

y 
re

ad
in
g 

Su
zu

ki
 T

ak
ao

’s 
fa
m
ou

s 
te
xt

 a
bo

ut
 t
he

 
di
ffe

re
nt

 J
ap

an
es

e 
pr

on
ou

ns
 (
w
at
as

hi
, b

ok
u,
 u

ch
i, 

et
c.)

, a
nd

 t
he

n 
m
ov

e 
on

 t
o 

re
ad

 a
bo

ut
 s
pe

ci
al
 w

or
ds

 u
se

d 
in
 m

an
ga

 a
nd

 d
ra

m
a 

(so
-c
al
le
d 

"r
ol
e-
la
ng

ua
ge

"),
 y

ou
th

 la
ng

ua
ge

, a
nd

 "k
ya

ra
"-l
an

gu
ag

e.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

資
料

配
布

Co
pi
es

 o
f 
th

e 
te
xt

, w
or

d 
lis

ts
 a

nd
 o

th
er

 m
at
er

ia
ls 

w
ill
 b

e 
di
st
rib

ut
ed

 in
 c
la
ss

.

井
出

祥
子

20
06

『
わ

き
ま

え
の

語
用

論
』

大
修

館
書

店
金

水
敏

20
03

『
ヴ

ァ
ー

チ
ャ

ル
日

本
語

 役
割

語
の

謎
』

岩
波

書
店

定
延

利
之

20
11

『
日

本
語

社
会

 の
ぞ

き
キ

ャ
ラ

く
り

』
三

省
堂

鈴
木

孝
夫

19
73

『
こ

と
ば

と
文

化
』

岩
波

新
書

授
業

参
加

10
0%

Pa
rt
ic
ip
at
io
n 

in
 c
la
ss

 1
00

%

JPN 314.02J/MM RDG
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

読
解

:速
読

と
精

読
　

　
　

In
te

rm
ed

ia
te

 R
ea

di
ng

: R
ap

id
 a

nd
 C

lo
se

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

廣
川

 直
幸

　
　

　
H

IR
O

K
AW

A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 4
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3C
　

中
級

読
解

JP
N

 3
14

.0
4

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 3
C
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

中
級

レ
ベ

ル
の

学
生

が
、

さ
ま

ざ
ま

な
テ

ク
ス

ト
の

速
読

・
精

読
を

通
じ

て
、

柔
軟

な
読

解
力

を
獲

得
す

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 f
or

 i
nt

er
m
ed

ia
te

 s
tu

de
nt

s 
to

 a
cq

ui
re

 
fle

xi
bl
e 
re

ad
in
g 

sk
ill
s 
th

ro
ug

h 
re

ad
in
g 

va
rio

us
 k

in
ds

 o
f t

ex
ts
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

は
二

つ
の

部
分

で
構

成
さ

れ
ま

す
。
す

な
わ

ち
、速

読
と

精
読

で
す

。

速
読

で
は

、
初

見
の

テ
ク

ス
ト

を
読

み
、

問
題

を
解

い
て

理
解

度
を

確
認

し
ま

す
。

精
読

で
は

、
あ

ら
か

じ
め

与
え

ら
れ

た
テ

ク
ス

ト
に

つ
い

て
発

表
や

討
論

を
行

い
ま

す
。

テ
ク

ス
ト

に
は

、
刺

激
的

な
エ

ッ
セ

イ
等

を
用

い
る

予
定

で
す

。

T
hi
s 
cl
as

s 
co

ns
ist

s 
of
 2
 s
ec

tio
ns

: r
ap

id
 r
ea

di
ng

 a
nd

 c
lo
se

 r
ea

di
ng

.

In
 t
he

 r
ap

id
 r
ea

di
ng

 s
ec

tio
n,
 s
tu

de
nt

s 
w
ill
 r
ea

d 
un

se
en

 t
ex

ts
 a

nd
 

so
lv
e 
qu

es
tio

ns
 a
bo

ut
 th

em
 to

 c
he

ck
 th

ei
r 
un

de
rs

ta
nd

in
g.

In
 t
he

 c
lo
se

 r
ea

di
ng

 s
ec

tio
n,
 p

re
se

nt
at
io
n 

an
d 

di
sc

us
si
on

 w
ill
 b

e 
do

ne
 a
bo

ut
 t
he

 t
ex

ts
 w

hi
ch

 w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
be

fo
re

ha
nd

. S
tim

ul
at
in
g 

es
sa

ys
 e
tc
. w

ill
 b

e 
us

ed
 a
s 
ou

r 
te
xt

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
日

本
語

中
級

読
解

』
ア

ル
ク

。
IS

BN
: 9

78
-4
87

23
47

00
5  

平
常

点
：

70
%

と
レ

ポ
ー

ト
：

30
%

Pa
rt
ic
ip
at
io
n:
 7
0%

 &
 F

in
al
 r
ep

or
t: 

30
%

JPN 314.04J/MM RDG
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

読
解

-様
々

な
「

読
み

」
を

学
ぶ

-　
　

　
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e 

R
ea

di
ng

 -s
ki

lls
 fo

r v
ar

io
us

 ty
pe

s 
of

 re
ad

in
g-

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

真
下

 恭
子

　
　

　
M

A
S

H
IT

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 3
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3C
　

中
級

読
解

JP
N

 3
14

.0
6

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 3
C
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

・
中

級
レ

ベ
ル

の
様

々
な

分
野

の
文

章
を

構
成

や
表

現
に

注
意

し
正

確
に

読
む

力
を

つ
け

る
。

・
限

ら
れ

た
時

間
で

必
要

な
情

報
を

と
っ

た
り

、
文

章
の

大
意

を
つ

か
む

技
術

を
学

ぶ
。

・
T
o 

im
pr

ov
e 

th
e 

pr
of
ic
ie
nc

y 
fo
r 

ac
cu

ra
te

 r
ea

di
ng

 o
f 
te

xt
s 

on
 

va
rio

us
 f
ie
ld
s 
by

 b
ui
ld
in
g 

vo
ca

bu
la
ry

 a
nd

 le
ar

ni
ng

 t
he

 s
tr
uc

tu
re

s 
of
 th

e 
te
xt

s.
・

T
o 
le
ar

n 
th

e 
sk

ill
s 
of
 r
ap

id
 r
ea

di
ng

 in
 o
rd

er
 t
o 
gr

as
p 

th
e 
th

em
e 

an
d 

to
 c
at
ch

 th
e 
re

qu
ire

d 
im

fo
rm

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

・
説

明
文

や
エ

ッ
セ

イ
な

ど
様

々
な

分
野

の
文

章
を

と
り

あ
げ

、
全

体
の

流
れ

や
要

旨
を

つ
か

ん
だ

後
、

言
語

表
現

の
正

確
な

解
釈

を
練

習
す

る
。

精
読

で
扱

う
も

の
は

、
日

本
語

能
力

試
験

N
2
レ

ベ
ル

の
も

の
を

中
心

に
す

る
予

定
で

あ
る

。

・
文

章
全

体
の

把
握

か
ら

個
々

の
表

現
の

理
解

ま
で

、
段

階
的

に
ス

キ
ミ

ン
グ

や
ス

キ
ャ

ニ
ン

グ
の

技
術

も
用

い
て

練
習

を
す

る
。

文
章

の
構

造
や

機
能

に
関

わ
る

表
現

も
個

別
に

と
り

あ
げ

る
。

・
Y
ou

 w
ill
 r

ea
d 

te
xt

s 
on

 v
ar

io
us

 f
ie
ld
s 

in
 a

 m
an

ne
r 

re
qu

ir
ed

 b
y 

th
e 
ta
sk

s.
  

So
m

e 
im

po
rt

an
t 

ex
pr

es
si
on

s 
w
ill

 b
e 

pi
ck

ed
 u

p 
fo

r 
be

tt
er

 
un

de
rs

ta
nd

in
g.

  
T
ex

ts
 o
f J

ap
an

es
e 
pr

of
ic
ie
nc

y 
te
st
 N

2 
le
ve

l w
ill
 b

e 
m
ai
nl
y 

us
ed

 
fo
r 
 in

te
ns

iv
e 
re

ad
in
g.

・
Y
ou

 w
ill
 l
ea

rn
 t
he

 s
ki
lls

 o
f 
ra

pi
d 

re
ad

in
g 

w
ith

 s
te

p 
by

 s
te

p 
tr
ai
ni
ng

, w
hi
ch

 in
cl
ud

es
 th

e 
sk

ill
s 
of
 s
ca

nn
in
g 

an
d 

sk
im

m
in
g.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t
・

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

配
布

（
以

下
の

テ
キ

ス
ト

や
生

教
材

参
照

）
・

三
浦

昭
・

岡
ま

ゆ
み

(19
98

)『
中

・
上

級
者

の
た

め
の

　
速

読
の

日
本

語
』

ジ
ャ

パ
ン

タ
イ

ム
ズ

・
奥

田
純

子
他

（
20

11
）『

読
む

力
　

中
級

』
く

ろ
し

お
出

版
・

松
本

節
子

他
(20

13
)『

実
力

ア
ッ

プ
！

日
本

語
能

力
試

験
　

N2
　

読
む

（
文

章
の

文
法

・
読

解
）』

ユ
ニ

コ
ム

・
小

林
ひ

と
み

・
桑

原
里

奈
・

木
林

理
恵

(20
11

)『
N2

読
解

ス
ピ

ー
ド

マ
ス

タ
ー

』
Jリ

サ
ー

チ
Ha

nd
ou

ts
 w

ill 
be

 p
ro

vi
de

d(
in
clu

di
ng

 th
e 
fo
llo

w
in
g 

te
xt

bo
ok

s a
nd

 ra
w
 m

at
er

ial
s)

・
O
ka

 M
ay

um
i (

19
98

)"R
ap

id
 R

ea
di
ng

 J
ap

an
es

e-
Im

pr
ov

in
g 

Re
ad

in
g 

Sk
ill
s 

of
 

In
te
rm

ed
iat

e 
an

d 
A
dv

an
ce

d 
St

ud
en

ts
" T

he
 Ja

pa
n 

Ti
m
es

・
Ok

ud
a 
Ju

nk
o,e

t a
l.(2

01
1)"

Yo
m
u 

Ch
ik
ar

a-i
nt

er
m
ed

iat
e 
lev

el"
Ku

ro
sio

・
M

at
su

m
ot

o 
Se

ts
uk

o,e
t 
al
. (

20
13

)"T
he

 P
re

pr
at

or
y 

Co
ur

se
 f
or

 T
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
　

Pr
of
ici

en
cy

 T
es

t N
2 
Re

ad
in
g"
 U

ni
co

m
 In

c.
・

Ko
ba

ya
sh

i H
ito

m
i,K

uw
ah

ar
a 

Ri
na

,K
ib
ay

as
hi
 R

ie(
20

11
)"Q

ui
ck

 M
as

te
ry

 o
f N

2 
Re

ad
in
g"
 J-

 re
se

ar
ch

・
内

田
安

伊
子

・
内

田
紀

子
(2
00

8)
『

構
成

・
特

徴
・

分
野

か
ら

学
ぶ

　
新

聞
の

読
解

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
U
ch

id
a 

A
ki

ko
, 
U
ch

id
a 

N
or

ik
o(

20
06

) 
"K

os
ei
 

T
ok

uc
ho

 B
un

ya
 k

ar
a 

M
an

ab
u 

Sh
in

bu
n 

no
 

D
ok

ka
i(R

ea
di
ng

 s
ki
lls

 f
or

 N
ew

s 
Pa

pe
rs

-le
ar

ni
ng

 
va

rio
us

 s
tr
uc

tu
re

s, 
fe
at
ur

es
 a
nd

 fi
el
ds

)" 
3A

 n
et
 c
o.

・
平

常
点

（
出

席
、

授
業

参
加

な
ど

）　
　

50
%

・
期

末
テ

ス
ト

　
　

　
　

50
%

・
A
tt
en

da
nc

e 
an

d 
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%

・
Fi

na
l t

es
t  

50
%

JPN 314.06J/MM RDG
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

作
文

　
　

　
In

te
rm

ed
ia

te
　

W
rit

in
g 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

李
　

裕
旋

　
　

　
LE

E

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3D
　

中
級

作
文

JP
N

 3
15

.0
2

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 3

D
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
で

小
論

文
を

書
く

た
め

に
必

要
な

知
識

を
習

得
し

、
作

文
能

力
を

高
め

る
。

T
o 
im

pr
ov

e 
kn

ow
le
dg

e 
an

d 
sk

ill
s 
of
 J
ap

an
es

e 
es

sa
y 

w
rit

in
g

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

・
原

稿
用

紙
や

句
読

点
、

記
号

の
使

い
方

・
小

論
文

に
合

う
文

体
、

文
型

、
語

彙

・
文

章
の

構
成

・
段

落
構

成

・
意

見
と

事
実

を
分

け
る

・
文

章
の

要
約

な
ど

添
削

は
個

人
指

導
を

行
う

。

・
Ba

sic
 r
ul
e 
in
 w

rit
in
g 

a 
co

m
po

sit
io
n

・
F
or

 w
ri
tin

g 
es

sa
ys

 i
n 

ja
pa

ne
se

 s
en

te
nc

e 
st
yl
e,
an

d 
se

nt
en

ce
 

pa
tt
en

 a
 v

oc
ab

ul
ar

y

・
Co

ns
tr
uc

tio
n 

of
 a
 c
om

po
sit

io
n

・
Pa

ra
gr

ap
h 

st
ru

ct
ur

e

・
D
es

cr
ip
tio

n 
of
 o
pi
ni
on

s 
an

d 
a 
fa
ct

・
T
o 
su

m
m
ar

iz
in
g

Y
ou

r 
co

m
po

sit
io
n 

w
ill
 b

e 
co

rr
ec

te
d 

by
 o
ne

 to
 o
ne

 tu
to
rin

g.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
大

学
で

学
ぶ

た
め

の
日

本
語

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

』
T
he

 
Ja

pa
n 

T
im

es
よ

り
コ

ピ
ー

し
て

配
布

  
『

小
論

文
へ

の
12

の
ス

テ
ッ

プ
』ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

出
席

30
%
、

課
題

70
%

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

30
%
, a

ss
ig
nm

en
t 7

0%

JPN 315.02J/MM COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

レ
ポ

ー
ト

を
書

く
人

の
作

文
コ

ー
ス

　
―

中
級

学
習

者
の

た
め

の
―

Ja
pa

ne
se

 A
ca

de
m

ic
 W

rit
in

g　
―

fo
r i

nt
er

m
ed

ia
te

 le
ve

l l
ea

rn
er

s―
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
南

 淳
子

　
　

　
K

O
M

IN
A

M
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 2
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3D
　

中
級

作
文

JP
N

 3
15

.0
4

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 3

D
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

レ
ポ

ー
ト

・
小

論
文

を
書

く
た

め
に

　（
1）

そ
れ

ぞ
れ

の
テ

ー
マ

に
必

要
な

語
彙

を
学

ぶ
。

　（
2）

レ
ポ

ー
ト

に
適

し
た

文
章

表
現

と
段

落
の

組
み

立
て

方
を

学
ぶ

。
　（

3）
資

料
や

文
献

を
引

用
す

る
場

合
に

必
要

な
要

約
の

し
か

た
を

学
ぶ

。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

de
ve

lo
p 

yo
ur

 w
ri
tin

g 
ab

ili
ty

 f
or

 a
ca

de
m
ic
 

pa
pe

rs
.

　
(1
)Y

ou
 w

ill
 in

cr
ea

se
 y

ou
r 
vo

ca
bu

la
ry

 o
n 

va
rio

us
 to

pi
cs

. 
　

(2
)Y

ou
 w

ill
 le

ar
n 

ho
w
 to

 m
ak

e 
co

he
re

nt
 p

ap
er

s 
w
ith

 p
ro

pe
r 
st
ru

ct
ur

e.
　

(3
)Y

ou
 w

ill
 le

ar
n 

ho
w
 to

 s
um

m
ar

iz
e 
in
 li
m
ite

d 
w
or

ds
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

は
次

の
内

容
で

行
う

。
　（

1）
各

自
の

興
味

に
基

づ
く

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、必

要
な

資
料

を
集

め
た

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
や

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

う
。

　（
2）

他
の

人
の

考
え

を
知

る
た

め
に

ク
ラ

ス
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

す
る

。
　（

3）
新

聞
記

事
、

博
物

館
や

美
術

館
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
和

菓
子

や
伝

統
工

芸
に

つ
い

て
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

実
際

に
使

わ
れ

て
い

る
も

の
を

用
い

て
、

要
約

の
練

習
を

す
る

。
　（

4）
レ

ポ
ー

ト
に

適
す

る
文

章
表

現
と

段
落

の
組

み
立

て
方

を
学

び
、

作
文

を
書

く
。

　（
5）

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

の
作

文
を

読
ん

で
、

文
章

を
訂

正
す

る
。

添
削

は
、

個
人

指
導

を
多

く
行

う
。

毎
週

、
作

文
や

要
約

の
自

習
課

題
が

あ
る

。

＊
授

業
で

の
積

極
的

な
活

動
と

課
題

提
出

が
重

要
で

あ
る

。

T
he

 a
ct
iv
iti

es
 in

 th
is 

cl
as

s 
ar

e
　

(1
)to

 g
at

he
r 

m
at

er
ia
ls
 o

n 
se

lf-
in
te

re
st
ed

 t
op

ic
s,a

nd
 s

en
d 

ou
t 

qu
es

tio
nn

ai
re

s 
　

(2
)to

 d
isc

us
s 
va

rio
us

 to
pi
cs

 a
nd

 li
st
en

 to
 o
th

er
 c
la
ss

m
at
es

　
(3
)to

 s
um

m
ar

iz
e 
re

al
 le

af
le
ts
 a
nd

 b
ro

ch
ur

es
　

(4
)to

 le
ar

n 
ho

w
 to

 m
ak

e 
pr

op
er

 s
tr
uc

tu
re

 fo
r 
an

 a
ca

de
m
ic
 p
ap

er
　

(5
)to

 r
ea

d 
an

d 
an

al
yz

e 
pa

pe
rs

 w
rit

te
n 

by
 o
th

er
s 
or

 y
ou

rs
el
ve

s.

Y
ou

r 
co

m
po

sit
io
n 

w
ill
 b

e 
co

rr
ec

te
d 

by
 o
ne

 to
 o
ne

 tu
to
rin

g.
W

ee
kl
y 

w
rit

in
g 

an
d 

su
m
m
ar

iz
in
g 

as
sig

nm
en

ts
 w

ill
 b

e 
gi
ve

n.

＊
Po

sit
iv
e 
at
tit

ud
e 
is 

ve
ry

 im
po

rt
an

t.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

倉
八

順
子

『
日

本
語

表
現

の
教

室
中

級
―

語
彙

と
表

現
と

作
文

』
古

今
書

院
（

20
05

）
Ju

nn
ko

 K
ur

ah
ac

hi
. 

N
ih

on
go

hy
ou

ge
n 

no
 

K
yo

us
hi
ts
u,
 K

ok
on

sy
oi
n,
 2
00

5

木
下

是
雄

　
ち

く
ま

学
芸

文
庫

『
レ

ポ
ー

ト
の

組
み

立
て

方
』

筑
摩

書
房

（
19

94
）

K
or

eo
 K

in
os

hi
ta

. 
R
ep

or
t 

no
 k

um
it
at

ek
at

a,
 

Ch
ik
um

as
yo

bo
, 1

99
4

学
期

末
試

験
：

20
%

平
常

点
：

80
%
（

授
業

参
加

と
課

題
提

出
）

T
er

m
 e
xa

m
in
at
io
n 

(2
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at

io
n 

(8
0%

): 
Cl

as
s 

at
te

nd
an

ce
, E

xe
rc

is
es

 
an

d 
A
ss

ig
nm

en
ts

JPN 315.04J/MM COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
作

文
（

中
級

後
期

）　
　

　
Ja

pa
ne

se
 W

rit
in

g 
(In

te
rm

ed
ia

te
: a

dv
an

ce
d)

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

藤
家

 智
子

　
　

　
FU

JI
IE

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

3 
実

習
J/

M
M

日
本

語
実

習
3D

　
中

級
作

文
JP

N
 3

15
.0

6
R

ec
.

C
O

M
P

Ja
pa

ne
se

 3
D
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

①
社

会
現

象
、

文
化

的
な

テ
ー

マ
な

ど
に

つ
い

て
80

0
字

程
度

で
説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

②
事

実
と

な
る

客
観

的
根

拠
を

示
し

て
80

0
字

程
度

の
意

見
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

1. 
So

ci
al
 p

he
no

m
en

a 
an

d 
cu

ltu
ra

l 
to
pi
cs

 w
ill
 b

e 
us

ed
 a

s 
th

em
es

 
fo
r 
co

m
po

sit
io
ns

 o
f a

bo
ut

 8
00

 c
ha

ra
ct
er

s 
2.
 D

es
cr

ip
tio

n 
of
 f
ac

ts
, o

bj
ec

tiv
e 

ev
id
en

ce
 a

nd
 e

xp
re

ss
in
g 

on
e’
s 

op
in
io
n 

on
 a
 s
ub

je
ct
 w

ill
 b

e 
pr

ac
tic

ed

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

中
級

後
期

の
日

本
語

学
習

者
を

対
象

に
、 
モ

デ
ル

文
を

見
な

が
ら

論
理

的
な

文
の

展
開

の
仕

方
を

学
ぶ

。
・
社

会
的

な
仕

組
み

、
現

象
、

問
題

を
取

り
上

げ
て

説
明

文
や

意
見

文
を

書
く

。
・

授
業

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
テ

ー
マ

に
つ

い
て

書
く

た
め

の
活

動
を

数
回

に
分

け
て

行
う

。

①
論

理
的

な
文

の
展

開
の

仕
方

を
、

モ
デ

ル
文

を
見

な
が

ら
学

ぶ
。

②
社

会
的

な
制

度
や

仕
組

み
の

説
明

、
社

会
現

象
の

説
明

、
引

用
や

要
約

の
仕

方
を

学
ぶ

。
③

明
確

な
根

拠
を

示
し

て
意

見
文

を
書

く
練

習
を

す
る

。
④

宿
題

で
、

60
0
～

80
0
字

の
作

文
を

4、
5
回

書
き

、
そ

の
書

き
直

し
な

ど
も

宿
題

と
な

る
。

・
T
ar

ge
te

d 
at

 s
tu

de
nt

s 
of
 i
nt

er
m

ed
ia
te

 a
dv

an
ce

d 
le
ve

l. 
M

od
el
 

se
nt

en
ce

s 
w
ill
 b

e 
us

ed
 a
s 
a 
po

in
t 
of
 r
ef
er

en
ce

 fo
r 
w
rit

in
g 

lo
gi
ca

lly
 

st
ru

ct
ur

ed
 p

ap
er

s
・

So
ci
al
 p

he
no

m
en

a 
an

d 
va

ri
ou

s 
to

pi
cs

 w
ill
 b

e 
di
sc

us
se

d 
an

d 
w
rit

te
n 

on
T
he

 fo
llo

w
in
g 

to
pi
cs

 w
ill
 b

e 
co

ve
re

d 
in
 th

is 
co

ur
se

:

1. 
Le

ar
ni
ng

 h
ow

 to
 w

rit
e 
in
 a
 lo

gi
ca

l o
rd

er
 (w

ith
 th

e 
he

lp
 o
f m

od
el
 

te
xt

s) 
2.
 P

ro
vi
di
ng

 e
xp

la
na

tio
ns

 o
n 

so
ci
al
 s

ys
te

m
s 

an
d 

fr
am

ew
or

ks
, 

so
ci
al
 p

he
no

m
en

a; 
pr

ac
tic

in
g 

ci
tin

g 
an

d 
su

m
m
ar

iz
in
g

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
留

学
生

の
た

め
の

こ
こ

が
大

切
　

文
章

表
現

の
ル

ー
ル

』
　

石
黒

圭
・
筒

井
千

絵
著

　（
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）

『
大

学
・
大

学
院

留
学

生
の

日
本

語
②

作
文

編
』ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ジ
ャ

パ
ニ

ー
ズ

研
究

会
編

著
（

ア
ル

ク
）

『
留

学
生

と
日

本
人

学
生

の
た

め
の

レ
ポ

ー
ト

・
論

文
表

現
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
』　

 二
通

信
子

他
著

（
東

京
大

学
出

版
会

）  

評
価

は
出

席
率

、
課

題
、

授
業

中
の

参
加

状
況

な
ど

を
基

準
に

す
る

。
Gr

ad
in
g 

w
ill
 b

e 
ba

se
d 

up
on

 r
eg

ul
ar

 a
tt
en

da
nc

e, 
ac

tiv
e 
pa

rt
ic
ip
at
io
n,
 h

om
ew

or
k 

an
d 

te
st
s.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

「
フ

ォ
ー

マ
ル

な
日

本
語

」
と

「
カ

ジ
ュ

ア
ル

な
日

本
語

」　
両

方
の

聞
き

取
り

Th
e 

Fo
rm

al
 a

nd
 T

he
 C

ol
lo

qu
ia

l, 
Li

st
en

in
g 

C
om

pr
eh

en
si

on
 o

f B
ot

h 
S

ty
le

s 
of

 J
ap

an
es

e 
S

pe
ec

h 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

十
川

 理
絵

　
　

　
S

O
G

AW
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3E
　

中
級

聴
解

JP
N

 3
16

.0
2

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 3

E
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

会
議

や
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

使
用

さ
れ

る
「

フ
ォ

ー
マ

ル
な

日
本

語
」

と
、

日
常

生
活

の
中

で
日

本
人

同
士

が
実

際
に

話
し

て
い

る
速

い
速

度
の

「
カ

ジ
ュ

ア
ル

な
日

本
語

」、
こ

れ
ら

が
両

方
と

も
聞

き
取

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と

T
o 

im
pr

ov
e 

lis
te

ni
ng

 s
ki
ll 

so
 a

s 
to

 f
ol
lo
w
 a

nd
 u

nd
er

st
an

d 
th

e 
fo

rm
al
 s

ty
le
 o

f 
Ja

pa
ne

se
 s

pe
ec

h 
at

 a
 m

ee
ti
ng

 a
nd

 i
n 

ne
w
s 

br
oa

dc
as

ta
, a

nd
 t
he

 c
ol
lo
qu

ia
l 
st
yl
e 

of
 J

ap
an

es
e 

sp
ee

ch
 u

se
d 

by
 

Ja
pa

ne
se

 n
at
iv
e 
sp

ea
ke

rs
 in

 d
ai
ly
 c
on

ve
rs

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

①
日

本
の

文
化

や
習

慣
に

関
す

る
会

話
教

材
で

、「
フ

ォ
ー

マ
ル

な
日

本
語

」
と

「
カ

ジ
ュ

ア
ル

な
日

本
語

」
の

両
方

が
使

用
　

さ
れ

て
い

る
少

し
長

め
の

も
の

の
、

概
要

を
理

解
す

る
練

習
を

す
る

。

②
日

常
生

活
の

中
で

日
本

人
同

士
が

実
際

に
話

し
て

い
る

「
会

話
」

で
使

用
さ

れ
る

日
本

語
表

現
の

ル
ー

ル
を

学
習

し
、

聞
き

　
取

り
練

習
を

す
る

。

③
短

い
テ

レ
ビ

番
組

（
ア

ニ
メ

な
ど

）
を

使
用

し
、

速
い

速
度

の
会

話
を

聞
き

取
る

練
習

を
す

る
。

④
話

せ
な

い
こ

と
は

聞
き

取
れ

な
い

。
よ

っ
て

、講
師

と
で

き
る

だ
け

多
く「

カ
ジ

ュ
ア

ル
な

日
本

語
」

で
会

話
を

す
る

。

①
Li

st
en

in
g 

lo
ng

er
 c

on
ve

rs
at
io
n 

m
at
er

ia
ls
 o

n 
Ja

pa
ne

se
 c

ul
tu

re
s 

an
d 

cu
st
om

s,i
n 

w
hi
ch

 b
ot
h 

of
 t
he

 f
or

m
al
 a

nd
 t
he

 c
ol
lo
qu

ia
l s

ty
le
 

of
 J
ap

an
es

e 
sp

ee
ch

 a
re

 u
se

d,
 s
tu

de
nt

s 
w
ill
 p

ra
ct
ic
e 

ca
tc
hi
ng

 t
he

 
m
ai
l p

oi
nt

 o
f t

he
 m

at
er

ia
ls.

②
St

ud
en

ts
 w

ill
 l
ea

rn
 c

om
m
om

 l
in
gu

is
tic

 a
nd

 c
ul
tu

ra
l 
ru

le
s 

in
 

da
ily

 c
on

ve
rs
at
io
ns

 a
nd

 p
ra

ct
ic
e 

lis
te
ni
ng

 c
on

ve
rs

at
io
ns

 b
et
w
ee

n 
na

tiv
e 
Ja

pa
ne

se
 s
pe

ak
er

s.
③

U
se

in
g 

sh
or

t 
au

di
o-
vi
su

al
 m

at
er

ia
ls,

su
ch

 a
s 
an

im
at
ed

 c
ar

to
on

s, 
st
ud

en
ts
 w

ill
 p
ra

ct
ic
e 
lis

te
ni
ng

 to
 g
et
 u
se

d 
to
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 s
po

ke
n 

in
 th

e 
na

tu
ra

l a
nd

 r
at
he

r 
fa
st
er

 s
pe

ed
.

④
O
ne

 c
an

no
t 
he

ar
 a

nd
 c

at
ch

 w
ha

t 
he

 c
an

no
t 
sa

y 
by

 h
im

se
lf.
 

T
he

re
fo
re

,st
ud

en
ts
 w

ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

 w
ith

 o
pp

or
tu

ni
tie

s 
to
 s

pe
ak

 
Ja

pa
ne

se
 a

nd
 t
al
k 

w
ith

 t
he

 i
ns

tr
uc

to
r 

in
 J

ap
an

es
e 

as
 o

ft
en

 a
s 

po
ss

ib
le
 in

 th
e 
cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

以
下

の
テ

キ
ス

ト
よ

り
プ

リ
ン

ト
配

布
①

富
坂

容
子
『

新
装

版
　

な
め

ら
か

日
本

語
会

話
』（

20
05

）
ア

ル
ク

②
椙

本
総

子
・
宮

谷
淳

美『
日

本
語

生
中

継
　

中
～

上
級

編
』

（
20

11
）

く
ろ

し
お

出
版

H
an

do
ut

s 
fr
om

『
日

本
語

能
力

試
験

N
1・

N
2　

28
日

完
成

　
試

験
に

出
る

聴
解

』（
20

10
）

桐
原

書
店

授
業

参
加

(8
0%

)と
学

期
末

試
験

(2
0%

)
A
tt
en

da
nc

e 
(8
0%

), 
Fi

na
l e

xa
m
in
at
io
n 

(2
0%

)

JPN 316.02J/MM LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

聴
解

　
　

　
Li

st
en

in
g 

C
om

pr
eh

en
si

on
 fo

r i
nt

er
m

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e 

le
ar

ne
rs

. 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

西
村

 多
恵

　
　

　
N

IS
H

IM
U

R
A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3E
　

中
級

聴
解

JP
N

 3
16

.0
4

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 3

E
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

中
級

日
本

語
学

習
者

の
日

本
語

聴
解

力
向

上
を

目
的

と
し

ま
す

。
T
he

 a
im

 o
f t

hi
s 
cl
as

s 
is 

he
lp
in
g 

in
te
rm

ed
ia
te
 J
ap

an
es

e 
le
ar

ne
rs
 t
o 

im
pr

ov
e 
Ja

pa
ne

se
 li
st
en

in
g 

co
m
pr

eh
en

sio
n.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

以
下

の
よ

う
な

教
材

を
用

い
て

日
本

語
を

聞
き

と
る

練
習

を
行

い
ま

す
。

1. 
テ

レ
ビ

番
組

（
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
、ア

ニ
メ

、バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

番
組

な
ど

）

2. 
映

画

3. 
聴

解
練

習
用

の
CD

W
e 
w
ill
 p

ra
ct
ic
e 
lis

te
ni
ng

 J
ap

an
es

e 
us

in
g 

th
e 
fo
llo

w
in
g 

m
at
er

ia
ls;

1. 
T
V
 p

ro
gr

am
s 
(e
.g
. d

oc
um

en
ta
ry

, a
ni
m
e, 

va
rie

ty
 s
ho

w
)

2. 
m
ov

ie
s 

3. 
CD

s 
fo
r 
lis

te
ni
ng

 e
xe

rc
ise

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

ha
nd

ou
ts

代
表

・
松

本
節

子
『

実
力

ア
ッ

プ
　

日
本

語
能

力
試

験
N
2　

聞
く

』
ユ

ニ
コ

ム
（

20
11

）
宮

城
幸

恵
・

太
田

淑
子

・
柴

田
正

子
・

牧
野

恵
子

・
三

井
昭

子
『

新
毎

日
の

聞
き

取
り

50
日

　
上

・
下

』
凡

人
社

（
20

07
）

授
業

参
加

50
%
、

課
題

50
%

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
as

sig
nm

en
ts
 (5

0%
)

JPN 316.04J/MM LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

聴
解

　
　

　
Li

st
en

in
g 

C
om

pr
eh

en
si

on
 fo

r I
nt

er
m

ed
ia

te
 L

ea
rn

er
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

新
　

聖
子

　
　

　
AT

A
R

A
S

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 5
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3E
　

中
級

聴
解

JP
N

 3
16

.0
6

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 3

E
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

生
活

場
面

に
お

け
る

一
般

的
な

事
項

に
つ

い
て

、
話

の
流

れ
を

理
解

し
た

り
、

ポ
イ

ン
ト

が
つ

か
め

る
よ

う
に

す
る

。
Le

ar
ne

rs
 t
o 

fo
llo

w
 t
he

 id
ea

s 
an

d 
un

de
rs

ta
nd

 t
he

 e
ss

en
tia

l p
oi
nt

s 
of
 th

e 
 m

at
er

ia
ls 

ab
ou

t g
en

er
al
 m

at
te
rs

 in
 e
ve

ry
da

y 
sit

ua
tio

ns

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

・
自

然
な

会
話

や
ニ

ュ
ー

ス
教

材
な

ど
を

使
っ

て
、

内
容

を
聞

き
取

る
力

を
つ

け
る

。

・
聴

解
練

習
を

通
し

て
日

本
語

力
を

向
上

さ
せ

る
。

・
to
 b

ui
ld
 u

p 
lis

te
ni
ng

 c
om

pr
eh

en
sio

n 
by

 u
sin

g 
m
at
er

ia
ls 

su
ch

 a
s 

co
nv

er
sa

tio
ns

 s
po

ke
n 

at
 a

 n
at

ur
al
 s

pe
ed

 a
nd

 e
as

y 
st
yl
ed

 n
ew

s 
re

po
rt
s 

・
to
 im

pr
ov

e 
Ja

pa
ne

se
 p

ro
fic

ie
nc

y 
th

ro
ug

h 
lis

te
ni
ng

 ta
sk

s

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

配
布

ha
nd

ou
ts

宮
城

幸
枝

 他
(2
01

3)
『

新
毎

日
の

聞
き

取
り

50
日

上
』

凡
人

社
瀬

川
由

美
 他

（
20

13
) 『

中
級

か
ら

始
め

る
ニ

ュ
ー

ス
の

日
本

語
聴

解
40

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ボ
イ

ク
マ

ン
総

子
 他

(2
00

6）
『

日
本

語
生

中
継

　
初

中
級

編
1、

2』
く

ろ
し

お
出

版
  

授
業

出
席

(6
0%

)、
学

期
末

試
験

(4
0%

)
cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

), 
fi n

al
 e
xa

m
in
at
io
n 

(4
0%

)

JPN 316.06J/MM LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

多
聴

―
ス

ピ
ー

チ
か

ら
会

話
ま

で
―

　
　

　
E

xt
en

si
ve

 L
is

te
ni

ng
 -f

ro
m

 S
pe

ec
h 

to
 C

on
ve

rs
at

io
n-

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

田
中

 真
衣

　
　

　
TA

N
A

K
A

. M

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

1 
実

習
J/

M
M

日
本

語
実

習
3E

　
中

級
聴

解
JP

N
 3

16
.0

8
R

ec
.

LI
S

Ja
pa

ne
se

 3
E
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

さ
ま

ざ
ま

な
タ

イ
プ

の
日

本
語

を
聞

き
、

そ
の

特
徴

を
理

解
し

な
が

ら
日

本
語

聴
解

能
力

を
高

め
る

T
o 

de
ve

lo
p 

lis
te

ni
ng

 s
ki
lls

 t
o 

co
m
pr

eh
en

d 
Ja

pa
ne

se
 a

t 
na

tu
ra

l 
sp

ee
d

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

以
下

の
よ

う
に

ス
ピ

ー
チ

、
ニ

ュ
ー

ス
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
会

話
な

ど
の

聴
解

練
習

を
行

う
。

1）
短

い
内

容
の

も
の

を
聞

き
、

そ
の

特
徴

を
見

つ
け

出
す

2）
長

め
の

聴
解

を
行

い
、

そ
の

内
容

を
理

解
す

る

3）
聞

い
た

内
容

に
つ

い
て

意
見

交
換

す
る

Y
ou

 w
ill
 d
o 
lis

te
ni
ng

 e
xe

rc
ise

s 
us

in
g 
sp

ee
ch

, n
ew

s, 
in
te
rv

ie
w
s 
an

d 
co

nv
er

sa
tio

n 
et
c.

1)
 T

o 
lis

te
n 

sh
or

t c
on

te
nt

 a
nd

 fi
gu

re
 o
ut

 th
e 
fe
at
ur

es

2)
 T

o 
lis

te
n 

lo
ng

er
 c
on

te
nt

 fo
r 
fu
rt
he

r 
co

m
pr

eh
en

sio
n 

pr
ac

tic
e

3)
 T

o 
ex

ch
an

ge
 o
pi
ni
on

s 
ba

se
d 

on
 th

os
e 
ac

tiv
iti

es

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

時
に

プ
リ

ン
ト

を
配

布
す

る
M

at
er

ia
ls 

di
st
rib

ut
ed

 in
 th

e 
cl
as

s

瀬
川

由
美

他
(2
01

3)
『

中
級

か
ら

は
じ

め
る

 ニ
ュ

ー
ス

の
日

本
語

 聴
解

40
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
犬

飼
康

弘
(2
00

7)
『

聴
解

・
発

表
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
: ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
』ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

他
、授

業
で

扱
う

テ
ー

マ
に

合
わ

せ
て

指
示

す
る

。
Se

ga
w
a, 

Y
um

i 
et
 a

l. 
(2
01

3)
. C

hu
ky

u 
ka

ra
 h

aj
im

er
u 

ny
us

u 
no

 
ni
ho

ng
o 
ch

ou
ka

i 4
0. 

3A
 C

or
po

ra
tio

n.
In

uk
ai
, Y

as
uh

iro
 (2

00
7)
. C

ho
ka

i, 
ha

pp
yo

u 
w
or

k 
bo

ok
: a

ca
de

m
ic
 

sk
ill
 w

o 
m
i n

i t
su

ke
ru

T
he

 o
th
er

 r
ef
er

en
ce

 in
tr
od

uc
ed

 in
 th

e 
cla

ss
 d
ep

en
di
ng

 o
n 
to
pi
cs
.

出
席

(5
0%

)、
課

題
(4
0%

)、
小

テ
ス

ト
(1
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 
(5
0%

), 
as

sig
nm

en
ts
 (4

0%
) a

nd
 q
ui
zz

es
 

(1
0%

)

JPN 316.08J/MM LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

会
話

　
　

　
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e 

C
on

ve
rs

at
io

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

日
比

 伊
奈

穂
　

　
　

H
IB

I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 1
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3F
　

中
級

会
話

JP
N

 3
17

.0
2

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 3

F：
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e:

 C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

相
手

や
場

面
に

応
じ

て
適

切
な

表
現

で
話

せ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 s

pe
ak

 J
ap

an
es

e 
in

 a
pp

ro
pr

ia
te

 
ex

pr
es

sio
ns

 a
cc

or
di
ng

 to
 g

iv
en

 s
itu

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
常

生
活

の
中

で
遭

遇
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
用

い
ら

れ
る

会
話

表
現

を
学

ぶ
。

そ
し

て
、

学
ん

だ
表

現
を

使
っ

て
会

話
の

練
習

を
行

い
、

適
切

な
表

現
で

意
思

疎
通

で
き

る
技

術
を

身
に

つ
け

る
。

In
 t
hi
s 
cl
as

s, 
yo

u 
w
ill
 le

ar
n 

va
rio

us
 e
xp

re
ss

io
ns

 w
hi
ch

 a
re

 u
se

d 
in
 

da
ily

 l
ife

. Y
ou

 w
ill
 a

cq
ui
re

 a
pp

ro
pr

ia
te
 c

om
m
un

ic
at
io
n 

sk
ill
s 

by
 

pr
ac

tic
in
g 

co
nv

er
sa

tio
n.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ボ
イ

ク
マ

ン
総

子
他

（
20

06
）『

聞
い

て
覚

え
る

話
し

方
　

日
本

語
生

中
継

　
初

中
級

編
1』

く
ろ

し
お

出
版

ボ
イ

ク
マ

ン
総

子
他

（
20

06
）『

聞
い

て
覚

え
る

話
し

方
　

日
本

語
生

中
継

　
初

中
級

編
2』

く
ろ

し
お

出
版

  

  
平

常
点

(6
0%

) +
学

期
末

試
験

(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

) +
 E

xa
m
in
at
io
n 

(4
0%

)

JPN 317.02J/MM CONV
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
発

音
レ

ッ
ス

ン
　

　
　

Ja
pa

ne
se

 P
ro

nu
nc

ia
tio

n 
E

xe
rc

is
es

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

古
江

 尚
美

　
　

　
FU

R
U

E

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3F
　

中
級

会
話

JP
N

 3
17

.0
4

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 3

F：
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e:

 C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
の

正
確

で
自

然
な

発
音

を
身

に
つ

け
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
高

め
る

。
T
o 

im
pr

ov
e 

co
m

m
un

ic
at

iv
e 

sk
il
ls

 i
n 

Ja
pa

ne
se

 t
hr

ou
gh

 
pr

on
ou

nc
ia
tio

n 
ex

er
ci
se

s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

語
の

音
韻

に
つ

い
て

体
系

的
に

学
び

、
正

確
で

自
然

な
日

本
語

が
話

せ
る

よ
う

に
、

実
践

的
な

練
習

を
し

ま
す

。
日

本
語

の
拍

や
ア

ク
セ

ン
ト

、
イ

ン
ト

ネ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
に

つ
い

て
学

び
な

が
ら

、
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
的

確
に

相
手

に
伝

え
ら

れ
る

よ
う

、
練

習
を

重
ね

ま
す

。

In
 t
hi
s 
cl
as

s 
yo

u 
st
ud

y 
sy

st
em

at
ic
al
ly
 t
he

 s
ou

nd
s 
of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

,an
d 

pr
ac

tic
e 
to
 s
pe

ak
 J
ap

an
es

e 
na

tu
ra

lly
. A

lso
 y

ou
 le

ar
n 

Ja
pa

ne
se

 m
or

a,a
cc

en
t a

nd
 in

to
na

tio
n,
 fo

r 
co

m
m
un

ic
at
io
n.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

配
布

。
戸

田
貴

子
『

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
日

本
語

発
音

レ
ッ

ス
ン

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
20

04
）

H
an

do
ut

s.

中
川

千
恵

子
他

『
さ

ら
に

進
ん

だ
ス

ピ
ー

チ
・

プ
レ

ゼ
ン

の
た

め
の

日
本

語
発

音
練

習
帳

』
ひ

つ
じ

書
房

（
20

09
）

金
田

一
春

彦
監

修
『

新
明

解
日

本
語

ア
ク

セ
ン

ト
辞

典
』

三
省

堂
  

平
常

点
50

%
、

学
期

末
試

験
50

%
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%
, F

in
al
 te

st
 5
0%

JPN 317.04J/MM CONV
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

ス
ピ

ー
チ

&
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
　

　
　

S
pe

ec
h 

&
 D

is
cu

ss
io

n

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

菅
 ひ

ろ
み

　
　

　
K

A
N

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 2
 

実
習

J/
M

M
日

本
語

実
習

3F
　

中
級

会
話

JP
N

 3
17

.0
6

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 3

F：
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e:

 C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1）
決

め
ら

れ
た

ト
ピ

ッ
ク

で
ま

と
ま

っ
た

発
話

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
2）

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
必

要
な

基
礎

的
技

術
と

表
現

を
学

ぶ

T
he

 a
im

s 
of
 th

is 
cl
as

s 
ar

e:
1）

T
o 

be
 a

bl
e 

to
 s

pe
ak

 o
n 

sp
ec

ifi
c 

to
pi
cs

 u
si
ng

 c
on

te
nt

 a
nd

 
or

ga
ni
ze

d 
st
ru

ct
ur

e.
2）

T
o 
le
ar

n 
ba

sic
 s
ki
lls

 a
nd

 u
se

fu
l e

xp
re

ss
io
ns

 o
f d

isc
us

sio
n.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

以
下

の
活

動
と

そ
の

た
め

に
必

要
な

練
習

を
し

ま
す

。

・
決

め
ら

れ
た

ト
ピ

ッ
ク

で
ス

ピ
ー

チ
を

行
う

・
様

々
な

ト
ピ

ッ
ク

で
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

・
自

分
で

選
ん

だ
ト

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
発

表
し

、
話

し
合

う

In
 th

is 
cl
as

s, 
w
e 
ha

ve
 th

e 
ac

tiv
iti

es
 b

el
ow

:

・
M

ak
e 
a 
sp

ee
ch

 o
n 

a 
sp

ec
ifi
c 
to
pi
c.

・
D
isc

us
s 
va

rio
us

 to
pi
cs

.
・

Pr
es

en
t 
a 

to
pi
c 
of
 y

ou
r 
ch

oi
ce

 a
nd

  
ex

ch
an

ge
 o

pi
ni
on

s 
w
ith

 t
he

 
ot
he

r 
st
ud

en
ts
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

内
容

に
合

わ
せ

て
プ

リ
ン

ト
を

配
布

H
an

do
ut

s

黒
﨑

典
子

編
著（

20
12

）『
中

級
　

日
本

語
で

挑
戦

！
ス

ピ
ー

チ
＆

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

』
凡

人
社

黒
﨑

典
子

編
著

（
20

13
）『

も
っ

と
　

中
級

　
日

本
語

で
挑

戦
！

ス
ピ

ー
チ

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
』

凡
人

社

平
常

点
(6
0%

)、
口

頭
発

表
(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

), 
Pr

es
en

ta
tio

n 
(4
0%

)

JPN 317.06J/MM CONV
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

文
法

　
　

　
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e 

G
ra

m
m

ar
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

古
川

 由
理

子
　

　
　

FU
R

U
K

AW
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

実
習

JM
日

本
語

実
習

3A
　

中
級

文
法

JP
N

 3
10

.2
0

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 3

A
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1)
 日

本
語

能
力

試
験

N
2
相

当
の

文
法

事
項

の
習

得
。

2)
 日

常
会

話
だ

け
で

な
く

、
広

範
な

話
題

の
テ

キ
ス

ト
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
3)
 日

本
語

で
適

切
な

説
明

や
表

現
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

1)
 a
cq

ui
re

 k
no

w
le
dg

e 
of
 J
ap

an
es

e 
se

nt
en

ce
 p

at
te
rn

s 
of
 in

te
rm

ed
ia
te
 le

ve
l 

(e
qu

iv
al
en

t t
o 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 
Pr

of
ic
ie
nc

y 
T
es

t L
ev

el
 N

2)
2)
 u

nd
er

st
an

d 
Ja

pa
ne

se
 te

xt
s 
on

 v
ar

io
us

 s
ub

je
ct
s

3)
 a

cq
ui
re

 p
ro

fic
ie
nc

y 
in
 t
he

 u
se

 o
f 
Ja

pa
ne

se
 f
or

 g
iv
in
g 

ex
pl
an

at
io
ns

 t
o 

ot
he

rs

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

話
題

の
テ

キ
ス

ト
を

理
解

し
た

り
、

適
切

な
説

明
や

表
現

が
で

き
る

よ
う

に
、

必
要

な
語

彙
や

表
現

を
学

び
ま

す
。

似
た

意
味

を
持

つ
表

現
の

異
同

を
整

理
し

て
、

表
現

の
意

味
と

用
法

を
学

ぶ
こ

と
に

焦
点

を
置

い
て

い
ま

す
。

In
 t
hi
s 

co
ur

se
 y

ou
 w

ill
 l
ea

rn
 i
nt

er
m
ed

ia
te
 l
ev

el
 v

oc
ab

ul
ar

y 
an

d 
se

nt
en

ce
 p

at
te
rn

s 
to
 u

nd
er

st
an

d 
te
xt

s 
on

 v
ar

io
us

 s
ub

je
ct
s 
an

d 
to
 

ex
pl
ai
n 

va
ri
ou

s 
ki
nd

s 
of
 m

at
te
rs

 w
ith

 p
ro

pe
r 

ex
pr

es
si
on

. F
oc

us
 

w
ill
 b

e 
pu

t 
on

 le
ar

ni
ng

 s
yn

on
ym

s 
an

d 
sim

ila
r 
ex

pr
es

sio
ns

 a
nd

 o
n 

un
de

rs
ta
nd

in
g 

th
ei
r 
su

bt
le
 m

ea
ni
ng

s 
an

d 
di
ffe

re
nc

es
 a
m
on

g 
th

em
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

中
に

指
示

す
る

。
to
 b

e 
an

no
un

ce
d 

in
 th

e 
cl
as

s
  

平
常

点
と

期
末

試
験

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

an
d 

te
rm

 e
xa

m
in
at
io
n

JPN 310.20JM SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

中
級

文
法

　
　

　
In

te
rm

ed
ia

te
 J

ap
an

es
e 

G
ra

m
m

ar

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
澤

 園
子

　
　

　
YA

M
A

ZA
W

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 1
 

実
習

JM
日

本
語

実
習

3A
　

中
級

文
法

JP
N

 3
10

.2
2

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 3

A
：

In
te

rm
ed

ia
te

 J
ap

an
es

e:
 G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1)
 日

本
語

能
力

試
験

N
2
相

当
の

文
法

事
項

の
習

得
。

2)
 日

常
会

話
だ

け
で

な
く

、
広

範
な

話
題

の
テ

キ
ス

ト
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
3)
 日

本
語

で
適

切
な

説
明

や
表

現
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

1)
 a
cq

ui
re

 k
no

w
le
dg

e 
of
 J
ap

an
es

e 
se

nt
en

ce
 p

at
te
rn

s 
of
 in

te
rm

ed
ia
te
 le

ve
l 

(e
qu

iv
al
en

t t
o 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 
Pr

of
ic
ie
nc

y 
T
es

t L
ev

el
 N

2)
2)
 u

nd
er

st
an

d 
Ja

pa
ne

se
 te

xt
s 
on

 v
ar

io
us

 s
ub

je
ct
s

3)
 a

cq
ui
re

 p
ro

fic
ie
nc

y 
in
 t
he

 u
se

 o
f 
Ja

pa
ne

se
 f
or

 g
iv
in
g 

ex
pl
an

at
io
ns

 t
o 

ot
he

rs

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

話
題

の
テ

キ
ス

ト
を

理
解

し
た

り
、

適
切

な
説

明
や

表
現

が
で

き
る

よ
う

に
、

必
要

な
語

彙
や

表
現

を
学

び
ま

す
。

似
た

意
味

を
持

つ
表

現
の

異
同

を
整

理
し

て
、

表
現

の
意

味
と

用
法

を
学

ぶ
こ

と
に

焦
点

を
置

い
て

い
ま

す
。

In
 t
hi
s 

co
ur

se
 y

ou
 w

ill
 l
ea

rn
 i
nt

er
m
ed

ia
te
 l
ev

el
 v

oc
ab

ul
ar

y 
an

d 
se

nt
en

ce
 p

at
te
rn

s 
to
 u

nd
er

st
an

d 
te
xt

s 
on

 v
ar

io
us

 s
ub

je
ct
s 
an

d 
to
 

ex
pl
ai
n 

va
ri
ou

s 
ki
nd

s 
of
 m

at
te
rs

 w
ith

 p
ro

pe
r 

ex
pr

es
si
on

. F
oc

us
 

w
ill
 b

e 
pu

t 
on

 le
ar

ni
ng

 s
yn

on
ym

s 
an

d 
sim

ila
r 
ex

pr
es

sio
ns

 a
nd

 o
n 

un
de

rs
ta
nd

in
g 

th
ei
r 
su

bt
le
 m

ea
ni
ng

s 
an

d 
di
ffe

re
nc

es
 a
m
on

g 
th

em
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

中
に

指
示

す
る

。
to
 b

e 
an

no
un

ce
d 

in
 th

e 
cl
as

s
   

 
平

常
点

と
期

末
試

験
cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

an
d 

te
rm

 e
xa

m
in
at
io
n

JPN 310.22JM SP



Consolidation Subjects

＜研
け ん

修
しゅう

科
か

目
も く

＞

Level  400

＜上
じょう

級
きゅう

 advanced ＞



― 29 ―

授
業

題
目

　
　

Ti
tle

話
し

言
葉

と
書

き
言

葉
　

　
　

S
po

ke
n 

Ja
pa

ne
se

 a
nd

 W
rit

te
n 

Ja
pa

ne
se

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

原
田

 佳
代

子
　

　
　

H
A

R
A

D
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.0
2

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

(1
)日

本
語

文
法

の
重

要
事

項
を

整
理

、
再

確
認

す
る

。
(2
)話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

の
違

い
を

理
解

し
、

よ
り

高
度

な
表

現
を

習
得

す
る

。

(1
) T

o 
he

lp
 s
tu

de
nt

 r
ev

ie
w
 a
nd

 r
ec

on
fir

m
 t
he

 im
po

rt
an

t 
po

in
ts
 in

 
Ja

pa
ne

se
 g

ra
m
m
ar

.
(2
) 
T
o 

he
lp
 s

tu
de

nt
s 

le
ar

n 
ad

va
nc

ed
 e

xp
re

ss
io
ns

 i
n 

bo
th

 s
po

ke
n 

an
d 

w
rit

te
n 

Ja
pa

ne
se

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

　
ま

ず
、

こ
れ

ま
で

に
習

得
し

た
日

本
語

文
法

に
つ

い
て

の
知

識
を

確
認

し
な

が
ら

重
要

な
文

法
事

項
を

整
理

す
る

。
特

に
話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

の
違

い
を

理
解

し
使

い
分

け
る

能
力

を
養

う
。

主
な

学
習

項
目

は
次

の
5
つ

で
あ

る
。

1.
語

彙
2.

文
体

3.
省

略
の

ル
ー

ル
4.

助
詞

と
助

詞
相

当
語

5.
自

動
詞

と
他

動
詞

　
T
hi
s 

co
ue

se
 i
s 

de
si
gn

ed
 t
o 

he
lp
 s

tu
de

nt
s 

re
vi
ew

 a
nd

 c
or

re
ct
 

Ja
pa

ne
se

 g
ra

m
m
ar

 k
ow

le
dg

e 
w
hi
ch

 t
he

y 
al
re

ad
y 

ha
ve

, a
nd

 h
el
p 

th
em

 m
as

te
r 
im

po
rt
an

t J
ap

an
es

e 
gr

am
m
ar

.

T
op

ic
s 
co

ve
rd

 in
 th

is 
cl
as

s 
ar

e 
be

lo
w
.

1. 
V
oc

ab
ul
ar

y
2. 

St
yl
e

3. 
Gr

am
m
ar

 o
f O

m
iss

io
n

4. 
Pa

rt
ic
le
s 
an

d 
Co

m
pa

un
d 

Pa
rt
ic
le
s 

5. 
T
ra

ns
iti

ve
 V

er
bs

 a
nd

 In
tr
an

sit
iv
e 
V
er

bs

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

を
配

布
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ジ
ャ

パ
ニ

ー
ズ

研
究

会
『

大
学

・
大

学
院

留
学

生
の

日
本

語
④

論
文

作
成

編
』

ア
ル

ク
、

20
01

年
富

阪
容

子
『

な
め

ら
か

日
本

語
会

話
』

ア
ル

ク
、

20
05

年

成
山

重
子

『
日

本
語

の
省

略
が

わ
か

る
本

』
明

治
書

院
、

20
09

年
吉

田
妙

子
『

た
の

し
い

日
本

語
作

文
教

室
Ⅰ

改
訂

版
』

大
新

書
局

（
台

北
）、

20
08

年
吉

田
妙

子
『

た
の

し
い

日
本

語
作

文
教

室
Ⅱ

改
訂

版
』

大
新

書
局

（
台

北
）、

20
07

年

期
末

試
験

(5
0%

)、
小

テ
ス

ト
お

よ
び

課
題

(5
0%

)
Gr

ad
e 

w
ill
 b

e 
ba

se
d 

on
 f
in
al
 e

xa
m
in
at

io
n 

(5
0%

) 
an

d 
as

sig
nm

en
ts
 (5

0%
). 

JPN 410.02J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

文
法

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

 G
ra

m
m

ar
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

田
中

 恵
子

　
　

　
TA

N
A

K
A

. K

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.0
4

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
能

力
試

験
N
1
レ

ベ
ル

の
文

法
の

習
得

T
o 

le
ar

n 
ad

va
nc

ed
 l
ev

el
 g

ra
m

m
ar

 f
or

 N
1 

of
 t

he
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 P
ro

fic
ie
nc

y 
T
es

t.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

文
法

が
実

際
に

ど
の

よ
う

に
使

わ
れ

て
い

る
か

を
学

習
し

た
後

、
練

習
や

短
文

作
成

を
行

う
。

日
本

語
能

力
試

験
の

出
題

形
式

に
合

わ
せ

た
問

題
を

解
き

、
文

法
項

目
の

再
確

認
を

す
る

。

毎
週

、
確

認
の

た
め

の
小

テ
ス

ト
を

実
施

す
る

。

Pr
ac

tic
e 

so
m

e 
ex

er
ci
se

s 
an

d 
m

ak
in
g 

se
nt

en
ce

s, 
af
te

r 
le
ar

ni
ng

 
ho

w
 th

e 
gr

am
m
ar

 is
 a
ct
ua

lly
 u

se
d.

Re
vi
ew

 t
he

 g
ra

m
m
ar

 p
oi
nt

s 
in
 a

ns
w
er

in
g 

th
e 

qu
es

tio
ns

 w
hi
ch

 
fo
llo

w
 th

e 
sa

m
e 
fo
rm

at
 a
s 
th

os
e 
th

at
 a
pp

ea
r 
in
 th

e 
JL

PT
.

A
 r
ev

ie
w
 q

ui
z 
w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
in
 e
ve

ry
 c
la
ss

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

A
BK

公
益

財
団

法
人

ア
ジ

ア
学

生
文

化
協

会
『

T
RY

!日
本

語
能

力
試

験
N
1　

文
法

か
ら

伸
ば

す
日

本
語

』
ア

ス
ク

出
版

（
20

13
）

友
松

悦
子

他
『

ど
ん

な
と

き
ど

う
使

う
日

本
語

表
現

文
型

辞
典

』
ア

ル
ク

（
20

10
）  

授
業

参
加

(3
0%

)　
小

テ
ス

ト
(3
0%

)　
期

末
試

験
(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(3
0%

) 
 Q

ui
zz

es
 (
30

%
) 
 E

xa
m
in
at
io
n 

(4
0%

)

JPN 410.04J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

日
本

語
-言

葉
か

ら
文

化
を

学
ぶ

-　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

:W
or

ds
 a

nd
 P

hr
as

es
 c

on
ce

rn
in

g 
Ja

pa
ne

se
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

荘
司

 育
子

　
　

　
S

Y
O

JI

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 4
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.0
6

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

実
際

日
本

語
で

書
か

れ
た

資
料

に
は

、
教

科
書

で
学

ん
だ

日
本

語
の

文
法

規
則

で
だ

け
で

は
解

釈
で

き
な

い
表

現
が

数
多

く
見

ら
れ

る
こ

と
を

知
り

、
日

本
固

有
の

文
化

的
背

景
や

知
識

が
如

何
に

言
葉

の
中

に
深

く
根

ざ
し

て
い

る
か

を
学

ぶ
。

T
o 
le
ar

n 
m
or

e 
sp

ec
ifi
ed

 w
or

ds
 a
nd

 e
xp

re
ss

io
ns

, w
hi
ch

 s
om

et
im

es
 

se
em

 t
o 

be
 a

ga
in
st
 g

ra
m
m
at
ic
al
 r
ul
es

. S
tu

de
nt

s 
w
ill
 g

et
 t
o 

kn
ow

 
th

at
 J
ap

an
es

e 
cu

ltu
ra

l b
ac

kg
ro

un
d 

lie
s 
be

hi
nd

 th
e 
ut

te
ra

nc
es

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

新
聞

、
雑

誌
、

広
告

な
ど

、
日

常
的

に
目

に
す

る
題

材
を

使
用

し
て

、
そ

こ
に

見
ら

れ
る

珍
し

い
表

現
や

目
新

し
い

表
現

を
取

り
上

げ
て

分
析

す
る

。
さ

ら
に

応
用

が
利

く
程

度
に

ま
で

理
解

を
高

め
る

と
と

も
に

、
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

の
知

識
や

情
報

の
獲

得
を

目
指

す
。

主
な

習
得

項
目

は
、

お
よ

そ
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

1.
語

構
成

（
複

合
語

、
派

生
語

）
2.

擬
声

語
、

擬
態

語
3.

慣
用

句
、

こ
と

わ
ざ

、
四

字
熟

語
4.

方
言

5.
文

体
6.

古
典

語
7.

日
本

文
化

に
関

す
る

語
彙

W
e 
w
ill
 p
ic
k 
up

 c
ur

io
us

 a
nd

 u
nf
am

ili
ar

 e
xp

re
ss
io
ns

 fr
om

 J
ap

an
es

e 
ne

w
sp

ap
er

s,m
ag

az
in
es

, c
om

m
er

ci
al
 c

at
ch

 p
hr

as
es

 a
nd

 s
o 

on
. 

St
ud

en
ts
 w

ill
 r
ec

og
ni
ze

 t
ha

t 
su

ch
 w

or
ds

 a
nd

 p
hr

as
es

 a
re

 d
er

iv
ed

 
fr
om

 s
om

e 
ev

id
en

ce
 a
nd

 k
no

w
le
dg

e 
in
 a
 s
pe

ci
fic

 fi
el
d.
 

T
he

 k
ey

 w
or

ds
 w

hi
ch

 w
ill
 b

e 
in
tr
od

uc
ed

 in
 th

is 
cl
as

s 
ar

e 
gi
ve

n 
as

 
un

de
r.

1. 
W

or
d 

Fo
rm

at
io
n 

(C
om

po
un

d 
W

or
d,
 D

er
iv
at
iv
e 
W

or
d)

2. 
O
no

m
at
op

oe
ia

3. 
Pr

ov
er

b 
4. 

D
ia
le
ct

5. 
Li

te
ra

ry
 S

ty
le

6. 
Cl

as
sic

 J
ap

an
es

e 
7. 

W
or

ds
 a
nd

 P
hr

as
es

 c
on

ce
rn

in
g 

Ja
pa

ne
se

 C
ul
tu

re

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

荘
司

育
子

／
上

級
日

本
語

－
言

葉
か

ら
文

化
を

学
ぶ

－
　

CJ
LC

叢
書

N
o.2

／
大

阪
大

学
日

本
語

日
本

文
化

教
育

セ
ン

タ
ー

Ik
uk

o 
SH

O
JI
/J

O
K
Y
U
 N

IH
O
N
G
O
/C

JL
C
 O

sa
ka

 
U
ni
ve

rs
ity

金
田

一
春

彦
『

日
本

語
（

新
版

）
上

/
下

』
岩

波
新

書
授

業
参

加
（

80
%

以
上

）
及

び
学

期
末

試
験

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

an
d 

a 
fi n

al
 e
xa

m
in
at
io
n

JPN 410.06J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
言

語
学

　
　

　
Ja

pa
ne

se
 L

in
gu

is
tic

s 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

稲
垣

　
和

也
　

　
　

IN
A

G
A

K
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 5
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.0
8

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
の

構
造

・
体

系
を

分
析

す
る

力
を

や
し

な
う

。
T
hi
s 

cl
as

s 
ai
m

s 
to

 d
ev

el
op

 y
ou

r 
ac

ad
em

ic
 s

ki
lls

 f
or

 a
na

ly
zi
ng

 
st
ru

ct
ur

es
/s

ys
te
m
s 
of
 J
ap

an
es

e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

は
日

本
語

の
文

法
を

体
系

的
に

学
ぶ

た
め

の
も

の
で

あ
る

。
日

本
語

の
音

韻
、

形
態

、
統

語
、

意
味

、
運

用
に

つ
い

て
考

え
て

い
く

。
T
hi
s 

cl
as

s 
is
 d

es
ig
ne

d 
fo
r 

st
ud

en
ts
 w

ho
 w

is
h 

to
 s

tu
dy

 J
ap

an
es

e 
gr

am
m
ar

 s
ys

te
m
at
ic
al
ly
. W

e 
w
ill
 c
on

sid
er

 p
ho

no
lo
gy

, m
or

ph
ol
og

y,
 

sy
nt

ax
, s

em
an

tic
s, 

an
d 

pr
ag

m
at
ic
s 
of
 J
ap

an
es

e.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

T
su

jim
ur

a,
 N

at
su

ko
. 2

01
4.
 A

n 
In

tr
od

uc
ti
on

 t
o 

Ja
pa

ne
se

 L
in

gu
is
ti
cs

 (
3r

d 
ed

). 
O
xf

or
d:
 W

ile
y-

Bl
ac

kw
el
l.

授
業

参
加

(6
0%

)、
課

題
提

出
(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

) a
nd

 a
ss

ig
nm

en
t (

40
%
)

JPN 410.08J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

文
法

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

 G
ra

m
m

ar

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

菅
 ひ

ろ
み

　
　

　
K

A
N

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.1
0

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

語
彙

を
増

や
し

、
上

級
レ

ベ
ル

の
文

法
の

定
着

を
目

指
す

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is 
cl
as

s 
is 

to
 in

cr
ea

se
 v

oc
ab

ul
ar

y 
an

d 
us

ag
e 

of
  

ad
va

nc
ed

 g
ra

m
m
ar

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

記
事

や
エ

ッ
セ

イ
な

ど
を

読
み

、
そ

の
中

で
ど

の
よ

う
な

語
彙

や
表

現
が

使
わ

れ
て

い
る

か
を

学
ぶ

。
そ

の
上

で
、

文
章

の
内

容
を

正
確

に
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
練

習
問

題
や

短
文

作
成

を
通

し
、

語
彙

や
文

法
を

正
し

く
使

え
る

よ
う

に
す

る
。

In
 th

is 
cl
as

s 
st
ud

en
ts
 w

ill
: 

・
Le

ar
n 

ho
w
 c

er
ta

in
 v

oc
ab

ul
ar

y 
an

d 
ex

pr
es

si
on

s 
ar

e 
us

ed
 a

nd
 

un
de

rs
ta
nd

 t
he

 m
ea

ni
ng

 o
f 
th

e 
co

nt
ex

t 
th

ro
ug

h 
re

ad
in
g 

ar
tic

le
s, 

es
sa

ys
 a
nd

 o
th

er
 te

xt
s.

・
Pr

ac
ti
ce

 m
ak

in
g 

ap
pr

op
ri
at

e 
se

nt
en

ce
s 

us
in

g 
ad

va
nc

ed
 

gr
am

m
ar

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

内
容

に
合

わ
せ

て
プ

リ
ン

ト
を

配
布

H
an

do
ut

s
友

松
悦

子
他

（
20

10
）『

ど
ん

な
と

き
ど

う
使

う
日

本
語

表
現

文
型

辞
典

』
ア

ル
ク

平
常

点
(3
5%

)、
小

テ
ス

ト
(1
5%

)、
中

間
+
期

末
試

験
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at

io
n 

(3
5%

), 
Q
ui
zz

es
 (
15

%
), 

M
id
te

rm
 &

 
Fi

na
l e

xa
m
 (5

0%
)

JPN 410.10J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

古
文

入
門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 C
la

ss
ic

al
 J

ap
an

es
e 

&
 L

ite
ra

tu
re

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

足
立

 幸
子

　
　

　
A

D
A

C
H

I

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.1
2

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

、
日

本
古

典
文

法
の

基
礎

を
学

び
、

や
さ

し
い

古
文

を
読

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

日
本

語
及

び
日

本
文

化
へ

の
理

解
を

深
め

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

be
tt
er

 u
nd

er
st
an

d 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 &
 c

ul
tu

re
 in

 le
ar

ni
ng

 b
as

ic
 c

la
ss

ic
al
 J
ap

an
es

e 
gr

am
m
ar

 
an

d 
re

ad
in
g 

so
m
e 
sim

pl
e 
cl
as

sic
al
 w

or
ks

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
扱

う
文

法
事

項
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
（

1）
第

1
週

～
第

2
週

 
導

入
と

歴
史

的
か

な
づ

か
い

（
2）

第
3
週

～
第

4
週

 
品

詞
分

解
（

3）
第

5
週

‐
第

7
週

 
動

詞
・

形
容

詞
・

形
容

動
詞

の
活

用
変

化
（

4）
第

8
週

～
第

11
週

 
助

動
詞

（
5）

第
12

週
～

第
14

週
 

助
詞

（
6）

第
15

週
 

敬
語

な
ど

授
業

は
講

義
が

中
心

と
な

る
が

、
適

宜
、

理
解

確
認

の
た

め
の

課
題

が
与

え
ら

れ
る

。
ま

た
古

文
の

リ
ズ

ム
に

慣
れ

、
内

容
理

解
の

一
助

と
も

な
る

よ
う

、
作

品
の

音
読

に
も

配
慮

す
る

予
定

で
あ

る
。

Gr
am

m
ar

 to
pi
cs

 c
ov

er
ed

 in
 th

is 
co

ur
se

 a
re

 a
s 
be

lo
w
.

(1
) W

ee
ks

 1
-2

 
in
tr
od

uc
tio

n 
&
 h

ist
or

ic
al
 u

sa
ge

 o
f K

an
a

(2
) W

ee
ks

 3
-4

 
pa

rt
s 
of
 s
pe

ec
h

(3
) W

ee
ks

 5
-7

 
in
fle

ct
io
ns

 o
f v

er
bs

, a
dj
ec

tiv
es

 a
nd

 a
dj
ec

tiv
al
 v

er
bs

(4
) W

ee
ks

 8
-1
1

 
au

xi
lia

ry
 v

er
bs

(5
) W

ee
ks

 1
2-
14

 
pa

rt
ic
le
s

(6
) W

ee
k 

 1
5

 
us

ag
e 
of
 h

on
or

ifi
c 
la
ng

ua
ge

, e
tc
.

T
he

 m
ai
n 

em
ph

as
is
 o

f 
th

is
 c

ou
rs

e 
w
ill

 b
e 

on
 l
ec

tu
re

, 
an

d 
so

m
e 

as
si

gn
m

en
ts

 o
r 

ho
m

ew
or

k 
ar

e 
gi

ve
n 

in
 o

rd
er

 t
o 

ch
ec

k 
yo

ur
 

un
de

rs
ta

nd
in
g.
 I
n 

ad
di
tio

n,
 w

e 
w
ill
 s

pa
re

 t
he

 t
im

e 
fo
r 

re
ad

in
g 

so
m

e 
fa

m
ou

s 
w
or

ks
 a

lo
ud

 t
o 

be
 a

cc
us

to
m

ed
 t

o 
th

e 
rh

yt
hm

 o
f 
cl
as

si
ca

l 
Ja

pa
ne

se
 s
en

te
nc

es
 a
nd

 h
el
p 

yo
u 

un
de

rs
ta
nd

 th
ei
r 
m
ea

ni
ng

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

・
古

文
入

門
（

本
セ

ン
タ

ー
教

材
叢

書
№

41
）

CJ
LC

 te
xt

bo
ok

 s
er

ie
s 
N
o.4

1

・
中

村
幸

弘
著

『
生

徒
の

た
め

の
古

典
読

解
文

法
』

右
文

書
院

（
19

89
）

・
国

語
教

育
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
編

著
『

シ
グ

マ
新

国
語

便
覧

』
文

英
堂

（
20

00
）

・
秋

山
虔

他
編

『
日

本
古

典
読

本
』

筑
摩

書
房

（
19

88
）

授
業

参
加

(6
0%

)・
学

期
末

課
題

(4
0%

)
cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

), 
fi n

al
 a
ss

ig
nm

en
t (

40
%
)

JPN 410.12J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

も
っ

と
自

由
に

自
己

表
現

　
　

　
M

ak
e 

yo
ur

 J
ap

an
es

e 
m

or
e 

co
lo

rfu
l! 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

三
登

　
由

利
子

　
　

　
M

IT
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 3
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4A
　

上
級

文
法

JP
N

 4
10

.1
4

R
ec

.
S

P
Ja

pa
ne

se
 4

A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

使
え

る
表

現
や

語
彙

の
幅

を
広

げ
る

こ
と

話
し

た
り

書
い

た
り

す
る

上
で

の
文

法
的

な
正

確
さ

を
高

め
る

こ
と

In
 th

is 
co

ur
se

, s
tu

de
nt

s 
w
ill
 b

e 
ab

le
 to

 ;
B
ro

ad
en

 l
ex

ic
al

 r
ep

er
to

ir
e 

in
cl
ud

in
g 

id
io

m
at

ic
 e

xp
re

ss
io

ns
 a

nd
 

co
llo

qu
ia
lis

m
s.

A
cq

ui
re

 a
 h

ig
h 

de
gr

ee
 o

f 
gr

am
m
at

ic
al
 a

cc
ur

ac
y 

in
 b

ot
h 

sp
ea

ki
ng

 a
nd

 
w
rit

in
g.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
今

の
日

本
社

会
の

さ
ま

ざ
ま

な
話

題
を

取
り

上
げ

た
テ

レ
ビ

番
組

を
視

聴
し

、
そ

れ
に

関
す

る
本

や
新

聞
記

事
あ

る
い

は
番

組
の

ス
ク

リ
プ

ト
な

ど
も

読
み

ま
す

。
そ

し
て

、
そ

れ
ら

で
使

わ
れ

て
い

る
表

現
や

語
彙

を
学

び
ま

す
。

さ
ら

に
、

番
組

の
内

容
に

つ
い

て
意

見
を

言
っ

た
り

、
書

い
た

り
す

る
こ

と
で

、
学

習
し

た
表

現
や

語
彙

を
正

確
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

T
he

 a
ct

iv
it
ie
s 

in
 c

la
ss

 w
ill

 i
nc

lu
de

 w
at

ch
in

g 
T
V
 p

ro
gr

am
s 

po
rt
ra

yi
ng

 c
ur

re
nt

 J
ap

an
es

e 
so

ci
et

y,
 r

ea
di
ng

 r
el
at

ed
 m

at
er

ia
ls
, 

di
sc

us
si
on

 a
nd

 w
ri
ti
ng

. 
U
se

fu
l 
ex

pr
es

si
on

s 
an

d 
vo

ca
bu

la
ry

 
fr
om

 t
he

 T
V
 c

lip
s 

w
ill
 b

e 
in
tr
od

uc
ed

, t
he

n 
st
ud

en
ts
 w

ill
 h

av
e 

a 
ch

an
ce

 t
o 

pr
ac

tic
e 

th
em

 in
 a

 d
isc

us
sio

n 
an

d/
or

 b
y 

w
rit

in
g 

sh
or

t 
co

m
m
en

ts
 o
n 

th
e 
to
pi
cs

 r
ai
se

d 
in
 th

e 
T
V
 p

ro
gr

am
s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

配
布

H
an

do
ut

s

石
黒

　
圭

・
筒

井
千

絵
『

留
学

生
の

た
め

の
こ

こ
が

大
切

文
章

表
現

の
ル

ー
ル

』（
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
20

09
）  

平
常

点
(3
0%

)、
中

間
試

験
 +

 学
期

末
試

験
(7
0%

)
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(3
0%

)
M

id
te
rm

 e
xa

m
in
at
io
n 

+ 
Fi

na
l e

xa
m
in
at
io
n 

(7
0%

)

JPN 410.14J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

漢
 文

 入
 門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 C
la

ss
ic

al
 C

hi
ne

se
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

茨
田

 通
俊

　
　

　
M

A
N

D
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

1 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4A

　
上

級
文

法
JP

N
 4

10
.1

6
R

ec
.

S
P

Ja
pa

ne
se

 4
A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

中
国

古
典

を
原

形
を

生
か

し
な

が
ら

日
本

語
と

し
て

読
む

方
法

（
訓

読
）

に
習

熟
し

、
い

く
つ

か
の

作
品

に
触

れ
る

こ
と

で
広

く
漢

文
に

親
し

む
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

le
ar

n 
th

e 
tr
ad

iti
on

al
 w

ay
 o

f 
re

nd
er

in
g 

cl
as

si
ca

l 
C
hi
ne

se
 i
nt

o 
Ja

pa
ne

se
,  

an
d 

to
 f
am

ili
ar

iz
e 

st
ud

en
ts
 w

ith
 t
he

 C
hi
ne

se
 l
ite

ra
ry

 h
er

ita
ge

 t
hr

ou
gh

 s
el
ec

te
d 

cl
as

sic
al
 w

or
ks

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
扱

う
項

目
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 (1
) 第

1
週

－
2
週

 
訓

読
法

（
中

国
古

典
を

日
本

語
と

し
て

読
む

方
法

）
(2
) 第

3
週

－
4
週

 
返

読
文

字
（

下
か

ら
返

っ
て

読
む

文
字

）
(3
) 第

5
週

－
6
週

 
再

読
文

字
（

二
度

に
わ

た
っ

て
読

む
文

字
）

(4
) 第

7
週

－
8
週

 
置

き
字

（
読

ま
な

い
文

字
）

(5
) 第

9
週

－
12

週
 

故
事

（
昔

か
ら

伝
え

ら
れ

る
言

葉
の

い
わ

れ
）

(6
) 第

13
週

－
14

週
 

漢
詩

（
中

国
の

古
典

詩
）

(7
) 第

15
週

 
試

験

授
業

は
、

ま
ず

教
科

書
に

従
っ

て
各

項
目

の
解

説
が

行
わ

れ
る

。
受

講
生

は
、

漢
文

作
品

を
繰

り
返

し
読

む
こ

と
が

求
め

ら
れ

、
項

目
ご

と
の

練
習

問
題

が
宿

題
と

し
て

課
さ

れ
る

。

T
op

ic
s 
co

ve
re

d 
in
 th

e 
co

ur
se

 a
re

 a
s 
be

lo
w
.

(1
) W

ee
ks

 1
-2
 

m
et
ho

d 
of
  K

un
do

ku
(2
) W

ee
ks

 3
-4
 

H
en

do
ku

-c
ha

ra
ct
er

（
la
te
r 
re

ad
 c
ha

ra
ct
er

s）
(3
) W

ee
ks

 5
-6
 

Sa
id
ok

u-
ch

ar
ac

te
r（

tw
ic
e 
re

ad
 c
ha

ra
ct
er

s）
(4
) W

ee
ks

 7
-8
 

O
ki
ji-
ch

ar
ac

te
r（

no
t r

ea
d 

ch
ar

ac
te
rs

）
(5
) W

ee
ks

 9
-1
2 

st
or

ie
s 
ha

nd
ed

 d
ow

n 
fr
om

 a
nc

ie
nt

 ti
m
es

(6
) W

ee
ks

 1
3-
14

 
cl
as

sic
al
 C

hi
ne

se
 p

oe
m
s

(7
) W

ee
k 

15
 

ex
am

in
at
io
n

Ev
er

y 
to
pi
c 
is 

ex
pl
ai
ne

d 
ac

co
rd

in
g 

to
 t
he

 t
ex

tb
oo

k.
  
St

ud
en

ts
 a
re

 
re

qu
ire

d
to

 p
ra

ct
is
e 

re
ad

in
g 

th
e 

te
xt

s 
in

 c
la

ss
 a

nd
 a

ss
ig

ne
d 

so
m

e 
ho

m
ew

or
k.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
漢

文
入

門
』

大
阪

外
国

語
大

学
留

学
生

日
本

語
教

育
セ

ン
タ

ー
（

20
02

）
K
an

bu
n 

N
yu

m
on

.  
Ce

nt
er

 fo
r 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e, 

O
sa

ka
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f F

or
ei
gn

 S
tu

di
es

（
20

02
）

馬
場

武
次

郎
著

『
句

形
整

理
  

基
礎

か
ら

わ
か

る
漢

文
』

日
栄

社
（

19
75

）
B
ab

a,
 T

ak
ej
ir
o 

 K
uk

ei
 S

ei
ri
 K

is
o 

ka
ra

 w
ak

ar
u 

K
an

bu
n.
 N

ic
hi
ei
sy

a（
19

75
）

試
験

(9
0%

)　
平

常
点

（
出

席
と

宿
題

）
(1
0%

)
ex

am
in
at
io
n 

(9
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(a
tt
en

da
nc

e 
&
 h

om
ew

or
k)
 (1

0%
)

JPN 410.16J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

豊
か

な
表

現
の

た
め

の
動

詞
　

　
　

Ve
rb

s 
fo

r e
xp

re
ss

io
n-

ric
h 

Ja
pa

ne
se

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

熱
田

 万
美

　
　

　
AT

S
U

TA

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

4 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4A

　
上

級
文

法
JP

N
 4

10
.1

8
R

ec
.

S
P

Ja
pa

ne
se

 4
A
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: G

ra
m

m
ar

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

よ
り

豊
か

な
表

現
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

に
、

既
に

日
常

的
に

使
っ

て
い

る
動

詞
を

、
形

・
意

味
・

機
能

と
い

う
点

か
ら

整
理

し
、

使
い

方
の

幅
を

広
げ

る

T
o 
re

vi
ew

 th
e 
ve

rb
s 
al
re

ad
y 

us
ed

 o
n 

a 
da

ily
 b

as
is 

re
ga

rd
in
g 

th
ei
r 

fo
rm

, f
un

ct
io
n 

an
d 

m
ea

ni
ng

 a
nd

 t
o 
ac

qu
ire

 a
n 

ev
en

 b
ro

ad
er

 s
et
 o
f 

sk
ill
s 
fo
r 
ex

pr
es

sio
n-
ric

h 
us

ag
e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

①
こ

の
ク

ラ
ス

で
は

主
に

次
の

文
法

項
目

を
学

習
す

る
。

　
・

自
動

詞
・

他
動

詞
　

・
受

身
　

・
使

役
ど

ん
な

ル
ー

ル
が

あ
る

の
か

い
っ

し
ょ

に
考

え
な

が
ら

、
効

果
的

に
使

え
る

よ
う

に
練

習
す

る

②
よ

く
知

っ
て

い
る

動
詞

に
ど

ん
な

表
現

や
連

語
が

あ
る

の
か

、
ま

た
、

形
や

意
味

の
似

て
い

る
動

詞
の

使
い

分
け

と
使

い
方

を
、

辞
書

を
使

っ
て

主
体

的
に

学
ぶ

。

1)
 T

hi
s 

cl
as

s 
m
ai
nl
y 

fo
cu

se
s 

on
 t
he

 f
ol
lo
w
in
g 

th
re

e 
gr

am
m
at
ic
al
 

to
pi
cs

:
- t

ra
ns

iti
ve

 a
nd

 in
tr
an

sit
iv
e 
ve

rb
s

- p
as

siv
e 
fo
rm

 o
f v

er
bs

- c
au

sa
tiv

e 
fo
rm

 o
f v

er
bs

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
an

ts
 w

ill
 d

isc
us

s 
to
ge

th
er

 w
hi
ch

 g
ra

m
m
at
ic
al
 r
ul
es

 
ap

pl
y 

an
d 

pr
ac

tic
e 
ho

w
 to

 e
ffe

ct
iv
el
y 

us
e 
th

es
e 
ve

rb
s.

2)
 U

si
ng

 a
 d

ic
ti
on

ar
y,

 s
tu

de
nt

s 
w

ill
 a

ct
iv

el
y 

in
ve

st
ig

at
e 

ex
pr

es
sio

ns
 a

nd
 p

hr
as

es
 c

on
ta
in
in
g 

w
el
l-k

no
w
n 

ve
rb

s 
as

 w
el
l a

s 
th

e 
di
ffe

re
nt

 u
sa

ge
 o
f v

er
bs

 s
im

ila
r 
in
 fo

rm
 o
r 
m
ea

ni
ng

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

安
藤

節
子

・
小

川
誉

子
美

『
自

動
詞

・
他

動
詞

、
使

役
、

受
身

－
ボ

イ
ス

－
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

20
01

）

授
業

参
加

(4
0%

)、
課

題
提

出
(6
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(4
0%

), 
A
ss

ig
nm

en
ts
 (6

0%
)

JPN 410.18J/MA SP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
能

力
試

験
に

向
け

た
漢

字
練

習
　

　
　

A
dv

an
ce

d 
Le

ve
l K

an
ji 

fo
r J

ap
an

es
e 

P
ro

fic
ie

nc
y 

Te
st

 L
ev

el
 N

1 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

北
川

 美
香

　
　

　
K

IT
A

G
AW

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4B
　

漢
字

研
究

JP
N

 4
13

.0
4

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 4
B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

間
違

い
や

す
い

漢
字

の
使

い
方

を
学

習
す

る
。

日
本

語
能

力
試

験
N
1
に

備
え

る
。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 p

re
pa

re
 f
or

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t L
ev

el
 N

1 
th

ro
ug

h 
m
as

te
rin

g 
th

e 
us

ag
e 
of
 k

an
ji.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

毎
回

、
間

違
い

や
す

い
同

音
異

義
語

や
同

訓
異

義
語

を
中

心
に

漢
字

の
由

来
・

意
味

・
用

法
を

学
ぶ

。

新
聞

記
事

を
読

ん
で

、
漢

字
の

実
際

的
な

使
わ

れ
方

を
確

認
す

る
。

ま
た

同
時

に
、

現
在

の
日

本
で

話
題

に
な

っ
て

い
る

事
象

に
触

れ
、

現
代

日
本

社
会

の
一

面
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

Ev
er

y 
w
ee

k 
w
e 

w
ill
 l
ea

rn
 o

ri
gi
ns

, m
ea

ni
ng

s 
an

d 
us

ag
e 

of
 t
he

 
ad

va
nc

ed
 le

ve
l k

an
ji, 

st
ud

yi
ng

 c
hi
ef
ly
 d

iff
ic
ul
t h

om
on

ym
s.

T
o 

m
as

te
r 

th
e 

re
ad

in
g 

of
 k

an
ji,
 w

e 
w
ill
 r

ea
d 

so
m

e 
ar

tic
le
s 

of
 

ne
w
sp

ap
er

s.

T
hr

ou
gh

 r
ea

di
ng

 t
he

m
, w

e 
ca

n 
al
so

 k
no

w
 w

ha
t’s

 n
ow

 h
ot

 i
n 

Ja
pa

n 
an

d 
th

in
k 

ab
ou

t s
om

e 
as

pe
ct
s 
of
 m

od
er

n 
Ja

pa
ne

se
 s
oc

ie
ty

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

佐
々

木
仁

子
、

松
本

紀
子

『
日

本
語

能
力

試
験

対
策

　
日

本
語

総
ま

と
め

N
1
漢

字
』

ア
ス

ク
(2
01

0)
日

本
経

済
新

聞
：

日
経

Pl
us

1
N
ik
ke

i P
lu
s1

JL
PT

［
編

］『
日

本
語

能
力

試
験

公
式

問
題

集
』

凡
人

社
（

20
12

）
平

常
点

(5
0%

)、
期

末
テ

ス
ト

(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
fi n

al
 e
xa

m
in
at
io
n 

(5
0%

)

JPN 413.04J/MA K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

表
外

漢
字

　
　

　
N

O
N

-J
O

Y
O

-K
A

N
JI

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

國
方

 栄
二

　
　

　
K

U
N

IK
AT

A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4B
　

漢
字

研
究

JP
N

 4
13

.0
6

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 4
B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

講
義

は
日

常
生

活
に

お
い

て
使

わ
れ

る
表

外
漢

字
（

お
よ

そ
10

00
）

を
習

得
し

、
日

本
語

文
の

読
解

お
よ

び
作

文
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

す
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

be
tt
er

 u
nd

er
st
an

d 
N
O
N
-J
O
Y
O
-

K
A
N
JI
 u

se
d 

in
 e

ve
ry

da
y 

lif
e 

(a
bo

ut
 1

00
0)
 a

nd
 t
o 

ex
te

nd
 y

ou
r 

ab
ili
ty

 o
f r

ea
di
ng

 o
r 
w
rit

in
g 

K
an

ji.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

◎
毎

回
40

個
の

漢
字

を
学

習
し

ま
す

。

◎
毎

回
前

回
学

習
分

の
小

テ
ス

ト
が

あ
り

ま
す

。

Ev
er

y 
w
ee

k 
yo

u 
le
ar

n 
40

 K
an

ji 
an

d 
so

m
e 
qu

iz
ze

s 
ar

e

gi
ve

n 
in
 o
rd

er
 to

 c
he

ck
 y

ou
r 
m
as

te
ry

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

ha
nd

ou
ts

『
中

・
上

級
学

習
者

の
た

め
の

漢
字

と
語

彙
』（

ジ
ャ

パ
ン

・
タ

イ
ム

ズ
）

A
 s
tu

dy
 s
ys

te
m
 fo

r 
in
te
rm

ed
ia
te
 &

 a
dv

an
ce

d
le
ar

ne
rs

 k
an

ji 
in
 c
on

te
xt

, T
he

 J
ap

an
 T

im
es

定
期

試
験

(5
0%

)・
平

常
点

(5
0%

)
ex

am
in
at
io
n 

(5
0%

) &
 p

ar
tic

ip
at
io
n 

(5
0%

)

JPN 413.06J/MA K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

漢
字

（
日

本
語

能
力

試
験

N
1
レ

ベ
ル

）　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Le
ve

l K
an

ji 
fo

r t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 P

ro
fic

ie
nc

y 
Te

st
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

田
中

 恵
子

　
　

　
TA

N
A

K
A

. K

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4B
　

漢
字

研
究

JP
N

 4
13

.0
8

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 4
B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
能

力
試

験
N
1
レ

ベ
ル

の
漢

字
に

備
え

る
T
o 

pr
ep

ar
e 

fo
r 

Le
ve

l 
N
1 

of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 P

ro
fic

ie
nc

y 
T
es

t

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
常

生
活

で
目

に
す

る
文

章
を

読
み

、
漢

字
の

意
味

と
用

法
を

学
習

す
る

。

毎
週

、
前

回
の

復
習

テ
ス

ト
を

行
う

。

Le
ar

n 
th

e 
m
ea

ni
ng

 a
nd

 u
sa

ge
 o

f 
ka

nj
i 
th

ro
ug

h 
re

ad
in
g 

va
ri
ou

s 
do

cu
m
en

ts
 in

 d
ai
ly
 li
fe
.

A
 r
ev

ie
w
 q

ui
z 
w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
in
 e
ve

ry
 c
la
ss

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

佐
藤

尚
子

　
佐

々
木

仁
子

『
留

学
生

の
た

め
の

漢
字

の
教

科
書

　
上

級
10

00
』

国
書

刊
行

会
(2
01

1）
石

井
怜

子
他

『
新

完
全

マ
ス

タ
ー

漢
字

　
日

本
語

能
力

試
験

N
1』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(2
01

0)

授
業

参
加

(3
0%

)　
小

テ
ス

ト
(3
0%

)　
期

末
試

験
(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(3
0%

) 
 Q

ui
zz

es
 (
30

%
) 
 E

xa
m
in
at
io
n 

(4
0%

)

JPN 413.08J/MA K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

漢
字

（
日

本
語

能
力

検
定

N
1
レ

ベ
ル

）　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Le
ve

l K
an

ji 
fo

r J
ap

an
es

e 
P

ro
fic

ie
nc

y 
Te

st
 L

ev
el

 N
1 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

西
村

 多
恵

　
　

　
N

IS
H

IM
U

R
A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 4
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4B
　

漢
字

研
究

JP
N

 4
13

.1
0

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 4
B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
能

力
試

験
N
1
レ

ベ
ル

の
漢

字
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
T
he

 a
im

 o
f t

hi
s 
co

ur
se

 is
 to

 m
as

te
r 
ad

va
nc

ed
 le

ve
l k

an
ji 
(Ja

pa
ne

se
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t L
ev

el
 N

1)
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

同
音

異
義

語
を

中
心

に
漢

字
の

意
味

や
使

い
方

、
及

び
例

外
的

な
読

み
の

漢
字

を
学

習
す

る
。

毎
週

復
習

テ
ス

ト
を

行
う

。

W
e 
w
ill
 le

ar
n 

w
rit

in
gs

 a
nd

 u
sa

ge
 o
f k

an
ji, 

fo
cu

ss
in
g 

on
 h

om
on

ym
s 

an
d 

ka
nj
i w

ith
 s
pe

ci
al
 r
ea

di
ng

s.

A
 r
ev

ie
w
 q

ui
z 
w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
ev

er
y 

w
ee

k.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

ha
nd

ou
ts

松
本

節
子

・
星

野
恵

子
『

日
本

語
能

力
試

験
ま

と
め

て
覚

え
る

！
漢

字
単

語
ド

リ
ル

1
級

』
ユ

ニ
コ

ム
(2
00

8)
　

星
野

恵
子

・
辻

和
子

『
ド

リ
ル

＆
ド

リ
ル

日
本

語
能

力
試

験
［

N
1
文

字
・

語
彙

］』
ユ

ニ
コ

ム
(2
01

2)

授
業

参
加

20
%
、

小
テ

ス
ト

40
%
、

期
末

試
験

40
%

Cl
as

s 
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

20
%
, w

ee
kl
y 

qu
iz
ze

s 
40

%
, fi
 n
al
 

ex
am

in
at
io
n 

40
%

JPN 413.10J/MA K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

漢
字

　
　

　
K

an
ji 

fo
r a

dv
an

ce
d 

le
ve

l 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
中

 延
之

　
　

　
YA

M
A

N
A

K
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4B
　

漢
字

研
究

JP
N

 4
13

.1
2

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 4
B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

N
2
～

N
1
レ

ベ
ル

の
重

要
な

漢
字

・
熟

語
の

意
味

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
さ

ら
に

、
そ

れ
ら

の
漢

字
・

熟
語

を
文

体
に

合
わ

せ
て

適
切

に
使

え
る

よ
う

に
な

る
。

O
ur

 g
oa

l i
s 
to
 la

er
n 

th
e 

co
m
po

un
ds

 a
nd

 c
ha

ra
ct
er

s 
of
 K

an
jis

 f
or

 
T
he

 J
ap

an
es

e-
La

ng
ua

ge
 P

ro
fic

ie
nc

y 
T
es

t 
N
2-
N
1 
le
ve

l. 
it 

is 
al
so

 t
o 

us
e 
ka

nj
is 

co
rr
ec

tly
 a
dj
us

tin
g 

to
 s
itu

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

N
2
レ

ベ
ル

（
10

00
字

、
80

00
語

）・
N
1
レ

ベ
ル

（
20

00
字

、
10

00
0
語

）
の

漢
字

語
彙

を
学

ぶ
。

現
代

日
本

語
の

漢
語

語
彙

は
、

語
彙

全
体

の
約

40
～

50
%

と
言

わ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

N
2
レ

ベ
ル

で
40

00
語

程
度

、
N
1
レ

ベ
ル

で
50

00
語

程
度

の
漢

語
語

彙
を

学
ぶ

必
要

が
あ

る
。

も
ち

ろ
ん

、
こ

の
授

業
で

そ
の

よ
う

な
語

彙
全

体
を

学
ぶ

こ
と

は
で

き
な

い
。

重
要

な
漢

字
・

熟
語

を
効

率
よ

く
学

ぶ
。

W
e 
le
ar

n 
vo

ca
bu

la
ry

 fo
rm

ed
 o
f k

an
jis

 fo
r 
T
he

 J
ap

an
es

e-
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t 
N
2 

le
ve

l 
(1
,00

0 
ch

ar
ac

te
rs

, 8
,00

0 
w
or

ds
), 

or
 N

1 
le
ve

l (
2,0

00
 c
ha

ra
ct
er

s, 
10

,00
0 
w
or

ds
). 
T
he

 k
an

ji-
vo

ca
bu

la
ry

 s
ee

m
s 

to
 b

e 
ab

ou
t 
40

-5
0%

 o
f t

he
 w

ho
le
 v

oc
ab

ul
ar

y.
 S

o 
Y
ou

 n
ee

d 
to
 le

ar
n 

ab
ou

t 
4,0

00
 w

or
ds

 i
n 

N
2, 

an
d 

5,0
00

 w
or

ds
 i
n 

N
1. 

O
f 
co

ur
se

, w
e 

w
ill
 le

ar
n 

im
po

rt
an

t w
or

ds
 e
ffi

ci
en

tly
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s
ア

ル
ク

日
本

語
書

籍
編

集
部

編
『

改
訂

版
　

日
本

語
能

力
試

験
漢

字
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
』（

20
11

年
4
月

、
ア

ル
ク

）  

授
業

内
活

動
（

小
テ

ス
ト

等
）

(3
0%

)、
期

末
テ

ス
ト

(7
0%

)
W

or
ks

 in
 c
la
ss
 (Q

ui
z, 

et
c.)

 3
0%

, F
in
al
 E

xa
m
in
at
io
n 

70
%

JPN 413.12J/MA K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

漢
字

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

K
an

ji 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

伊
藤

 智
博

　
　

　
IT

O
. T

O
M

O

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

1 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4B

　
漢

字
研

究
JP

N
 4

13
.1

4
R

ec
.

K
Ja

pa
ne

se
 4

B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

漢
字

を
読

む
能

力
と

書
く

能
力

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f t

hi
s 
co

ur
se

 is
 t
o 
ex

te
nd

 y
ou

r 
ab

ili
ty

 o
f r

ea
di
ng

 o
r 

w
rit

in
g 

K
an

ji.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

そ
の

漢
字

を
使

っ
た

言
葉

や
よ

く
使

う
表

現
を

学
び

ま
す

。
Y
ou

 w
ill
 a
cq

ui
re

 u
se

fu
l e

xp
re

ss
io
ns

,v
oc

ab
ul
ar

ie
s 
in
 K

an
ji.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

加
納

千
恵

子
　

他
（

20
01

）『
IN

T
ER

M
ED

IA
T
E 

K
A
N
JI
 B

O
O
K
 V

O
L.
2』

K
an

o 
C
hi

ek
o 

(2
00

1)
『

IN
T
E
R
M

E
D
IA

T
E
 K

an
ji 

Bo
ok

 v
ol
.2』

  
平

常
点

(5
0%

)　
試

験
(5
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

) e
xa

m
in
at
io
n 

(5
0%

)

JPN 413.14J/MA K
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

漢
字

（
N

1
レ

ベ
ル

）　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

 K
an

ji(
Le

ve
l N

1)
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

樋
口

 尊
子

　
　

　
H

IG
U

C
H

I

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

2 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4B

　
漢

字
研

究
JP

N
 4

13
.1

6
R

ec
.

K
Ja

pa
ne

se
 4

B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
能

力
試

験
N
1
レ

ベ
ル

の
漢

字
の

習
得

を
目

指
す

。
T
he

 a
im

 o
f 
th

is 
co

ur
se

 is
 t
o 

m
as

te
r 
ad

va
nc

ed
 le

ve
l k

an
ji. 

(JL
PT

 
N
1)

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

①
よ

く
似

て
い

る
漢

字
、

同
音

異
義

語
、

間
違

え
や

す
い

漢
字

、
特

別
な

読
み

方
の

漢
字

な
ど

を
整

理
す

る
。

②
日

常
生

活
で

使
用

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
雑

誌
な

ど
を

用
い

て
使

わ
れ

方
を

確
認

す
る

。

③
日

本
語

能
力

試
験

N
1
レ

ベ
ル

の
問

題
を

宿
題

と
す

る

1. 
T
o 
m
as

te
r 
th

e 
K
an

ji 
of
 v

ar
io
us

 k
in
ds

.

2. 
T
o 

m
as

te
r 

th
e 

re
ad

in
g 

of
 K

an
ji,
 w

e 
w
ill
 r

ea
d 

m
ag

az
in
es

 a
nd

 
po

st
er

.

3. 
Ex

er
ci
se

s 
fo
r 
th

e 
JL

PT
 L

ev
el
1 
w
ill
 b

e 
as

sig
ne

d 
as

 h
om

ew
or

k.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
H
an

do
ut

s

石
井

怜
子

他
(2
01

0)
『

新
完

全
マ

ス
タ

ー
漢

字
日

本
語

能
力

試
験

N
1』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

佐
々

木
仁

子
他

(2
01

0）
『

日
本

語
能

力
試

験
対

策
　

日
本

語
総

ま
と

め
N
1
漢

字
』

ア
ス

ク
  

授
業

参
加

及
び

課
題

(3
0%

)、
小

テ
ス

ト
(3
0%

)、
期

末
テ

ス
ト

(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip

at
io
n 

an
d 

A
ss

ig
nm

en
ts

 (
30

%
), 

w
ee

kl
y 

qu
iz
ze

s 
(3
0%

), 
fi n

al
 e
xa

m
in
at
io
n 

(4
0%

)

JPN 413.16J/MA K



― 45 ―

授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

文
明

の
鍵

を
読

み
解

く
　

　
　

Th
e 

C
iv

ili
za

tio
n 

of
 J

ap
an

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

久
保

田
 ゆ

か
り

　
　

　
K

U
B

O
TA

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4C
　

上
級

読
解

JP
N

 4
14

.0
2

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 4
C
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
日

本
文

明
に

関
す

る
エ

ッ
セ

イ
を

講
読

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
高

度
の

日
本

語
読

解
能

力
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
日

本
社

会
へ

の
見

識
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

語
彙

力
を

鍛
え

、
表

現
技

法
を

学
び

な
が

ら
、

論
理

展
開

を
効

率
よ

く
把

握
す

る
訓

練
を

行
う

。
ま

た
、

日
本

の
主

要
都

市
の

成
り

立
ち

や
役

割
を

通
し

て
、

現
代

日
本

文
明

の
諸

相
を

歴
史

的
な

展
望

の
中

で
考

察
す

る
。

T
hr

ou
gh

 r
ea

di
ng

 e
ss

ay
s 

on
 t
he

 c
iv
ili
za

tio
n 

of
 J

ap
an

, t
hi
s 

co
ur

se
 i
s 

de
si
gn

ed
 t
o 

he
lp
 s

tu
de

nt
s 

no
t 
on

ly
 a

cq
ui
re

 a
dv

an
ce

d 
th

ei
r 

re
ad

in
g 

co
m
pr

eh
en

si
on

, b
ut

 a
ls
o 

br
oa

de
n 

th
ei
r 

kn
ow

le
dg

e 
ab

ou
t 
co

nt
em

po
ra

ry
 J

ap
an

es
e 

so
ci
et
y.
 E

nr
ic
hi
ng

 t
he

ir 
vo

ca
bu

la
ry

 a
nd

 a
cq

ui
rin

g 
us

ef
ul
 e

xp
re

ss
io
ns

, s
tu

de
nt

s 
w
ill
 t
ry

 t
o 

ef
fe
ct
iv
el
y 

gr
as

p 
lo
gi
c 
an

d 
st
ru

ct
ur

e 
of
 J
ap

an
es

e 
te
xt

s. 
T
he

y 
w
ill
 a
lso

 e
xa

m
in
e 
va

rio
us

 a
sp

ec
ts
 o
f t

he
 

ci
vi
liz

at
io
n 
of
 J
ap

an
 fr

om
 th

e 
vi
ew

po
in
t o

f “
Ja

pa
ne

se
 c
iti
es

” 
in
 th

e 
hi
st
or

ic
al
 c
on

te
xt

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
扱

う
ト

ピ
ッ

ク
と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
次

の
通

り
。

第
1
週

：
群

島
第

2
週

：
四

季
第

3
週

：
奈

良
第

4
週

：
京

都
第

5
週

：
自

由
都

市
第

6
週

：
江

戸
第

7
週

：
大

坂
第

8
週

：
鎖

国
第

9
週

：
長

崎
第

10
週

：
旅

行
第

11
週

：
東

京
第

12
週

：
札

幌
第

13
週

：
広

島
第

14
週

：
学

期
末

テ
ス

ト
第

15
週

：
テ

ス
ト

返
却

・
解

説

T
he

 s
ch

ed
ul
e 
of
 th

is 
co

ur
se

 is
 a
s 
fo
llo

w
s:

W
ee

k 
1: 

Ja
pa

ne
se

 a
rc

hi
pe

la
go

W
ee

k 
2: 

Fo
ur

 s
ea

so
ns

W
ee

k 
3: 

N
ar

a
W

ee
k 

4: 
K
yo

to
W

ee
k 

5: 
Fr

ee
 c
ity

W
ee

k 
6: 

Ed
o

W
ee

k 
7: 

O
sa

ka
W

ee
k 

8: 
Is
ol
at
io
n

W
ee

k 
9: 

N
ag

as
ak

i
W

ee
k 

10
: T

ra
ve

l
W

ee
k 

11
: T

ok
yo

W
ee

k 
12

: S
ap

po
ro

W
ee

k 
13

: H
iro

sh
im

a
W

ee
k 

14
: T

er
m
 e
xa

m
in
at
io
n

W
ee

k 
15

: C
om

m
en

ts

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

コ
ピ

ー
を

配
付

。
H
an

do
ut

s

梅
棹

忠
夫

編
著

『
日

本
文

明
77

の
鍵

』
文

春
新

書
（

20
05

年
）。

宮
原

彬
編

『
留

学
生

の
た

め
の

時
代

を
読

み
解

く
上

級
日

本
語

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
20

06
年

）。
  

授
業

へ
の

出
席

と
参

加
度

(4
0%

)、
学

期
末

試
験

(6
0%

)。
Gr

ad
e 

w
ill
 b

e 
ba

se
d 

on
 c

la
ss

 p
ar

tic
ip
at
io
n 

(4
0%

) 
an

d 
te
rm

 e
xa

m
in
at
io
n 

(6
0%

).
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

文
化

を
読

み
解

く
　

　
　

To
 le

ar
n 

th
e 

cu
ltu

ra
l a

sp
ec

ts
 o

f J
ap

an
 th

ro
ug

h 
th

e 
re

ad
in

g.
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

取
屋

　
淳

子
　

　
　

TO
R

IY
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4C
　

上
級

読
解

JP
N

 4
14

.0
4

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 4
C
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
カ

ル
チ

ャ
ー

な
ど

を
含

む
日

本
文

化
に

関
す

る
論

文
や

エ
ッ

セ
イ

、
小

説
な

ど
を

読
み

、
日

本
文

化
の

よ
り

深
い

理
解

に
つ

な
げ

て
い

く
。

D
es

ig
ne

d 
to
 im

pr
ov

e 
re

ad
in
g 

sk
ill
s 
th

ro
ug

h 
th

e 
va

rio
us

 t
yp

es
 o

f 
re

ad
in
gs

 (a
rt
ic
le
s, 

es
sa

ys
, s

ho
rt
 s
to
rie

s, 
an

d 
po

pu
la
r 
so

ng
s).
  
T
hi
s 

co
ur

se
 a

im
s 

to
 i
m

pr
ov

e 
st
ud

en
t’s

 u
nd

er
st
an

di
ng

s 
of
 J

ap
an

es
e 

po
pu

la
r 
cu

ltu
re

 in
cl
ud

in
g 
A
N
IM

E,
 J
ap

an
es

e 
po

p 
m
us

ic
, a

nd
 m

ov
ie
s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
は

、
日

本
文

化
に

関
す

る
論

文
な

ど
を

読
み

、
そ

こ
か

ら
日

本
人

の
習

慣
や

価
値

観
な

ど
を

考
え

て
い

く
。

日
本

文
化

の
論

文
を

は
じ

め
、

日
本

の
歌

、
ア

ニ
メ

や
日

本
映

画
に

関
す

る
も

の
を

中
心

に
取

り
上

げ
て

い
く

。
意

見
発

表
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

も
積

極
的

に
行

な
っ

て
い

く
。

T
hi

s 
co

ur
se

 l
oo

ks
 a

t 
th

e 
w
ay

 J
ap

an
es

e 
so

ci
et

y 
an

d 
po

pu
la
r 

cu
ltu

re
 fo

rm
ed

. T
hr

ou
gh

 r
ea

di
ng

 p
ap

er
s 
an

d 
di
sc

us
sin

g 
so

ci
al
 a
nd

 
cu

ltu
ra

l e
le
m
en

ts
, s

tu
de

nt
s 
w
ill
 c

re
at
e 

a 
pi
ct
ur

e 
of
 J
ap

an
 a

s 
it 

is 
to
da

y.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

教
材

配
布

H
an

do
ut

s 
an

d 
co

pi
es

○
西

原
・

井
上

・
吉

田
　

著
『

上
級

学
習

者
向

け
日

本
語

教
材

　
日

本
文

化
を

読
む

』　
（

財
）

京
都

日
本

語
教

育
セ

ン
タ

ー
（

20
08

）
ア

ル
ク

○
平

野
供

余
子

　
著

『
日

本
の

映
画

史
ー

10
の

テ
ー

マ
』

（
日

本
研

究
シ

リ
ー

ズ
2）

（
20

14
）

く
ろ

し
お

出
版

  

平
常

点
(5
0%

)と
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

) a
nd

 F
in
al
 r
ep

or
t (

50
%
)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

近
代

日
本

の
絵

は
が

き
を

読
む

　
　

　
R

ea
di

ng
 th

e 
P

ic
tu

re
 P

os
tc

ar
ds

 o
f M

od
er

n 
Ja

pa
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

乾
 由

紀
子

　
　

　
IN

U
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4C
　

上
級

読
解

JP
N

 4
14

.0
6

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 4
C
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1.
学

術
的

な
著

作
と

し
て

も
一

般
読

者
を

対
象

と
し

た
著

作
と

し
て

も
優

れ
た

エ
ッ

セ
イ

を
読

み
、

日
本

語
の

読
解

力
と

感
性

を
さ

ら
に

磨
く

。
2.

絵
は

が
き

を
通

じ
て

近
代

日
本

の
文

化
、

歴
史

、
社

会
に

つ
い

て
の

見
識

を
深

め
る

。

1. 
T
o 

re
fin

e 
th

e 
se

ns
e 

of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 b
y 

re
ad

in
g 

so
ph

ist
ic
at
ed

 
es

sa
ys

 w
ith

 t
he

ir 
pl
ai
n 

an
d 

cr
ea

tiv
e 

w
rit

in
g 

m
ea

nt
 f
or

 b
ot
h 

ac
ad

em
ic 

an
d 

no
n-
ac

ad
em

ic 
re

ad
er

s.
2. 

T
o 

gi
ve

 a
 b

et
te
r 
un

de
rs
ta
nd

in
g 

of
 t
he

 c
ul
tu

re
, h

ist
or

y 
an

d 
so

ci
et
y 

in
 

M
od

er
n 
Ja

pa
n, 

pa
rt
icu

la
rly

, i
n 
th
e 
K
an

sa
i r

eg
io
n, 

th
ro

ug
h 
pi
ct
ur

e 
po

st
ca

rd
s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

絵
は

が
き

の
収

集
家

で
あ

り
建

築
史

・
都

市
文

化
論

の
専

門
家

に
よ

る
、

新
聞

に
掲

載
さ

れ
た

短
い

エ
ッ

セ
イ

や
関

連
の

エ
ッ

セ
イ

を
精

読
・

速
読

す
る

。
　

19
世

紀
末

か
ら

20
世

紀
初

頭
に

か
け

て
の

世
界

的
な

絵
は

が
き

の
流

行
の

な
か

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

日
本

の
絵

は
が

き
の

意
匠

を
鑑

賞
す

る
。

　
関

西
を

中
心

と
す

る
祭

り
や

季
節

の
行

事
（

時
代

祭
、運

動
会

な
ど

）、
災

害
、

万
国

博
覧

会
、

戦
争

等
の

テ
ー

マ
の

絵
は

が
き

を
取

り
上

げ
る

。
そ

れ
ら

の
背

景
に

あ
る

文
化

や
社

会
情

勢
に

つ
い

て
、

映
像

資
料

も
参

考
に

し
な

が
ら

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
理

解
を

深
め

る
。

希
望

に
よ

り
博

物
館

見
学

も
取

り
入

れ
た

い
。

St
ud

en
ts
 w

ill
 p

ra
ct
ic
e 

re
ad

in
g 

bo
th

 r
ap

id
ly
 a

nd
 c

lo
se

ly
 u

sin
g 

th
e 

co
lle

ct
ed

 s
ho

rt
 e

ss
ay

s 
on

 p
ic
tu

re
 p

os
tc
ar

ds
 w

hi
ch

 f
irs

t 
ap

pe
ar

ed
 

in
 t
he

 n
ew

sp
ap

er
. T

he
 e

ss
ay

s 
w
er

e 
w
ri
tt
en

 b
y 

an
 a

ca
de

m
ic
 

ex
pe

rt
 o
f A

rc
hi
te
ct
ur

al
 H

ist
or

y 
an

d 
U
rb

an
 C

ul
tu

re
. 

　
M

os
t 
of
 t
he

 p
os

tc
ar

ds
 t
re

at
ed

 in
 t
he

 c
ou

rs
e 

w
er

e 
pu

bl
ish

ed
 in

 
Ja

pa
n 

be
tw

ee
n 

th
e 
la
te
 1
9t
h 

an
d 

ea
rly

 2
0t
h 

ce
nt

ur
y,
 in

 t
he

 p
er

io
d 

th
at
 t
he

 w
or

ld
-w

id
e 

cr
az

e 
fo
r 
pi
ct
ur

e 
po

st
ca

rd
s 
sp

ra
ng

 u
p.
 T

he
y 

sh
ow

 d
ist

in
ct
iv
e 
de

sig
ns

 o
f t

he
 a
ge

. 
　

A
ud

io
 m

at
er

ia
ls
 a

nd
 d

is
cu

ss
io
ns

 w
ill

 h
el
p 

un
de

rs
ta

nd
 t

he
 

fu
nc

tio
ns

 o
f 
po

st
ca

rd
s 

de
pi
ct

in
g 

fe
st
iv
al
s 

an
d 

ot
he

r 
se

as
on

al
 

ev
en

ts
, d

is
as

te
rs

, w
ar

s, 
ex

po
si
tio

ns
, e

tc
. a

nd
 t
he

ir
 s

oc
ia
l 
an

d 
cu

ltu
ra

l b
ac

kg
ro

un
ds

. A
 m

us
eu

m
 v

isi
t i

s 
op

tio
na

l.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

教
材

配
布

。
H
an

do
ut

s 
an

d 
co

pi
es

橋
爪

紳
也

『
絵

は
が

き
10

0
年

 近
代

日
本

の
ビ

ジ
ュ

ア
ル

メ
デ

ィ
ア

』
朝

日
新

聞
社

20
06

年
。

橋
爪

紳
也

『
絵

は
が

き
で

読
む

大
大

阪
』

創
元

社
、

20
10

年
。

細
馬

宏
通

『
絵

は
が

き
の

時
代

』
青

土
社

、
20

06
年

。
乾

由
紀

子
『

イ
ギ

リ
ス

炭
鉱

写
真

絵
は

が
き

』
京

都
大

学
学

術
出

版
会

、
20

08
年

。
・

HA
SH

IZ
UM

E 
Sh

iny
a, 

Eh
ag

ak
i H

ya
ku

ne
n 
(A

 H
un

dr
ed

 Y
ea

rs
 of

 P
os
tc
ar
ds

: M
od

er
n

Ja
pa

n’s
 V

isu
al 

M
ed

ia)
, A

sa
hi
 S
hi
m
bu

n 
Co

m
pa

ny
, T

ok
yo

, 2
00

6.
・

H
A
SH

IZ
U
M

E 
Sh

in
ya

, E
ha

ga
ki
 d
e 
Y
om

u 
D
ai-

O
sa
ka

 (R
ea

di
ng

 G
re
at
 O

sa
ka

 
in
 P

ict
ur

e 
Po

st
ca

rd
s),
 S
og

en
sh

a, 
20

10
.

・
HO

SO
M

A
 H

iro
m
ich

i, E
ha

ga
ki
 n
o 
Jid

ai 
(T

he
 G

old
en

 A
ge

 o
f P

ict
ur

e 
Po

st
ca

rd
s) 

Se
id
os
ha

, T
ok

yo
, 2

00
6.

・
IN

U
I 
Y
uk

ik
o, 

Ig
iri

su
 T

an
ko

 S
ha

sh
in
 E

ha
ga

ki
(P
ho

to
gr

ap
hi
c 
Po

st
ca

rd
s 
of
 

Br
iti
sh

 C
oa

l M
in
in
g 
in
 th

e 
Ea

rly
 2
0t
h 
Ce

nt
ur

y)
 K

yo
to
 U

ni
ve

rs
ity

 P
re
ss
, 2

00
8.

授
業

参
加

(5
0%

)　
最

終
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%
, F

in
al
 e
ss

ay
 5
0%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

言
語

学
入

門
　

　
　

In
tro

du
ct

io
n 

to
 li

ng
ui

st
ic

s 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

藤
原

 敬
介

　
　

　
FU

JI
W

A
R

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4C
　

上
級

読
解

JP
N

 4
14

.0
8

R
ec

.
R

D
G

Ja
pa

ne
se

 4
C
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
言

語
学

に
か

か
わ

る
教

科
書

を
よ

む
こ

と
を

と
お

し
て

、
言

語
学

の
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
日

本
語

読
解

能
力

の
向

上
を

は
か

る
こ

と
を

目
標

と
し

ま
す

。

T
hi
s 
co

ur
se

 a
im

s 
to
 p

ro
vi
de

 s
tu

de
nt

s 
w
ith

 a
 b

as
ic
 k

no
w
le
dg

e 
of
　

lin
gu

ist
ic
s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

言
語

学
と

は
、こ

と
ば

に
つ

い
て

研
究

す
る

学
問

分
野

で
す

。
こ

の
授

業
で

は
、

哲
学

者
と

言
語

学
者

の
対

話
を

よ
み

と
く

作
業

を
と

お
し

て
、

認
知

言
語

学
的

な
か

ん
が

え
か

た
を

ま
な

び
つ

つ
、

日
本

語
読

解
能

力
の

向
上

を
は

か
り

ま
す

。
留

学
生

の
み

な
さ

ん
の

言
語

と
も

比
較

し
な

が
ら

、
こ

と
ば

の
不

思
議

を
学

び
た

い
と

お
も

い
ま

す
。

Li
ng

ui
st
ic
s 
is 

th
e 

sc
ie
nt

ifi
c 

st
ud

y 
of
 la

ng
ua

ge
. I

n 
th

is 
co

ur
se

, y
ou

 
w
ill
 l
ea

rn
 b

as
ic
 i
de

as
 o

f 
co

gn
iti

ve
 l
in
gu

is
tic

s 
th

ro
ug

h 
di
al
og

ue
 

be
tw

ee
n 

a 
ph

ilo
so

ph
er

 a
nd

 a
 l
in
gu

is
t. 

In
te

ns
iv
e 

re
ad

in
g 

of
 t
he

 
te
xt

 w
ill
 im

pr
ov

e 
yo

ur
 r
ea

di
ng

 s
ki
lls

 to
o. 

Y
ou

 a
re

 a
lso

 e
nc

ou
ra

ge
d 

to
 p

ro
vi
de

 r
el
ev

an
t e

xa
m
pl
es

 fo
un

d 
in
 y

ou
r 
m
ot
he

r 
to
ng

ue
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

野
矢

茂
樹

・
西

村
義

樹
. 2

01
3. 『

言
語

学
の

教
室

』
中

公
新

書
.

N
oy

a 
Sh

ig
ek

i 
an

d 
N
is
hi

m
ur

a 
Y
os

hi
ki

. 
20

13
 

Ge
ng

og
ak

u 
no

 k
yo

os
itu

. T
yu

uk
oo

sin
sy

o.

な
し

N
on

e

授
業

へ
の

参
加

度
(5
0%

)お
よ

び
試

験
(5
0%

)に
よ

り
評

価
し

ま
す

。
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

) a
nd

 e
xa

m
in
at
io
n 

(5
0%

).
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

政
治

に
お

け
る

時
事

問
題

　
　

　
C

ur
re

nt
 e

ve
nt

s 
in

 J
ap

an
es

e 
P

ol
iti

cs
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

カ
ル

モ
ナ

・
ダ

ニ
エ

ル
・

ウ
ィ

リ
ア

ム
　

　
　

C
A

R
M

O
N

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

4 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4C

　
上

級
読

解
JP

N
 4

14
.1

0
R

ec
.

R
D

G
Ja

pa
ne

se
 4

C
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: R

ea
di

ng

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

日
本

の
政

治
に

お
け

る
時

事
問

題
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
で

あ
る

。
T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is 
cl
as

s 
is 

to
 b

et
te
r 
un

de
rs

ta
nd

 c
ur

re
nt

 e
ve

nt
s 

in
 J
ap

an
es

e 
po

lit
ic
s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

過
去

10
年

間
に

わ
た

っ
て

、
日

本
の

政
界

は
不

安
定

に
な

っ
た

と
言

わ
れ

る
。

こ
の

不
安

定
さ

は
頻

繁
な

首
相

交
代

や
政

治
課

題
の

変
化

な
ど

の
中

に
見

ら
れ

る
。

こ
の

授
業

で
は

こ
う

い
っ

た
変

化
の

原
因

や
歴

史
的

な
背

景
を

探
求

し
、日

本
政

治
思

想
の

知
識

を
養

う
こ

と
を

目
指

す
。
授

業
で

扱
う

テ
ー

マ
は

、
政

党
の

間
に

あ
る

内
部

抗
争

、
国

際
関

係
、

環
境

問
題

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

制
度

改
革

、
少

子
高

齢
化

社
会

な
ど

の
現

在
日

本
が

抱
え

る
時

事
問

題
で

あ
る

。

O
ve

r 
th

e 
pa

st
 t

en
 y

ea
rs

, 
th

e 
po

lit
ic
al
 w

or
ld

 o
f 
Ja

pa
n 

ha
s 

be
en

 w
ha

t 
so

m
e 

ca
ll 

un
st
ab

le
. T

hi
s 

in
st
ab

ili
ty

 c
an

 b
e 

se
en

 i
n 

re
pe

at
ed

 c
ha

ng
es

 o
f 
Pr

im
e 

M
in

is
te

rs
 a

nd
 p

ol
it
ic
al
 a

ge
nd

as
. 

T
hi
s 

co
ur

se
 w

ill
 e

xp
lo
re

 t
he

 r
ea

so
n 

fo
r 

th
es

e 
ch

an
ge

s, 
as

 w
el
l 

as
 t
he

 h
is
to
ri
ca

l 
ba

ck
gr

ou
nd

s 
fo
r 

th
em

, a
nd

 h
op

es
 t
o 

pr
ov

id
e 

a 
be

tt
er

 u
nd

er
st
an

di
ng

 o
f 
Ja

pa
n’
s 
po

lit
ic
al
 t
ho

ug
ht

. O
ur

 t
op

ic
s 
w
ill
 

co
nc

er
n 

is
su

es
 t
ha

t 
Ja

pa
n 

is
 c

ur
re

nt
ly
 t
ry

in
g 

to
 h

an
dl
e: 

in
te
rn

al
 

co
nf
lic

ts
 b

et
w
ee

n 
po

lit
ic
al
 p

ar
tie

s 
in
 J
ap

an
, i
nt

er
na

tio
na

l r
el
at
io
ns

, 
en

vi
ro

nm
en

ta
l 
is
su

es
, h

ea
lth

 c
ar

e 
re

fo
rm

, a
 f
as

t 
ag

in
g 

so
ci
et

y 
w
ith

 a
 fa

lli
ng

 b
irt

hr
at
e, 

an
d 

m
or

e.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

新
聞

の
記

事
に

基
づ

く
プ

リ
ン

ト
や

コ
ピ

ー
を

配
布

す
る

。
H
an

do
ut

s 
an

d 
co

pi
es

 o
f n

ew
sp

ap
er

 a
rt
ic
le
s 
w
ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

.

読
売

新
聞

朝
日

新
聞

毎
日

新
聞

T
he

 J
ap

an
 T

im
es

Y
om

iu
ri 

Sh
im

bu
n

A
sa

hi
 S

hi
m
bu

n
M

ai
ni
ch

i S
hi
m
bu

n
T
he

 J
ap

an
 T

im
es

授
業

参
加

　
(3
0%

)
学

期
末

試
験

　
(7
0%

)
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

30
%

Fi
na

l e
xa

m
in
at
io
n 

70
%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
表

現
の

方
法

と
実

践
　

　
　

M
et

ho
d 

an
d 

pr
ac

tic
e 

of
 J

ap
an

es
e 

ex
pr

es
si

on
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

坂
田

 達
紀

　
　

　
S

A
K

AT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4D
　

上
級

作
文

JP
N

 4
15

.0
2

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 4

D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

(1
) 日

本
語

文
法

の
重

要
事

項
を

整
理

・
再

確
認

す
る

。
(2
) よ

り
高

度
な

日
本

語
の

表
現

の
し

か
た

を
習

得
す

る
。

(3
) で

き
る

だ
け

多
く

日
本

語
の

文
章

を
書

く
練

習
を

す
る

。

(1
) T

o 
he

lp
 s
tu

de
nt

s 
re

vi
ew

 a
nd

 r
ec

on
fir

m
 im

po
rt
an

t 
po

in
ts
 in

 J
ap

an
es

e 
gr

am
m
ar

.
(2
) T

o 
he

lp
 s
tu

de
nt

s 
le
ar

n 
ad

va
nc

ed
 J
ap

an
es

e 
ex

pr
es

sio
ns

.
(3
) 
T
o 

he
lp
 s

tu
de

nt
s 

pr
ac

tic
e 

w
ri
tin

g 
as

 m
an

y 
Ja

pa
ne

se
 s

en
te

nc
es

 a
s 

po
ss

ib
le
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

　
ま

ず
、

こ
れ

ま
で

に
習

得
し

た
日

本
語

文
法

に
つ

い
て

の
知

識
を

確
認

し
な

が
ら

、
重

要
な

文
法

事
項

を
整

理
す

る
。

つ
い

で
、

句
読

点
の

打
ち

方
や

レ
ト

リ
ッ

ク
、

文
章

構
成

法
等

、
日

本
語

表
現

に
必

要
な

知
識

と
ス

キ
ル

を
、

テ
キ

ス
ト

の
例

文
を

参
照

し
な

が
ら

説
明

す
る

。
さ

ら
に

、
そ

う
し

た
よ

り
高

度
な

日
本

語
表

現
を

用
い

て
実

際
に

文
章

を
書

く
機

会
を

で
き

る
だ

け
多

く
も

う
け

た
い

。

　
T
he

 c
ou

rs
e 
is 

de
sig

ne
d 

to
 h

el
p 

st
ud

en
ts
 r
ev

ie
w
 a
nd

 c
or

re
ct
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 g

ra
m
m
at
ic
al
 k

no
w
le
dg

e 
w
hi
ch

 t
he

y 
al
re

ad
y 

ha
ve

.  
A
t 

th
e 

sa
m
e 

tim
e, 

st
ud

en
ts
 w

ill
 s
tu

dy
 im

po
rt
an

t 
Ja

pa
ne

se
 g

ra
m
m
ar

 
fu
rt
he

r. 
 M

or
eo

ve
r, 

st
ud

en
ts
 w

ill
 b
e 
ab

le
 to

 a
cq

ui
re

 th
e 
kn

ow
le
dg

e 
an

d 
sk

ill
 n

ec
es

sa
ry

 f
or

 J
ap

an
es

e 
ex

pr
es

sio
n,
 s
uc

h 
as

 p
un

ct
ua

tio
n,
 

rh
et
or

ic
, c

om
po

sit
io
n,
 a
nd

 s
o 
fo
rt
h.
  
W

e 
w
ill
 r
ef
er

 t
o 
th

e 
te
xt

bo
ok

 
to
 a
id
 in

 t
he

 m
as

te
ry

 o
f m

an
y 

ad
va

nc
ed

 e
xp

re
ss

io
ns

.  
T
he

 c
ou

rs
e 

w
ill
 g

iv
e 

st
ud

en
ts
 m

an
y 

op
po

rt
un

iti
es

 t
o 

w
rit

e 
in
 J
ap

an
es

e 
us

in
g 

th
es

e 
ex

pr
es

sio
ns

 c
or

re
ct
ly
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

吉
村

稠
編

著
『

新
訂

　
日

本
語

と
表

現
の

工
夫

』
双

文
社

出
版

（
20

05
）

Y
os

hi
m
ur

a, 
S.
 (e

d.
) S

hi
nt

ei
 N

ih
on

go
 to

 H
yo

ug
en

 n
o 

K
uf
uu

. S
ou

bu
ns

ha
sh

up
pa

n,
 (2

00
5)

参
考

書
は

特
に

使
用

し
な

い
。

N
o 
bi
bl
io
gr

ap
hy

 w
ill
 b

e 
us

ed
.

学
期

末
試

験
(5
0%

)、
平

常
点

(5
0%

)、
出

席
点

を
重

視
す

る
。

Gr
ad

es
 w

ill
 b

e 
ba

se
d 

on
 fi
 n
al
 e

xa
m
in
at
io
n 

(5
0%

) 
an

d 
cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

). 
 R

eg
ul
ar

 a
tt
en

da
nc

e 
is 

es
se

nt
ia
l.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
　

　
　

A
ca

de
m

ic
 W

rit
in

g 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

出
口

 雅
也

　
　

　
ID

E
G

U
C

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4D
　

上
級

作
文

JP
N

 4
15

.0
4

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 4

D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
で

小
論

文
を

書
く

た
め

に
必

要
な

知
識

を
習

得
し

、
作

文
能

力
を

高
め

る
。

T
o 
im

pr
ov

e 
kn

ow
le
dg

e 
an

d 
sk

ill
s 
in
 J
ap

an
es

e 
es

sa
y 

w
rit

in
g.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

・
原

稿
用

紙
の

使
い

方
、

パ
ラ

グ
ラ

フ
の

構
成

方
法

、
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
、

小
論

文
に

よ
く

使
わ

れ
る

表
現

な
ど

、
小

論
文

を
書

く
た

め
に

必
要

な
基

礎
知

識
を

学
習

す
る

。

Y
ou

 w
ill
 l
ea

rn
 b

as
ic
 k

no
w
le
dg

e 
an

d 
sk

ill
s 

ne
ed

ed
 f
or

 w
ri
tin

g 
es

sa
ys

 i
n 

Ja
pa

ne
se

, s
uc

h 
as

 h
ow

 t
o 

us
e 

w
ri
tin

g 
pa

pe
r, 

ho
w
 t
o 

or
ga

ni
ze

 a
 p

ar
ag

ra
ph

, b
ra

in
st
or

m
in
g,
 e
xp

re
ss

io
ns

 fr
eq

ue
nt

ly
 u

se
d 

in
 e
ss

ay
s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
小

論
文

へ
の

 1
2 

の
ス

テ
ッ

プ
』

か
ら

コ
ピ

ー
し

て
配

布
す

る
。

H
an

do
ut

s 
fr
om

 "S
yo

or
on

bu
n 

e 
no

 1
2 
no

 s
ut

ep
pu

”
.

友
松

 (2
00

8)
.『

小
論

文
へ

の
 1

2 
の

ス
テ

ッ
プ

』、
東

京
、

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
．

T
om

om
at
u 
(2
00

8)
. S

yo
or

on
bu

n 
e 
no

 1
2 
no

 s
ut

ep
pu

, 
T
ok

yo
: 3

A
 N

et
w
or

k.

平
常

点
 (4

0 
%
)、

課
題

 (6
0 
%
)

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(4
0%

), 
A
ss

ig
nm

en
ts
 (6

0%
).
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

レ
ポ

ー
ト

と
論

文
を

書
く

人
の

た
め

の
上

級
作

文
コ

ー
ス

　
　

　
Ja

pa
ne

se
 A

ca
de

m
ic

 W
rit

in
g 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
南

 淳
子

　
　

　
K

O
M

IN
A

M
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4D
　

上
級

作
文

JP
N

 4
15

.0
6

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 4

D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

レ
ポ

ー
ト

・
論

文
を

書
く

た
め

に
　（

1）
文

献
を

引
用

す
る

た
め

の
要

約
の

技
術

を
身

に
つ

け
る

。
　（

2）
論

理
的

で
無

駄
の

な
い

文
章

表
現

と
構

成
を

学
ぶ

。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

de
ve

lo
p 

yo
ur

 w
ri
tin

g 
ab

ili
ty

 f
or

 
ac

ad
em

ic
 p

ap
er

s.
　

(1
) Y

ou
 w

ill
 le

ar
n 

ho
w
 to

 s
um

m
ar

iz
e 
in
 li
m
ite

d 
w
or

ds
.

　
(2
) Y

ou
 w

ill 
lea

rn
 h
ow

 to
 m

ak
e 
co
he

re
nt
 p
ap

er
s w

ith
 p
ro
pe

r s
tr
uc

tu
re

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

は
次

の
内

容
で

行
う

。
　（

1）
テ

キ
ス

ト
を

用
い

て
、

要
約

練
習

を
行

う
。

　（
2）

各
自

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

必
要

な
資

料
を

集
め

た
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

行
う

。
　（

3）
映

画
・

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

映
像

・
新

聞
記

事
・

資
料

・
統

計
か

ら
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

。
　（

4）
鋭

い
視

点
を

身
に

つ
け

る
た

め
に

、
討

論
を

行
う

。
  （

5）
論

文
・

レ
ポ

ー
ト

に
適

す
る

文
章

構
成

を
学

び
、

作
文

を
作

成
す

る
。

　
添

削
は

、
個

人
指

導
を

多
く

行
う

。
　

授
業

中
に

書
く

作
文

に
加

え
て

、毎
週

、要
約

や
作

文
の

自
習

課
題

が
あ

る
。

＊
授

業
で

の
積

極
的

な
活

動
と

課
題

提
出

が
重

要
で

あ
る

。

T
he

 a
ct
iv
iti

es
 in

 th
is 

cl
as

s 
ar

e
 (1

)to
 m

ak
e 
su

m
m
ar

ie
s 
w
ith

 te
xt

bo
ok

.
 (
2)
to

 g
at

he
r 

m
at

er
ia
ls
 o

n 
se

lf-
in
te

re
st
ed

 t
op

ic
s,a

nd
 s

en
d 

ou
t 

qu
es

tio
nn

ai
re

s 
 (
3)
to

 g
et

 y
ou

r 
id

ea
s 

in
to

 s
ha

pe
 b

y 
an

al
yz

in
g 

m
at

er
ia
ls
 a

nd
 

sa
tis

tic
s 

 (4
)to

 d
isc

us
s 
va

rio
us

 to
pi
cs

 a
nd

 a
cq

ui
re

 s
ha

rp
 e
ye

s 
 

 (5
)to

 le
ar

n 
ho

w
 to

 m
ak

e 
pr

op
er

 s
tr
uc

tu
re

 fo
r 
an

 a
ca

de
m
ic
 p

ap
er

.
Y
ou

r 
co

m
po

sit
io
n 

w
ill
 b

e 
co

rr
ec

te
d 

by
 in

di
vi
du

al
 in

st
ru

ct
io
n.

W
ee

kl
y 

w
rit

in
g 

an
d 

su
m
m
ar

iz
in
g 

as
sig

nm
en

ts
 w

ill
 b

e 
gi
ve

n.
＊

Po
sit

iv
e 
at
tit

ud
e 
is 

ve
ry

 im
po

rt
an

t.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

小
南

淳
子

『
上

級
作

文
の

た
め

の
要

約
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
』

大
阪

大
学

日
本

語
日

本
文

化
教

育
セ

ン
タ

ー
（

20
08

）
A

ts
uk

o 
K
om

in
am

i.S
um

m
ar

y 
T
ra

in
in

ng
 f

or
 

A
dv

an
ce

d 
Le

ar
ne

rs
,C
JL

C 
O
sa

ka
 U

ni
ve

rs
ity

,20
08

木
下

是
雄

　
ち

く
ま

学
芸

文
庫

『
レ

ポ
ー

ト
の

組
み

立
て

方
』

筑
摩

書
房

（
19

94
）

保
坂

弘
司

　
講

談
社

学
術

文
庫『

レ
ポ

ー
ト
・
小

論
文
・
卒

論
の

書
き

方
』講

談
社（

19
78

）
高

月
喜

美
・

小
南

淳
子

『
―

中
・

上
級

学
習

者
の

た
め

の
―

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

の
日

本
語

聴
解

』
大

阪
大

学
日

本
語

日
本

文
化

教
育

セ
ン

タ
ー

（
20

10
）

西
村

多
恵
・
高

月
喜

美
・
小

南
淳

子
『

―
中
・
上

級
学

習
者

の
た

め
の

―
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

日
本

語
聴

解
(2
)』

大
阪

大
学

日
本

語
日

本
文

化
教

育
セ

ン
タ

ー
（

20
12

）
K
or

eo
 K

in
os

hi
ta
. R

ep
or

t n
o 
ku

m
ita

te
ka

ta
, C

hi
ku

m
as

yo
bo

, 1
99

4
H
iro

sh
i H

os
ak

a. 
Re

po
rt
 s
ho

ro
nb

un
 s
ot
su

ro
n 
no

 k
ak

ik
at
a, 

K
od

an
sh

a, 
19

78
K
im

i T
ak

at
su

ki
, A

ts
uk

o 
K
om

in
am

i. 
Ch

u 
jo
 k

yu
 g

ak
us

hu
sh

a 
no

 t
am

e 
no

 
m
as

s 
m
ed

ia
 n

o 
ni
ho

ng
o 
ch

ok
ai
, C

JL
C,
 O

sa
ka

 U
ni
ve

rs
ity

 (2
01

0)
T
ae

 N
is
hi

m
ur

a,
 K

im
i 
T
ak

at
su

ki
, 
A
ts

uk
o 

K
om

in
am

i.C
hu

 j
o 

ky
u 

ga
ku

sh
us

ha
 n

o 
ta
m
e 
no

 m
as

s 
m
ed

ia
 n

o 
ni
ho

ng
o 
ch

ok
ai
 (2

), 
CJ

LC
, O

sa
ka

 
U
ni
ve

rs
ity

 (2
01

2)

平
常

点
：

授
業

参
加

(7
5%

)
　

　
　

　
提

出
課

題
(2
5%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n:
Cl

as
s 
at
te
nd

an
ce

 (7
5%

)
Ex

er
ci
se

s 
an

d 
A
ss

ig
nm

en
ts
 (2

5%
)

JPN 415.06J/MA COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
で

レ
ポ

ー
ト

や
論

文
を

か
く

　
　

　
A

ca
de

m
ic

 J
ap

an
es

e 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

藤
原

 敬
介

　
　

　
FU

JI
W

A
R

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4D
　

上
級

作
文

JP
N

 4
15

.0
8

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 4

D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
大

学
の

レ
ポ

ー
ト

や
論

文
で

も
ち

い
ら

れ
る

学
術

的
な

日
本

語
表

現
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

と
し

ま
す

。
T
hi
s 
co

ur
se

 a
im

s 
to
 p

ro
vi
de

 s
tu

de
nt

s 
w
ith

 a
 p

ra
ct
ic
al
 k

no
w
le
dg

e 
of
 w

rit
in
g 

an
 a
ca

de
m
ic
 p

ap
er

 in
 J
ap

an
es

e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

書
き

言
葉

（
文

語
体

）
の

日
本

語
は

話
し

言
葉

の
日

本
語

（
口

語
体

）
と

か
な

り
ち

が
い

ま
す

。

こ
の

授
業

で
は

、
留

学
生

が
ま

ち
が

え
や

す
い

日
本

語
表

現
に

留
意

し
な

が
ら

、
学

術
的

な
場

面
で

も
ち

い
ら

れ
る

日
本

語
作

文
の

練
習

を
し

ま
す

。

ほ
ぼ

毎
回

課
題

を
だ

す
予

定
で

す
。

Li
te
ra

ry
 J
ap

an
es

e 
is 

qu
ite

 d
iff
er

en
t f

ro
m
 it

s 
co

llo
qu

ia
l c

ou
nt

er
pa

rt
. 

In
 t
hi
s 

co
ur

se
, w

e 
w
ill
 f
ir
st
 f
oc

us
 o

n 
w
ri
tin

g 
m

is
ta

ke
s 

w
hi
ch

 
fo
re

ig
n 

st
ud

en
ts
 t
en

d 
to
 m

ak
e 

an
d 

th
en

, b
y 

co
rr

ec
tin

g 
th

em
, t

ry
 

to
 w

rit
e 
Ja

pa
ne

se
 in

 a
n 

ac
ad

em
ic
 s
ty

le
 a
s 
m
uc

h 
as

 p
os

sib
le
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
し

ま
す

。
H
an

do
ut

s.

石
黒

圭
・

筒
井

千
絵

．
20

09
. 『

留
学

生
の

た
め

の
こ

こ
が

大
切

文
章

表
現

の
ル

ー
ル

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

．
佐

々
木

瑞
枝

ほ
か

．
20

01
.『

大
学

で
学

ぶ
た

め
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ
』

ジ
ャ

パ
ン

タ
イ

ム
ズ

．
IS

H
IG

U
R
O
 K

ei
 a

nd
 T

SU
T
SU

I 
C
hi
e.
 2

00
9.
 R

yu
ug

ak
us

ei
 n

o 
ta

m
e 

no
 k

ok
o 

ga
 t

ai
se

tu
 b

un
sy

oo
 h

yo
og

en
 n

o 
ru

ur
u}

. 3
A
 

Co
rp

or
at
io
n.

SA
SA

K
I 

M
iz

ue
 e

t 
al

.
～

20
01

. 
A
ca

de
m

ic
 J

ap
an

es
e 

fo
r 

In
te
rn

at
io
na

l S
tu

de
nt

s. 
T
he

 J
ap

an
 T

im
es

.

授
業

へ
の

参
加

度
(5
0%

)お
よ

び
課

題
提

出
(5
0%

)に
よ

り
評

価
し

ま
す

。
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

) a
nd

 w
rit

in
g 

as
sig

nm
en

ts
 

(5
0%

).

JPN 415.08J/MA COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

映
像

を
見

て
、

文
章

を
書

く
　

　
　

W
at

ch
in

g 
Vi

de
os

 &
 W

rit
in

g 
C

om
po

si
tio

ns
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
本

 一
也

　
　

　
YA

M
A

M
O

TO

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 3
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4D
　

上
級

作
文

JP
N

 4
15

.1
0

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 4

D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

、
映

画
、

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
、

様
々

な
映

像
を

見
て

も
ら

っ
た

上
で

、
そ

れ
ら

を
描

写
し

た
り

論
じ

た
り

す
る

、
比

較
的

高
度

な
文

章
を

書
い

て
も

ら
い

ま
す

。
そ

れ
に

よ
っ

て
、

日
本

語
の

表
現

力
や

作
文

の
構

成
力

を
高

め
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
さ

ら
に

、「
話

し
こ

と
ば

」
と

「
書

き
こ

と
ば

」
の

違
い

や
、「

書
き

こ
と

ば
」

特
有

の
表

現
を

き
ち

ん
と

習
得

し
て

も
ら

う
こ

と
も

目
標

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

た
だ

文
章

を
書

く
だ

け
で

な
く

、
各

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

切
り

口
に

し
て

、
日

本
文

化
の

特
質

に
つ

い
て

も
と

も
に

考
え

て
み

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

In
 t
hi
s 
cl
as

s, 
af
te
r 
w
at
ch

in
g 

a 
va

rie
ty

 o
f v

id
eo

s―
do

cu
m
en

ta
rie

s, 
m
ov

ie
s, 

an
im

at
io
ns

, a
nd

 s
o 
on

, y
ou

 w
ill
 w

rit
e 

re
la
tiv

el
y 

ad
va

nc
ed

 c
om

po
sit

io
ns

 to
 d

es
cr

ib
e 
th

em
 o
r 
ar

gu
e 
th

em
.

T
he

 a
im

 i
s 

to
 i
m
pr

ov
e 

yo
ur

 a
bi
lit

y 
to
 d

es
cr

ib
e 

pr
op

er
ly
 w

ha
t 
yo

u 
sa

w
, e

xp
re

ss
 y

ou
rs

el
f 
in
 J

ap
an

es
e 

an
d 

co
ns

tr
uc

t J
ap

an
es

e 
se

nt
en

ce
s.

Y
ou

 w
ill
 a

lso
 a

im
 t
o 

fu
lly

 u
nd

er
st
an

d 
th

e 
di
ffe

re
nc

e 
of
 s
po

ke
n 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 w
rit

te
n 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 t
o 

m
as

te
r 

va
rio

us
 e
xp

re
ss

io
ns

 p
ec

ul
ia
r 
to
 w

rit
te
n 

la
ng

ua
ge

.
A
nd

 t
hr

ou
gh

 e
ac

h 
su

bj
ec

t 
w
hi
ch

 w
ill
 b

e 
ta
ke

n 
up

 i
n 

th
is
 c

la
ss

, y
ou

 w
ill
 a

ls
o 

st
ud

y 
th

e 
va

ri
ou

s 
as

pe
ct
s 

of
 

Ja
pa

ne
se

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
扱

う
人

物
・

素
材

は
次

の
よ

う
な

も
の

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
①

大
植

英
次

  ～
奇

蹟
を

起
こ

す
指

揮
者

②
水

谷
修

  ～
“

夜
回

り
先

生
”

③
鉄

拳
　

～
驚

愕
の

パ
ラ

パ
ラ

マ
ン

ガ
・

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

④
陰

陽
座

　
～

“
妖

怪
ヘ

ヴ
ィ

メ
タ

ル
・

バ
ン

ド
”

⑤
山

田
風

太
郎

（
作

家
）　

～
小

説
『

甲
賀

忍
法

帖
』

を
読

み
、

ア
ニ

メ
『

バ
ジ

リ
ス

ク
』

を
見

る ⑥
伊

坂
幸

太
郎

（
作

家
）　

～
映

画
「

ア
ヒ

ル
と

鴨
の

コ
イ

ン
ロ

ッ
カ

ー
」

を
見

る
⑦

岩
井

俊
二

（
映

画
監

督
）　

～
映

画
「

打
ち

上
げ

花
火

、
下

か
ら

見
る

か
? 

横
か

ら
見

る
か

?」
を

見
る

⑧
ア

ニ
メ

「
も

や
し

も
ん

」　
～

「
癒

し
系

」
に

つ
い

て
考

え
る

⑨
映

画
「

東
海

道
四

谷
怪

談
」、

映
画

「
リ

ン
グ

」、
ド

ラ
マ

「
怪

談
新

耳
袋

」 
 ～

Jホ
ラ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

⑩
映

画
「

D
O
CU

M
EN

T
A
RY

 o
f 
A
K
B4

8 
少

女
た

ち
は

傷
つ

き
な

が
ら

、
夢

を
見

る
」 

 ～
日

本
の

ア
イ

ド
ル

に
つ

い
て

考
え

る
⑪

映
画

「
バ

ト
ル

・
ロ

ワ
イ

ア
ル

」
(深

作
欣

二
 監

督
)  

～
暴

力
表

現
の

問
題

に
つ

い
て

考
え

る
⑫

T
V

番
組

「
探

偵
ナ

イ
ト

ス
ク

ー
プ

」　
～

関
西

人
の

ユ
ー

モ
ア

に
つ

い
て

考
え

る
⑬

ア
ニ

メ
「

し
ば

わ
ん

こ
の

和
の

こ
こ

ろ
」　

～
日

本
の

伝
統

文
化

を
柴

犬
に

習
う

T
he

se
 s
ub

je
ct
s 
w
ill
 b

e 
ta
ke

n 
up

 in
 th

is 
cl
as

s.
①

Ei
ji 
O
ue

, a
 p

as
sio

na
te
 c
on

du
ct
or

 p
er

fo
rm

in
g 

m
ira

cl
es

②
O
sa

m
u 

M
iz
ut

an
i, “

Y
om

aw
ar

i S
en

se
i(G

ua
rd

ia
n 

T
ea

ch
er

)”
③

T
ek

ke
n,
 a
n 

am
az

in
g 

fli
p-
bo

ok
 a
rt
ist

④
O
nm

yo
-z
a, 

a 
Ja

pa
ne

se
 “
Y
ok

ai
 H

ea
vy

 M
et
al
” 
ba

nd
 

⑤
Fu

ta
ro

 Y
am

ad
a 
 ～

“
K
ou

ga
 N

im
po

ch
o”

, “
Ba

sil
isk

”
⑥

K
ot

ar
o 

Is
ak

a 
 ～

“
T
he

 F
or

ei
gn

 D
uc

k,
 T

he
 N

at
iv
e 

D
uc

k 
an

d 
Go

d 
in
 a

 C
oi
n 

Lo
ck

er
”

⑦
Sy

un
ji 
Iw

ai
  ～

“
Fi

re
w
or

ks
, S

ho
ul
d 

W
e 
Se

e 
It
 fr

om
 th

e 
Si
de

 o
r 
th

e 
Bo

tt
om

?”
⑧

“
M

oy
as

hi
m
on

 - 
T
al
es

 o
f A

gr
ic
ul
tu

re
” 
 ～

th
in
ki
ng

 a
bo

ut
 th

e “
he

al
in
g”

 b
oo

m
⑨

“
T
ok

ai
do

-y
ot
su

ya
ka

id
an

” “
Ri

ng
” “

K
ai
da

n 
Sh

in
-m

im
ifu

ku
ro

” 
 ～

th
in
ki
ng

 a
bo

ut
 

Ja
pa

ne
se

 h
or

ro
r 
m
ov

ie
s 

⑩
“

D
O
CU

M
EN

T
A
RY

 o
f A

K
B4

8 
Sh

ow
 m

us
t 
go

 o
n 

” 
 ～

th
in
ki
ng

 a
bo

ut
 J
ap

an
es

e 
id
ol
s

⑪
“

B
at

tle
 R

oy
al
e”

(d
ir
ec

te
d 

by
 K

in
ji 

F
uk

as
ak

u)
  

～
th

in
ki

ng
 a

bo
ut

 v
io
le
nt

 
ex

pr
es

sio
ns

⑫
“

T
an

te
i K

ni
gh

t S
co

op
” 
 ～

th
in
ki
ng

 a
bo

ut
 th

e 
hu

m
or

 o
f t

he
 K

an
sa

i d
ist

ric
t 

⑬
“

Sh
ib
aw

an
ko

’s 
Sp

ir
it 

of
 T

ra
di
tio

n”
  

～
A
 s

hi
ba

 d
og

 i
nt

ro
du

ce
s 

tr
ad

iti
on

al
 

Ja
pa

ne
se

 c
ul
tu

re
s

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

講
師

作
成

の
テ

キ
ス

ト
M

at
er

ia
ls 

pr
ep

ar
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

『
大

学
・
大

学
院

 留
学

生
の

日
本

語
②

作
文

編
』

(ア
ル

ク
、

20
01

年
)

“
Ja

pa
ne

se
 f
or

 I
nt

er
na

ti
on

al
 C

ol
le
ge

/G
ra

du
at

e 
St

ud
en

ts
 ②

Co
m
po

sit
io
n”

 A
LC

(2
00

1)

出
席

(7
0%

)+
レ

ポ
ー

ト
(3
0%

)
Pa

tic
ip
at
io
n 

(7
0%

) +
 R

ep
or

ts
 (3

0%
)

JPN 415.10J/MA COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

作
文

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

C
om

po
si

tio
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

熱
田

 万
美

　
　

　
AT

S
U

TA

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 5
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4D
　

上
級

作
文

JP
N

 4
15

.1
2

R
ec

.
C

O
M

P
Ja

pa
ne

se
 4

D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

話
し

こ
と

ば
と

同
様

、
書

き
こ

と
ば

に
も

さ
ま

ざ
ま

な
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

る
が

、
目

的
、

話
題

、
相

手
な

ど
に

応
じ

て
、

柔
軟

に
文

体
の

使
い

分
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

そ
し

て
書

く
作

業
を

通
じ

て
「

読
み

た
く

な
る

文
章

と
は

何
か

」
と

い
う

こ
と

を
一

緒
に

考
え

る
。

In
 t
he

 s
am

e 
w
ay

 a
s 
th

e 
sp

ok
en

 la
ng

ua
ge

, t
he

 w
rit

te
n 

la
ng

ua
ge

 s
ho

w
s 
va

ria
tio

ns
 

de
pe

nd
in
g 

on
 p

ur
po

se
, t

op
ic
 a
nd

 t
he

 k
in
d 

of
 r
ea

de
r 
it 

is 
ad

dr
es

se
d 

to
. T

hi
s 
co

ur
se

 
in
te
nd

s 
to
 d

ev
el
op

 a
 g

oo
d 

co
m
m
an

d 
of
 s
ev

er
al
 w

rit
in
g 

st
yl
es

 a
nd

 th
e 
ab

ili
ty

 to
 u

se
 

th
em

 a
pp

ro
pr

ia
te
ly
.

T
hr

ou
gh

 t
he

 a
ct
io
n 

of
 w

rit
in
g,
 s
tu

de
nt

s 
jo
in
tly

 e
xp

lo
re

 w
ha

t 
it 

m
ea

ns
 t
o 

cr
ea

te
 a

 
te
xt

 w
hi
ch

 is
 in

te
re

st
in
g 

fo
r 
its

 r
ea

de
rs

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

＊
次

の
よ

う
な

観
点

で
、

異
な

る
ス

タ
イ

ル
の

文
章

を
読

み
そ

れ
ぞ

れ
の

文
体

の
特

徴
を

確
認

す
る

　
・

書
き

こ
と

ば
ら

し
い

書
き

こ
と

ば
　

―
―

論
文

ら
し

い
文

体
と

は
？

　
・

話
し

こ
と

ば
の

よ
う

に
見

え
る

書
き

こ
と

ば
　

―
―

生
活

の
実

感
を

伴
っ

た
書

き
こ

と
ば

　
・「

読
み

や
す

い
文

章
」

と
は

何
？

　
・

実
際

に
書

い
て

み
よ

う
　

―
　

読
み

手
が

誰
か

を
意

識
し

て
書

く
練

習
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
―

　
目

的
に

応
じ

て
文

章
の

ス
タ

イ
ル

を
変

え
て

書
く

練
習

＊
授

業
内

で
映

像
、

写
真

、
文

章
な

ど
か

ら
得

た
情

報
を

人
に

伝
え

る
文

章
、

そ
れ

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
文

章
を

書
い

て
も

ら
う

*In
ve

st
ig
at
in
g 

va
rio

us
 w

rit
in
g 

st
yl
es

 f
ro

m
 t
he

 f
ol
lo
w
in
g 

po
in
ts
 o

f 
vi
ew

, s
tu

de
nt

s 
fa
m
ili
ar

iz
e 

th
em

se
lv
es

 w
ith

 t
he

 p
ro

pe
rt
ie
s 

of
 t
he

 
di
ffe

re
nt

 s
ty

le
s.

　
　

+ 
W

ha
t 
ar

e 
th

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 
of
 a

ca
de

m
ic
 w

rit
in
g 

(a
rt
ic
le
s, 

es
sa

ys
, e

tc
.)?

　
　

+ 
W

ha
t 
ar

e 
th

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

of
 e

ve
ry

da
y 

w
rit

in
g 

(le
tt
er

s, 
em

ai
ls,

 e
tc
.)?

　
　

+ 
W

ha
t m

ak
es

 a
 te

xt
 e
as

y 
to
 r
ea

d 
?

　
　

+ 
W

rit
in
g 

pr
ac

tic
e: 

　
　

　
　

　
++

 c
om

po
si
ng

 a
 t
ex

t 
in
te

nd
ed

 f
or

 a
 s

pe
ci
fic

 k
in
d 

of
 

re
ad

er
　

　
　

　
　

++
 c
om

po
sin

g 
a 
te
xt

 fo
r 
a 
sp

ec
ifi
c 
pu

rp
os

e
*S

tu
de

nt
s 

pr
ac

ti
ce

 t
o 

co
m

po
se

 t
ex

ts
 w

it
h 

th
e 

pu
rp

os
e 

of
 

co
nv

ey
in
g 

in
fo
rm

at
io
n 

an
d 

ex
pr

es
si
ng

 t
he

ir
 o

w
n 

op
in
io
ns

 w
ith

 
re

sp
ec

t 
to

 v
ar

io
us

 s
ou

rc
es

 a
nd

 m
ed

ia
, l

ik
e 

vi
de

os
, p

ho
to

gr
ap

hs
 

an
d 

ot
he

r 
te
xt

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

石
黒

圭
・

筒
井

千
絵

『
留

学
生

の
た

め
の

こ
こ

が
大

切
文

章
表

現
の

ル
ー

ル
』

　
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
20

09
）

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ
研

究
会

編
著

『
大

学
・

大
学

院
 留

学
生

の
日

本
語

②
作

文
編

』
ア

ル
ク

（
20

01
）

授
業

参
加

(5
0%

)、
課

題
提

出
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
A
ss

ig
nm

en
ts
 (5

0%
)

JPN 415.12J/MA COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

誤
用

を
減

ら
す

上
級

作
文

　
　

　
M

is
us

e 
is

 re
du

ce
d 

 A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
 C

om
po

si
tio

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

樋
口

 尊
子

　
　

　
H

IG
U

C
H

I

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

3 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4D

　
上

級
作

文
JP

N
 4

15
.1

4
R

ec
.

C
O

M
P

Ja
pa

ne
se

 4
D
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

om
po

si
tio

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

書
く

力
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
日

本
語

で
文

章
を

書
く

と
き

に
障

害
と

な
る

｢誤
用

」
を

減
ら

す
こ

と
に

注
目

し
、

授
業

を
進

め
ま

す
。

Im
pr

ov
em

en
t 
in
 t
he

 p
ow

er
 t
o 

w
rit

e 
is 

ai
m
ed

 a
t.W

he
n 

W
rit

in
g 

a 
te
xt

 in
 J
ap

an
es

e,a
 le

ss
on

 is
 a
dv

an
ce

d 
pa

yi
ng

 a
tt
en

tio
n 

to
 r
ed

uc
in
g 

th
e"
m
isu

se
"a
ct
in
g 

as
 a
n 

ob
st
ac

le
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

・
さ

ま
ざ

ま
な

種
類

の
文

章
に

挑
戦

し
ま

す
。（

論
文
・
作

文
・
感

想
文
・
そ

の
他

）

・
毎

回
、

講
師

が
間

違
い

を
指

摘
し

ま
す

。

・
W

e 
w
ill
 w

ri
te
 v

ar
io
us

 t
yp

es
 o

f 
se

nt
en

ce
s.（

es
sa

y,
 c

om
po

si
tio

n,
 

re
po

rt
, o

th
er

s）

・
A
 le

ct
ur

er
 p

oi
nt

s 
ou

t a
 m

ist
ak

e 
ev

er
y 

tim
e.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
H
an

do
ut

s

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

･
ジ

ャ
パ

ニ
ー

ズ
研

究
会

編
(2
00

1)
『

大
学

・
大

学
院

留
学

生
の

日
本

語
②

作
文

編
』

(2
00

2)
『

大
学

・
大

学
院

留
学

生
の

日
本

語
④

論
文

作
成

編
』

ア
ル

ク
佐

々
木

他
(2
00

6）
『

日
本

語
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
』

ジ
ャ

パ
ン

タ
イ

ム
ズ

A
ca

de
m
ic
 J

ap
an

es
e 

K
en

ky
uk

ai
(2
00

1)
"J
ap

an
es

e 
fo
r 

In
te
rn

at
io
n 

C
ol
le
ge

/G
ra

du
at

e 
st

ud
en

ts
 2

 C
om

po
si
tio

n"
(2
00

2)
"J
ap

an
es

e 
fo
r 

In
te
rn

at
io
n 

Co
lle

ge
/G

ra
du

at
e 

st
ud

en
ts
 4

 W
ri
tin

g 
Es

sa
ys

" 
A
LC

,S
as

ak
i e

t a
l.(2

00
6)
"J
ap

an
es

e 
W

rit
in
g"
T
he

 J
ap

an
 T

im
es

授
業

参
加

(3
0%

)、
課

題
提

出
(7
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(3
0%

), 
A
ss

ig
nm

en
ts
 (5

0%
)

JPN 415.14J/MA COMP
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

日
本

語
聴

解
　

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Li
st

en
in

g　
C

om
pr

eh
en

si
on

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

川
渕

 節
子

　
　

　
K

AW
A

B
U

C
H

I

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4E
　

上
級

聴
解

JP
N

 4
16

.0
2

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 4

E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

選
択

的
聞

き
取

り
や

大
意

聞
き

取
り

等
の

有
効

な
聴

解
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
を

身
に

つ
け

る
。

さ
ら

に
、

日
本

語
教

材
を

通
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

D
ev

el
op

 t
he

 l
is
te

ni
ng

 a
bi

lit
y 

to
 f
ol
lo
w
 n

at
ur

al
 J

ap
an

es
e 

an
d 

ac
qu

ire
 li
st
en

in
g 

st
ra

te
gy

. 
Ex

pa
nd

 th
e 
kn

ow
le
dg

e 
ab

ou
t J

ap
an

es
e 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

以
下

の
教

材
を

使
用

し
て

聴
解

タ
ス

ク
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
う

。

①
 ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
や

モ
ノ

ロ
ー

グ
（

中
上

級
及

び
上

級
日

本
語

教
材

、
N
H
K

ラ
ジ

オ
高

校
講

座
な

ど
か

ら
抜

粋
）

②
 テ

レ
ビ

番
組

（「
し

ば
わ

ん
こ

和
の

こ
こ

ろ
」「

こ
と

ば
お

じ
さ

ん
の

ナ
ッ

ト
ク

日
本

語
塾

」
そ

の
他

）

　
教

材
は

、
日

本
語

・
日

本
文

化
に

関
す

る
も

の
を

は
じ

め
と

し
、

時
世

の
ト

ピ
ッ

ク
な

ど
を

取
り

入
れ

た
も

の
を

扱
う

予
定

で
あ

る
。

Y
ou

 w
ill
 w

or
k 

on
 s
om

e 
lis

te
ni
ng

 ta
sk

s 
an

d 
ex

ch
an

ge
 v

ie
w
s 
on

 th
e 

fo
llo

w
in
g 

te
xt

s. 

①
 d

ia
lo
gu

e 
/ 
m
on

ol
og

ue
②

 T
V
 p

ro
gr

am
s

　
T
ex

ts
 a

re
 c

on
ce

rn
ed

 w
ith

 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

, c
ul
tu

re
, c

ur
re

nt
 

tr
en

ds
, a

nd
 o
th

er
s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

講
師

が
作

成
し

た
ハ

ン
ド

ア
ウ

ト
を

使
用

M
at
er

ia
ls 

pr
ep

ar
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

川
崎

良
枝

(2
00

2)
『

し
ば

わ
ん

こ
の

和
の

こ
こ

ろ
』

白
泉

社 川
渕

節
子

(2
01

4）
『

日
本

語
・

日
本

文
化

を
題

材
と

し
た

日
本

語
上

級
聴

解
』

大
阪

大
学

日
本

語
日

本
文

化
教

育
セ

ン
タ

ー
  

期
末

試
験

(7
0%

)と
平

常
点

(3
0%

)
ex

am
in
at
io
n 

70
%
　

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

30
%

JPN 416.02J/MA LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

を
目

指
す

学
習

者
の

た
め

の
聴

解
　

　
　

Li
st

en
in

g 
C

om
pr

eh
en

si
on

 fo
r I

nt
er

m
ed

ia
te

 to
 A

dv
an

ce
d 

Le
ar

ne
rs

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

出
口

 雅
也

　
　

　
ID

E
G

U
C

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 5
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4E
　

上
級

聴
解

JP
N

 4
16

.0
4

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 4

E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
能

力
試

験
 1
 級

の
聴

解
問

題
に

必
要

な
能

力
を

高
め

る
。

T
o 

de
ve

lo
p 

lis
te
ni
ng

 s
ki
lls

 n
ec

es
sa

ry
 f
or

 t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t, 
Le

ve
l 1

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

・
日

本
語

能
力

試
験

 1
 級

用
の

聴
解

問
題

集
に

取
り

組
む

。
・

日
本

映
画

を
観

て
自

然
な

会
話

を
聞

き
取

る
訓

練
を

す
る

。
ま

た
映

画
の

内
容

に
つ

い
て

話
し

合
う

。

・
Y
ou

 w
ill
 d

o 
lis

te
ni
ng

 e
xe

rc
is
es

 f
or

 t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t, 
Le

ve
l 1

.
・

Y
ou

 w
ill

 w
at

ch
 J

ap
an

es
e 

m
ov

ie
 t

o 
im

pr
ov

e 
ab

ili
ty

 t
o 

co
m
pr

eh
en

d 
na

tu
ra

l 
co

nv
er

sa
tio

n.
 Y

ou
 w

ill
 a

ls
o 

ta
lk
 a

bo
ut

 t
he

 
co

nt
en

t o
f t

he
 m

ov
ie
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
実

力
ア

ッ
プ

！
日

本
語

能
力

試
験

 1
 級

聴
解

問
題

』
か

ら
コ

ピ
ー

し
て

配
布

す
る

。
H
an

do
ut

s 
fr

om
 "

Z
it
ur

yo
ku

 a
pp

u!
 N

ih
on

go
 

no
or

yo
ku

 s
ik
en

 1
 k

yu
u 

ty
oo

ka
i m

on
da

i".

松
本

他
 (2

00
4)
.『

実
力

ア
ッ

プ
！

日
本

語
能

力
試

験
 1

 級
聴

解
問

題
』、

東
京

、
ユ

ニ
コ

ム
．

M
at
um

ot
o 

et
 a

l. 
(2
00

4)
. Z

itu
ry

ok
u 

ap
pu

! N
ih
on

go
 

no
or

yo
ku

 s
ik
en

 1
 k

yu
u 

ty
oo

ka
i 
m

on
da

i. 
T
ok

yo
: 

U
ni
co

m
.

平
常

点
 (4

0 
%
)、

課
題

・
小

テ
ス

ト
 (6

0 
%
)

C
la

ss
 p

ar
ti
ci
pa

ti
on

 (
40

%
), 

A
ss

ig
nm

en
ts

 a
nd

 
qu

iz
ze

s 
(6
0%

).
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

聴
解

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

lis
te

ni
ng

 c
om

pr
eh

en
si

on
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

李
　

裕
旋

　
　

　
LE

E

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4E
　

上
級

聴
解

JP
N

 4
16

.0
6

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 4

E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1.
日

常
生

活
で

話
さ

れ
る

自
然

な
会

話
を

正
確

に
聞

き
取

れ
る

よ
う

に
な

る
。

2.
ニ

ュ
ー

ス
が

聞
き

取
れ

る
よ

う
に

な
る

。

1. 
T
o 
im

pr
ov

e 
lis

te
ni
ng

 t
o 
fo
llo

w
 n

at
ur

al
 J
ap

an
es

e 
co

nv
er

sa
tio

n 
in
 

da
ily

 li
fe
.

2. 
T
o 
im

pr
ov

e 
yo

ur
 n

ew
s 
lis

te
ni
ng

 s
ki
ll.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

1.
日

常
会

話
を

聞
い

て
、

内
容

だ
け

で
は

な
く

、
場

面
や

人
間

関
係

な
ど

も
正

確
に

把
握

す
る

練
習

を
す

る
。

ま
た

、
そ

こ
で

用
い

ら
れ

て
い

る
表

現
に

つ
い

て
学

び
、

会
話

練
習

も
取

り
入

れ
る

。

2.
ニ

ュ
ー

ス
を

聞
き

取
る

た
め

の
キ

ー
ワ

ー
ド

や
ポ

イ
ン

ト
を

把
握

し
、

ニ
ュ

ー
ス

の
全

体
と

詳
細

を
理

解
す

る
練

習
を

す
る

。
そ

の
後

、
聞

き
取

っ
た

内
容

を
要

約
し

、
発

表
す

る
。

1. 
In

 t
hi
s 
cl
as

s, 
yo

u 
pr

ac
tic

e 
lis

te
ni
ng

 d
ai
ly
 c
on

ve
rs

at
io
n 

an
d 

le
ar

n 
th

e 
us

ef
ul
 e
xp

re
ss

io
ns

. A
lso

,y
ou

 p
ra

ct
ic
e 
co

nv
er

sa
tio

n 
us

in
g 

th
es

e 
ex

pr
es

sio
ns

.

2. 
Y
ou

 p
ra

ct
ic
e 
to
 g

ra
sp

 k
ey

w
or

ds
 a
nd

 k
ey

 p
oi
nt

s,a
nd

 u
nd

er
st
an

d 
w
ho

le
 m

ea
ni
nd

 a
s 
w
el
l a

s 
de

ta
ils

 o
f t

he
 n

ew
s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
聞

い
て

覚
え

る
話

し
方

　
日

本
語

生
中

継
　

中
～

上
級

編
』

く
ろ

し
お

出
版

　
か

ら
コ

ピ
ー

し
て

配
布

『
ニ

ュ
ー

ス
の

日
本

語
　

聴
解

50
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
　

か
ら

コ
ピ

ー
し

て
配

布

出
席

(4
0%

)、
テ

ス
ト

+
課

題
(6
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

40
%
, T

es
t &

 a
ss

ig
nm

en
ts
 6
0%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

学
習

者
の

た
め

の
聴

解
　

　
　

Li
st

en
in

g 
C

om
pr

eh
en

si
on

 fo
r A

dv
an

ce
d 

Le
ar

ne
rs

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

高
月

 喜
美

　
　

　
TA

K
AT

S
U

K
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4E
　

上
級

聴
解

JP
N

 4
16

.0
8

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 4

E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

＊
こ

の
授

業
は

す
で

に
中

級
（

お
お

む
ね

日
本

語
能

力
試

験
N
2
相

当
）

と
認

め
ら

れ
る

能
力

が
あ

り
、

さ
ら

に
上

級
（

お
お

む
ね

N
1
相

当
）

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
を

め
ざ

す
学

生
を

対
象

と
す

る
。

＊
日

本
語

能
力

試
験

N
1
の

聴
解

試
験

に
必

要
な

聴
解

力
を

高
め

る
。

＊
自

然
な

速
さ

の
日

本
語

を
聞

き
、

重
要

な
情

報
が

聞
き

取
れ

る
よ

う
に

な
る

。

＊
T
hi
s 
cl
as

s 
is 

in
te
nd

ed
 fo

r 
th

e 
st
ud

en
ts
 w

ho
 h

av
e 
al
re

ad
y 

ac
qu

ire
d 

in
te
rm

ed
ia
te
 

Ja
pa

ne
se

 a
bi
lit
y,
 s
uc

h 
as

 t
he

 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 P
ro

fic
ie
nc

y 
T
es

t, 
Le

ve
l 2

 o
r 
th

e 
eq

ui
va

le
nt

 a
nd

 w
ish

 to
 im

pr
ov

e 
th

at
 a
bi
lit

y 
fo
r 
th

e 
ad

va
nc

ed
 L

ev
el
, L

ev
el
 1
.

＊
T
o 

de
ve

lo
p 

th
e 

lis
te

ni
ng

 s
ki

lls
 n

ec
es

sa
ry

 f
or

 t
he

 L
ev

el
 1

 L
is
te

ni
ng

 
Co

m
pr

eh
en

sio
n 

se
ct
io
n 

of
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 
Pr

of
ic
ie
nc

y 
T
es

t.
＊

T
o 
le
ar

n 
to
 g
le
an

 im
po

rt
an

t i
nf
or

m
at
io
n 
fr
om

 J
ap

an
es

e 
sp

ok
en

 a
t a

 n
at
ur

al
 p
ac

e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

次
の

よ
う

な
活

動
を

行
う

。

＊
日

本
語

能
力

試
験

N
1
の

聴
解

練
習

の
問

題
を

聞
き

、
質

問
に

答
え

る
。

＊
ニ

ュ
ー

ス
、

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

、
バ

ラ
エ

テ
ィ

ー
、

対
談

な
ど

の
テ

レ
ビ

番
組

や
様

々
な

ラ
ジ

オ
番

組
の

内
容

を
理

解
す

る
。

＊
番

組
の

内
容

に
つ

い
て

簡
単

な
話

し
合

い
を

行
う

。

In
 th

is 
cl
as

s, 
yo

u 
w
ill
 

＊
pr

ac
tic

e 
lis

te
ni
ng

 t
o 

qu
es

tio
ns

 f
ro

m
 t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t, 
Le

ve
l 1

.

＊
w
at

ch
 T

V
 p

ro
gr

am
s 

(e
.g
. n

ew
s, 

so
m

e 
sh

or
t 
do

cu
m

en
ta

ry
 

ep
is
od

es
, t

al
k 

sh
ow

s 
an

d 
va

ri
et

y 
sh

ow
s)
 a

nd
 l
is
te

n 
to

 v
ar

io
us

 
ra

di
o 
pr

og
ra

m
s 
fo
r 
fu
rt
he

r 
co

m
pr

eh
en

sio
n 

pr
ac

tic
e.

＊
en

ga
ge

 in
 s
im

pl
e 
co

nv
er

sa
tio

n 
ba

se
d 

on
 th

os
e 
pr

og
ra

m
s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

高
月

喜
美

・
小

南
淳

子
『

中
・

上
級

学
習

者
の

た
め

の
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

日
本

語
聴

解
』

大
阪

大
学

日
本

語
日

本
文

化
教

育
セ

ン
タ

ー
(2
01

0)
日

本
語

能
力

試
験

の
過

去
問

等
か

ら
必

要
な

ペ
ー

ジ
を

コ
ピ

ー
し

て
配

布
す

る
。

K
im

i 
T
ak

at
su

ki
, A

ts
uk

o 
K
om

in
am

i 
"C

hu
 j
o 

ky
u 

ga
ku

sh
us

ha
 

no
 t

am
e 

no
 m

as
s 

m
ed

ia
 n

o 
ni

ho
ng

o 
ch

ok
ai
"C

JL
C
, 
O
sa

ka
 

U
ni
ve

rs
ity

 (2
01

0)
*A

ll 
ne

ce
ss

ar
y 

te
xt

s 
an

d 
re

fe
re

nc
e 

m
at
er

ia
ls 

w
ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

 
by

 th
e 
in
st
ru

ct
or

.
*P

ra
ct

ic
e 

ex
er

ci
se

s 
ta

ke
n 

fr
om

 t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

ts
 g

iv
en

 in
 th

e 
pa

st
.

中
村

か
お

り
　

他
『

新
完

全
マ

ス
タ

ー
聴

解
日

本
語

能
力

試
験

N
1』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(2
01

1)
筒

井
由

美
子

　
他

『
日

本
語

能
力

試
験

1
級

・
2
級

　
試

験
に

出
る

聴
解

』
桐

原
書

店
(2
00

5)
過

去
に

行
わ

れ
た

日
本

語
能

力
試

験
の

問
題

集
K
ao

ri
 N

ak
am

ur
a 

et
 a

l. 
" 
Sh

in
 k

an
ze

n 
m
as

te
r 

ch
ok

ai
 N

ih
on

go
 

no
ry

ok
u 

sh
ik
en

 N
1"
 3
A
 C

or
po

ra
tio

n(
20

11
)

Y
um

ik
o 

T
su

ts
ui
 e

t 
al
. "

N
ih
on

go
 n

or
yo

ku
 s

hi
ke

n 
1k

yu
・

2k
yu

, 
Sh

ik
en

 n
i d

er
u 

ch
ok

ai
" K

iri
ha

ra
sh

ot
en

 (2
00

5)

小
テ

ス
ト

・
課

題
･
平

常
点

(5
0%

)、
出

席
(5
0%

)
C
om

pr
eh

en
si

on
 q

ui
zz

es
 g

iv
en

 i
n 

cl
as

s,
 

as
si
gn

m
en

ts
 a

nd
 a

ct
iv
e 

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

); 
A
tt
en

da
nc

e 
(5
0%

)

JPN 416.08J/MA LIS



― 61 ―

授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

日
本

語
聴

解
　

　
　

A
dv

an
ce

d 
Li

st
en

in
g 

C
om

pr
eh

en
si

on
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

大
橋

　
晶

子
　

　
　

O
H

A
S

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4E
　

上
級

聴
解

JP
N

 4
16

.1
0

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 4

E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
常

生
活

で
よ

く
使

わ
れ

る
語

彙
や

表
現

を
ま

と
め

て
覚

え
る

。
日

本
語

能
力

試
験

N
1
の

聴
解

問
題

に
必

要
な

能
力

を
高

め
る

。

Le
ar

n 
co

m
m
on

 w
or

ds
 t
og

et
he

r 
w
ith

 e
xp

re
ss

io
ns

 t
ha

t 
ar

e 
of
te

n 
us

ed
 in

 d
ai
ly
 li
fe
.

T
o 

de
ve

lo
p 

lis
te
ni
ng

 s
ki
lls

 n
ec

es
sa

ry
 f
or

 t
he

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 

Pr
of
ic
ie
nc

y 
T
es

t N
1 
Le

ve
l.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
と

し
て

、「
発

音
に

関
す

る
聞

き
取

り
」「

文
法

に
関

す
る

聞
き

取
り

」
な

ど
を

行
う

。

N
1
教

材
を

聞
く

。

質
問

に
答

え
た

り
、

内
容

を
ま

と
め

た
り

し
て

、
理

解
を

深
め

る
。

W
ar

m
-u
p 

gi
ve

n 
at
 th

e 
be

gi
nn

in
g 

of
 c
la
ss

es
 is

 a
s 
fo
llo

w
s:

 1
) L

ist
en

 th
e 
di
ffe

re
nc

e 
in
 th

e 
sp

ee
ch

 s
ou

nd
,

 2
) l
ist

en
 fo

un
da

m
en

ta
l i
te
m
s 
of
 g

ra
m
m
er

,

 3
) g

iv
e 
m
or

e 
us

ef
ul
 ti

ps
 fo

r 
lis

te
ni
in
g 

Li
st
en

 C
D
s 
fo
r 
N
1 
ex

er
ci
se

 e
tc
.

A
t 

th
e 

en
d 

of
 t

he
 c

la
ss

, 
so

m
e 

ac
ti
vi

ti
es

 t
o 

en
su

re
 s

tu
de

nt
s 

un
de

rs
tu

nd
in
g 

ar
e 
pr

ov
id
ed

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

佐
々

木
仁

子
他

著
『

日
本

語
総

ま
と

め
 N

1
聴

解
』

ア
ス

ク
出

版
(2
01

1)
、

筒
井

由
美

子
他

著
『

日
本

語
能

力
試

験
N
1・

N
2
試

験
に

出
る

聴
解

』、
小

原
亜

紀
子

他
著

『
耳

か
ら

覚
え

る
 日

本
語

能
力

試
験

 聴
解

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 N
1』

ア
ル

ク
(2
01

1)
　

ほ
か

H
it
ok

o 
Sa

sa
ki

 e
t 

al
."J

LP
T
 s

o 
m

at
om

e 
N
1 

ty
ou

ka
i" 

A
sk

 
(2
01

1)
,Y

um
ik

o 
T
su

ts
ui

 e
t 

al
. 
"J
LP

T
N
1.
 N

2s
ik

en
 n

i 
de

ru
 

ty
ou

ka
i"K

ir
ih
ar

a 
sy

ot
en

 (
20

10
), 

A
ki
ko

 O
ba

ra
 e

t 
al
."M

im
i 
ka

ra
 

ob
oe

ru
 J
LP

T
 ty

ou
ka

i t
ra

in
ni
ng

 N
1"
 A

lc
 (2

01
1)
...e

tc
.

授
業

参
加

(5
0%

)　
期

末
試

験
(5
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
fi n

al
 e
xa

m
in
at
io
n 

(5
0%

)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
聴

解
力

の
向

上
―

上
級

か
ら

超
級

へ
―

C
om

pr
eh

en
si

on
 o

f s
po

ke
n 

Ja
pa

ne
se

: p
ro

gr
es

si
ng

 fr
om

 a
dv

an
ce

d 
to

 h
ig

hl
y 

ad
va

nc
ed

 le
ve

l 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

大
崎

 紀
子

　
　

　
O

S
A

K
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 4
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4E
　

上
級

聴
解

JP
N

 4
16

.1
2

R
ec

.
LI

S
Ja

pa
ne

se
 4

E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1.
大

学
の

講
義

を
聴

き
取

る
た

め
の

技
術

を
身

に
つ

け
る

。
2.

討
論

の
場

な
ど

複
数

の
人

間
が

同
時

に
話

す
よ

う
な

場
面

で
も

必
要

な
情

報
を

聴
き

取
る

こ
と

の
で

き
る

高
度

な
日

本
語

聴
解

能
力

を
習

得
す

る
。

1. 
T
o 
de

ve
lo
p 

yo
ur

 a
ca

de
m
ic
 li
st
en

in
g 

sk
ill
s.

2.
 T

o 
le
ar

n 
hi
gh

ly
 a

dv
an

ce
d 

lis
te

ni
ng

 s
ki
lls

 e
no

ug
h 

to
 o

bt
ai
n 

ne
ce

ss
ar

y 
in
fo
rm

at
io
n 

ev
en

 o
n 

oc
ca

sio
ns

 w
he

n 
se

ve
ra

l p
eo

pl
e 
ta
lk
 

at
 o
nc

e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
は

次
の

よ
う

な
教

材
を

用
い

て
聴

く
力

を
養

い
ま

す
。

1.
テ

レ
ビ

の
討

論
番

組
、

バ
ラ

エ
テ

ィ
番

組
、

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

な
ど

2.『
国

境
を

越
え

て
　

改
訂

版
』

山
本

富
美

子
編

著
　

新
曜

社
（

20
07

）

聞
き

な
が

ら
ノ

ー
ト

を
取

り
、

そ
の

後
で

質
問

に
答

え
て

、
自

分
の

理
解

が
正

し
か

っ
た

か
ど

う
か

を
確

認
し

ま
す

。
教

材
で

用
い

ら
れ

る
語

彙
の

リ
ス

ト
を

あ
ら

か
じ

め
渡

し
ま

す
か

ら
、

予
習

を
し

て
授

業
に

臨
ん

で
下

さ
い

。

Y
ou

 w
ill
 le

ar
n 

lis
te
ni
ng

 s
ki
lls

 u
sin

g 
th

e 
fo
llo

w
in
g 

m
at
er

ia
ls:

1.
 D

V
D
s 

of
 t
el
ev

is
io
n 

di
sc

us
si
on

 p
ro

gr
am

s, 
va

ri
et

y 
sh

ow
s 

an
d 

do
cu

m
en

ta
ry

 p
ro

gr
am

s

2. 『
国

境
を

越
え

て
　

改
訂

版
』（

20
07

）

Y
ou

 w
ill

 b
e 

en
co

ur
ag

ed
 t

o 
ta

ke
 n

ot
es

, 
an

d 
th

en
 r

ec
ei

ve
 

qu
es

tio
ns

 a
bo

ut
 t
he

 c
on

te
nt

 o
f 
th

e 
m
at
er

ia
ls
 t
o 

co
m
fir

m
 i
f 
yo

ur
 

un
de

rs
ta
nd

in
g 

is 
co

rr
ec

t.

V
oc

ab
ul
ar

y 
co

nt
ai
ne

d 
in
 t
he

 m
at
er

ia
l w

ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

 in
 a
dv

an
ce

 
so

 th
at
 y

ou
 c
an

 p
re

pa
re

 fo
r 
th

e 
cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

配
布

H
an

do
ut

s.
『

国
境

を
越

え
て

　
改

訂
版

』
本

文
編

、
語

彙
・

文
法

編
、

山
本

富
美

子
編

著
　

新
曜

社
（

20
07

）
授

業
参

加
(8
0%

)課
題

(2
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(8
0%

) a
nd

 a
ss

ig
nm

en
t (

20
%
)

JPN 416.12J/MA LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

聴
解

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Li
st

en
in

g 
C

om
pr

eh
en

si
on

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

熱
田

 万
美

　
　

　
AT

S
U

TA

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

3 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4E

　
上

級
聴

解
JP

N
 4

16
.1

4
R

ec
.

LI
S

Ja
pa

ne
se

 4
E
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: L

is
te

ni
ng

 C
om

pr
eh

en
si

on

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

語
彙

や
文

法
は

既
知

の
も

の
で

あ
る

の
に

内
容

が
理

解
で

き
な

い
と

い
っ

た
こ

と
に

対
し

、
何

が
理

解
を

妨
げ

て
い

る
の

か
を

一
緒

に
考

え
て

、
聞

き
取

り
の

こ
つ

を
つ

か
む

T
he

 c
ou

rs
e 

fo
cu

se
s 

on
 i
te

m
s 

of
 v

oc
ab

ul
ar

y 
an

d 
gr

am
m

ar
 

w
hi
ch

 a
re

 k
no

w
n,
 b

ut
 w

hi
ch

 f
or

 s
om

e 
re

as
on

 r
em

ai
n 

di
ffi

cu
lt 

to
 

un
de

rs
ta
nd

. T
he

 c
la
ss

 w
ill
 r

ef
le
ct
 t
og

et
he

r 
on

 t
he

 n
at
ur

e 
of
 t
he

 
di
ffi

cu
lti

es
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

①
あ

ら
か

じ
め

語
彙

を
確

認
し

た
上

で
、

録
画

さ
れ

た
テ

レ
ビ

番
組

を
毎

回
視

聴
し

、そ
の

中
で

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
分

析
的

に
聞

く
。

そ
れ

は
、

新
し

い
語

彙
や

表
現

を
学

習
す

る
こ

と
で

あ
る

と
と

も
に

、
発

話
者

の
気

持
ち

や
意

図
を

汲
み

取
る

練
習

で
あ

る

②
視

聴
し

た
内

容
に

関
し

て
、

ま
と

め
を

行
う

（
内

容
確

認
問

題
、

要
約

、
意

見
文

な
ど

）

1)
 A

ft
er

 c
on

fir
m

in
g 

th
e 

re
le
va

nt
 v

oc
ab

ul
ar

y,
 s

tu
de

nt
s 

w
ill
 

w
at

ch
 r

ec
or

de
d 

T
V
 p

ro
gr

am
s 

an
d 

an
al
yt

ic
al
ly
 l
is
te

n 
to

 s
ho

w
n 

in
te
rv

ie
w
s 
an

d 
di
sc

us
sio

ns
.

W
hi
le
 s

tu
dy

in
g 

ne
w
 v

oc
ab

ul
ar

y 
an

d 
ex

pr
es

si
on

s, 
st
ud

en
ts
 w

ill
 

pr
ac

tis
e 
to
 g

ra
sp

 a
 s
pe

ak
er

’s 
in
te
nt

 a
nd

 m
oo

d.

2)
 S

tu
de

nt
s 

w
ill
 r

ef
le
ct

 o
n 

th
e 

co
nt

en
t 
of
 t
he

 s
ho

w
n 

m
at

er
ia
l 

an
d 

w
ri
te
 u

p 
su

m
m
ar

ie
s 

or
 w

or
k 

on
 e

xe
rc

is
es

 c
on

fir
m
in
g 

th
ei
r 

un
de

rs
ta
nd

in
g.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s
椙

本
総

子
、

宮
谷

敦
美

『
日

本
語

生
中

継
・

中
～

上
級

編
』

く
ろ

し
お

出
版

（
20

04
年

）
授

業
参

加
(5
0%

)、
課

題
提

出
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
A
ss

ig
nm

en
ts
 (5

0%
)

JPN 416.14J/MA LIS
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

日
本

語
会

話
　

　
　

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
 C

on
ve

rs
at

io
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

篠
原

 み
ゆ

き
　

　
　

S
H

IN
O

H
A

R
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.0
2

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

上
級

レ
ベ

ル
の

話
者

に
必

要
な

会
話

能
力

、
発

表
能

力
、

発
音

な
ど

の
向

上
を

目
的

と
す

る
。

T
he

 a
im

 o
f t

hi
s 
cl
as

s 
is 

to
 im

pr
ov

e 
co

nv
er

sa
tio

n 
an

d 
pr

es
en

ta
tio

n 
sk

ill
s, 

an
d 

to
 le

ar
n 

pr
on

un
ci
at
io
n 

as
 a
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
 s
pe

ak
er

s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

映
像

資
料

や
、

配
布

資
料

、
調

査
資

料
な

ど
を

使
っ

て
、

聞
き

手
に

情
報

を
伝

え
る

練
習

を
行

う
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
発

音
指

導
も

行
う

。

T
hi
s 

co
ur

se
 i
s 

de
si
gn

ed
 t
o 

pr
ac

tic
e 

ta
lk
in
g 

ot
he

r 
pe

op
le
 s

om
e 

in
fo
rm

at
io
n 

w
ith

 T
V
 p

ro
gr

am
s, 

ha
nd

ou
ts
 a
nd

 d
at
a 
of
 fi

nd
in
gs

.

T
ra

in
in
g 

of
 p

ro
nu

nc
ia
tio

n 
is 

al
so

 p
er

fo
rm

ed
 if

 n
ee

de
d.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
す

る
H
an

do
ut

s

荻
原

稚
佳

子
　

他
『

日
本

語
上

級
話

者
へ

の
道

』
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

安
藤

節
子

　
他

『
ト

ピ
ッ

ク
に

よ
る

日
本

語
総

合
演

習
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
犬

飼
康

弘
『

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
　

聴
解

・
発

表
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

授
業

参
加

(7
0%

)、
期

末
試

験
(3
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(7
0%

), 
Ex

am
in
at
io
n 

(3
0%

)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

通
訳

者
に

な
る

た
め

の
実

践
コ

ー
ス

　
　

　
P

ra
ct

ic
al

 In
te

rp
re

ta
tio

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
倉

 慶
郎

　
　

　
O

G
U

R
A

. Y

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.0
4

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
英

→
日
・
日

→
英

の
逐

次
通

訳
と

同
時

通
訳

の
技

術
を

学
び

、
将

来
プ

ロ
の

通
訳

者
に

な
れ

る
よ

う
指

導
す

る
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f t

hi
s 
co

ur
se

 is
 to

 s
tu

dy
 v
ar

io
us

 s
ki
lls

 in
 c
on

se
cu

tiv
e 

an
d 

sim
ul
ta
ne

ou
s 
or

al
 t
ra

ns
la
tio

n 
be

tw
ee

n 
Ja

pa
ne

se
 a

nd
 E

ng
lis

h 
fo
r 
yo

ur
 fu

tu
re

 c
ar

ee
r. 

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

音
声

教
材

を
利

用
し

て
、

シ
ャ

ド
ウ

ィ
ン

グ
・

リ
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
通

訳
技

術
を

学
習

す
る

。
受

講
生

は
、

英
語

・
日

本
語

と
も

に
上

級
レ

ベ
ル

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
な

お
秋

学
期

と
春

学
期

は
学

習
教

材
が

異
な

る
。

In
te

rp
re

ta
tio

n 
tr
ai
ni
ng

 w
ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

 w
ith

 t
he

 h
el
p 

of
 a

ud
io
 

m
at
er

ia
ls.

 

St
ud

en
ts

 m
us

t 
be

 f
lu

en
t 

bo
th

 i
n 

E
ng

lis
h 

an
d 

in
 J

ap
an

es
e.
 

T
ea

ch
in
g 

m
at
er

ia
ls 

ch
an

ge
 fr

om
 s
em

es
te
r 
to
 s
em

es
te
r

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

テ
キ

ス
ト

は
特

に
使

用
し

な
い

。
T
he

re
 is

 n
o 
te
xt

bo
ok

 fo
r 
th

is 
co

ur
se

.

ピ
ン

カ
ー

ト
ン

嘩
子
・
篠

田
顕

子
著

『
実

践
　

英
語

ス
ピ

ー
チ

通
訳

―
―

式
辞

あ
い

さ
つ

か
ら

ビ
ジ

ネ
ス

場
面

ま
で

』
大

修
館

書
店

Pö
ch

ha
ck

er
, F

. I
nt

ro
du

ci
ng

 I
nt

er
pr

et
in
g 

St
ud

ie
s 

(R
ou

tle
dg

e)

平
常

点
(7
0%

)、
学

期
末

試
験

(3
0%

)、
出

席
を

重
視

。
T
he

 c
ou

rs
e 

gr
ad

e 
w

il
l 

be
 b

as
ed

 o
n 

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip

at
io
n 

(7
0%

), 
fin

al
 e

xa
m

 (
30

%
). 

R
eg

ul
ar

 
at
te
nd

an
ce

 is
 a
bs

ol
ut

el
y 

ne
ce

ss
ar

y.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
英

翻
訳

者
に

な
る

た
め

の
実

践
コ

ー
ス

　
　

　
P

ra
ct

ic
al

 T
ra

ns
la

tio
n 

(J
 to

 E
 o

nl
y)

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
倉

 慶
郎

　
　

　
O

G
U

R
A

. Y

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 3
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.0
6

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
日

→
英

翻
訳

の
技

術
を

学
び

、
将

来
プ

ロ
の

翻
訳

者
に

な
れ

る
よ

う
指

導
す

る
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

st
ud

y 
va

ri
ou

s 
sk

ill
s 

in
 w

ri
tt
en

 
tr
an

sla
tio

n 
fr
om

 J
ap

an
es

e 
to
 E

ng
lis

h 
fo
r 
yo

ur
 fu

tu
re

 c
ar

ee
r.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

朝
日

新
聞

の
「

天
声

人
語

」
な

ど
の

ほ
か

、
文

学
作

品
（

村
上

春
樹

等
）、

ア
ニ

メ
の

字
幕

翻
訳

（「
と

な
り

の
ト

ト
ロ

」）
な

ど
を

教
材

と
し

て
、

プ
ロ

の
翻

訳
者

が
ど

の
よ

う
に

訳
し

て
い

る
の

か
を

検
討

す
る

。
特

に
文

化
的

な
語

句
の

翻
訳

に
注

目
し

た
い

。

受
講

生
は

、
英

語
・

日
本

語
と

も
に

上
級

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

な
お

秋
学

期
と

春
学

期
は

学
習

教
材

が
異

な
る

。

St
ud

en
ts
 w

ill
 c

ar
ef
ul
ly
 s

tu
dy

 h
ow

 p
ro

fe
ss

io
na

l 
tr
an

sl
at

or
s 

pu
t 

cu
ltu

re
-s
pe

ci
fic

 w
or

ds
 i
nt

o 
En

gl
is
h,
 u

si
ng

 t
he

 m
at

er
ia
ls
 s

uc
h 

as
 

th
e 

"V
ox

 P
op

ul
i, 

V
ox

 D
ei
" 
co

lu
m
n 

of
 t
he

 A
sa

hi
 S

hi
m
bu

n,
 s

ho
rt
 

st
or

ie
s 

w
ri
tt
en

 b
y 

H
ar

uk
i 
M

ur
ak

am
i, 

M
y 

N
ei
gh

bo
r 

T
ot

or
o 

di
re

ct
ed

 b
y 

H
ay

ao
 M

iy
az

ak
i a

nd
 s
o 
fo
rt
h.

St
ud

en
ts
 m

us
t b

e 
flu

en
t b

ot
h 

in
 E

ng
lis

h 
an

d 
in
 J
ap

an
es

e. 

T
ea

ch
in
g 

m
at
er

ia
ls 

ch
an

ge
 fr

om
 s
em

es
te
r 
to
 s
em

es
te
r

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

テ
キ

ス
ト

は
特

に
使

用
し

な
い

。
T
he

re
 is

 n
o 
te
xt

bo
ok

 fo
r 
th

is 
co

ur
se

.

『
翻

訳
の

原
理

』
平

子
義

男
著

、
大

修
館

書
店

M
un

da
y,
 J

. 
In

tr
od

uc
in

g 
T
ra

ns
la

ti
on

 S
tu

di
es

 
(R

ou
tle

dg
e)

平
常

点
(7
0%

)、
学

期
末

試
験

(3
0%

)、
出

席
を

重
視

。
T
he

 c
ou

rs
e 

gr
ad

e 
w

il
l 

be
 b

as
ed

 o
n 

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip

at
io
n 

(7
0%

), 
fin

al
 e

xa
m

in
at

io
n 

(3
0%

). 
Re

gu
la
r 
at
te
nd

an
ce

 is
 a
bs

ol
ut

el
y 

ne
ce

ss
ar

y.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

日
本

語
会

話
ー

様
々

な
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

で
の

実
践

ー
　

　
　

S
uc

ce
ss

fu
l C

om
un

ic
at

io
n 

in
 J

ap
an

es
e 

-v
ar

io
us

 o
ra

l e
xp

re
ss

io
ns

- 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

湯
浅

 章
子

　
　

　
Y

U
A

S
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.0
8

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

・
日

本
語

上
級

者
と

し
て

求
め

ら
れ

る
会

話
、

討
論

能
力

を
、

様
々

な
場

面
を

想
定

し
た

実
践

を
通

じ
て

身
に

つ
け

る
。

・
各

人
が

関
心

の
あ

る
話

題
に

つ
い

て
発

表
を

行
う

。

1.
 T

o 
ac

qu
ir
e 

Ja
pa

ne
se

 c
on

ve
rs

at
io
n 

sk
ill

s 
ex

pe
ct

ed
 a

s 
an

 
ad

va
nc

ed
 le

ve
l s

pe
ak

er
.

2.
 S

tu
de

nt
s 

ar
e 

re
qu

ir
ed

 t
o 

m
ak

e 
sh

or
t 
pr

es
en

ta
tio

n 
on

 s
el
f-

in
te
re

st
ed

 to
pi
cs

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

語
能

力
試

験
1
級

（
N
1）

相
当

、
あ

る
い

は
2
級

（
N
2）

レ
ベ

ル
を

超
え

る
能

力
を

持
つ

学
生

を
対

象
と

す
る

。

授
業

で
は

、
様

々
な

場
面

に
お

け
る

日
本

語
表

現
を

、
上

級
会

話
テ

キ
ス

ト
を

用
い

て
練

習
す

る
と

と
も

に
、

ニ
ュ

ー
ス

や
新

聞
等

か
ら

時
事

問
題

を
把

握
し

、
意

見
を

出
し

合
い

討
論

す
る

。

T
hi
s 
cl
as

s 
is 

fo
r 
th

e 
st
ud

en
ts
 w

ho
 a
lre

ad
y 
ha

ve
 J
LP

T
 L

ev
el
 1
 (N

1)
 

or
 L

ev
el
 2
 (N

2)
.

In
 t
hi
s 
cl
as

s, 
yo

u 
w
ill
 s
tu

dy
 t
he

 s
oc

ia
l a

nd
 in

di
vi
du

al
 v

ar
ia
tio

n 
of
 

ja
pa

ne
se

 d
ia
lo
gu

e 
w
ith

 u
pp

er
-le

ve
l t

ex
ts
 o

r 
ne

w
sp

ap
er

s, 
an

d 
al
so

 
pr

ac
tic

e 
m
on

ol
og

ue
 w

ith
 s
ho

rt
 r
ea

di
ng

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

荻
原

稚
佳

子
他

20
05

『
日

本
語

上
級

話
者

へ
の

道
ー

き
ち

ん
と

伝
え

る
技

術
と

表
現

』
ス

リ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

O
gi
w
ar

a, 
M

as
ud

a, 
Sa

ito
, I

to
, A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

 
Co

nv
er

sa
tio

n,
 T

hr
ee

 N
et
 W

or
k

平
常

点
(5
0%

)期
末

試
験

(5
0%

)
Cl

as
s 
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

)
Fi

na
l E

xa
m
in
at
io
n 

(5
0%

)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

日
本

語
会

話
　

　
　

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
 C

on
ve

rs
at

io
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

林
 和

子
　

　
　

H
AY

A
S

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.1
0

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

社
会

生
活

の
い

ろ
い

ろ
な

場
面

で
日

本
人

と
上

手
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

よ
う

に
な

る
T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is 
co

ur
se

 is
 t
o 

be
co

m
e 

a 
sk

ill
fu
l c

om
m
un

ic
at
or

 
in
 J
ap

an
es

e 
in
 v

ar
io
us

 s
oc

ia
l s

itu
at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

語
上

級
話

者
は

、日
本

語
を

「
正

確
に

」
使

え
る

だ
け

で
な

く
、「

適
切

に
」

使
え

る
よ

う
に

も
な

ら
な

く
て

は
い

け
ま

せ
ん

。「
適

切
に

使
う

」
と

い
う

の
は

、
相

手
や

ま
わ

り
の

人
が

い
や

な
気

持
ち

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
会

話
の

場
面

や
相

手
に

合
っ

た
言

い
方

を
選

ん
で

話
す

と
い

う
こ

と
で

す
。

し
か

し
、

「
適

切
さ

」
は

言
語

や
文

化
に

よ
っ

て
違

い
ま

す
。

こ
の

授
業

で
は

「
ほ

め
る

」「
誘

う
」

な
ど

の
会

話
場

面
に

お
け

る
、

場
面

や
相

手
に

合
っ

た
適

切
な

日
本

語
の

使
い

方
を

学
び

ま
す

。

It
 i
s 

es
se

nt
ia
l 
no

t 
on

ly
 t
o 

ac
cu

ra
te

, b
ut

 a
ls
o 

to
 b

e 
ap

pr
op

ri
at

e 
in
 t
he

 w
ay

 y
ou

 c
om

m
un

ic
at

e,
 i
f 
yo

u 
w
is
h 

to
 b

ec
om

e 
a 

go
od

 
co

m
m

un
ic
at

or
. H

ow
ev

er
, i

t 
is
 o

ft
en

 t
he

 c
as

e 
th

at
 l
an

gu
ag

es
 

an
d 

cu
ltu

re
s 

po
ss

es
s 

un
iq
ue

 c
ri
te

ri
a 

fo
r 

ch
oo

si
ng

 a
pp

ro
pr

ia
te

 
ex

pr
es

sio
ns

 in
 c

er
ta
in
 s
iti

at
io
ns

.  
In

 t
hi
s 
co

ur
se

, y
ou

 w
ill
 b

e 
ab

le
 

to
 l
ea

rn
 t
he

 m
ea

ns
 t
o 

us
e 

Ja
pa

ne
se

 a
pp

ro
pr

ia
te

ly
 i
n 

va
ri
ou

s 
sit

ua
tio

ns
 s
uc

h 
as

 "
O
ffe

rin
g 

co
m
pl
im

en
ts
", 

"E
xt

en
di
ng

 in
vi
ta
tio

ns
" 

an
d 

so
 o
n.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s
清

水
崇

文
『

中
上

級
学

習
者

の
た

め
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

日
本

語
会

話
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

20
13

）
授

業
参

加
 7
0%

　
期

末
試

験
 3
0%

Pa
rt
ic
ip
at
io
n 

70
%
, F

in
al
 e
xa

m
in
at
io
n 

30
%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
上

級
会

話
　

　
　

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
 c

on
ve

rs
at

io
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

村
上

　
由

記
　

　
　

M
U

R
A

K
A

M
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.1
2

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

話
し

手
と

し
て

、
意

見
、

考
え

を
的

確
に

表
現

し
情

報
を

正
確

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
聞

き
手

と
し

て
、

正
確

に
聞

き
取

り
、

情
報

を
十

分
に

引
き

出
す

技
術

を
学

ぶ
。

T
o 

le
ar

n 
a 

sk
ill
 t
o 

ex
pr

es
s 
an

 o
pi
ni
on

 p
re

ci
se

ly
, a

nd
 t
o 

in
tr
od

uc
e 

in
fo
rm

at
io
n 

in
to
 e
xa

ct
ly
 a
s 
a 
sp

ea
ke

r. 
A
s 
a 
lis

te
ne

r 
yo

u 
w
ill
 le

ar
n 

a 
sk

ill
 to

 g
et
 e
no

ug
h 

in
fo
rm

at
io
n 

ex
ac

tly
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
活

動
を

行
い

ま
す

。

・
ド

ラ
マ

や
映

画
を

視
聴

し
、

会
話

の
展

開
を

観
察

す
る

。

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
番

組
を

視
聴

し
、

答
え

を
引

き
出

す
質

問
の

方
法

を
観

察
す

る
。

・
教

室
内

で
行

っ
た

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

の
録

音
デ

ー
タ

を
も

と
に

、
問

題
点

を
話

し
合

っ
た

り
、

必
要

な
表

現
を

考
え

た
り

す
る

。
ま

た
、

自
分

の
発

音
上

の
問

題
点

に
気

づ
き

、
修

正
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
で

計
画

を
立

て
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

報
告

す
る

。

In
 th

is 
co

ur
se

 y
ou

 w
ill
 d

o 
fo
llo

w
in
g 

ac
tiv

iti
es

.

・
Y
ou

 w
ill

 w
at

ch
 a

 d
ra

m
a 

an
d 

a 
m

ov
ie

 a
nd

 o
bs

er
ve

 t
he

 
de

ve
lo
pm

en
t o

f t
he

 c
on

ve
rs

at
io
n.

・
Y
ou

 w
ill
 w

at
ch

 a
n 

in
te
rv

ie
w
 p

ro
gr

am
 a

nd
 o

bs
er

ve
 t
he

 s
ki
ll 

to
 

ge
t e

no
ug

h 
in
fo
rm

at
io
n 

ex
ac

tly
.

・
Ba

se
d 

on
 r
ec

or
di
ng

 d
at
a 

of
 t
he

 r
ol
e 

pl
ay

in
g　

in
 t
he

 c
la
ss

ro
om

, 
yo

u 
w
ill

 t
al

k 
ab

ou
t 

pr
ob

le
m

s 
an

d 
th

in
k 

ab
ou

t 
ne

ce
ss

ar
y 

ex
pr

es
sio

ns
.

In
 a

dd
iti

on
, y

ou
 w

ill
 n

ot
ic
e 

pr
ob

le
m
s 

in
 y

ou
r 

pr
on

un
ci
at
io
n 

an
d 

m
ak

e 
m
od

ifi
ca

tio
ns

.
・

Y
ou

 w
ill
 d

o 
in
te
rv

ie
w
in
g 

an
d 

re
po

rt
in
g 

al
l b

y 
yo

ur
se

lf.
 

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

必
要

に
応

じ
て

、
ハ

ン
ド

ア
ウ

ト
を

配
布

し
ま

す
。

ha
nd

ou
t

荻
原

稚
佳

子
他

（
20

05
年

）『
日

本
語

上
級

話
者

へ
の

道
～

き
ち

ん
と

伝
え

る
技

術
と

表
現

～
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

出
席

及
び

、
授

業
内

の
活

動
80

%
　

課
題

提
出

20
%

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

80
%
, a

ss
ig
nm

en
t 2

0%

JPN 417.12J/MA CONV
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

会
話

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

吉
兼

 奈
津

子
　

　
　

Y
O

S
H

IK
A

N
E

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 1
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.1
4

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

論
理

的
に

わ
か

り
や

す
く

話
す

。
In

 t
hi
s 
cl
as

s, 
yo

u 
w
ill
 im

pr
ov

e 
yo

ur
 s
pe

ec
h 

sk
ill
s 
w
ith

 lo
gi
ca

l a
nd

 
cr

iti
ca

l t
hi
nk

in
g.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

内
容

は
下

記
の

通
り

で
あ

る
。

●
聞

き
手

に
わ

か
り

や
す

く
話

す
練

習
を

行
う

。

●
デ

ィ
ベ

ー
ト

を
通

し
て

、
論

理
的

に
考

え
、

話
す

練
習

を
行

う
。

※
受

講
生

に
合

わ
せ

て
、

内
容

を
一

部
変

更
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

Cl
as

s 
Co

nt
en

t

(1
) T

o 
le
ar

n 
an

d 
pr

ac
tic

e 
to
 m

ak
e 
yo

ur
 s
pe

ec
h 
ea

sy
 to

 u
nd

er
st
an

d.
 

(2
) T

o 
le
ar

n 
to
 d

eb
at
e 
w
ith

 lo
gi
ca

l a
nd

 c
rit

ic
al
 th

in
ki
ng

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

・
東

海
大

学
留

学
セ

ン
タ

ー
口

頭
発

表
教

材
研

究
会
（

19
95

)
『

日
本

語
　

口
頭

発
表

と
討

論
の

技
術

』
東

海
大

学
出

版
会

・
犬

飼
康

弘
（

20
07

）『
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
　

聴
解
・
発

表
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
』

ス
リ

ー
エ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

平
常

点
(3
0%

)
課

題
提

出
(3
0%

)
発

表
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
参

加
(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(3
0%

)
A
ss

ig
nm

en
t (

30
%
)

Pr
es

en
ta
tio

n・
D
eb

at
e 
(4
0%

)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

伝
え

る
こ

と
（

難
し

い
け

れ
ど

…
）　

　
　

co
m

m
un

ic
at

io
n 

(d
iff

ic
ul

t b
ut

...
) 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

波
多

野
 吉

徳
　

　
　

H
AT

A
N

O

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 2
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.1
6

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の
ク
ラ
ス
の
目

的
は
自

分
の

考
え
を
日
本

語
で

伝
え
る
力
を

少
し

で
も
伸

ば
す
こ
と
で

す
。

そ
の

た
め
に

は
、自

分
の

考
え
を
まと

め
、ど

う
す

れ
ば

言
い

た
い
こ
と
が

聞
き
手

に
伝

わ
る
か
を

考
え
な
け

れ
ば

な
りま

せ
ん

。
一

方
、

自
分

の
意

見
を
な
る

べ
く
正

確
に

伝
え
る
た

め
に

は
「
ど

の
よう

に
」

話
す

か
に
も
注

意
し
な
け

れ
ば

な
りま

せ
ん

。
人

は
感

情
を

持
つ

生
き
物

で
す

か
ら
、あ

る
こ
と
を
ど

の
よう

に
伝

え
る
か

に
よ
っ
て

、相
手

に
誤

解
さ
れ
る
こ
とも

あ
るし

、ち
ゃ

ん
と
理

解
さ
れ

る
こ
とも

あ
る
と
い
うこ

と
で

す
。

こ
こ
で

は
、

言
葉
とと

も
に

言
葉

以
外

の
要

素
に

つ
い

て
も
考

え
る

必
要

が
あ
りま

す
。

大
きく

こ
の

二
つ

に
注

意
し
な

が
ら
話

せ
る
よう

に
な
る
こ
と
が
こ
の
ク
ラ
ス
の
目

的
で

す
。

T
he

 a
im

 o
f t

hi
s 
cl
as

s 
is 

to
 le

ar
n 

ho
w
 t
o 
te
ll 
yo

ur
 id

ea
s 
ac

cu
ra

te
ly
 

an
d 

ef
fe
ct
iv
el
y 

in
 N

ip
po

ng
o.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

20
14

年
度

秋
学

期
は

、
ま
ず

敬
語

を
適

切
に

使
え
る
よう

に
な
り
た

い
と
思

い
ま
す

。
敬

語
は

、
常

識
あ
る

大
人

を
相

手
とし

た
会

話
に

不
可

欠
な

道
具

で
す

か
ら
、「

お
と
な

の
日

本
語

」
を

話
す

上
で

大
切

で
す

。
授

業
で

は
、
日

本
語

学
習

者
の

み
な
さ
ん

に
と
っ
て

特
に

大
事

な
こ
と
を

選
ん

で
学

び
ま
す

。
次

に
、

大
阪

言
葉

の
簡

単
な

練
習
を
し
ま
す

。
こ
こ
は

大
阪

で
、

み
な
さ
ん

が
接

す
る

人
に
も
大

阪
の

言
葉

を
話

す
人

が
多

い
の

で
、

大
阪

言
葉

の
特

徴
を

語
彙
と
イン

ト
ネ
ー
シ
ョン

を
中

心
に

学
ぼ
う

と
思

い
ま
す

。
こ
こ
で

学
ん

だ
こ
と
を

使
っ
て

、
み

な
さ
ん

の
日

常
の
コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ
ョン

が
楽
し

い
も

の
に
な
れ

ば
い

い
な
と
思

い
ま
す

。
ま
た

、
話

す
練

習
を
し
な

が
ら
相

手
が
よく

知
ら
な
い
こ
と
を
ど
う
や
っ
て

伝
え
る
か

、
会

話
を
つ
な
い

で
い
くに

は
ど
う
す

れ
ば

い
い

か
に

気
づ
くこ

とも
大

事
で
し
ょう

。
そ
し
て

、
以

上
と
並

行
し
て

、
現

代
日

本
のト

ピ
ッ
ク
ス
、

特
に

若
者

を
取
り
巻
く
問

題
に

つ
い

て
ク
ラ

ス
で

話
し
ま
す

。
話

す
テ

ー
マ

は
、
ク
ラ
ス
が

始
ま
っ
て

か
ら
に
な
りま

す
が

、
テ

ー
マ

選
び

の
参

考
に

映
像

資
料

（
日

本
に

つ
い

て
の

D
V
D
）
を

見
た
り
、

新
聞

や
雑

誌
を

読
む

予
定

で
す

。
み

な
さ
ん
自

身
の

興
味

関
心

が
ど

ん
な
も
の

か
今

は
わ

か
りま

せ
ん

。
い
ろ
ん
な
こ
と
に

興
味

を
も
つ
メ

ン
バ

ー
が

集
ま
れ

ば
、

お
もし

ろ
い

授
業

に
な
る
と
思

い
ま
す

。
ま
た

、
同
じ
こ
と
で
も
、

人
に
よ
っ
て

見
方

や
考

え
が

違
うこ

と
を

実
感

で
き
る
授

業
に
も
な
れ

ば
と
思

い
ま
す

。
日
本

語
で
自

分
の

考
え
を

伝
え
た

い！
い
ろ
ん
な

国
の

人
と
話
を
し
た

い！
日
本

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

い！
方

に
授

業
に

来
て
ほ
し
い

で
す

。

1. 
Le

ar
ni
ng

 p
ra

ct
ic
al
 c
on

ve
rs

at
io
n,
es

pe
ci
al
ly
 K

EI
GO

2. 
Le

ar
ni
ng

 O
SA

K
A
-k
ot
ob

a

3. 
T
al
ki
ng

 a
bo

ut
 J

A
PA

N
 o

r 
JA

PA
N
ES

E 
pe

op
le
 w

ith
 c

la
ss

m
at
es

 
an

d 
W

at
ch

in
g 

D
V
D
 to

 le
ar

n 
JA

PA
N
 (p

eo
pl
e,s

oc
ie
ty

,cu
ltu

re
)

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

（
担

当
者

作
成

の
資

料
、

参
考

資
料

（
テ

キ
ス

ト
の

一
部

・
新

聞
・

雑
誌

記
事

）
な

ど
）

H
an

do
ut

s

菊
池

康
人

『
敬

語
』

講
談

社
学

術
文

庫
な

ど
　

授
業

で
紹

介
し

ま
す

。
積

極
的

な
授

業
参

加
80

%
　

筆
記

試
験

20
%

Pa
rt
ic
ip
at
io
n 

(p
os

iti
ve

) 8
0%

, E
xa

m
in
at
io
n2

0%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
会

話
　

中
級

か
ら

上
級

へ
　

　
　

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

on
ve

rs
at

io
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

大
崎

 紀
子

　
　

　
O

S
A

K
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 5
 

実
習

J/
M

A
日

本
語

実
習

4F
　

上
級

会
話

JP
N

 4
17

.1
8

R
ec

.
C

O
N

V
Ja

pa
ne

se
 4

F：
A

dv
an

ce
d 

Ja
pa

ne
se

: C
on

ve
rs

at
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
上

級
話

者
と

し
て

求
め

ら
れ

る
会

話
の

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

T
o 
aq

ui
re

 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 s
ki
lls

 e
xp

ec
te
d 

as
 a
n 

ad
va

nc
ed

 le
ve

l 
sp

ea
ke

r

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
は

以
下

の
よ

う
な

話
題

に
つ

い
て

会
話

練
習

を
し

ま
す

。

1.
自

己
紹

介
で

好
印

象
を

与
え

よ
う

2.
な

く
し

た
経

験
を

話
そ

う
3.

動
作

の
順

序
を

説
明

し
よ

う
4.

ス
ポ

ー
ツ

の
面

白
さ

を
伝

え
よ

う
5.

言
い

か
え

て
説

明
し

よ
う

6.
ス

ト
ー

リ
ー

を
話

そ
う

　
そ

の
他

語
彙

や
表

現
の

リ
ス

ト
を

あ
ら

か
じ

め
渡

し
ま

す
か

ら
、

予
習

を
し

て
授

業
に

臨
ん

で
く

だ
さ

い
。

T
op

ic
s 
co

ve
re

d 
in
 th

e 
cl
as

s 
ar

e 
as

 fo
llo

w
s:

1. 
H
ow

 to
 le

av
e 
a 
go

od
 im

pr
es

sio
n 

in
 y

ou
r 
se

lf-
in
tr
od

uc
tio

n.
2.
 H

av
e 

yo
u 

ev
er

 l
os

t 
so

m
et

hi
ng

 i
m

po
rt
an

t?
 T

al
k 

ab
ou

t 
yo

ur
 

ex
pe

rie
nc

es
.

3. 
Ex

pl
ai
ni
ng

 th
e 
se

qu
en

ce
 o
f m

ov
em

en
t.

4. 
A
re

 t
he

re
 a
ny

 s
po

rt
s 
yo

u 
lik

e 
to
 p

la
y 

or
 w

at
ch

? 
T
al
k 

ab
ou

t 
fu
n 

of
 s
po

rt
s.

5. 
Ex

pl
ai
ni
ng

 in
 o
th

er
 w

or
ds

.
6. 

T
el
lin

g 
a 
st
or

y,
 e
tc
.

V
oc

ab
ul

ar
y 

an
d 

ex
pr

es
si
on

s 
re

qu
is
it
e 

fo
r 

th
e 

cl
as

s 
w
ill

 b
e 

pr
ov

id
ed

 in
 a
dv

an
ce

 s
o 
th

ar
 y

ou
 c
an

 p
re

pa
re

 fo
r 
th

e 
cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

配
布

H
an

do
ut

s.

『
日

本
語

上
級

話
者

へ
の

道
　

き
ち

ん
と

伝
え

る
技

術
と

表
現

』
荻

原
稚

佳
子

他
著

　
ス

リ
ー

エ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
20

05
）  

授
業

参
加

(8
0%

)課
題

(2
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(8
0%

) a
nd

 a
ss

ig
nm

en
t (

20
%
)

JPN 417.18J/MA CONV
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

上
級

会
話

　
　

　
A

dv
an

ce
d 

C
on

ve
rs

at
io

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

伊
藤

 智
博

　
　

　
IT

O
. T

O
M

O

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

2 
実

習
J/

M
A

日
本

語
実

習
4F

　
上

級
会

話
JP

N
 4

17
.2

0
R

ec
.

C
O

N
V

Ja
pa

ne
se

 4
F：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: C

on
ve

rs
at

io
n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、
会

話
力

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

す
。

T
hi

s 
co

ur
se

 i
s 

de
si
gn

ed
 t

o 
he

lp
 s

tu
de

nt
s 

im
pr

ov
e 

th
ei

r 
co

nv
er

sa
tio

n 
ab

ili
tie

s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

ク
ラ

ス
内

で
、

ド
ラ

マ
や

映
画

を
見

て
、

効
果

的
な

表
現

を
学

習
し

、
そ

の
使

い
方

を
練

習
し

ま
す

。
ま

た
そ

の
感

想
を

述
べ

合
い

ま
す

。
In

 t
hi

s 
co

ur
se

 y
ou

 w
ill

 w
at

ch
 t

he
 d

ra
m

a,
m

ov
ie
,a
nd

 m
as

te
r 

ef
fe
ct
iv
e 

ex
pr

es
si
on

s, 
yo

u 
st
yd

y 
th

ei
r 

us
ag

e 
pr

ac
tis

ed
. A

nd
 y

ou
 

w
ill
 d

isc
us

s 
yo

ur
 im

pr
es

sio
ns

 o
f d

ra
m
a,m

ov
ie
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

ha
nd

ou
t

荻
原

稚
佳

子
　

他
（

20
05

）『
日

本
語

上
級

話
者

へ
の

道
』

O
gi
ha

ra
 C

hi
ka

ko
(2
00

5)
平

常
点

(5
0%

)　
課

題
(5
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
as

sig
nm

en
ts
 (5

0%
)

JPN 417.20J/MA CONV
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
法

入
門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 q
ue

st
io

nn
ai

re
 s

ur
ve

y 
in

 J
ap

an
es

e 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

貫
田

 優
子

　
　

　
N

U
K

IT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 3
 

実
習

JA
情

報
処

理
実

習
 I　

統
計

処
理

実
習

JP
N

 4
20

.0
2

R
ec

.
G

S
In

fo
rm

at
io

n 
P

ro
ce

ss
in

g：
S

ta
tis

tic
al

 D
at

a 
P

ro
ce

ss
in

g

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

(1
)日

本
語

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
た

め
の

ス
キ

ル
を

習
得

す
る

こ
と

(2
)日

本
文

化
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
(1
) T

o 
le
ar

n 
ho

w
 to

 m
ak

e 
a 
qu

es
tio

nn
ai
re

 s
ur

ve
y 

in
 J
ap

an
es

e
(2
) T

o 
ge

t b
et
te
r 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 J
ap

an
es

e 
cu

ltu
re

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
日

本
人

を
対

象
と

し
た

簡
単

な
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
。

日
本

語
で

ア
ン

ケ
ー

ト
を

作
成

す
る

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

た
い

学
生

、
お

よ
び

日
本

人
の

生
活

様
式

・
行

動
様

式
・

価
値

観
な

ど
を

よ
り

深
く

理
解

し
た

い
学

生
を

主
な

対
象

と
す

る
。

具
体

的
に

は
、

次
の

よ
う

な
学

習
を

行
う

。
(1
)日

本
語

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
作

成
 （

日
本

人
の

文
化

に
つ

い
て

受
講

生
が

関
心

を
も

つ
領

域
の

中
か

ら
調

査
テ

ー
マ

を
決

定
す

る
）

(2
)調

査
の

実
施

(3
)デ

ー
タ

集
計

・
分

析
（

統
計

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

SP
SS

の
基

本
的

な
操

作
方

法
も

学
習

す
る

）
(4
)デ

ー
タ

分
析

結
果

に
つ

い
て

の
議

論

W
e 
w
ill
 d

o 
a 
qu

es
tio

nn
ai
re

 s
ur

ve
y 

of
 J
ap

an
es

e 
on

 a
 s
m
al
l s

ca
le
. 

T
hi
s 
co

ur
se

 w
ill
 b

e 
he

lp
fu
l e

sp
ec

ia
lly

 t
o 
th

e 
st
ud

en
ts
 w

ho
 w

an
t 
to
 

le
ar

n 
ho

w
 t
o 

m
ak

e 
qu

es
tio

nn
ai
re

s 
in
 J
ap

an
es

e 
or

/a
nd

 w
ho

 w
an

t 
to
 lo

ok
 in

to
 J
ap

an
es

e 
w
ay

s 
of
 li

vi
ng

, t
hi
nk

in
g 

an
d 

be
ha

vi
or

 m
or

e 
de

ep
ly
.

W
e 
w
ill
 d

o 
th

e 
fo
llo

w
in
g 

w
or

ks
.

(1
)m

ak
in
g 

a 
qu

es
tio

nn
ai
re

 in
 J
ap

an
es

e 
on

 a
 t
he

m
e 
w
hi
ch

 c
on

ce
rn

s 
Ja

pa
ne

se
 c
ul
tu

re
 

(2
)c
ol
le
ct
in
g 

da
ta

(3
)p
ro

ce
ss

in
g 

th
em

 (W
e 
w
ill
 a
lso

 le
ar

n 
ho

w
 to

 o
pe

ra
te
 S

PS
S)
 

(4
)d
isc

us
sio

ns
 o
n 

th
e 
re

su
lts

 o
f t

he
 s
ur

ve
y

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

大
谷

信
介

・
木

下
栄

二
・

後
藤

範
章

・
小

松
洋

編
著

『
新

・
社

会
調

査
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

―
論

理
と

方
法

』（
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房

、
20

13
年

）

内
田

治
著

『
す

ぐ
わ

か
る

SP
SS

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
調

査
・

集
計

・
解

析
（

第
5
版

）』
（

東
京

図
書

、
20

13
年

）
授

業
内

の
作

業
80

%
、

最
終

レ
ポ

ー
ト

20
%

W
or

ks
 a
t c

la
ss

 8
0%

, F
in
al
 r
ep

or
t 2

0%

JPN 420.02JA GS



― 75 ―

授
業

題
目

　
　

Ti
tle

書
道

　
　

　
S

H
O

D
O

-J
ap

an
es

e 
C

al
lig

ra
ph

y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

福
光

 敬
子

　
　

　
FU

K
U

M
IT

S
U

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

実
習

J
日

本
語

実
習

4B
　

漢
字

研
究

JP
N

 4
13

.0
2

R
ec

.
K

Ja
pa

ne
se

 4
B
：

A
dv

an
ce

d 
Ja

pa
ne

se
: K

an
ji

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

標
は

、
日

本
に

お
け

る
書

道
を

実
習

し
、

ま
た

書
道

の
古

典
作

品
、

現
代

作
品

を
鑑

賞
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

日
本

の
文

化
に

多
面

的
に

接
し

、
理

解
を

深
め

る
こ

と
に

あ
る

。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 h

el
p 

st
ud

en
ts
 u

nd
er

st
an

d 
Ja

pa
ne

se
 

cu
lt
ur

e 
fr

om
 m

an
if
ol

d 
w
is
do

m
 a

nd
 e

xp
er

ie
nc

e 
by

 S
ho

do
, 

ca
lli
gr

ap
hy

-p
ra

ct
ic
e 
an

d 
ap

pr
ec

ia
tio

n 
of
 t
he

 c
la
ss

ic
al
 S

ho
do

 w
or

ks
 

an
d 

m
od

er
n 

on
es

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

（
1）

第
1
～

3
週

・
・

・
漢

字
の

書
体

（
篆

書
、

隷
書

、
楷

書
、

行
書

、
草

書
）

の
変

遷
を

た
ど

る
。

ま
た

、
日

本
で

の
ひ

ら
が

な
、

カ
タ

カ
ナ

の
誕

生
を

理
解

す
る

。
ひ

ら
が

な
、

カ
タ

カ
ナ

の
美

し
く

正
し

い
形

を
理

解
す

る
。

（
2）

第
4
～

5
週

・
・

・
書

道
の

用
具

の
説

明
。

小
筆

で
仮

名
を

実
習

。
変

体
仮

名
の

起
源

の
解

説
を

聞
き

、
読

み
方

を
練

習
す

る
。

ま
た

そ
れ

ら
の

使
用

例
を

臨
書

す
る

。
（

3）
第

6
～

9
週

・
・

・
漢

字
が

持
つ

意
味

の
深

さ
、

そ
れ

を
筆

で
表

現
す

る
意

味
、

書
体

の
変

遷
だ

け
で

な
く

、書
風

の
変

遷
を

知
り

、実
作

し
な

が
ら

、書
表

現
を

考
え

る
。

（
4）

第
10

～
14

週
・

・
・

書
の

古
典

作
品

を
紹

介
し

、
実

作
に

お
け

る
内

容
を

充
実

さ
せ

る
。

（
5）

第
15

週
・・

・
最

終
作

品
を

展
示

し
、各

自
が

書
道

と
作

品
に

つ
い

て
発

表
を

行
う

。
中

国
と

日
本

の
書

道
の

歴
史

、
漢

字
の

起
源

、
書

体
の

変
遷

、
仮

名
の

成
立

過
程

、
書

道
教

育
、

に
つ

い
て

概
説

を
行

い
つ

つ
、

日
本

の
伝

統
文

化
に

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

っ
て

き
た

か
を

考
え

る
。

す
べ

て
の

書
体

と
仮

名
、

変
体

仮
名

の
読

み
方

、
覚

え
方

、
書

き
方

を
学

習
す

る
こ

と
に

よ
り

、
書

道
の

古
典

作
品

の
鑑

賞
に

つ
な

げ
る

。
受

講
学

生
は

20
名

を
限

度
と

す
る

。

(1
) W

ee
k 

1
～

3・
・

・
U
nd

er
st
an

di
ng

 th
e 
tr
an

sit
io
n 

of
 fi

ve
 s
ty

le
s 
of
 K

an
ji 
, 

th
e 
bi
rt
h 

of
 H

ira
ga

na
 a
nd

 K
at
ak

an
a, 

an
d 

th
ei
r 
be

au
tif

ul
 a
nd

 p
ro

pe
r 
fig

ur
e 

(2
) W

ee
k 

4
～

5・
・

・
U
nd

er
st
an

di
ng

 h
ow

 t
o 

re
ad

 a
nd

 w
rit

e 
fiv

e 
st
yl
es

, 
K
an

a 
an

d 
H
en

ta
ig
an

a 
w
ith

 t
he

 e
xp

la
na

tio
n 

of
 it

s 
or

ig
in
. P

ra
ct
ic
in
g 

 t
he

m
 

w
ith

 S
ho

do
 to

ol
s

(3
) 
W

ee
k 

6
～

9・
・

・
Co

ns
id
er

in
g 

th
e 

ex
pr

es
si
on

 o
f 
Sh

od
o 

- 
th

e 
de

pt
h 

of
 t
he

 m
ea

ni
ng

 K
an

ji 
ha

ve
, t

he
 v

al
ue

 o
f t

he
 e
xp

re
ss
io
n 

by
 t
he

 b
lu
sh

, t
he

 
tr
an

sit
io
n 

of
 th

e 
st
yl
es

 a
nd

 th
e 
m
an

ne
rs
, m

ak
in
g 

w
or

ks
(4
) W

ee
k 

10
～

14
・

・
・

In
tr
od

uc
tio

n 
of
 th

e 
cl
as

sic
al
 S

ho
do

 w
or

ks
, m

ak
in
g 

a 
sc

ro
ll 
w
or

k
(5
) W

ee
k 

15
・

・
・

Pr
es

en
ta
tio

n 
w
ith

 o
w
n 

w
or

k
Co

ns
id
er

in
g 

ho
w
 S

ho
do

 h
as

 c
on

ce
rn

ed
 w

ith
 J
ap

an
es

e 
tr
ad

iti
on

al
 c
ul
tu

re
, 

un
de

rs
ta
nd

in
g 

th
e 
hi
st
or

y 
in
 C

hi
na

 a
nd

 J
ap

an
, t

he
 t
ra

ns
iti

on
al
 s
ty

le
s 
an

d 
m
an

ne
rs

, t
he

 th
eo

ry
 a
nd

 th
e 
ed

uc
at
io
n

Le
ar

ni
ng

 h
ow

 t
o 

re
ad

, r
em

em
be

r 
an

d 
w
ri
te
 a

ll 
st
yl
es

 a
nd

 K
an

a, 
w
hi
ch

 
w
ou

ld
 a
pp

ro
ac

h 
th

e 
ap

pr
ec

ia
tio

n 
of
 c
la
ss
ic
al
 S

ho
do

 w
or

ks
A
tt
en

da
nc

e, 
m
ax

im
um

 2
0

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t
CJ

LC
教

材
叢

書
『

留
学

生
の

た
め

の
書

道
〈

入
門

編
〉』

を
配

布
。

書
道

用
具

セ
ット

（
硯

、
下

敷
き
、

文
鎮

、
ケ

ー
ス
、

バ
ッ
グ

）
は

4
週

目
に

貸
し

出
し
し

、
最

終
日
に

返
却

す
る
。

消
耗

品
（

大
筆

、
か

な
筆

、
す

み
、

半
紙

）
は

4
週

目
に

購
入

す
る
。（

お
よ
そ

20
50

円
） 
そ

の
後

進
路

に
応
じ
て

半
紙

、
小

画
仙

紙
、

色
紙

、
仮

巻
な
ど
を
購

入
す
る
。（

お
よ
そ

10
00

円
）

Y
ou

 c
an

 g
et
 “
Ja

pa
ne

se
 c
al
lig

ra
ph

y 
fo
r 
fo
re

ig
n 
st
ud

en
ts
? 
ba

sic
 g
ui
de

-” 
w
rit

te
n 

by
 F

uk
um

its
u 

K
ei
ko

 p
ub

lis
he

d 
by

 C
JL

C.
Yo

u 
ca

n 
bo

rr
ow

 S
ho

do
 to

ol 
se
t, 
ink

 st
on

e, 
m
at
, p

ap
er
 w

eig
ht
, a

nd
 re

tu
rn

 a
t t

he
 fi
na

l c
las

s.
Y
ou

 s
ho

ul
d 

bu
y 

th
e 

co
ns

um
pt

io
n 

ar
tic

le
s, 

bi
g 

br
us

h,
 s

m
al
l 
br

us
h 

fo
r 

K
an

a, 
Su

m
i i
nk

 s
tic

k,
 H

an
sh

i p
ap

er
 (a

bo
ut

 \
20

50
)

Y
ou

 w
ill 

bu
y 
m
or
e 
H
an

sh
i p

ap
er
, s
pe

cia
l p

ap
er
, s
cr
oll

 a
cc
or
di
ng

ly
 (a

bo
ut
\1

00
0)

「
書

法
の

美
」「

日
本

書
道

史
」「

中
国

書
道

史
」「

新
書

道
字

典
」（

い
ず

れ
も

二
玄

社
）、

「
書

道
Ⅰ

」「
書

道
Ⅱ

」「
書

道
Ⅲ

」（
東

京
書

籍
）、

ほ
か

古
典

法
帖

 
多

数
“

Sh
oh

o 
no

 B
i”
 “

N
ih
on

 S
ho

do
sh

i”
 “

C
hu

go
ku

 S
ho

do
sh

i”
 

“
Sh

in
 S

ho
do

 J
ite

n”
 (N

ig
en

sh
a)

“
Sh

od
o
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

” 
(T

ok
yo

sh
os

ek
i)

V
ar

io
us

 k
in
ds

 o
f b

oo
ks

 o
f c

la
ss
ic
al
 m

as
te
rp

ie
ce

s

授
業

参
加

　
50

%
提

出
課

題
　

50
%

Be
 b

as
ed

 o
n 

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%

A
ss

ig
nm

en
ts
 +

 fi 
na

l w
or

k 
50

%

JPN 413.02J K



Research Subjects

＜研
け ん

究
きゅう

科
か

目
も く

＞

Level  300

＜中
ちゅう

級
きゅう

 intermediate ＞
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

神
話

入
門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
M

yt
ho

lo
gy

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

タ
マ

シ
・

カ
ル

メ
ン

　
　

　
TA

M
A

S

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

2 
講

義
J/

M
日

本
文

化
講

義
 IX

　
民

俗
学

入
門

C
U

L 
35

1.
02

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 IX

：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 F
ol

kl
or

e

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

は
日

本
神

話
を

紹
介

し
、

比
較

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

使
っ

て
分

析
す

る
こ

と
を

目
指

す
。  

T
hi
s 

co
ur

se
 w

ill
 d

is
cu

ss
 t
he

 J
ap

an
es

e 
m

yt
hs

 r
ec

or
de

d 
in
 t
he

 
an

ci
en

t c
hr

on
ic
le
 "K

oj
ik
i" 

fr
om

 a
 c
om

pa
ra

tiv
e 
pe

rs
pe

ct
iv
e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、日
本

神
話

の
重

要
な

テ
ー

マ
、つ

ま
り

他
界

へ
の

旅
、シ

ャ
ー

マ
ニ

ズ
ム

、
イ

ニ
シ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

や
英

雄
の

誕
生

な
ど

へ
の

旅
、

兄
弟

結
婚

、
神

の
業

、
最

初
の

英
雄

、
太

陽
崇

拝
と

シ
ャ

ー
マ

ニ
ズ

ム
を

集
中

す
る

。
比

較
分

析
を

し
な

が
ら

、
日

本
神

話
に

お
け

る
普

遍
的

な
モ

チ
ー

フ
と

思
想

の
パ

タ
ー

ン
を

明
ら

か
に

す
る

。

T
hi

s 
co

ur
se

 w
ill

 d
is
cu

ss
 r

el
ev

an
t 

th
em

es
 f

ro
m

 J
ap

an
es

e 
m
yt

ho
lo
gy

, s
uc

h 
as

 t
he

 v
oy

ag
e 

to
 t
he

 u
nd

er
w
or

ld
, s

ha
m
an

is
m
, 

in
iti

at
io
n 

pr
ac

tic
es

, o
r 
th

e 
bi
rt
h 

of
 t
he

 h
er

o. 
Ja

pa
ne

se
 m

yt
hs

 w
ill
 

be
 a

na
ly
ze

d 
fr
om

 a
 c

om
pa

ra
tiv

e 
pe

rs
pe

ct
iv
e 

in
 a

n 
at

te
m

pt
 t
o 

id
en

tif
y 

th
e 
un

iv
er

sa
l m

ot
ifs

 a
nd

 p
at
te
rn

s 
of
 th

ou
g

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

教
科

書
を

配
布

す
る

。
T
ex

tb
oo

ks
 w

ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

.

1. 『
古

事
記

』
校

注
・

訳
者

―
山

口
佳

紀
・

神
野

志
隆

光
  小

学
館

  2
00

3
2. 『

日
本

書
紀

』
①

校
注
・
訳

者
―

小
島

憲
之
・
直

木
孝

次
郎
・
西

宮
一

民
・

蔵
中

進
・

毛
利

正
守

  小
学

館
  2

00
6

1. 
T
he

 K
oj
ik
i--
Re

co
rd

s 
of
 A

nc
ie
nt

 M
at
te
rs

, t
ra

ns
la
te
d 

by
 B

.H
. 

Ch
am

be
rla

in
, C

ha
rle

s 
E.
 T

ut
tle

 C
om

pa
ny

, T
ok

yo
 1
98

1
2. 

Ni
ho

ng
i--
Ch

ro
ni
cle

s 
of
 J
ap

an
 fr

om
 th

e 
Ea

rli
es

t T
im

es
 to

 A
.D

. 6
97

, 
tr
an

sla
te
d 

by
 W

.G
. A

st
on

, C
ha

rle
s 
E.
 T

ut
tle

 C
om

pa
ny

, T
ok

yo
 1
99

8

授
業

参
加

（
50

％
）

課
題

（
50

％
）

Pa
rt
ic
ip
at
io
n 

50
%
, a

ss
ig
nm

en
ts
 5
0%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

人
の

人
生

儀
礼

と
年

中
行

事
　

　
　

Tr
ad

iti
on

al
 L

ife
 C

er
em

on
y 

&
 A

nn
ua

l f
un

ct
io

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

本
林

 靖
久

　
　

　
M

O
TO

B
AY

A
S

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 1
 

講
義

J/
M

日
本

文
化

講
義

 I　
日

本
文

化
入

門
C

U
L 

35
2.

02
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 I：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

授
業

で
は

日
本

の
伝

統
的

な
人

生
儀

礼
や

年
中

行
事

の
映

像
を

見
な

が
ら

、
解

説
し

、
日

本
文

化
に

対
す

る
幅

広
く

柔
軟

な
見

方
を

養
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

In
 t
hi
s 

cl
as

s, 
it 

se
es

 t
he

 im
ag

e 
of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
cu

ltu
re

 a
nd

 it
 is

 
ex

pl
ai
ne

d.
 

T
hi
s 
cl
as

s 
ta
ke

s 
an

 e
xp

an
siv

e 
vi
ew

 o
f J

ap
an

es
e 
cu

ltu
re

, a
nd

 a
im

s 
at
 d

ev
el
op

in
g 

a 
fle

xi
bl
e 
po

in
t o

f v
ie
w
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

人
の

伝
統

的
な

人
生

儀
礼

（
出

産
、
産

育
、
成

人
、
結

婚
、
厄

年
・
年

祝
い

、
葬

送
儀

礼
）

と
年

中
行

事
を

学
び

な
が

ら
も

、
一

方
で

、
現

代
社

会
の

中
で

、
こ

の
よ

う
な

儀
礼

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
て

い
る

の
か

を
考

え
て

み
た

い
。

T
he

se
 le

ct
ur

es
 te

ac
h 
ab

ou
t J

ap
an

es
e 
tr
ad

iti
on

al
 li
fe
 c
er

em
on

y 
(e
.g
. 

Ch
ild

bi
rt
h,
 C

om
in
g-
of
 a

ge
 c

er
em

on
y,
 M

ar
ria

ge
, F

un
er

al
, a

nd
 A

ge
 

ce
le
br

at
io
n,
) &

 a
nn

ua
l  

fu
nc

tio
n.
 

T
he

y 
al
so

 lo
ok

 a
t 
ho

w
 t
he

ir 
tr
ad

iti
on

al
 c
er

em
on

ie
s 
ha

ve
 c
ha

ng
ed

 
du

e 
to
 m

od
er

n 
so

ci
et
y.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

講
師

作
成

の
テ

キ
ス

ト
M

an
us

cr
ip
ts
 c
om

po
se

d 
by

 th
e 
le
ct
ur

er

『
人

生
儀

礼
事

典
』

倉
石

あ
つ

子
他

編
、

小
学

館
、

20
00

年
刊

『
冠

婚
葬

祭
』

宮
田

登
著

、
岩

波
新

書
、

19
99

年
刊

『
死

と
人

生
の

民
俗

学
』

新
谷

尚
紀

著
、

曜
曜

社
出

版
、

19
95

年
刊

『
日

本
人

の
一

生
～

初
心

者
の

た
め

の
宗

教
民

俗
学

入
門

～
（

上
）・（

下
）』

吉
田

清
著

、
清

文
堂

、
20

09
年

刊
『

現
代

家
庭

の
年

中
行

事
』

井
上

忠
司

＋
サ

ン
ト

リ
ー

不
易

流
行

研
究

所
、

講
談

社
現

代
新

書
、

19
93

年
刊

  

試
験

(8
0%

)・
平

常
点

(2
0%

)
ex

am
in
at
io
n 

(8
0%

) a
nd

 p
ar

tic
ip
at
io
n 

(2
0%

)

CUL 352.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

美
術

史
入

門
　

　
　

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

A
rt 

H
is

to
ry

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

井
面

 舞
　

　
　

IN
O

M
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 4
 

講
義

J/
M

日
本

文
化

講
義

 V
II
　

日
本

美
術

史
入

門
C

U
L 

35
2.

04
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 V
II：

In
tro

du
ct

io
n 

to
 A

rt 
H

is
to

ry
 in

 J
ap

an

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

伝
統

的
な

絵
画

か
ら

現
代

の
マ

ン
ガ

ま
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

日
本

の
美

術
作

品
を

鑑
賞

す
る

こ
と

で
、

日
本

の
芸

術
文

化
へ

の
理

解
を

深
め

、
ま

た
作

品
の

楽
し

み
方

を
学

ぶ
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f t

hi
s 
cl
as

s 
is 

to
 u
nd

er
st
an

d 
th

e 
ar

t c
ul
tu

re
 o
f J

ap
an

 
fr
om

 t
ra

di
tio

na
l 
pi
ct

ur
es

 t
o 

pr
es

en
t-d

ay
 M

an
ga

, a
nd

 t
o 

le
ar

n 
ha

pp
in
es

s 
to
 a
pp

re
ci
at
e 
th

e 
w
or

ks
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

絵
巻

・
掛

軸
・

屏
風

・
襖

絵
な

ど
様

々
な

形
を

し
た

日
本

の
絵

画
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
形

独
特

の
鑑

賞
の

仕
方

、
楽

し
み

方
を

紹
介

す
る

。
ま

た
日

本
の

伝
統

的
な

絵
画

が
、

実
は

現
代

の
マ

ン
ガ

と
通

じ
る

要
素

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
、

作
品

を
見

な
が

ら
確

認
し

て
い

く
。

T
he

re
 a

re
 v

ar
io
us

 f
or

m
s, 

su
ch

 a
s 

a 
pi
ct

ur
e 

sc
ro

ll 
(E

m
ak

i),
 a

 
ha

ng
in
g 

sc
ro

ll 
(K

ak
ej
ik
u)
, a

 f
ol
di
ng

 s
cr

ee
n 

(B
yo

bu
), 

an
d 

fu
su

m
a 

pa
in
tin

g 
(F

us
um

ae
), 
in
 J
ap

an
es

e 
pi
ct
ur

es
. 

In
 t
hi
s 

cl
as

s, 
w
e 

le
ar

n 
ab

ou
t 
th

os
e 

ch
ar

m
 a

nd
 t
he

 h
ow

 t
o 

en
jo
y 

th
em

.

Fu
rt
he

rm
or

e, 
w
e 

co
nf
irm

 t
ha

t 
tr
ad

iti
on

al
 J
ap

an
es

e 
pi
ct
ur

es
 h

av
e 

in
 fa

ct
 th

e 
el
em

en
ts
 w

hi
ch

 le
ad

s 
to
 M

an
ga

, l
oo

ki
ng

 a
t t

he
 w

or
ks

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

榊
原

悟
、『

日
本

絵
画

の
あ

そ
び

』（
岩

波
書

店
、

19
98

）
Sa

ka
ki

ba
ra

 S
at

or
u,

 "
N
ih

on
ka

ig
a 

no
 A

so
bi

", 
Iw

an
am

ish
ot
en

, 1
99

8

授
業

参
加

(5
0%

)、
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
Fi

na
l r

ep
or

t (
50

%
)

CUL 352.04J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

大
阪

の
勉

強
し

ょ
う

か
　

　
　

　
W

hy
 d

on
’t 

yo
u 

st
ud

y 
O

sa
ka

? 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

嶋
本

 隆
光

　
　

　
S

H
IM

A
M

O
TO

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

演
習

J/
M

日
本

文
化

研
究

 II
I　

地
域

文
化

研
究

C
U

L 
35

2.
08

S
em

.
R

R
es

ea
rc

h 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 II

I：
S

tu
di

es
 in

 J
ap

an
es

e 
Lo

ca
l C

ul
tu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

CJ
LC

で
学

ぶ
留

学
生

が
学

習
の

場
所

と
し

て
選

ん
だ

大
阪

に
つ

い
て

、
広

く
浅

く
学

ぶ
こ

と
。

T
o 

ge
t 
to
 k

no
w
 a

 li
tt
le
 b

it 
of
 e

ve
ry

th
in
g 

ab
ou

t 
O
sa

ka
, w

hi
ch

 y
ou

 
ha

ve
 c
ho

se
n 

as
 a
 p

la
ce

 w
he

re
 y

ou
 s
tu

dy
 J
ap

an
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

本
講

義
は

2
つ

の
部

分
か

ら
構

成
さ

れ
る

。

①
 教

科
書

、
そ

の
ほ

か
の

資
料

を
用

い
て

大
阪

の
歴

史
、
文

化
、
社

会
、
人

々
に

つ
い

て
学

ぶ
。

②
 ①

を
行

っ
た

う
え

で
、実

際
に

大
阪

の
町

を
歩

い
て

、頭
で

は
な

く
「

足
で

」
大

阪
を

体
験

す
る

。

　
秋

セ
メ

ス
タ

ー
に

2
回

「
大

阪
の

町
歩

き
」

を
行

う
予

定
。

　
予

定
地

：
鶴

橋
国

際
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
四

天
王

寺
、

新
世

界
、

松
屋

町
、

大
阪

天
満

宮
な

ど

　（
知

的
能

力
以

上
に

体
力

を
要

す
る

場
合

が
あ

る
）

T
hi
s 
cl
as

s 
co

ns
ist

s 
of
 tw

o 
pa

rt
s;

①
 T

o 
st
ud

y 
ab

ou
t 
hi
st
or

y,
 s
oc

ie
ty

, c
ul
tu

re
 (i
nc

lu
di
ng

 fo
od

), 
pe

op
le
 

of
 O

sa
ka

,et
c.,
 th

ro
ug

h 
re

ad
in
g 

th
e 
te
xt

bo
ok

,

②
 A

fte
r 
ha

vi
ng

 d
on

e 
th

e 
ab

ov
e 

w
or

k,
 w

e 
ar

e 
to
 g

o 
ou

t 
di
re

ct
ly
 

in
to

 t
he

 c
it
y 

of
 O

sa
ka

. 
T
hi

s 
cl
as

s 
m

ay
 r

eq
ui

re
 y

ou
r 

py
si
ca

l 
st
re

ng
th

 m
or

e 
th

an
 m

en
ta

l 
on

e 
as

 o
nc

e 
to

ld
 b

y 
on

e 
F
re

nc
h 

st
ud

en
t "

W
e 
ha

ve
 to

 th
in
k 

in
 th

is 
cl
as

s 
by

 fe
et
 in

st
ea

d 
of
 h

ea
d.
"

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

留
学

生
の

た
め

の
大

阪
読

本
T
he

 t
ex

tb
oo

k 
(O

sa
ka

 R
ea

di
ng

 f
or

 F
or

ei
gn

 
st
ud

en
ts
)

必
要

に
応

じ
て

授
業

で
配

布
す

る
T
o 
be

 d
ist

rib
ut

ed
 w

he
n 

ne
ce

ss
ar

y

①
出

席
　

　
　

50
%

②
町

歩
き

　
　

30
%

③
リ

ポ
ー

ト
　

20
%

1. 
cl
as

s 
at
te
nd

an
ce

  5
0%

2. 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

in
 F

W
 3
0%

3. 
Fi

na
l p

ap
er

 2
0%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

比
較

文
化

研
究

入
門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 S
ut

di
es

 fo
r c

om
pa

ra
tiv

e 
C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

岩
井

 茂
樹

　
　

　
IW

A
I. 

S

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

演
習

J/
M

日
本

文
化

研
究

 V
　

比
較

文
化

研
究

C
U

L 
35

2.
10

S
em

.
R

R
es

ea
rc

h 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 V

：
S

tu
di

es
 in

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

比
較

文
化

研
究

を
行

う
に

あ
た

っ
て

必
要

な
知

識
と

方
法

を
提

供
す

る
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f t

hi
s 
cl
as

s 
is 

to
 p

ro
vi
de

 s
om

e 
es

se
nc

ia
l k

no
w
le
dg

es
 

an
d 

m
et

ho
ds

 f
or

 t
he

 c
om

pa
ra

ti
ve

 c
ul

tu
ra

l 
st

ud
ie
s 

th
ro

ug
h 

le
ct
ur

es
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

建
築

や
、

和
食

な
ど

日
本

の
文

化
、

と
り

わ
け

衣
・

食
・

住
に

関
す

る
ト

ピ
ッ

ク
を

中
心

に
し

た
授

業
を

行
う

。
A
s 

th
e 

pr
ep

ar
at
io
n 

fo
r 

th
e 

re
se

ar
ch

 o
f 
th

e 
co

m
pa

ra
tiv

e 
cu

ltu
ra

l 
st
ud

ie
s, 

it 
is
 n

ec
es

sa
ry

 t
o 

co
m
pr

eh
en

d 
a 

cu
ltu

re
 d

ee
pl
y 

at
 f
ir
st
 

st
ag

e. 
In

 t
hi
s 
se

m
es

te
r, 

th
e 

hi
st
or

y 
an

d 
fe
at
ur

es
 o

n 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 

fo
od

s, 
cl
ot
he

s, 
ar

ch
ite

ct
ur

es
, a

nd
 s
o 
on

 a
re

 th
e 
to
pi
cs

 o
f t

hi
s 
cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

特
に

な
し

。
N
/A

特
に

な
し

。
N
/A

出
席

点
：

70
%
、

課
題

レ
ポ

ー
ト

：
30

%
A
tt
en

da
nt

: 7
0%

, fi
 n
al
 r
ep

or
t: 

30
%

CUL 352.10J/M R



― 82 ―

授
業

題
目

　
　

Ti
tle

茶
と

茶
の

文
化

　
　

　
Te

a 
an

d 
te

a 
cu

ltu
re

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

久
岡

 明
穂

　
　

　
H

IS
A

O
K

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 2
 

演
習

J/
M

日
本

文
化

演
習

 V
　

日
本

文
化

と
茶

道
C

U
L 

35
2.

14
S

em
.

R
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 V

：
Th

e 
w

ay
 o

f t
ea

 a
nd

 J
ap

an
es

e 
cu

ltu
re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

茶
の

文
化

に
つ

い
て

の
知

識
を

身
に

つ
け

る
St

ud
en

ts
 le

ar
n 

te
a 
an

d 
te
a 
cu

ltu
re

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

（
1）

茶
と

茶
の

文
化

茶
道

の
歴

史
、

茶
道

と
煎

茶
道

、
茶

葉
、

茶
菓

子
、

茶
席

の
し

つ
ら

い

（
2）

点
前

の
意

義
と

お
客

の
心

得

（
3）

受
講

生
の

ス
ピ

ー
チ

：
世

界
の

お
茶

の
文

化

＊
受

講
生

の
人

数
に

よ
り

、
煎

茶
道

点
前

の
実

演
ま

た
は

体
験

を
和

室
で

行
い

ま
す

。

(1
) T

ea
 a
nd

 te
a 
cu

ltu
re

s

H
ist

or
y 

of
 t
ea

, p
ow

de
re

d 
te
a 

ce
re

m
on

y 
an

d 
gr

ee
n 

te
a 

ce
re

m
on

y,
 

te
a 
le
av

es
, J

ap
an

es
e 
sw

ee
ts
, s

et
tin

g 
up

 a
 te

a 
ce

re
m
on

y.

(2
) T

ea
 c
er

em
on

y 
an

d 
gu

es
t-m

an
ne

rs

(3
) S

tu
de

nt
s 
sp

ee
ch

es
; T

ea
 c
ul
tu

re
s 
in
 th

e 
w
or

ld

＊
 I
f 
po

ss
ib
le
, s

tu
de

nt
s 

ch
al
le
ng

e 
th

e 
pe

rf
or

m
an

ce
 o

f 
gr

ee
n 

te
a 

ce
re

m
on

y 
in
 J
ap

an
es

e 
ro

om
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
。

実
演

・
体

験
の

授
業

日
は

、
茶

葉
・

菓
子

代
自

己
負

担
。（

1
回

30
0
～

50
0
円

）
M

at
er

ia
ls 

pr
ep

ar
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

.
A
t 
a 

pe
rf
or

m
an

ce
 o

f 
gr

ee
n 

te
a 

ce
re

m
on

y,
 y

ou
 s

ho
ul
d 

pa
y 

th
e 

co
st
 o

f 
te
a 

le
af
 a

nd
 J
ap

an
es

e 
sw

ee
ts
. (
50

0J
PY

 
pe

r 
a 
ce

re
m
on

y)

  

授
業

参
加

80
%
・

レ
ポ

ー
ト

（
発

表
）

20
%

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

80
%

Sp
ee

ch
 2
0%

CUL 352.14J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

史
入

門
　

　
　

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

H
is

to
ry

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

佐
野

 方
郁

　
　

　
S

A
N

O

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 5
 

講
義

J/
M

日
本

文
化

講
義

 V
　

日
本

史
入

門
C

U
L 

35
3.

02
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 V
：

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

H
is

to
ry

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
歴

史
に

関
す

る
基

本
的

知
識

を
取

得
す

る
。

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 
of
 th

is 
cl
as

s 
is 

to
 le

ar
n 

ba
sic

 k
no

w
le
dg

e 
of
 J
ap

an
es

e 
hi
st
or

y.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

ク
ラ

ス
は

、
日

本
の

歴
史

を
ほ

と
ん

ど
勉

強
し

た
こ

と
の

な
い

学
生

が
、

原
始

時
代

か
ら

近
代

ま
で

の
日

本
の

歴
史

を
勉

強
す

る
た

め
の

ク
ラ

ス
で

す
。

講
義

で
使

う
テ

キ
ス

ト
は

『
留

学
生

の
た

め
の

日
本

史
』

で
す

。
授

業
の

内
容

は
次

の
通

り
で

す
。

（
1）

 授
業

の
説

明
／

プ
レ

ー
ス

メ
ン

ト
・

テ
ス

ト
（

2）
 い

つ
の

時
代

で
す

か
？

（
3）

 ひ
と

が
す

む
 ―

石
器

か
ら

土
器

へ
―

（
4）

 米
を

つ
く

る
 ―

農
耕

と
金

属
器

の
時

代
―

（
5）

 統
一

政
権

の
誕

生
 ―

古
墳

の
時

代
―

（
6）

 古
代

国
家

の
形

成
 ―

律
令

の
時

代
―

（
7）

 律
令

国
家

の
変

容
 ―

貴
族

の
時

代
―

（
8）

 武
士

政
権

の
登

場
 ―

貴
族

と
武

士
の

二
重

政
権

―
（

9）
  筆

記
試

験
（

1）
（

10
） 
武

士
社

会
の

展
開

 ―
庶

民
と

戦
国

大
名

の
台

頭
―

（
11

） 
全

国
統

一
の

完
成

 ―
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

人
の

来
航

と
日

本
―

（
12

） 
幕

藩
体

制
の

確
立

 ―
身

分
制

と
鎖

国
の

時
代

―
（

13
） 
開

港
と

日
本

の
近

代
化

 ―
明

治
維

新
の

時
代

―
（

14
） 
帝

国
憲

法
体

制
の

展
開

 ―
立

憲
主

義
か

ら
軍

国
主

義
へ

―
（

15
） 
筆

記
試

験
（

2）

T
hi
s 

cl
as

s 
is
 d

es
ig
ne

d 
fo
r 

st
ud

en
ts
 w

ho
 h

av
e 

ha
rd

ly
 s

tu
di
ed

 J
ap

an
es

e 
H
is
to

ry
 

in
 t
he

ir
 o

w
n 

co
un

tr
ie
s. 

In
 t
hi
s 

cl
as

s 
w
e 

w
ill
 s

tu
dy

 J
ap

an
es

e 
hi
st
or

y 
fr
om

 t
he

 
pr

im
iti
ve

 p
er

io
d 

to
 th

e 
m
od

er
n 

pe
rio

d.
 

T
op

ic
s 
co

ve
re

d 
on

 th
is 

cl
as

s 
ar

e 
as

 b
el
ow

.
(1
) I

nt
ro

du
ct
io
n 

to
 th

e 
Cl

as
s/

 P
la
ce

m
en

t t
es

t
(2
) W

ha
t a

re
 p

er
io
ds

 o
f J

ap
an

es
e 
H
ist

or
y 

?
(3
) E

ar
ly
 In

ha
bi
ta
nt

s 
in
 J
ap

an
: F

ro
m
 s
to
ne

 to
ol
s 
to
 p

ot
te
ry

(4
) G

ro
w
in
g 

ric
e: 

In
tr
od

uc
tio

n 
of
 A

gr
ic
ul
tu

re
 a
nd

 M
et
al
 to

ol
s

(5
) C

re
at
io
n 

of
 a
 U

ni
te
d 

St
at
e: 

A
ge

 o
f G

re
at
 T

om
bs

(6
) F

or
m
at
io
n 

of
 J
ap

an
es

e 
A
nc

ie
nt

 S
ta
te
: A

ge
 o
f R

ist
ur

yo
 C

od
es

(7
) T

ra
ns

fo
rm

at
io
n 

of
 R

ist
u-
ry

o 
St

at
e: 

A
ge

 o
f C

ou
rt
 N

ob
le
s

(8
) R

ise
 o
f W

ar
rio

r 
Ru

le
: A

ut
ho

rit
y 
Sp

ilt
 b
et
w
ee

n 
Co

ur
t N

ob
le
s 
an

d 
Fe

ud
al
 W

ar
lo
rd

s
(9
) P

ap
er

 T
es

t(1
)

(1
0)
 D

ev
el
op

m
en

t o
f W

ar
rio

r 
So

cie
ty
: R

ise
 o
f C

om
m
on

er
s 
an

d 
W

ar
rin

g 
St
at
es

’ D
ai
m
yo

(1
1)
 C

om
pl
et
io
n 

of
 N

at
io
na

l U
ni
ty

: C
om

in
g 

of
 E

ur
op

ea
ns

 to
 J
ap

an
(1
2)
 C

on
so

lid
at
io
n 

of
 B

ak
u-
ha

n 
Sy

st
em

: A
ge

 o
f F

eu
da

l C
la
ss

 D
iv
isi

on
s 
an

d 
N
at
io
na

l 
Se

cl
us

io
n

(1
3)
 O

pe
n 

Po
rt
s 
an

d 
Ja

pa
n’
s 
m
od

er
ni
za

tio
n:
 M

ei
ji 
Re

st
or

at
io
n

(1
4)
 D

ev
el
op

m
en

t 
of

 C
on

st
it
ut

io
na

l 
G
ov

er
nm

en
t: 

F
ro

m
 C

on
st

it
ut

io
na

lis
m

 t
o 

M
ili
ta
ris

m
(1
5)
 P

ap
er

 T
es

t(2
)

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
留

学
生

の
た

め
の

日
本

史
』（

山
川

出
版

社
、

19
90

年
）

  
出

席
点

(5
0%

) /
 参

加
点

(1
0%

)/
 筆

記
試

験
 ×

2回
(4
0%

)
Cl

as
s 
A
tt
en

da
nc

e 
(5
0%

) /
 C

la
ss
 P

ar
tic

ip
at
io
n 
(1
0%

) 
/ 
Pa

pe
r 
T
es

t X
 2
 (4

0%
)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

の
テ

レ
ビ

ヒ
ー

ロ
ー

　
　

　
H

er
oe

s 
on

 T
el

ev
is

io
n 

in
 J

ap
an

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

加
藤

 均
　

　
　

K
AT

O
. H

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 4
 

演
習

J/
M

日
本

文
化

研
究

 V
II
　

宗
教

文
化

研
究

C
U

L 
35

6.
04

S
em

.
R

R
es

ea
rc

h 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 V

II：
To

pi
cs

 in
 R

el
ig

io
n 

C
ul

tu
re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

本
授

業
で

は
19

60
年

代
後

半
に

テ
レ

ビ
に

登
場

し
た

2
大

ヒ
ー

ロ
ー

、
ウ

ル
ト

ラ
マ

ン
と

仮
面

ラ
イ

ダ
ー

を
取

り
上

げ
、

高
度

経
済

成
長

期
の

日
本

社
会

が
求

め
た

ヒ
ー

ロ
ー

像
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

In
 t
hi
s 

co
ur

se
 w

e 
w
ill
 t
re

at
 t
w
o 

po
pu

la
r 

he
ro

es
, U

ltr
am

an
 a

nd
 

K
am

en
 R

id
er

, t
ha

t 
ap

pe
ar

ed
 o

n 
te
le
vi
sio

n 
in
 t
he

 la
te
 1

96
0’s

, w
ith

 
th

e 
ai
m
 o
f u

nd
er

st
an

di
ng

 a
 v

ita
l a

sp
ec

t 
of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
so

ci
et
y 

in
 

th
e 
ra

pi
d-
gr

ow
th

 p
er

io
d.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
は

以
下

の
テ

ー
マ

を
取

り
上

げ
る

。

(1
)ヒ

ー
ロ

ー
に

関
す

る
類

型
論

(2
) 1

96
0
年

代
後

半
の

社
会

背
景

(3
)ウ

ル
ト

ラ
マ

ン
の

一
般

的
特

徴
(4
)ウ

ル
ト

ラ
マ

ン
と

安
全

保
障

(5
)1
97

0
年

前
半

の
社

会
背

景
(6
)仮

面
ラ

イ
ダ

ー
の

一
般

的
特

徴
(7
)仮

面
ラ

イ
ダ

ー
と

環
境

問
題

(8
)テ

レ
ビ

ヒ
ー

ロ
ー

と
高

度
成

長
期

の
日

本
社

会

hi
s 
co

ur
se

 c
ov

er
s 
th

e 
fo
llo

w
in
g 

to
pi
cs

:

(1
) T

yp
ol
og

y 
of
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 h

er
o

(2
) S

oc
ia
l c

on
di
tio

ns
 in

 th
e 
la
te
 1
96

0’s
(3
) C

ha
ra

ct
er

ist
ic
s 
of
 U

ltr
am

an
(4
) U

ltr
am

an
 a
nd

 n
at
io
na

l s
ec

ur
ity

(5
) S

oc
ia
l c

on
di
tio

ns
 in

 th
e 
ea

rly
 1
97

0’s
(6
) C

ha
ra

ct
er

ist
ic
s 
of
 K

am
en

 R
id
er

(7
) K

am
en

 R
id
er

 a
nd

 e
nv

iro
nm

en
ta
l p

ro
bl
em

s
(8
) T

V
 h

er
oe

s 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 s
oc

ie
ty

 in
 th

e 
ra

pi
d-
gr

ow
th

 p
er

io
d

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

コ
ー

ス
パ

ッ
ク

を
配

布
す

る
Co

ur
se

-p
ac

k 
pr

ov
id
ed

論
述

試
験

(8
0%

)・
平

常
点

(2
0%

)
fi n

al
 e
ss

ay
 s
ty

le
 e
xa

m
in
at
io
n 

(8
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(2
0%

)

CUL 356.04J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

の
方

言
　

　
　

Ja
pa

ne
se

 d
ia

le
ct

s 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

村
田

　
真

実
　

　
　

M
U

R
AT

A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

講
義

J/
M

日
本

語
学

講
義

 I　
日

本
語

学
入

門
（

方
言

）
LI

N
 3

30
.0

2
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
ng

ui
st

ic
s 

I：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
;D

ia
le

ct

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
の

伝
統

的
な

地
域

方
言

に
深

い
関

心
を

持
つ

こ
と

。
大

阪
方

言
を

通
じ

て
、

方
言

研
究

の
基

本
的

な
知

識
・

技
能

を
身

に
つ

け
る

こ
と

。

T
o 
cu

lti
va

te
 d

ee
p 

in
te
re

st
s 
in
 tr

ad
iti

on
al
 d

ia
le
ct
s 
in
 J
ap

an
T
o 
le
ar

n 
(o
r 
m
as

te
r) 

ba
sic

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
sk

ill
s 
on

 d
ia
le
ct
 s
tu

di
es

 
by

 s
ur

ve
yi
ng

 O
sa

ka
 d

ia
le
ct

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

前
半

は
既

存
の

言
語

地
図

を
、

後
半

は
談

話
資

料
を

用
い

て
、

大
阪

方
言

の
特

徴
を

調
べ

る
方

法
を

学
ぶ

。
成

果
は

レ
ポ

ー
ト

に
し

て
報

告
す

る
こ

と
。

＜
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
＞

1.　
ガ

イ
ダ

ン
ス

2.　
概

論
（

社
会

言
語

学
に

お
け

る
地

域
言

語
論

の
位

置
づ

け
、

方
言

研
究

の
意

義
、

日
本

語
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

知
る

）
3-
7.　

言
語

地
図

の
分

析
8.　

中
間

発
表

（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
9-
14

. 　
談

話
資

料
の

分
析

15
.　

レ
ポ

ー
ト

提
出

Le
ar

n 
ho

w
 t
o 

fin
d 

ch
ar

ac
te

ri
st
ic
 f
ea

tu
re

s 
of
 O

sa
ka

 d
ia
le
ct

 b
y 

us
in
g 

lin
gu

ist
ic
 m

ap
s 
(th

e 
fir

st
 h

al
f o

f t
he

 t
er

m
) a

nd
 c
on

ve
rs

at
io
n 

da
ta
 (t

he
 la

tt
er

 h
al
f).
 A

 te
rm

 p
ap

er
 w

ill
 b

e 
as

sig
ne

d.

<C
ou

rs
e 
Sc

he
du

le
>

1. 
O
rie

nt
at
io
n

2.
 I

nt
ro

du
ct

io
n 

to
 d

ia
le
ct

ol
og

y:
 t

he
 r

ol
e 

of
 g

eo
lin

gu
is
ti
cs

 i
n 

so
ci
ol
in
gu

ist
ic
s; 

th
e 
ai
m
s 
of
 d

ia
le
ct
ol
og

y;
 v

ar
ia
tio

ns
 in

 J
ap

an
es

e.
3-
7. 

A
na

ly
ze

 th
e 
da

te
 o
n 

lin
gu

ist
ic
 m

ap
s

8. 
M

id
te
rm

 r
ep

or
t (

in
cl
ud

in
g 

a 
pr

es
en

ta
tio

n)
9-
14

. A
na

ly
ze

 c
on

ve
rs

at
io
n 

da
ta

15
. F

in
al
 p

ap
er

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

指
定

な
し

『
日

本
方

言
大

辞
典

』
小

学
館

『
都

道
府

県
別

 全
国

方
言

辞
典

』
三

省
堂

『
全

国
方

言
談

話
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 日

本
の

ふ
る

さ
と

こ
と

ば
集

成
』

国
立

国
語

研
究

所
『

日
本

言
語

地
図

』
国

立
国

語
研

究
所

『
方

言
文

法
全

国
地

図
』

国
立

国
語

研
究

所
『

大
阪

の
こ

と
ば

地
図

』
和

泉
書

院

中
間

発
表

(5
0%

)、
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Pr

es
en

ta
tio

n 
(5
0%

), 
Pa

pe
r 
(5
0%

)

LIN 330.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
の

デ
ー

タ
に

基
づ

く
意

味
論

概
説

　
　

　
A

n 
O

ve
rv

ie
w

 o
f L

in
gu

is
tic

 S
em

an
tic

s 
B

as
ed

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 D
at

a 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

今
井

 忍
　

　
　

IM
A

I

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

講
義

J/
M

日
本

語
学

講
義

 II
　

日
本

語
学

入
門

（
意

味
論

）
LI

N
 3

30
.0

4
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
ng

ui
st

ics
 II
：

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

; S
em

an
tic

s

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

言
語

学
の

基
本

的
な

分
野

で
あ

る
意

味
論

に
つ

い
て

日
本

語
の

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

概
説

す
る

。
こ

の
分

野
の

基
本

的
な

概
念

と
そ

れ
に

関
連

す
る

研
究

史
を

中
心

に
解

説
す

る
。

In
 t
hi

s 
cl
as

s, 
w
e 

gi
ve

 a
n 

ou
tli

ne
 o

f 
lin

gu
is
tic

 s
em

an
tic

s. 
W

e 
in
tr
od

uc
e 

so
m
e 

ba
sic

 is
su

es
 o

f 
th

e 
fie

ld
 a

nd
 r
ev

ie
w
 t
he

 r
es

ea
rc

h 
hi
st
or

y.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
概

念
を

取
り

上
げ

る
予

定
で

あ
る

。

●
論

理
的

含
意

●
上

位
語

・
下

位
語

●
同

義
語

・
反

義
語

●
成

分
分

析
●

前
提

●
メ

タ
フ

ァ
ー

・
メ

ト
ニ

ミ
ー

・
シ

ネ
ク

ド
キ

ー
●

意
味

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ

T
he

 c
on

ce
pt

s 
to
 b

e 
in
tr
od

uc
ed

 in
 th

e 
cl
as

s 
ar

e 
as

 fo
llo

w
s:

-e
nt

ai
lm

en
t

-h
yp

on
ym

y
-sy

no
ny

m
s 
an

d 
an

to
ny

m
s

-c
om

po
ne

nt
ia
l a

na
ly
sis

-p
re

su
pp

os
iti

on
-m

et
ap

ho
r, 

m
et
on

ym
y 

an
d 

sy
ne

cd
oc

he
-se

m
an

tic
 p

ro
to
ty

pe

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

を
使

用
す

る
H
an

do
ut

s

金
水

敏
・

今
仁

生
美

／
意

味
と

文
脈

（
現

代
言

語
学

入
門

4）
／

岩
波

書
店

／
40

00
06

69
43

林
栄

一
・

小
泉

保
 編

／
言

語
学

の
潮

流
／

勁
草

書
房

／
43

26
15

21
09

そ
の

他
、

授
業

中
に

紹
介

す
る

K
in

su
i, 

S.
 a

nd
 I
. I

m
an

i 
/ 

Im
i 
to

 b
un

m
ya

ku
 (
M

ea
ni

ng
 a

nd
 

Co
nt

ex
t) 

/ 
Iw

an
am

i S
ho

te
n 

/ 
40

00
06

69
43

H
ay

as
hi

, 
E
. 
an

d 
T
. 
K
oi
zu

m
i 
ed

s.
 /

 G
en

da
i 
G
en

go
ga

ku
 n

o 
C
ho

-r
yu

 (
T
re

nd
s 

in
 M

od
er

n 
Li

ng
ui

st
ic
s)
 /

 K
ei
so

 S
ho

bo
 /

 
43

26
15

21
09

平
常

点
（

出
席

、
議

論
へ

の
参

加
、

小
テ

ス
ト

）：
40

%
最

終
試

験
：

60
%

A
tt
en

da
nc

e,
 p

ar
ti
ci
pa

ti
on

 i
n 

di
sc

us
si
on

 a
nd

 
qu

iz
ze

s: 
40

%
Fi

na
l e

xa
m
in
at
io
n:
 6
0%

LIN 330.04J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

語
用

論
と

日
本

語
文

法
　

　
　

P
ra

gm
at

ic
s 

an
d 

Ja
pa

ne
se

 G
ra

m
m

ar
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

中
田

 一
志

　
　

　
N

A
K

AT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 3
 

講
義

J/
M

日
本

語
学

講
義

 IV
　

日
本

語
学

入
門

（
語

用
論

）
LI

N
 3

30
.0

6
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
ng

ui
st

ics
 IV

：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
; P

ra
gm

at
ics

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

語
用

論
を

学
び

、
日

本
語

の
文

法
現

象
に

つ
い

て
議

論
す

る
。

T
hr

ou
gh

 le
ar

ni
ng

 p
ra

gm
at
ic
s, 

w
e 
w
ill
 d

isc
us

s 
co

nt
ro

ve
rs

ia
l i
ss

ue
s 

of
 th

e 
gr

am
m
ar

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

主
な

ト
ピ

ッ
ク

は
次

の
通

り
。

1.
直

示
2.

推
意

3.
前

提
4.

言
語

行
為

5.
談

話
分

析
6.

丁
寧

さ

ま
た

、
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

授
業

も
予

定
し

て
い

る
。

M
ai
n 

to
pi
cs

 a
re

:

1. 
D
ei
xi
s

2. 
Im

pl
ic
at
ur

e
3. 

Pr
es

up
po

sit
io
n

4. 
Sp

ee
ch

 A
ct

5. 
D
isc

ou
rs

e 
A
na

ly
sis

6. 
Po

lit
en

es
s

Gu
es

t s
pe

ak
er

s 
sc

he
du

le
d.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

で
配

布
す

る
。

D
ist

rib
ut

ed
 in

 C
la
ss

es

小
泉

保
編

『
入

門
語

用
論

研
究

』
研

究
社

K
oi

zu
m

i, 
T
am

ot
su

 e
d.

 N
yu

um
on

 G
oy

oo
ro

n 
K
en

ky
u.
 K

en
ky

uu
sh

a.

授
業

参
加

60
%
、

期
末

試
験

40
%

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

60
%
, fi
 n
al
 e
xa

m
in
at
io
n 

40
%

LIN 330.06J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
に

お
け

る
「

主
語

」
に

つ
い

て
　

　
　

A 
S

tu
dy

 o
f '

S
ub

je
ct

' i
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

荘
司

 育
子

　
　

　
S

H
O

JI

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 5
 

講
義

J/
M

日
本

語
学

講
義

 V
　

日
本

語
学

入
門

（
形

態
論

・
統

語
論

）
LI

N
 3

30
.0

8
Le

c.
R

Le
ctu

re
 C

ou
rs

e 
on

 Ja
pa

ne
se

 L
ing

uis
tic

s V
：

In
tro

du
cti

on
 to

 Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e;
 M

or
ph

olo
gy

 a
nd

 S
yn

ta
x

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

語
の

構
文

を
考

え
る

際
に

、「
主

語
」

と
い

う
概

念
が

有
効

に
働

か
な

い
場

合
が

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
ひ

い
て

は
多

く
の

日
本

語
学

習
者

が
陥

る
問

題
、

い
わ

ゆ
る

助
詞

「
は

」
と

「
が

」
の

使
い

分
け

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

理
解

を
深

め
る

.

T
hi
s 
cl
as

s 
w
ill
 f
oc

us
 it

s 
at
te
nt

io
n 

on
 t
he

 d
ef
in
iti

on
 o

f 
‘S
ub

je
ct
’ i
n 

Ja
pa

ne
se

 s
en

te
nc

e 
pa

tt
er

ns
. A

llo
w
in
g 

fo
r 

th
e 

‘S
ub

je
ct
’ p

ro
bl
em

, 
th

e 
di
ffe

re
nc

e 
be

tw
ee

n 
pa

rt
ic
le
s 
‘W

A
’ a

nd
 ‘G

A
’ w

ill
 b

e 
ex

am
in
ed

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

は
大

き
く

次
の

三
つ

の
点

に
つ

い
て

順
に

取
り

扱
っ

て
い

く
。

1.
日

本
語

の
構

文
に

つ
い

て
基

本
と

な
る

日
本

語
の

構
文

の
種

類
を

い
く

つ
か

挙
げ

、
そ

れ
ら

を
文

法
的

に
説

明
す

る
場

合
に

使
用

さ
れ

る
表

現
（

文
法

用
語

）
を

学
ぶ

。
2.「

主
語

」
と

は
？

文
法

用
語

と
し

て
一

般
に

使
用

さ
れ

る
「

主
語

」
と

は
一

体
何

を
指

す
の

か
、

ま
た

そ
の

機
能

と
は

何
で

あ
る

か
、

日
本

語
の

構
文

に
は

「
主

語
」

が
あ

る
の

か
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

3.
助

詞
「

は
」

と
「

が
」

日
本

語
に

あ
る

数
々

の
助

詞
の

中
で

、
な

ぜ
「

は
」

と
「

が
」

だ
け

が
問

題
に

な
る

の
か

、「
は

」
と

「
が

」
そ

れ
ぞ

れ
の

性
質

を
概

観
し

、
関

連
す

る
文

法
事

象
「

格
助

詞
」「

ウ
ナ

ギ
文

」「
日

本
語

の
語

順
」

に
つ

い
て

も
考

察
す

る
こ

と
で

、「
は

」
と

「
が

」
の

理
解

を
さ

ら
に

深
め

る
。

T
hi
s 
cl
as

s 
w
ill
 c
on

ce
nt

ra
te
 o
n 

th
e 
fo
llo

w
in
g 

iss
ue

s. 
1. 

 S
en

te
nc

e 
St

ru
ct
ur

es
 in

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
. 

T
o 
le
ar

n 
te
ch

ni
ca

l t
er

m
s 
an

d 
co

nc
ep

ts
 in

 s
yn

ta
x.

St
ud

en
ts
 w

ill
 b

e 
ex

pe
ct

ed
 t
o 

su
cc

ee
d 

in
 e

xp
la
in
in
g 

se
nt

en
ce

 
st
ru

ct
ur

es
 u

sin
g 

th
os

e 
gr

am
m
at
ic
al
 w

or
ds

.
2. 

 D
ef
in
iti

on
 o
f ‘
Su

bj
ec

t’ 
in
 J
ap

an
es

e.
C
om

pa
re

d 
w
ith

 E
ng

lis
h,
 w

e 
w
ill
 c

on
si
de

r 
th

e 
si
gn

ifi
ca

nc
e 

of
 

su
bj
ec

t i
n 

Ja
pa

ne
se

 s
en

te
nc

es
.

3. 
 P

ar
tic

le
 ‘W

A
’ a

nd
 ‘G

A
’ 

Fr
om

 t
he

 c
on

sid
er

at
io
n 

of
 ‘S

ub
je
ct
’ a

nd
 t
he

 fu
nc

tio
ns

 o
f p

ar
tic

le
s, 

w
e 
w
ill
 r
ea

liz
e 
th

e 
ca

us
e 
of
 d

iff
ic
ul
tie

s 
in
 u

sin
g 

‘W
A
’ a

nd
 ‘G

A
’. W

e 
w
ill
 a

ls
o 

ta
ke

 u
p 

ot
he

r 
gr

am
m
at
ic
al
 t
op

ic
s 

co
nc

er
ni
ng

 ‘W
A
’ a

nd
 

‘G
A
’; C

as
e 
pa

rt
ic
le
s, 

th
e 
U
N
A
GI

-se
nt

en
ce

, t
he

 w
or

d 
or

de
r.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

   
 

野
田

尚
史

「
日

本
語

文
法

セ
ル

フ
・

マ
ス

タ
ー

シ
リ

ー
ズ

　
1　

は
と

が
」

く
ろ

し
お

出
版

 （
19

85
）

寺
村

秀
夫

ほ
か

「
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

日
本

文
法

」
お

う
ふ

う
（

19
87

）  

授
業

参
加

（
80

%
以

上
）

及
び

学
期

末
試

験
Cl

as
s 

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

(8
0%

 a
nd

 m
or

e)
 b

es
id
es

 f
in
al
 

ex
am

in
at
io
n.

LIN 330.08J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
教

育
学

入
門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge
 T

ea
ch

in
g 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

門
脇

 薫
　

　
　

K
A

D
O

W
A

K
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 5
 

講
義

J/
M

日
本

語
学

講
義

 II
I　

日
本

語
教

育
学

概
論

LI
N

 3
33

.0
2

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

ng
ui

st
ic

s 
III
：

To
pi

cs
 in

 J
ap

an
es

e 
P

ed
ag

og
y

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

外
国

語
と

し
て

の
日

本
語

教
育

の
専

門
知

識
に

つ
い

て
の

基
礎

を
学

ぶ
T
o 
ac

qu
ire

 t
he

 fu
nd

am
en

ta
l k

no
w
le
dg

e 
ab

ou
t 
‘T

ea
ch

in
g 

Ja
pa

ne
se

 
as

 a
 F

or
eg

in
 L

an
gu

ag
e’

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

（
1）

日
本

語
学

習
者

（
2）

学
習

目
的

と
コ

ー
ス

デ
ザ

イ
ン

（
3）

初
級

教
授

項
目

　
　

　
・

文
字

　
　

　
・

発
音

　
　

　
・

語
彙

　
　

　
・

文
法

　
　

　
・

談
話

　
　

　
・

こ
と

ば
と

文
化

（
4）

日
本

語
教

材
（

5）
評

価

（
1）

Ja
pa

ne
se

 la
ng

ua
ge

 le
ar

ne
rs

（
2）

Co
ur

se
 d

es
ig
n

（
3）

Sy
lla

bu
s 
of
 ‘E

le
m
em

ta
ry

 le
ve

l’
Le

tt
er

/ 
Pr

on
un

ci
at
io
n/

V
oc

ab
ul
ar

y/
Gr

am
m
ar

/D
isc

ou
rs

e/
Cu

ltu
re

（
4）

T
ex

t b
oo

ks
 a
nd

 te
ac

hi
ng

 m
at
er

ia
ls

（
5）

Ev
al
ua

tio
n

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

『
外

国
人

の
た

め
の

日
本

語
教

授
法

』
国

際
交

流
基

金
　

日
本

語
国

際
セ

ン
タ

ー
（

非
売

品
）

H
an

do
ut

s

授
業

時
に

適
宜

指
示

す
る

。
T
o 
be

 in
fo
rm

ed
 d

ur
in
g 

le
ss

on
, i
f r

eq
ui
re

d

授
業

参
加

・
課

題
(5
0%

)、
試

験
(5
0%

)
C
la

ss
 P

ar
ti
ci

pa
ti
on

 &
 A

ss
ig

nm
en

ts
 (
50

%
), 

Ex
am

in
at
io
n 

(5
0%

)

LIN 333.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
史

入
門

（
表

記
史

）　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 th
e 

hi
st

or
y 

of
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

, e
sp

es
ia

lly
 th

e 
hi

st
or

y 
of

 n
ot

at
io

n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
中

 延
之

　
　

　
YA

M
A

N
A

K
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 2
 

講
義

J/
M

日
本

語
学

講
義

 V
I　

日
本

語
学

入
門

（
日

本
語

史
）

LI
N

 3
30

.1
0

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

ng
ui

st
ic

s 
V

I：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
La

ng
ua

ge

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

現
代

日
本

語
の

表
記

法
を

、
歴

史
的

な
見

方
か

ら
説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

ac
qu

ir
e 

th
e 

ba
si
c 

kn
ow

le
dg

e 
ab

ou
t 
th

e 
no

ta
tio

n 
hi
st
or

y 
of
 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

, a
nd

 t
o 
ex

pl
ai
n 

it 
fr
om

 th
e 
vi
ew

 o
f h

ist
or

y.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

日
本

語
を

正
し

く
読

み
、

書
く

た
め

に
、

漢
字

・
ひ

ら
が

な
・

カ
タ

カ
ナ

の
使

い
分

け
の

歴
史

を
学

ぶ
。

そ
の

使
い

分
け

の
方

法
と

歴
史

を
習

得
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

現
代

日
本

語
の

表
記

法
に

つ
い

て
、

よ
り

幅
広

い
知

識
と

理
解

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

、
適

切
な

表
記

の
文

章
が

書
け

る
よ

う
に

も
な

る
だ

ろ
う

。

 授
業

で
取

り
上

げ
る

の
は

、
例

え
ば

、
次

の
よ

う
な

問
題

で
あ

る
。

1.「
安

」
を

2
種

類
の

筆
順

で
書

け
。

2.
れ

ぽ
ー

と
の

ぶ
ん

し
ょ

う
が

ひ
ら

が
な

ば
か

り
だ

と
、と

て
も

よ
み

に
く

い
。

 
そ

の
り

ゆ
う

は
な

に
か

？
　

漢
字

許
り

で
書

か
れ

て
居

て
も

、
此

れ
又

頗
る

読
み

難
い

。
其

れ
は

何
故

か
？

文
字

の
配

列
（

縦
書

き
・

横
書

き
な

ど
）

や
符

号
（

ー
（

長
音

符
号

）・
濁

点
・

半
濁

点
な

ど
）

に
つ

い
て

も
学

ぶ
。

W
e 

le
ar

n 
th

e 
hi

st
or

y 
of

 p
ro

pe
r 

us
e 

of
 k

an
ji,
 h

ir
ag

an
a,
 a

nd
 

ka
ta
ka

na
 in

 o
rd

er
 t
o 

re
ad

 J
ap

an
es

e 
co

rr
ec

tly
 a

nd
 t
o 

w
rit

e 
it.
 B

y 
m

as
te

ri
ng

 t
he

 m
et

ho
d 

an
d 

hi
st
or

y 
of
 t
he

 p
ro

pe
r 

us
e,
 b

ro
ad

er
 

kn
ow

le
dg

e 
an

d 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

ca
n 

be
 o
bt

ai
ne

d 
ab

ou
t 
th

e 
no

ta
tio

n 
of
 p

re
se

nt
 a
ge

 J
ap

an
es

e. 
T
he

 te
xt

 o
f t

he
 s
ui
ta
bl
e 
no

ta
tio

n 
ca

n 
be

 w
rit

te
n 

no
w
 b

y 
it.
 

T
he

 to
pi
cs

 a
re

 b
el
ow

, f
or

 e
xa

m
pl
e. 

1, 
W

rit
e 
"安

" i
n 

tw
o 
ki
nd

s 
of
 s
tr
ok

e 
or

de
r. 

2, 
W

he
n 
an

 e
ss
ay

 is
 w

rit
te
n 
on

ly
 in

 h
ira

ga
na

, w
hy

 is
 it

 v
er

y 
ha

rd
 

to
 r
ea

d?
W

he
n 

on
ly
 i
n 

Ch
in
es

e 
ch

ar
ac

te
rs

, w
hy

 i
s 

it 
al
so

 v
er

y 
ha

rd
 t
o 

re
ad

? 
W

e 
le
ar

n 
al
so

 a
bo

ut
 t
he

 a
rr

an
ge

m
en

t 
(v
er

tic
al
 w

ri
tin

g,
 l
at

er
al
 

w
rit

in
g,
 e
tc
.) 
an

d 
th

e 
m
ar

ks
 o
f a

 c
ha

ra
ct
er

 (
ー

 (m
ac

ro
n)
, d

ak
ut

en
 

---
 a
 v

oi
ce

d 
co

ns
on

an
t m

ar
k,
 h

an
-d
ak

ut
en

 --
- a

 p
-so

un
d 

m
ar

k,
 e
tc
.).

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

三
省

堂
編

修
所

編
『

新
し

い
国

語
表

記
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
　

第
六

版
』（

20
11

年
5
月

、
三

省
堂

）
講

談
社

校
閲

局
編

『
日

本
語

の
正

し
い

表
記

と
用

語
の

辞
典

　
第

三
版

』（
20

13
年

4
月

、
講

談
社

）  

授
業

で
の

発
言

(3
0%

)、
レ

ポ
ー

ト
(7
0%

)
W

or
ks

 in
 c
la
ss

 3
0%

, F
in
al
 E

xa
m
in
at
io
n 

70
%

LIN 330.10J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
学

概
説

　
　

　
O

ut
lin

e 
of

 th
e 

Ja
pa

ne
se

 L
in

gu
is

tic
s 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
川

 太
　

　
　

YA
M

A
K

AW
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

3 
講

義
J/

M
日

本
語

学
講

義
 V

II
　

日
本

語
学

概
説

LI
N

 3
31

.0
4

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

ng
ui

st
ic

s 
V

II：
To

pi
cs

 in
 J

ap
an

es
e 

Li
ng

ui
st

ic
s

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

で
は

、「
日

本
語

学
」

に
関

す
る

授
業

の
フ

ァ
ー

ス
ト

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
、

現
代

日
本

語
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

事
項

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
基

本
的

知
識

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
一

番
の

目
標

で
す

が
、

日
本

語
を

科
学

的
に

分
析

・
考

察
し

て
い

く
楽

し
さ

も
知

っ
て

頂
け

た
ら

と
願

い
ま

す
。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 a

cq
ui
re

 f
un

da
m
en

ta
l 
kn

ow
le
dg

es
 o

n 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 L

in
gu

ist
ic
s.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

以
下

の
内

容
を

扱
う

予
定

で
す

。

・
日

本
語

学
と

は
・

世
界

の
中

の
日

本
語

・
日

本
語

の
音

声
・

音
韻

・
日

本
語

の
語

彙
・

日
本

語
の

文
法

・
日

本
語

の
文

字
、

表
記

・
文

章
と

談
話

T
op

ic
s 
co

ve
re

d 
in
 th

is 
cl
as

s 
ar

e 
as

 b
el
ow

 (T
en

ta
tiv

e)
; 

・
W

ha
t i

s 
Ja

pa
ne

se
 L

in
gu

ist
ic
s

・
Ja

pa
ne

se
 L

in
gu

ist
ic
s 
as

 a
 p

ar
t o

f G
en

er
al
 L

in
gu

ist
ic
s

・
Ja

pa
ne

se
 P

he
ne

tic
s 
an

d 
Ph

on
ol
og

y
・

Ja
pa

ne
se

 L
ex

ic
on

・
Ja

pa
ne

se
 S

yn
ta
x

・
Ja

pa
ne

se
 W

rit
in
g 

Sy
st
em

・
T
ex

t a
nd

 D
isc

ou
rs

e

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

教
材

は
教

授
者

が
配

布
し

ま
す

。
M

at
er

ia
ls 

w
ill
 b

e 
pr

ov
id
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

.
授

業
中

に
示

し
ま

す
。

T
o 
be

 in
tr
od

uc
ed

 in
 c
la
ss

.
出

席
、

小
テ

ス
ト

、
期

末
テ

ス
ト

A
tt
en

da
nc

e, 
Sm

al
l Q

ui
zz

es
 a
nd

 F
in
al
 E

xa
m
in
at
io
n

LIN 331.04J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
教

授
法

入
門

　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
la

ng
ua

ge
 p

ed
ag

og
y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

大
和

　
祐

子
　

　
　

YA
M

AT
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

3 
講

義
J/

M
日

本
語

学
講

義
 V

II
I　

日
本

語
教

育
学

入
門

LI
N

 3
33

.0
4

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

ng
ui

st
ic

s 
V

III
：

In
tro

du
tio

n 
to

 J
ap

an
es

e 
P

ed
ag

og
y

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

ク
ラ

ス
の

目
的

は
、

外
国

語
と

し
て

の
日

本
語

教
育

の
理

論
と

実
践

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
あ

る
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 l
ea

rn
 t
he

 t
he

or
ie
s 

an
d 

pr
ac

tic
e 

Ja
pa

ne
se

 la
ng

ua
ge

 p
ed

ag
og

y 
as

 a
 fo

re
ig
n 

la
ng

ua
ge

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

ク
ラ

ス
で

は
、

主
に

以
下

の
5
点

の
ト

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
取

り
上

げ
る

。
1）

日
本

語
学

習
者

と
日

本
語

教
師

2）
コ

ー
ス

デ
ザ

イ
ン

の
方

法
3）

授
業

計
画

と
ク

ラ
ス

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
4）

教
材

と
教

具
5）

テ
ス

ト
と

評
価

こ
の

コ
ー

ス
は

、
将

来
日

本
語

教
育

に
携

わ
り

た
い

学
生

で
あ

れ
ば

、
日

本
語

教
育

学
を

学
ん

だ
こ

と
が

あ
る

人
で

も
初

め
て

学
ぶ

人
で

も
受

講
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

ク
ラ

ス
で

は
、

ど
の

よ
う

に
外

国
語

と
し

て
の

日
本

語
教

育
を

行
え

ば
い

い
の

か
、

課
題

や
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
と

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

を
通

し
て

学
ぶ

。
な

お
、

春
学

期
に

「
日

本
語

教
育

実
習

」
の

授
業

を
履

修
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

者
は

、
必

ず
今

学
期

、
こ

の
授

業
を

履
修

す
る

こ
と

。（
こ

の
授

業
は

今
学

期
の

み
開

講
さ

れ
る

）

T
he

 to
pi
cs

 c
ov

er
ed

 in
 th

is 
cl
as

s 
ar

e 
as

 fo
llo

w
s:

1)
 le

ar
ne

rs
 a
nd

 te
ac

he
rs

2)
 h

ow
 to

 d
es

ig
n 

a 
Ja

pa
ne

se
 c
ou

rs
e

3)
 le

ss
on

 p
la
nn

in
g 

an
d 

cl
as

sr
oo

m
 m

an
ag

em
en

t
4)
 c
ou

rs
e 
bo

ok
s 
an

d 
m
at
er

ia
ls

5)
 te

st
in
g 

an
d 

ev
al
ua

tio
n

T
hi
s 

cl
as

s 
de

si
gn

ed
 b

ot
h 

fo
r 

ex
pe

ri
en

ce
d 

an
d 

no
ne

-e
xp

er
ie
nc

ed
 

le
ar

ne
rs

 w
ho

 a
re

 w
ill
in
g 

to
 b

ec
om

e 
Ja

pa
ne

se
 l
an

gu
ag

e 
te
ac

he
rs

 
in
 th

e 
fu
tu

re
. I

n 
th

is 
co

ur
se

, y
ou

 w
ill
 s
tu

dy
 h

ow
 to

 te
ac

h 
Ja

pa
ne

se
 

as
 a
 fo

re
ig
n 

la
ng

ua
ge

 th
ro

ug
h 

in
di
vi
du

al
 a
nd

 g
ro

up
w
or

k.
If
 y

ou
 a

re
 p

la
nn

in
g 

to
 t

ak
e 

"P
ra

ct
ic
e 

in
 J

ap
an

es
e 

la
ng

ua
ge

 
pe

da
go

gy
"c
ou

rs
e 

in
 t
he

 n
ex

t 
sp

ri
ng

, f
ir
st
 y

ou
 n

ee
d 

to
 t
ak

e 
th

is
 

cl
as

s 
in
 th

is 
se

m
es

te
r 
(a
s 
th

is 
cl
as

s 
on

ly
 h

el
d 

in
 fa

ll)
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

細
川

英
雄

編
(2
00

2)
『

こ
と

ば
と

文
化

を
結

ぶ
日

本
語

教
育

』
凡

人
社

岡
崎

眸
・

岡
崎

敏
雄

(2
00

1)
『

日
本

語
教

育
に

お
け

る
学

習
の

分
析

と
デ

ザ
イ

ン
－

言
語

習
得

過
程

の
視

点
か

ら
見

た
日

本
語

教
育

』
凡

人
社

鎌
田

修
・

嶋
田

和
子

・
迫

田
久

美
子

編
(2
00

8)
『

プ
ロ

フ
ィ

シ
エ

ン
シ

ー
を

育
て

る
』

凡
人

社

授
業

参
加

、
課

題
、

期
末

テ
ス

ト
C
la

ss
 p

ar
ti
ci

pa
ti
on

, 
A

ss
ig

nm
en

ts
, 
F
in

al
 

ex
am

in
at
io
n.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

近
現

代
文

学
史

　
　

　
H

is
to

ry
 o

f M
od

er
n 

Ja
pa

ne
se

 L
ite

ra
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

五
之

治
 昌

比
呂

　
　

　
G

O
N

O
JI

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

講
義

J/
M

日
本

文
学

講
義

 I　
日

本
文

学
入

門
LI

T 
34

0.
02

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

 I：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
lit

er
at

ur
e

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

1)
 明

治
以

降
の

文
学

史
の

知
識

を
身

に
つ

け
る

2)
 代

表
的

な
小

説
の

一
部

を
精

読
す

る

1)
 le

ar
n 

ab
ou

t 
th

e 
hi
st
or

y 
of
 m

od
er

n 
Ja

pa
ne

se
 li
te
ra

tu
re

 s
in
ce

 t
he

 
M

ei
ji 
pe

rio
d

2)
 c
lo
se

 r
ea

di
ng

 o
f t

ex
ts
 o
f f

am
ou

s 
no

ve
ls 

in
 o
rig

in
al

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

1.
明

治
時

代
以

降
に

書
か

れ
た

有
名

な
小

説
の

あ
ら

す
じ

を
、

易
し

い
日

本
語

で
読

み
ま

す
。

あ
ら

す
じ

を
読

む
予

定
の

作
品

は
、

　
　

夏
目

漱
石

『
坊

っ
ち

ゃ
ん

』『
こ

こ
ろ

』
　

　
森

鴎
外

『
高

瀬
舟

』
　

　
泉

鏡
花

『
高

野
聖

』
　

　
川

端
康

成
『

伊
豆

の
踊

子
』

　
　

中
島

敦
『

名
人

伝
』

な
ど

で
す

。

2.
小

説
の

一
部

を
原

文
で

読
み

ま
す

。

3.
文

学
史

、
文

学
用

語
の

知
識

を
学

び
ま

す
。

4.
作

品
に

基
づ

く
映

画
の

一
部

を
見

ま
す

。

1. 
W

e 
re

ad
 s
yn

op
sis

es
 o
f f

am
ou

s 
no

ve
ls 

or
 s
ho

rt
 s
to
rie

s 
sin

ce
 t
he

 
M

ei
ji 
pe

rio
d,
 fo

r 
ex

am
pl
e

  N
at
su

m
e 
So

se
ki
 "B

ot
ch

an
," 
"K

ok
or

o"
  M

or
i O

ga
i "

T
he

 B
oa

t o
n 

th
e 
Ri

ve
r 
T
ak

as
e 
(T

ak
as

e-
bu

ne
)"

  I
zu

m
i K

yo
ka

 "T
he

 H
ol
y 

m
an

 o
f M

ou
nt

 K
oy

a 
(K

oy
a-
hi
jir

i)"
  K

aw
ab

at
a 
Y
as

un
ar

i "
T
he

 Iz
u 

D
an

ce
r"

  N
ak

aj
im

a 
A
ts
us

hi
 "T

he
 E

xp
er

t (
M

ei
jin

-d
en

)"

2. 
W

e 
re

ad
 s
om

e 
pa

rt
 o
f t

he
 n

ov
el
s 
in
 o
rig

in
al
.

3. 
Fu

nd
am

en
ta
l e

xp
la
na

tio
ns

 a
re

 g
iv
en

 a
bo

ut
 li

te
ra

ry
 h

ist
or

y 
an

d 
lit

er
ar

y 
te
rm

s.

4. 
W

e 
se

e 
fil
m
s 
ba

se
d 

on
 th

e 
w
or

ks
 w

e 
re

ad
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

教
科

書
は

使
い

ま
せ

ん
。

no
 te

xt
bo

ok
T
ho

m
as

 R
im

er
, 
A
 r

ea
de

r’
s 

gu
id

e 
to

 J
ap

an
es

e 
lit

er
at
ur

e, 
K
od

an
sh

a 
In

te
rn

at
io
na

l, 
19

91
出

席
：

60
%
　

　
試

験
：

40
%

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

) e
xa

m
in
at
io
ns

 (4
0%

)

LIT 340.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

文
学

史
入

門
　

　
　

In
tro

du
ct

io
n 

to
 a

 h
is

to
ry

 o
f J

ap
an

es
e 

lit
er

at
ur

e 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

関
本

 真
乃

　
　

　
S

E
K

IM
O

TO

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 5
 

講
義

J/
M

日
本

文
学

講
義

 II
I　

日
本

文
学

史
入

門
LI

T 
34

0.
04

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

 II
I：

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

H
is

to
ry

 o
f l

ite
ra

tu
re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

平
安

時
代

か
ら

鎌
倉

時
代

に
か

け
て

の
物

語
文

学
史

を
理

解
す

る
。

Le
ar

n 
a 

hi
st
or

y 
of
 J

ap
an

es
e 

st
or

ie
s 

of
 t
he

 H
ei
an

 a
nd

 K
am

ak
ur

a 
pe

rio
ds

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

平
安

時
代

か
ら

鎌
倉

時
代

に
か

け
て

の
「

物
語

」
文

学
に

つ
い

て
、

当
時

の
社

会
状

況
・
文

化
を

踏
ま

え
な

が
ら

概
観

す
る

。
授

業
で

扱
う

予
定

の
作

品
は

、
『

竹
取

物
語

』『
源

氏
物

語
』『

狭
衣

物
語

』『
と

り
か

へ
ば

や
物

語
』な

ど
で

あ
る

。

n 
th

is 
cl
as

s, 
w
e 

ar
e 

go
in
g 

to
 s
ur

ve
y 

a 
hi
st
or

y 
of
 J
ap

an
es

e 
st
or

ie
s 

of
 t
he

 H
ei
an

 a
nd

 K
am

ak
ur

a 
pe

ri
od

s. 
It
 i
s 

im
po

rt
an

t 
fo
r 

us
 t
o 

un
de

rs
ta
nd

 c
la
ss

ic
al
 J
ap

an
es

e 
so

ci
et
y 

an
d 

cu
ltu

re
.

W
e 
ar

e 
go

in
g 

to
 d

ea
l w

ith
 "T

he
 T

al
e 
of
 t
he

 B
am

bo
o-
Cu

tt
er

", 
"th

e 
T
al
e 

of
 G

en
ji"
, "

Y
or

u 
no

 N
ez

am
e"
 "
th

e 
T
al
e 

of
 S

ag
or

om
o"
, "

th
e 

T
al
e 
of
 T

or
ik
ae

ba
ya

", 
an

d 
so

 fo
rt
h.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
す

る
。

ha
nd

ou
ts

『
新

編
日
本

古
典

文
学

全
集

12
 竹

取
物

語
・

大
和

物
語

・
平

中
物

語
』（

小
学

館
、

片
桐

洋
一

他
校

注
、

19
94

年
）

『
新

編
日

本
古

典
文

学
全

集
20

-2
5 

源
氏

物
語

』（
小

学
館

、
阿

部
秋

生
他

校
注

、
19

94
-1
99

8
年

）
『

マ
ン
ガ

で
わ

か
る
源

氏
物

語
』（

池
田

書
店

、
砂

原
良

著
・

上
原

作
和

監
修

、
20

11
年

）
『

新
総

合
 図

説
国

語
 改

訂
新

版
』（

東
京

書
籍

、
池

内
輝

雄
・

三
角

洋
一

、
20

03
年

）
Sh

in
pe

n 
N
ih
on

 K
ot
en

 B
un

ga
ku

 Z
en

sh
u1

2 
T
ak

et
or

i M
on

og
at
ar

i・
Y
am

at
o 

M
on

og
at
ar

i・
H
ei
ch

u 
M

on
og

at
ar

i (
Sh

og
ak

ka
n,
 1
99

4)
"S

hi
np

en
 N

ih
on

 K
ot

en
 B

un
ga

ku
 Z

en
sh

u 
20

-2
5 

G
en

ji 
M

on
og

at
ar

i" 
(S
ho

ga
kk

an
,19

94
-1
99

8)
"M

an
ga

 d
e 
W

ak
ar

u 
Ge

nj
i M

on
og

at
ar

i" 
(Ik

ed
a-
sh

ot
en

,20
11

)
"S
hi
ns

ou
go

u 
Zu

se
ts
u 

K
ok

ug
o"
 (T

ok
yo

Sh
os

ek
i,2

00
3)

授
業

へ
の

参
加

(5
0%

)、
期

末
試

験
(5
0%

)
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
Fi

na
l e

xa
m
in
at
io
n 

(5
0%

)

LIT 340.04J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

文
学

講
義

Ⅴ
　

　
日

本
文

学
入

門
　

　
　

M
od

er
n 

Ja
pa

ne
se

 li
te

ra
tu

re

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

久
岡

 明
穂

　
　

　
H

IS
A

O
K

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 1
 

講
義

J/
M

日
本

文
学

講
義

 V
　

日
本

文
学

入
門

LI
T 

34
0.

06
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
te

ra
tu

re
 V

：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 J
ap

an
es

e 
lit

er
at

ur
e

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

明
治

時
代

以
降

の
日

本
の

文
学

作
品

を
読

み
、

作
品

を
理

解
す

る
。

Re
ad

in
g 

of
 s
om

e 
Ja

pa
ne

se
 li
te
ra

tu
re

 w
or

ks
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
芥

川
龍

之
介

や
夏

目
漱

石
な

ど
明

治
時

代
以

降
の

日
本

文
学

の
作

品
を

読
み

ま
す

。
T
hi
s 

co
ur

se
 i
s 

de
si
gn

ed
 t
o 

he
lp
 s

tu
de

nt
s 

un
de

rs
ta

nd
 J

ap
an

es
e 

lit
er

at
ur

e.

St
ud

en
ts
 r
ea

d 
so

m
e 
w
or

ks
 o
f m

od
er

n 
Ja

pa
ne

se
 li
te
ra

tu
re

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
。

M
at
er

ia
ls 

pr
ep

ar
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

.
  

平
常

点
50

%
・

レ
ポ

ー
ト

50
%

Cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%

Es
sa

y 
50

%

LIT 340.06J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

伝
統

芸
能

鑑
賞

入
門

　
　

　
In

to
ro

du
ct

io
n 

to
 T

ra
di

tio
na

l p
er

fo
rm

in
g 

ar
ts

 o
f J

ap
an

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

柴
田

 芳
成

　
　

　
S

H
IB

AT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

4 
演

習
J/

M
日

本
文

学
演

習
 II

I　
日

本
の

伝
統

芸
能

LI
T 

34
3.

02
S

em
.

R
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

 II
I：

C
la

ss
ic

al
 T

he
at

er
s 

of
 J

ap
an

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
伝

統
芸

能
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

基
礎

知
識

を
身

に
つ

け
る

。
T
he

 p
er

po
se

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 l
ea

rn
 t
he

 b
as

ic
 k

no
w
le
dg

e 
of
 

va
rio

us
 tr

ad
iti

on
al
 p

er
fo
rm

in
g 

ar
ts
 o
f J

ap
an

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

能
、狂

言
、歌

舞
伎

、文
楽

な
ど

を
中

心
に

、日
本

の
伝

統
芸

能
に

つ
い

て
学

ぶ
。

そ
れ

ぞ
れ

の
芸

能
を

ビ
デ

オ
で

鑑
賞

す
る

と
と

も
に

、
作

品
本

文
を

読
解

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

め
ざ

す
。

ま
た

、
劇

場
な

ど
に

行
く

機
会

を
も

う
け

て
、

実
演

を
鑑

賞
す

る
（

平
日

の
夕

方
以

降
、

土
曜

日
、

日
曜

日
な

ど
）。

T
he

 a
im

 o
f t

hi
s 
cl
as

s 
is 

to
 le

ar
n 

ab
ou

t 
tr
ad

iti
on

al
 p

er
fo
rm

in
g 

ar
ts
 

of
 J

ap
an

, f
oe

 e
xa

m
pl
e 

N
oh

, K
yo

ge
n,
 K

ab
uk

i, 
Bu

nr
ak

u.
 W

e 
w
ill
 

le
ar

n 
ab

ou
t 
ea

ch
 p

er
fo
rm

in
g 

ar
ts
 t
hr

ou
gh

 a
pp

re
ci
at
in
g 

 v
id
eo

 a
nd

 
re

ad
in
g 

th
e 
sc

rip
ts
.

W
e 
w
ill
 g

o 
to
 w

at
ch

 t
he

 a
ct
ua

l p
er

fo
rm

an
ce

s 
at
 t
he

 t
he

at
er

 o
nc

e 
or

 tw
ic
e 
(o
n 

af
te
r 
sc

ho
ol
 o
r 
w
ee

ke
nd

).

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

決
ま

っ
た

テ
キ

ス
ト

は
使

用
し

な
い

。
T
he

re
 is

 n
o 
te
xt

bo
ok

. H
an

do
ut

s.
授

業
中

に
示

す
。  

授
業

参
加

(8
0%

)、
課

題
(2
0%

)
pa

rt
ic
ip
tio

n 
(8
0%

), 
as

sig
nm

en
ts
 (2

0%
)

LIT 343.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

戦
後

の
日

本
経

済
　

　
　

P
os

tw
ar

 J
ap

an
es

e 
E

co
no

m
y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

伊
藤

 敏
雄

　
　

　
IT

O
. T

O
S

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 2
 

講
義

J/
M

日
本

政
治

経
済

講
義

 I　
日

本
経

済
入

門
S

O
C

 3
60

.0
2

Le
c.

R
Le

ct
ur

e 
C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Po

liti
cs

 a
nd

 E
co

no
m

y 
I：

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

ec
on

om
ics

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

、
戦

後
日

本
経

済
の

基
本

的
な

知
識

と
専

門
用

語
を

習
得

す
る

こ
と

で
あ

る
。

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 
cl
as

s 
is 

to
 a

cq
ui
re

 t
he

 b
as

ic
 k

no
w
le
dg

e 
an

d 
te
ch

ni
ca

l t
er

m
s 
co

nc
er

ni
ng

 p
os

tw
ar

 J
ap

an
es

e 
ec

on
om

y.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
第

二
次

世
界

大
戦

か
ら

現
在

ま
で

の
日

本
経

済
の

歩
み

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
ま

た
、

日
本

の
産

業
と

企
業

に
も

焦
点

を
当

て
る

。
主

な
項

目
は

、
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

(1
) 国

民
所

得
(2
) 復

興
(3
) 高

度
成

長
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
(4
) 石

油
シ

ョ
ッ

ク
と

安
定

成
長

(5
) バ

ブ
ル

経
済

の
崩

壊
(6
) 平

成
不

況
(7
) 産

業
構

造
(8
) 日

本
的

経
営

(9
) 国

際
経

済
(1
0)

現
在

の
経

済
問

題

In
 t
hi
s 

cl
as

s,w
e 

w
ill
 s

tu
dy

 t
he

 c
ou

rs
e 

of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
ec

on
om

y 
fr
om

 t
he

 S
ec

on
d 

W
or

ld
 W

ar
 t
o 

th
e 

pr
es

en
t 
da

y.
 I
n 

ad
di
tio

n,
 w

e 
w
ill
 fo

cu
s 
on

 it
s 
in
du

st
rie

s 
an

d 
en

te
rp

ris
es

.
T
op

ic
s 
co

ve
re

d 
in
 th

is 
cl
as

s 
ar

e 
as

 fo
llo

w
s:

(1
) N

at
io
na

l i
nc

om
e

(2
) R

ec
on

st
ru

ct
io
n

(3
) M

ec
ha

ni
sm

 o
f t

he
 r
ap

id
 g

ro
w
th

(4
) O

il 
cr

isi
s 
an

d 
th

e 
st
ab

le
 g

ro
w
th

(5
) C

ol
la
ps

e 
of
 th

e 
ec

on
om

ic
 b

ub
bl
e 

(6
) H

ei
se

i r
ec

es
sio

n
(7
) I

nd
us

tr
ia
l s

tr
uc

tu
re

(8
) J

ap
an

es
e-
st
yl
e 
m
an

ag
em

en
t

(9
) I

nt
er

na
tio

na
l e

co
no

m
y

(1
0)
Pr

es
en

t e
co

no
m
ic
 s
ub

je
ct

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

配
布

資
料

H
an

do
ut

s

三
橋

規
宏

『
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

日
本

経
済

入
門

』
日

本
経

済
新

聞
社

、
20

12
年

。
中

村
隆

英
『

日
本

経
済

 そ
の

成
長

と
構

造
』

東
京

大
学

出
版

会
、

19
93

年
。

岡
崎

哲
二『

工
業

化
の

軌
跡

 経
済

大
国

前
史

』読
売

新
聞

社
、読

売
新

聞
社

、1
99

7年
。

吉
川

洋
『

高
度

成
長

 日
本

を
変

え
た

60
00

日
』

読
売

新
聞

社
、

19
99

年
。

M
it

su
ha

sh
i 

N
or

ih
ir

o,
 S

em
in

ar
 n

ih
on

ke
iz

ai
 n

yu
um

on
, 

N
ih
on

ke
iza

ish
in
bu

ns
ya

, 2
01

2.
N
ak

am
ur

a 
T
ak

af
us

a,
 N

ih
on

ke
iz

ai
:S

on
o 

se
it
yo

u 
to

 k
ou

zo
u,
 

T
ok

yo
da

ig
ak

us
yu

pp
an

ka
i, 1

99
3.

O
ka

za
ki

 T
et

su
ji,
 K

ou
gy

ou
ka

 n
o 

ki
se

ki
:K

ei
za

it
ai
ko

ku
ze

ns
hi

, 
Y
om

iu
ris

hi
nb

un
sy

a, 
19

97
.

Y
os

hi
ka

w
a 

H
ir
os

hi
, K

ou
do

se
ity

ou
: N

ip
po

n 
w
o 

ka
et

a 
60

00
ni
ch

i, 
Y
om

iu
ris

hi
nb

un
sy

a, 
19

99
.

授
業

参
加

(6
0%

)、
課

題
(1
0%

)、
小

テ
ス

ト
(3
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at

io
n 

(6
0%

), 
as

si
gn

m
en

ts
 (
10

%
), 

qu
iz
ze

s 
(3
0%

)

SOC 360.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

の
企

業
経

営
入

門
 (1

)　
　

　
In

tro
du

ct
io

n 
of

 J
ap

ne
se

 B
us

in
es

s 
A

dm
in

is
tra

tio
n 

(1
) 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

井
上

 千
一

　
　

　
IN

O
U

E

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 4
 

演
習

J/
M

日
本

政
治

経
済

演
習

 II
I　

経
営

学
S

O
C

 3
61

.0
2

S
em

.
R

Se
m

in
ar

 C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

Po
liti

cs
 a

nd
 E

co
no

m
y 

III
：

Ja
pa

ne
se

 B
us

in
es

s 
Ad

m
in

is
tra

tio
n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
企

業
経

営
に

つ
い

て
基

本
的

か
つ

全
般

的
な

理
解

、
特

に
労

働
と

雇
用

お
よ

び
生

活
に

関
す

る
問

題
点

の
理

解
を

目
標

と
す

る
。

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 
of
 th

is 
cl
as

s 
is 

to
 a
cq

ui
re

 a
 fu

nd
am

en
ta
l a

nd
 g
en

er
al
 

un
de

rs
ta

nd
in
g 

of
 b

us
in
es

s 
ad

m
in
is
tr
ai
on

 i
n 

Ja
pa

n,
 e

sp
ec

ia
lly

 o
f 

th
e 

la
bo

ur
, e

m
pl
oy

m
en

t 
m
an

ag
em

en
t 
sy

st
em

s 
an

d 
th

e 
co

nd
iti

on
 

of
 li
fe
 in

 J
ap

an
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

　
こ

の
授

業
で

は
、

は
じ

め
に

映
像

を
見

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

第
二

次
世

界
大

戦
の

日
本

経
済

の
発

展
過

程
（

19
45

年
～

19
90

年
）

を
全

般
的

に
理

解
し

ま
す

。
　

第
2
に

、
日

本
経

済
の

発
展

過
程

と
日

本
企

業
の

成
長

過
程

を
、

授
業

中
の

ス
ラ

イ
ド

と
配

布
プ

リ
ン

ト
に

よ
っ

て
詳

し
く

理
解

す
る

。
　

第
3
に

、
こ

の
過

程
で

日
本

企
業

の
経

営
シ

ス
テ

ム
の

特
質

お
よ

び
経

営
手

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

　
第

4に
、日

本
企

業
の

労
働

の
現

場
で

何
が

起
き

て
い

る
か

を
み

る
こ

と
で

、
日

本
経

済
と

日
本

企
業

の
問

題
点

を
明

ら
か

に
し

ま
す

。
こ

の
授

業
に

よ
り

、
今

ま
で

と
は

異
な

る
日

本
企

業
の

側
面

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

Fi
rs

t, 
w
e 

un
de

rs
ta

nd
 t
he

 d
ev

el
op

m
en

t 
pr

oc
es

s 
of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
ec

on
om

y 
af
te
r 
W

or
ld
 W

ar
 II

 (1
94

5-
19

90
) b

y 
th

e 
vi
de

o.
  

Se
co

nd
, 
w
e 

un
de

rs
ta

nd
 d

ee
pl

y 
th

e 
de

ve
lo
pm

en
t 

pr
oc

es
s 

of
 J

ap
an

es
e 

ec
on

om
y 

an
d 

th
e 

gr
ow

th
 p

ro
ce

ss
 o

f 
Ja

pa
ne

se
 

en
te
rp

ris
es

 b
y 

th
e 
sli

de
s 
an

d 
 h

an
do

ut
s.

  
T
hi
rd

, w
e 

un
de

rs
ta

nd
 i
t 
ab

ou
t 
th

e 
w
ay

 o
f 
th

e 
m

an
ag

em
en

t 
sy

st
em

 o
f t

he
 J
ap

an
es

e 
en

te
rp

ris
e 
an

d 
th

e 
m
an

ag
em

en
t t

ec
hn

iq
ue

 
in
 th

is 
pr

oc
es

s.
  

F
in
al
ly
, w

e 
ex

pl
ai
n 

th
e 

pr
ob

le
m

s 
of
 J

ap
an

es
e 

ec
on

om
y 

an
d 

en
te
rp

ris
es

 b
y 

ex
am

in
g 

w
ha

t 
ha

pp
en

s 
in
 t
he

 c
on

di
tio

ns
 o

f 
la
bo

ur
 

in
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 e
nt

er
pr

ise
s.

  
W

e 
le
ar

n 
to

 u
nd

er
st
an

d 
th

e 
as

pe
ct

s 
of
 J

ap
an

es
e 

en
te

rp
ri
se

s 
w
hi
ch

 a
re

 d
iff

er
en

t f
ro

m
 th

e 
pr

es
en

t b
y 

at
te
nd

in
g 

th
is 

cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

資
料

・
レ

ジ
ュ

メ
は

毎
回

配
布

し
ま

す
。

H
an

do
ut

s.
林

直
道

『
強

奪
の

資
本

主
義

ー
戦

後
日

本
資

本
主

義
の

軌
跡

』
新

日
本

出
版

、
20

07
年

。
平

常
点

(5
0%

)と
期

末
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%
, F

in
al
 r
ep

or
t 5

0%

SOC 361.02J/M R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

現
代

の
日

本
社

会
と

若
者

　
　

　
C

on
te

m
po

ra
ry

 J
ap

an
es

e 
so

ci
et

y 
an

d 
yo

ut
h 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

貫
田

 優
子

　
　

　
N

U
K

IT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 5
 

講
義

J/
M

日
本

社
会

講
義

 I　
社

会
学

入
門

S
O

C
 3

64
.0

2
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

S
oc

ie
ty

 I：
In

tro
du

ct
io

n 
to

 S
oc

io
lo

gy

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
若

者
の

生
活

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

態
に

つ
い

て
知

り
、

社
会

学
的

視
点

か
ら

考
察

す
る

力
を

養
う

。

T
o 

ge
t 

kn
ow

le
dg

e 
ab

ou
t 

so
ci
al
 l
iv

es
 a

nd
 c

om
m

un
ic
at

io
n 

of
 

yo
un

g 
Ja

pa
ne

se
 a

nd
 le

ar
n 

ho
w
 t
o 

an
al
yz

e 
th

em
 f
ro

m
 s
oc

io
lo
gi
ca

l 
pe

rs
pe

ct
iv
e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
学

校
、

就
労

、
家

族
、

友
人

関
係

、
メ

デ
ィ

ア
利

用
な

ど
、

現
代

の
日

本
の

若
者

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

を
順

次
取

り
上

げ
、

議
論

す
る

。

そ
れ

ぞ
れ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
、

関
連

す
る

社
会

学
の

基
礎

概
念

や
各

種
統

計
デ

ー
タ

を
紹

介
し

、
解

説
す

る
。

In
 t
hi
s 

cl
as

s, 
w
e 

w
ill
 d

isc
us

s 
to
pi
cs

 a
bo

ut
 y

ou
ng

 J
ap

an
es

e 
so

ci
al
 

liv
es

 s
uc

h 
as

 s
ch

oo
lin

g,
 w

or
ki
ng

, f
am

ily
, f
rie

nd
sh

ip
 a
nd

 m
ed

ia
 u

se
.

St
at
is
tic

al
 d

at
a 

an
d 

ba
si
c 

co
nc

ep
ts
 o

f 
so

ci
ol
og

y 
co

nc
er

ni
ng

 e
ac

h 
to
pi
c 
w
ill
 b

e 
gi
ve

n 
an

d 
ex

pl
ai
ne

d.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

友
枝

敏
雄

・
山

田
真

茂
留

編
『

D
o
！

ソ
シ

オ
ロ

ジ
ー

 
―

 現
代

日
本

を
社

会
学

で
診

る
（

改
訂

版
）』

（
有

斐
閣

、
20

13
年

）
  

授
業

参
加

50
%
、

最
終

レ
ポ

ー
ト

50
%

Cl
as

s 
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

50
%
, F

in
al
 r
ep

or
t 5

0%

SOC 364.02J/M R



Research Subjects

＜研
け ん

究
きゅう

科
か

目
も く

＞

Level  400

＜上
じょう

級
きゅう

 advanced ＞
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

美
術

研
究

　
　

　
To

pi
cs

 in
 J

ap
an

es
e 

A
rt 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

井
面

 舞
　

　
　

IN
O

M
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 3
 

演
習

JA
日

本
文

化
研

究
 IX

　
日

本
美

術
研

究
C

U
L 

45
0.

02
S

em
.

R
R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 IX
：

To
pi

cs
 in

 J
ap

an
es

e 
A

rts

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
美

術
作

品
に

つ
い

て
そ

の
特

質
や

時
代

性
を

理
解

し
、

作
品

を
鑑

賞
す

る
楽

し
さ

を
学

ぶ
。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is 
cl
as

s 
is 

to
 u

nd
er

st
an

d 
th

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
 a

nd
 

th
e 

ag
e 

of
 J
ap

an
es

e 
ar

t, 
an

d 
to
 le

ar
n 

ha
pp

in
es

s 
to
ap

pr
ec

ia
te
 t
he

 
w
or

ks
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
等

に
よ

る
視

覚
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
な

が
ら

、
古

代
（

6-
12

世
紀

）
の

日
本

美
術

の
代

表
作

を
紹

介
し

、
作

品
の

持
つ

意
味

や
観

賞
の

楽
し

み
方

を
解

説
す

る
。

＊
こ

の
授

業
で

は
神

社
や

寺
お

よ
び

美
術

館
で

の
見

学
会

を
数

回
行

う
の

で
、

受
講

生
は

必
ず

参
加

す
る

こ
と

。
交

通
費

は
自

己
負

担
と

す
る

。

In
 t
hi
s 

cl
as

s,w
e 

st
ud

y 
ab

ou
t 
th

e 
fin

e-
ar

ts
 w

or
k 

of
 a

nc
ie
nt

 J
ap

an
 

(fr
om

 t
he

 6
th

 t
o 

th
e 

12
th

 c
en

tu
ry

), 
an

d 
ho

w
 t

o 
en

jo
y 

th
em

 
ap

pr
ec

ia
tio

n 
w
hi
le
 u

sin
g 

th
e 
sig

ht
 m

ed
ia
 b

y 
Po

w
er

 P
oi
nt

.

＊
T
he

 v
is
it 

as
so

ci
at
io
n 

in
 t
em

pl
es

, s
hr

in
es

 o
r 

m
us

eu
m
s 

is
 h

el
d 

se
ve

ra
l 
tim

es
. Y

ou
 m

us
t 
pa

rt
ic
ip
at
e.T

ra
ns

po
rt
at
io
n 

m
ig
ht

 b
e 

an
 

in
di
vi
du

al
 p

ay
m
en

t.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

H
an

do
ut

s

辻
惟

雄
著

『
日

本
美

術
の

歴
史

』（
東

京
大

学
出

版
会

、
20

05
）

T
su

ji
 N

ob
uo

, 
"N

ih
on

bi
ju

ts
u 

no
 R

ek
is

hi
", 

to
uk

yo
ud

ai
ga

ku
sh

up
pa

nk
ai
, 2

00
5

授
業

・
見

学
会

参
加

(5
0%

)、
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
Fi

na
l r

ep
or

t (
50

%
)

CUL 450.02JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

の
マ

ン
ガ

・
ア

ニ
メ

　
　

　
Ja

pa
ne

se
 C

om
ic

s 
an

d 
A

ni
m

at
io

ns
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

加
藤

 素
明

　
　

　
K

AT
O

. S

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

演
習

JA
日

本
文

化
演

習
 II

I　
現

代
文

化
演

習
C

U
L 

45
2.

02
S

em
.

R
Se

m
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 II

I：
Se

m
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 M
od

er
n 

Ja
pa

ne
se

 C
ul

tu
re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

本
演

習
で

は
、

日
本

の
マ

ン
ガ

・
ア

ニ
メ

に
つ

い
て

、
美

学
・

芸
術

学
的

な
視

点
か

ら
、

そ
の

批
評

的
言

説
を

検
討

す
る

。

T
hi

s 
se

m
in

ar
 e

xa
m

in
es

 h
ow

 J
ap

an
es

e 
co

m
ic

s 
(M

A
N
G
A

) 
an

d 
an

im
at

ed
 f
ilm

s 
(A

N
IM

E
) 
ha

ve
 b

ee
n 

de
sc

ri
be

d 
in
 c

ri
tic

al
 

di
sc

ou
rs

es
, f
ro

m
 th

e 
vi
ew

po
in
t o

f a
es

th
et
ic
s 
an

d 
th

eo
ry

 o
f a

rt
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

現
代

の
日

本
マ

ン
ガ

・
ア

ニ
メ

は
非

常
に

多
様

な
広

が
り

を
見

せ
て

お
り

、
論

じ
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

た
と

言
わ

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
マ

ン
ガ

・
ア

ニ
メ

の
表

現
方

法
に

着
目

し
、

現
代

の
日

本
で

行
わ

れ
て

い
る

マ
ン

ガ
論

の
主

要
な

論
点

を
選

び
、

テ
キ

ス
ト

を
講

読
し

つ
つ

、
日

本
マ

ン
ガ

・
ア

ニ
メ

を
巡

る
諸

問
題

を
討

論
し

て
い

く
。

今
学

期
は

マ
ン

ガ
に

関
わ

る
議

論
を

中
心

に
、

以
下

の
6
点

に
つ

い
て

考
察

す
る

。（
ア

ニ
メ

に
つ

い
て

の
議

論
は

来
年

の
春

学
期

に
扱

う
。）

(1
)日

本
マ

ン
ガ

の
発

展
と

変
貌

(2
)マ

ン
ガ

の
描

線
(3
)マ

ン
ガ

表
現

の
構

造
(4
)コ

マ
の

働
き

(5
)少

女
マ

ン
ガ

の
コ

マ
構

成
(6
)日

本
の

造
形

的
伝

統
と

マ
ン

ガ

Ja
pa

ne
se

 c
om

ic
s 
an

d 
an

im
at
ed

 fi
lm

s 
to
da

y 
ha

ve
 a
 g

re
at
 v

ar
ie
ty

 o
f 

st
or

ie
s, 

an
d 

w
e 

of
te
n 

fin
d 

it 
di
ffi

cu
lt 

to
 a

rg
ue

 t
he

m
 a

s 
a 

w
ho

le
 in

 
a 
sin

gl
e 
as

pe
ct
 o
f n

ar
ra

tiv
e, 

hi
st
or

ic
al
 o
r 
so

ci
ol
og

ic
al
 p
oi
nt

 o
f v

ie
w
. 

W
e 

w
ill
 t
hu

s 
co

nc
en

tr
at

e 
ou

r 
to

pi
c 

up
on

 t
he

 s
ty

le
s 

of
 d

ra
w
in
g 

an
d 

de
pi
ct
io
n 

in
 M

A
N
GA

 a
nd

/o
r 
A
N
IM

E,
 a
nd

 r
ea

d 
th

e 
fo
llo

w
in
g 

ch
ap

te
rs

 to
 d

isc
us

s 
th

e 
es

se
nt

ia
l i
ss

ue
s 
of
 c
ur

re
nt

 d
isc

ou
rs

es
:

(1
) a

 p
re

lim
in
ar

y 
ob

se
rv

at
io
n 

on
 th

e 
hi
st
or

y 
of
 J
ap

an
es

e 
co

m
ic
s

(2
) l
in
es

 in
 M

A
N
GA

 a
nd

 th
ei
r 
ef
fe
ct
s

(3
) t

he
 s
tr
uc

tu
re

 o
f e

xp
re

ss
io
n 

in
 M

A
N
GA

(4
) t

he
 fu

nc
tio

ns
 o
f t

he
 fr

am
e 
in
 M

A
N
GA

(5
) t

he
 fe

at
ur

es
 o
f t

he
 "g

irl
’s 

co
m
ic
s"

(6
) J

ap
an

es
e 
ar

tis
tic

 tr
ad

iti
on

 a
nd

 M
A
N
GA

(T
he

 d
is
co

ur
se

s 
ab

ou
t 
Ja

pa
ne

se
 A

N
IM

E
 a

re
 t
o 

be
 d

is
cu

ss
ed

 
m
ai
nl
y 

in
 th

e 
Sp

rin
g 

Se
m
es

te
r.)

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

夏
目

房
之

介
 『

マ
ン

ガ
は

な
ぜ

面
白

い
の

か
：
 そ

の
表

現
と

文
法

』 
N
H
K

出
版

、
19

97
N
at

su
m

e,
 F

us
an

os
uk

e.
  

"W
ha

t 
M

ak
es

 M
A
N
G
A
 

In
te
re

st
in
g?

: A
 S
tu

dy
 o
f E

xp
re

ss
io
n 
an

d 
Gr

am
m
ar

 
of
 C

om
ic
s."

  T
ok

yo
: N

H
K
 S

hu
pp

an
, 1

99
7.

伊
藤

 剛
 『

テ
ヅ

カ
・

イ
ズ

・
デ

ッ
ド

：
 ひ

ら
か

れ
た

マ
ン

ガ
表

現
論

へ
』 
N
T
T

出
版

、
20

05
他

に
文

献
表

を
配

布
す

る
。

It
o,
 G

o.
  

"T
EZ

U
K
A
 i
s 

D
ea

d:
 P

os
tm

od
er

ni
st
 a

nd
 

M
od

er
ni

st
 A

pp
ro

ac
he

s 
to

 J
ap

an
es

e 
M

A
N
G
A
."  

T
ok

yo
: N

T
T
 S

hu
pp

an
, 2

00
5.

授
業

参
加

：
50

%
、

期
末

レ
ポ

ー
ト

：
50

%
Cl

as
s 
Pa

rt
ic
ip
at
io
n:
 5
0%

, E
ss

ay
: 5

0%

CUL 452.02JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

映
像

で
見

る
日

本
現

代
史

　
　

　
C

on
te

m
po

ra
ry

 H
is

to
ry

 o
f J

ap
an

 in
 m

ot
io

n 
pi

ct
ur

es
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

佐
野

 方
郁

　
　

　
S

A
N

O

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 4
 

演
習

JA
日

本
文

化
演

習
 I　

近
現

代
史

C
U

L 
45

3.
02

S
em

.
R

S
em

in
ar

 C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 I：
M

od
er

n 
H

is
to

ry

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

現
代

史
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

知
識

を
得

る
。

T
he

 o
bj

ec
ti
ve

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 l
ea

rn
 b

as
ic
 k

no
w
le
dg

e 
of
 

co
nt

em
po

ra
ry

 h
ist

or
y 

of
 J
ap

an
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

ク
ラ

ス
は

、
19

45
年

か
ら

の
日

本
現

代
史

を
勉

強
し

た
い

と
考

え
る

学
生

の
た

め
の

ク
ラ

ス
で

す
。

日
本

は
こ

の
時

代
に

、
復

興
や

高
度

経
済

成
長

、
バ

ブ
ル

経
済

な
ど

を
経

験
し

ま
し

た
。

こ
の

ク
ラ

ス
で

は
、

当
時

の
政

治
・

経
済

・
社

会
・

文
化

の
状

態
を

映
し

た
D
V
D

の
映

像
を

用
い

な
が

ら
、

19
45

年
か

ら
19

89
年

ま
で

の
日

本
現

代
史

を
順

番
に

学
習

し
て

い
き

ま
す

。
授

業
の

内
容

は
次

の
通

り
で

す
。

（
1）

授
業

の
説

明
（

2）
非

軍
事

化
と

民
主

化
 －

占
領

期
の

日
本

（
1）

－
　

19
45

-1
94

8
（

3）
占

領
政

策
の

転
換

か
ら

独
立

へ
 －

占
領

期
の

日
本

（
2）

－
　

19
48

-1
95

2
（

4）
自

由
民

主
党

の
成

立
と

テ
レ

ビ
時

代
の

始
ま

り
　

19
53

-1
95

5
（

5）
高

度
経

済
成

長
の

始
ま

り
　

19
56

-1
95

9
（

6）
筆

記
試

験
（

1）
（

7）
所

得
倍

増
計

画
と

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

 －
高

度
経

済
成

長
の

展
開

（
1）

－
　

19
60

-1
96

4
（

8）
公

害
、

大
学

紛
争

と
大

阪
万

博
 －

高
度

経
済

成
長

の
展

開
（

2）
－

　
19

65
-1
97

0
（

9）
ニ

ク
ソ

ン
シ

ョ
ッ

ク
、『

日
本

列
島

改
造

論
』

と
石

油
危

機
　

－
高

度
経

済
成

長
の

終
焉

－
　

19
71

-1
97

3
（

10
）

安
定

成
長

の
幕

開
け

　
19

74
-1
97

9
（

11
）

バ
ブ

ル
経

済
と

昭
和

の
終

わ
り

　
19

80
-1
98

9
（

12
）

筆
記

試
験

（
2）

T
hi
s 

cl
as

s 
is
 d

es
ig
ne

d 
fo
r 

st
ud

en
ts
 w

ho
 w

is
h 

to
 l
ea

rn
 J

ap
an

es
e 

co
nt

em
po

ra
ry

 
hi
st
or

y 
(1
94

5-
). 
D
ur

in
g 

th
is 

pe
rio

d 
Ja

pa
n 

ex
pe

rie
nc

ed
 r
ec

on
st
ru

ct
io
n,
 h

ig
h 

ec
on

om
ic
 

gr
ow

th
, t

he
 b

ub
bl
e 

ec
on

om
y 

an
d 

so
 o

n.
 I
n 

th
is
 c

la
ss

 w
e 

w
ill
 l
ea

rn
 J

ap
an

es
e 

co
nt

em
po

ra
ry

 h
ist

or
y 

fr
om

 1
94

5 
to
 1
98

9, 
us

in
g 

m
ot
io
n 

pi
ct
ur

es
 o
f D

V
D
s 
w
he

re
 w

e 
ca

n 
w
at
ch

 th
e 
po

lit
ic
al
, e

co
no

m
ic
al
, s

oc
ia
l a

nd
 c
ul
tu

ra
l s

itu
at
io
n 
of
 th

is 
pe

rio
d.
 

T
op

ic
s 
co

ve
re

d 
on

 th
is 

cl
as

s 
ar

e 
as

 b
el
ow

.
(1
) I

nt
ro

du
ct
io
n 

to
 th

e 
Cl

as
s

(2
) D

em
ili
ta
riz

at
io
n 

an
d 

D
em

oc
ra

za
tio

n 
: O

cc
up

ie
d 

Ja
pa

n 
(1
)  

19
45

-1
94

8
(3
) 
Fr

om
 t
he

 c
ha

ng
e 

of
 t
he

 O
cc

up
at

io
n 

Po
lic

y 
to

 t
he

 i
nd

ep
en

de
nc

e 
of
 J

ap
an

 : 
O
cc

up
ie
d 

Ja
pa

n 
(2
) 1

94
8-
19

52
(4
) t

he
 E

st
ab

lis
hm

en
t 
of
 t
he

 L
ib
er

al
 D

em
oc

ra
tic

 P
ar

ty
 a

nd
 t
he

 B
eg

in
ni
ng

 o
f 
T
V
 

er
a 
19

53
-1
95

5
(5
) t

he
 B

eg
in
ni
ng

 o
f t

he
 h

ig
h 

ec
on

om
ic
 g

ro
w
th

 1
95

6-
19

59
(6
) P

ap
er

 T
es

t (
1)

(7
) I

nc
om

e 
D
ou

bl
in
g 

Pl
an

 a
nd

 T
ok

yo
 O

ly
m
pi
c 
Ga

m
es

: t
he

 D
ev

el
op

m
en

t o
f t

he
 h

ig
h 

ec
on

om
ic
 g

ro
w
th

 (1
) 1

96
0-
19

64
(8
) 
Po

llu
tio

n,
 s

tu
de

nt
 u

pr
is
in
gs

 a
nd

 O
sa

ka
 E

xp
o:
 t
he

 D
ev

el
op

m
en

t 
of
 t
he

 h
ig
h 

ec
on

om
ic
 g

ro
w
th

 (2
) 1

96
5-
19

70
(9
) 
N
ix
on

 s
ho

ck
, A

 P
la
n 

fo
r 

Re
m
od

el
in
g 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 a
rc

hi
pe

la
go

 a
nd

 O
il 

cr
is
is
:  

th
e 
En

d 
of
 th

e 
hi
gh

 e
co

no
m
ic
 g

ro
w
th

 1
97

1-
19

73
(1
0)
 th

e 
Be

gi
nn

in
g 

of
 th

e 
st
ab

le
 e
co

no
m
ic
 g

ro
w
th

 1
97

4-
19

79
(1
1)
 th

e 
bu

bb
le
 e
co

no
m
y 

an
d 

th
e 
en

d 
of
 "S

ho
w
a 
Pe

rio
d"
 1
98

0-
19

89
 

(1
2)
 P

ap
er

 T
es

t (
2)

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

    
    

出
席

50
%
 /

ク
ラ

ス
活

動
10

%
 /

筆
記

試
験

（
2
回

）
40

%
Cl

as
s 

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

50
%
 /

 C
la
ss

 A
ct
iv
iti

es
 1

0%
 /

 
Pa

pe
r 
T
es

t (
2 
tim

es
) 4

0%
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

古
代

の
歴

史
と

文
化

～
日

本
の

国
は

ど
の

よ
う

に
し

て
で

き
た

の
か

～
　

　
　

Ja
pa

ne
se

 a
nc

ie
nt

 h
is

to
ry

 a
nd

 c
ul

tu
re

s-
th

e 
bi

rth
 o

f J
ap

an
- 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
本

 一
也

　
　

　
YA

M
A

M
O

TO

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 4
 

演
習

JA
日

本
文

化
演

習
 V

II
　

古
代

史
C

U
L 

45
3.

04
S

em
.

R
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 V

II：
A

nc
ie

nt
 J

ap
an

es
e 

H
is

to
ry

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

古
代

の
歴

史
と

文
化

に
つ

い
て

、
平

易
な

日
本

語
で

、
概

説
的

な
講

義
を

行
い

ま
す

。
そ

の
際

、
天

皇
お

よ
び

天
皇

一
族

の
歴

史
に

焦
点

を
当

て
ま

す
。

加
え

て
、

各
時

代
の

重
要

ト
ピ

ッ
ク

ス
に

つ
い

て
も

お
話

し
し

ま
す

。
ま

た
、

様
々

な
ビ

デ
オ

を
見

る
こ

と
で

、
日

本
古

代
の

イ
メ

ー
ジ

を
つ

か
ん

で
も

ら
い

ま
す

。
な

お
、

こ
れ

ま
で

に
日

本
古

代
史

を
学

ん
だ

こ
と

が
な

く
て

も
問

題
あ

り
ま

せ
ん

。
勿

論
、

学
ん

だ
こ

と
が

あ
る

人
に

も
対

応
し

て
い

ま
す

。

In
 th

is 
cl
as

s, 
w
e 
w
ill
 s
ur

ve
y 

Ja
pa

ne
se

 a
nc

ie
nt

 h
ist

or
y 

an
d 

cu
ltu

re
s 
us

in
g 

ea
sy

 J
ap

an
es

e. 
W

e 
w
ill
 fo

cu
s 
on

 e
sp

ec
ia
lly

 th
e 
hi
st
or

y 
of
 th

e 
an

ci
en

t e
m
pe

ro
rs
 a
nd

 th
e 
ro

ya
l f

am
ili
es

. 
In

 a
dd

iti
on

, w
e 
w
ill
 s
tu

dy
 a
 v

ar
ie
ty

 o
f i

m
po

rt
an

t s
ub

je
ct
s 
of
 e
ac

h 
pe

rio
d.

W
e 
w
at
ch

 v
ar

io
us

 k
in
ds

 o
f v

id
eo

s 
to
 g

et
 a
 g

oo
d 

id
ea

 o
f a

nc
ie
nt

 J
ap

an
.

Y
ou

 c
an

 p
ar

tic
ip
at

e 
in
 t
hi
s 

cl
as

s 
w
he

th
er

 o
r 

no
t 
yo

u 
ha

ve
 s

tu
di
ed

 J
ap

an
es

e 
an

ci
en

t 
hi
st
or

y 
be

fo
re

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

①
旧

石
器

時
代

　
～

相
沢

忠
洋

と
「

ゴ
ッ

ド
ハ

ン
ド

」
②

縄
文

時
代

  ～
石

器
・

土
器

・
土

偶
③

弥
生

時
代

前
・

中
期

　
～

稲
作

は
い

つ
か

ら
始

ま
っ

た
の

か
？

④
弥

生
時

代
後

期
　

～
邪

馬
台

国
は

ど
こ

で
す

か
？

⑤
古

墳
時

代
  ～

ヤ
マ

ト
政

権
と

巨
大

古
墳

⑥
飛

鳥
時

代
  ～

血
を

血
で

洗
う

「
仁

義
な

き
戦

い
」

⑦
飛

鳥
～

奈
良

時
代

　
～

律
令

と
宮

都
⑧

奈
良

時
代

  ～
仏

教
と

政
変

の
時

代
⑨

奈
良

時
代

の
文

化
  ～

正
倉

院
の

御
物

⑩
平

安
時

代
前

期
  ～

桓
武

天
皇

と
平

安
京

⑪
平

安
時

代
中

期
　

～
藤

原
氏

と
摂

関
政

治
⑫

平
安

時
代

の
文

化
  ～

日
本

文
化

の
原

点

①
th

e 
Pa

le
ol
ith

ic
 P

er
io
d 

 ～
T
ad

ah
iro

 A
iz
aw

a 
an

d“
Go

d 
H
an

d”
②

th
e 
Jo

m
on

 P
er

io
d 

 ～
st
on

e 
im

pl
em

en
ts
, e

ar
th

en
w
ar

e 
po

ts
, c

la
y 

do
lls

③
th

e 
ea

rl
ie
r 

an
d 

m
id
-Y

ay
oi
 P

er
io
d 

 ～
W

he
n 

di
d 

th
ey

 s
ta
rt
 t
o 

gr
ow

 
ric

e?
④

th
e 

la
te
r 
Y
ay

oi
 P

er
io
d 

 ～
W

he
re

 w
as

 t
he

 Y
am

at
ai
-k
ok

u,
 t
he

 s
ha

m
an

 
qu

ee
n’
s 
cl
an

 s
ta
te
? 
 

⑤
th

e 
K
of
un

 P
er

io
d 

 ～
th

e 
Y
am

at
o 
Go

ve
rn

m
en

t a
nd

 th
e 
gi
ga

nt
ic
 a
nc

ie
nt

 
to
m
bs

⑥
th

e 
ea

rli
er

 A
sk

a 
Pe

rio
d 

 ～
th

e 
bl
oo

ds
ta
in
ed

“
Ba

tt
le
s 
W

ith
ou

t 
H
on

or
 

or
 H

um
an

ity
”

⑦
th

e 
la
te
r 
A
sk

a 
Pe

rio
d 

an
d 

th
e 

N
ar

a 
Pe

rio
d 

 ～
th

e 
an

ci
en

t 
la
w
s 
an

d 
m
et
ro

po
lis

es
⑧

th
e 
N
ar

a 
Pe

rio
d 

 ～
th

e 
ag

e 
of
 B

ud
dh

ism
 a
nd

 p
ol
iti

ca
l s

tr
ife

⑨
th

e 
cu

ltu
re

 o
f 
th

e 
N
ar

a 
Pe

rio
d 

 ～
th

e 
im

pe
ria

l t
re

as
ur

es
 o

f 
Sh

os
oi
n,
 

th
e 
tr
ea

su
re

 h
ou

se
⑩

th
e 
ea

rli
er

 H
ei
an

 P
er

io
d 

  ～
Em

pe
ro

r 
K
am

m
u 

an
d 

H
ei
an

-k
yo

⑪
th

e 
m
id
-H

ei
an

 P
er

io
d 

 ～
th

e 
Fu

jiw
ar

a 
fa
m
ily

 a
nd

 th
e 
re

ge
nc

y
⑫

th
e 
cu

ltu
re

 o
f t

he
 H

ei
an

 P
er

io
d 

 ～
th

e 
or

ig
in
 o
f J

ap
an

es
e 
cu

ltu
re

s

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

講
師

作
成

の
テ

キ
ス

ト
M

at
er

ia
ls 

pr
ep

ar
ed

 b
y 

th
e 
in
st
ru

ct
or

『
留

学
生

の
た

め
の

日
本

史
』

(山
川

出
版

社
、

19
90

年
)

“
Ja

pa
ne

se
 H

is
to

ry
 -
 A

n 
In

tr
od

uc
to

ry
 T

ex
t 
- 
” 

Y
am

ak
aw

a-
sy

up
pa

ns
ya

(1
99

0)

出
席

を
重

視
し

ま
す

。
（

簡
単

な
レ

ポ
ー

ト
も

あ
り

）
Po

sit
iv
e 
at
te
nd

an
ce

 is
 e
ss

en
tia

l.
(S
im

pl
e 
es

sa
ys

 a
re

 r
eq

ui
re

d.
)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

服
装

論
 ―

生
活

と
の

か
か

わ
り

を
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
的

視
点

か
ら

　
　

　
Fa

sh
io

n 
an

d 
be

au
ty

 in
 J

ap
an

-g
en

de
r p

ro
bl

em
s 

ar
ou

nd
 o

f t
he

 d
re

ss
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
山

 有
子

　
　

　
K

O
YA

M
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 5
 

演
習

JA
日

本
文

化
演

習
 IX

　
日

本
服

装
史

C
U

L 
45

3.
06

S
em

.
R

S
em

in
ar

 C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 IX
：

Ja
pa

ne
se

 C
lo

th
in

g 
H

is
to

ry

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

に
お

け
る

服
装

の
問

題
（

主
に

女
性

の
服

装
問

題
）

を
取

り
上

げ
ま

す
。

生
活

と
の

か
か

わ
り

の
中

で
服

装
に

つ
い

て
考

え
る

た
め

、
衣

食
住

に
つ

い
て

も
議

論
し

ま
す

。
明

治
・

大
正

期
の

古
い

婦
人

雑
誌

を
読

む
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

W
e 

m
ak

e 
a 

ge
ne

ra
l s

ur
ve

y 
of
 p

ro
bl
em

s 
ar

ou
nd

 f
as

hi
on

 in
 J
ap

an
; 

K
IM

O
N
O
, 
ha

ir
st

yl
e,
 c

os
m

et
ic
s,
 l
ife

st
yl

e 
an

d 
ge

nd
er

 r
ul

es
 o

f 
Ja

pa
ne

se
 w

om
en

.
W

e 
re

ad
 o
ld
 fe

m
al
e’s

 m
ag

az
in
e 
in
 M

ei
ji 
an

d 
T
ai
sh

o 
pe

rio
d.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

学
期

で
学

習
す

る
項

目
は

以
下

の
通

り
で

す
。

1）
第

1
～

3
週

日
本

服
装

史
・

近
世

江
戸

時
代

ま
で

2）
第

4
～

8
週

日
本

服
装

史
・

明
治

時
代

服
装

と
生

活
、

和
服

の
改

良
、

化
粧

、
ヘ

ア
ス

タ
イ

ル
3）

第
9
～

15
週

日
本

服
装

史
・

大
正

昭
和

前
期

服
装

と
近

代
都

市
生

活
、

洋
装

化
と

和
服

の
改

良
、

ヘ
ア

ス
タ

イ
ル

、
戦

争
と

服
装

T
he

 to
pi
cs

 o
f t

hi
s 
co

ur
se

 a
re

 a
s 
be

lo
w
:

1)
 w

ee
ks

1.-
3.

T
he

 K
im

on
o 
hi
st
or

y 
of
 w

om
en

, a
 v

ie
w
 fr

om
 g

en
de

r 
st
ud

ie
s 

2)
 w

ee
ks

4.-
8.

T
he

 p
ro

bl
em

s 
ar

ou
nd

 K
im

on
o, 

co
sm

et
ic
s, 

ha
ir
st
yl
e 

of
 w

om
en

 i
n 

M
ei
ji 
Pe

rio
d

3)
 w

ee
ks

9.-
15

.
T
he

 p
ro

bl
em

s 
ar

ou
nd

 K
im

on
o 

an
d 

w
es

te
rn

 c
ol
ot

he
s, 

ha
ir
st
yl
e, 

ur
ba

nl
ife

 o
f w

om
en

 in
 T

ai
sy

o 
an

d 
Sh

ow
a 
Er

a 
(u
nd

er
 W

ar
tim

e)

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

村
上

信
彦『

服
装

の
歴

史
1
～

5』
理

論
社（

19
74

～
75

年
）

N
ob

uh
ik

o 
M

U
R
A

K
A

M
I 

"J
ap

an
es

e 
C
os

tu
m

e 
H
ist

or
y"
 R

iro
n-
sh

a 
(1
97

4-
75

)

駒
尺

喜
美

『
女

を
装

う
』

勁
草

書
房

（
19

85
年

）
K
im

i 
K
O
M

A
SH

A
K
U
 "
D
re

ss
in
g 

W
om

an
" 
K
ei
so

-
sy

ob
o 
(1
98

5)

授
業

参
加

、
レ

ポ
ー

ト
と

討
論

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

&
 d

isc
us

sio
n
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

近
世

史
　

　
　

Ja
pa

ne
se

 E
ar

ly
 M

od
er

n 
H

is
to

ry
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
倉

 宗
　

　
　

O
G

U
R

A
. T

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

2 
演

習
JA

日
本

文
化

演
習

 X
I　

近
世

史
C

U
L 

45
3.

08
S

em
.

R
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
C

ul
tu

re
 X

I：
E

ar
ly

 M
od

er
n 

H
is

to
ry

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

、
日

本
近

世
史

に
関

す
る

知
識

を
習

得
す

る
こ

と
で

す
。

T
he

 a
im

 o
f 
th

is
 c

la
ss

 i
s 

to
 a

qu
ir
e 

th
e 

kn
ow

le
dg

e 
co

nc
er

ni
ng

 
Ja

pa
ne

se
 e
ar

ly
 m

od
er

n 
hi
st
or

y.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
日

本
の

社
会

と
文

化
を

深
く

理
解

す
る

た
め

に
、

日
本

の
近

世
史

を
学

習
し

ま
す

。

（
1）

日
本

の
地

理
と

歴
史

（
2）

日
本

近
世

史
の

あ
ら

ま
し

（
3）

将
軍

と
幕

府
（

4）
寺

院
と

神
社

（
5）

交
通

と
旅

行
（

6）
産

業
と

金
融

（
7）

大
坂

・
京

都
・

江
戸

In
 t
hi
s 
cl
as

s,w
e 
w
ill
 s
tu

dy
 J
ap

an
es

e 
ea

rly
 m

od
er

n 
hi
st
or

y 
in
 o
rd

er
 

to
 u

nd
er

st
an

d 
Ja

pa
ne

se
 s
oc

ie
ty

 a
nd

 c
ul
tu

re
 d

ee
pl
y.

(1
) J

ap
an

es
e 
ge

og
ra

ph
y 

an
d 

hi
st
or

y
(2
) T

he
 o
ut

lin
e 
of
 J
ap

an
es

e 
ea

rly
 m

od
er

n 
hi
st
or

y
(3
) S

ho
gu

ns
 a
nd

 th
e 
Sh

og
un

at
e

(4
) T

em
pl
es

 a
nd

 s
hr

in
es

(5
) T

ra
ns

po
rt
at
io
n 

an
d 

tr
av

el
(6
) I

nd
us

tr
y 

an
d 

fin
an

ce
(7
) O

sa
ka

, K
yo

to
, a

nd
 E

do

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
日

本
の

近
世

』
1-
18

、
中

央
公

論
社

（
19

91
-1
99

4）
『

日
本

近
世

の
歴

史
』

1-
6、

吉
川

弘
文

館
（

20
11

-2
01

3）
『

日
本

の
歴

史
』

1-
25

、
講

談
社

（
20

08
-2
01

0）
Ea

rly
 M

od
er

n 
Ja

pa
n 

1-
18

, C
hu

ok
or

on
sh

a 
(1
99

1-
19

94
)

H
is
to

ry
 o

f 
E
ar

ly
 M

od
er

n 
Ja

pa
n 

1-
6,
 Y

os
hi

ka
w

a 
K
ob

un
ka

n 
(2
01

1-
20

13
)

Ja
pa

ne
se

 H
ist

or
y 

1-
25

, K
od

an
sh

a 
(2
00

8-
20

10
)

    
授

業
参

加
(6
0%

)、
レ

ポ
ー

ト
(4
0%

)
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

), 
 e
ss

ay
 (4

0%
)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

文
化

の
基

盤
と

し
て

の
「

道
」

思
想

　
　

　
Th

ou
gh

t o
f "

D
o"

 A
s 

Ja
pa

ne
se

 C
ul

tu
ra

l F
ou

nd
at

io
n 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

頓
宮

 勝
　

　
　

TO
N

G
U

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

講
義

JA
日

本
文

化
講

義
 II

I　
日

本
の

思
想

と
宗

教
C

U
L 

45
6.

02
Le

c.
R

Le
ct

ur
e 

C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

C
ul

tu
re

 II
I：

Ja
pa

ne
se

 T
ho

ug
ht

s 
&

 R
el

ig
io

n

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

文
化

と
日

本
人

の
考

え
方

を
理

解
す

る
た

め
に

　（
1）

宗
教

的
背

景
と

し
て

の
神

と
仏

の
概

念
並

び
に

そ
の

歴
史

的
関

係
を

説
明

し
、

　（
2）

能
及

び
茶

道
な

ど
「

～
道

」
を

付
さ

れ
た

文
化

・
芸

術
の

思
想

を
解

説
す

る
。

In
 o
rd

ee
r 
to
 u

nd
er

st
an

d 
Ja

pa
ne

se
 c
ul
tu

re
 a
nd

 J
ap

an
es

e 
w
ay

 o
f t

hi
nk

in
g,

 (1
)I 

ex
pl
ai
n 

an
 id

ea
 o

f 
Ja

pa
ne

se
 g

od
s 
(k
am

i) 
an

d 
bu

dd
ha

s 
(h
ot
ok

e)
 a

s 
a  

re
lig

io
us

 b
ac

kg
ro

un
d 

an
d 

th
ei
r 
hi
st
or

ic
al
 r
el
at
io
ns

,
 (2

)a
nd

 I
 c
om

m
en

t 
on

 t
he

 t
ho

ug
hs

 o
f 
Ja

pa
ne

se
 c
ul
tu

re
 a

nd
 a

rt
s 
lik

e 
N
oh

 
dr

am
a 
or

 s
uc

h 
"～

do
" a

rt
s 
as

 "S
ad

o"
 (t

ea
 c
er

em
on

y)

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

あ
る

国
の

文
化

を
理

解
す

る
に

は
、

そ
の

背
景

に
あ

る
思

想
と

宗
教

の
歴

史
的

理
解

が
不

可
欠

で
あ

る
。

ま
た

、
思

想
と

宗
教

は
互

い
に

不
可

分
な

関
係

に
あ

り
、

特
に

宗
教

は
、

そ
の

社
会

の
一

般
的

な
考

え
方

に
始

ま
り

思
想

の
深

ま
り

に
至

る
ま

で
多

大
な

影
響

を
与

え
て

い
る

。
こ

れ
は

日
本

文
化

を
述

べ
る

に
あ

た
っ

て
も

例
外

で
は

な
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

多
く

の
場

合
、

個
別

的
に

説
明

さ
れ

た
り

、
こ

の
よ

う
な

意
味

で
の

「
思

想
・

宗
教

」
と

は
関

係
な

く
説

明
さ

れ
て

き
た

。

こ
の

授
業

で
は

、
先

ず
日

本
人

が
無

意
識

に
把

握
し

て
い

る
神

と
仏

、
あ

る
い

は
神

社
と

寺
の

概
念

を
歴

史
的

に
説

明
し

、
次

に
そ

の
よ

う
な

概
念

を
一

つ
の

思
想

と
し

て
出

来
る

だ
け

詳
し

く
述

べ
る

こ
と

で
、

日
本

文
化

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
指

す
。

W
he

n 
on

e 
w
an

ts
 t
o 

un
de

rs
ta
nd

 a
 c

ul
tu

re
 in

 o
ne

 c
ou

nt
ry

, i
t 
is 

in
di
sp

en
sa

bl
e 
fo
r 
th

e 
pe

rs
on

 t
o 
un

de
rs

ta
nd

 h
ist

or
ic
al
 d

ev
el
op

m
en

t 
or

 t
ra

ns
fo
rm

at
io
n 

of
 t
ho

gh
ts
 a

nd
 r

el
ig
io
n 

as
 i
ts
 b

ac
kg

ro
un

g.
 

T
ho

ug
ht

s 
an

d 
re

lig
io
n 

ar
e,
 a

ga
in
, i

ns
ep

ar
ab

le
 f
ro

m
 e

ac
h 

ot
he

r, 
an

d 
re

lig
io
n 

ha
s 

ev
er

 g
iv
en

 i
nf

lu
en

ce
s 

on
 t
he

 g
en

er
al
 w

ay
 o

f 
th

in
ki
ng

 i
n 

th
e 

so
ci
et
y 

as
 w

el
l 
as

 o
n 

th
e 

de
pt

h 
of
 p

hi
lo
so

ph
y 

in
 

its
 a
ca

de
m
ic
 s
oc

ie
ty

. T
hi
s 
is 

no
t 
ex

ce
pt

io
na

l i
n 

th
e 
ex

pl
an

et
io
n 

of
 

Ja
pa

ne
se

 c
ul
tu

re
, t

ho
ug

h 
it 

ha
s 
be

en
 e

xp
la
in
ed

 in
de

pe
nd

en
tly

 o
r 

w
ith

ou
t 
re

fe
rr
in
g 

to
 t
he

 t
ho

ug
ht

s 
an

d 
re

lig
io
n 

in
 s
uc

h 
a 

se
ns

e 
in
 

m
an

y 
ca

se
s 
or

 b
oo

ks
.

F
ir
st

, 
I 

w
ill

 g
iv

e 
hi

st
or

ic
al
 e

xp
la
na

ti
on

s 
ab

ou
t 

th
e 

id
ea

 o
f 

go
ds

 (
ka

m
i) 

an
d 

bu
dd

ha
s 

(h
ot
ok

e)
 o

r 
sh

ir
ai
ne

 a
nd

 t
em

pl
e 

w
hi
ch

 
Ja

pa
ne

se
 p

eo
pl
e 

un
co

ns
ci
ou

sl
y 

gr
as

p 
in
 t
he

ir
 m

in
ds

, a
nd

 t
he

n 
I 

ai
m

 a
t 

yo
ur

 d
ee

p 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

in
to

 J
ap

an
es

e 
cu

lt
ur

e 
by

 
de

sc
rib

in
g 

de
ta
ils

 o
f t

he
 id

ea
 a
s 
a 
fo
un

da
tio

n 
of
 J
ap

an
es

e 
th

ou
gh

ts

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

1.
授

業
用

に
作

成
し

た
手

作
り

資
料

2.『
日

本
タ

テ
ヨ

コ
』　

学
研

（
19

97
）

3.『
神

と
仏

』　
山

折
哲

雄
　

講
談

社
現

代
新

書
（

19
86

）
1. 

Se
lf-
m
ad

e 
H
an

do
ut

s
2. 

Ja
pa

n 
A
s 
It
 Is

, G
ak

ke
n,
 1
99

7
3. 

K
am

i t
o 
H
O
to
ke

 (G
od

s 
an

d 
Bu

dd
ha

), 
Y
am

ao
ri 

T
et
su

o, 
K
od

an
sh

a, 
19

86

『
日

本
の

仏
教

』　
立

川
武

蔵
　

講
談

社
現

代
新

書
（

19
88

）
N
ih

on
 n

o 
B
uk

ky
o 

(J
ap

an
es

e 
B
ud

dh
is

m
), 

T
ac

hi
ka

w
a 
M

us
as

hi
, K

od
an

sh
a, 

19
88

授
業

参
加

(4
0%

)　
平

常
点

：
授

業
内

質
疑

応
答

な
ど

(2
0%

)　
学

期
末

レ
ポ

ー
ト

(4
0%

)
Gr

ad
e 

w
ill
 b

e 
ba

se
d 

on
 c

la
ss

 p
ar

tic
ip
at
io
n 

(4
0%

), 
cl
as

s 
ac

tiv
iti

es
 (2

0%
) a

nd
 fi 

na
l e

ss
ay

 (4
0%

)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

言
語

類
型

論
入

門
　

　
　

In
tro

du
ct

io
n 

to
 L

in
gu

is
tic

 T
yp

ol
og

y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

岸
田

 泰
浩

　
　

　
K

IS
H

ID
A

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 3
 

演
習

JA
日

本
語

学
研

究
 I　

日
本

語
学

研
究

（
類

型
論

）
LI

N
 4

31
.0

2
S

em
.

R
R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
ng

ui
st

ic
s 

I：
To

pi
cs

  i
n 

Ja
pa

ne
se

 L
in

gu
is

tic
s;

 C
on

tra
st

iv
e 

Li
ng

ui
st

ic
s

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

「
言

語
類

型
論

」
と

呼
ば

れ
る

言
語

学
の

一
分

野
で

取
り

扱
わ

れ
て

き
た

ト
ピ

ッ
ク

を
題

材
に

、
日

本
語

や
他

の
外

国
語

を
比

較
し

な
が

ら
、

言
葉

に
潜

む
類

似
性

（
普

遍
性

）
に

つ
い

て
考

察
を

行
い

、
言

語
と

い
う

も
の

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is
 c

ou
rs

e 
is
 t
o 

st
ud

y 
th

e 
la
ng

ua
ge

 t
yp

ol
og

y,
 a

 f
ie
ld
 

of
 l
in
gu

is
tic

s, 
an

d 
to

 d
ee

pe
n 

th
e 

un
de

rs
ta

nd
in
g 

of
 t
he

 p
ro

pe
rt
ie
s 

of
 

la
ng

ua
ge

.
W

e 
w
ill
 fo

cu
s 
on

 o
bs

er
vi
ng

 s
im

ila
rit

ie
s 
am

on
g 

la
ng

ua
ge

s, 
or

 "u
ni
ve

rs
al
s"
, 

by
 o
bs

er
vi
ng

 J
ap

an
es

e 
an

d 
ot
he

r 
la
ng

ua
ge

s 
in
 a
 c
om

pa
ra

tiv
e 
w
ay

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

本
授

業
で

は
言

語
の

普
遍

性
を

探
求

す
る

類
型

論
に

お
い

て
活

発
に

議
論

さ
れ

て
き

た
話

題
に

つ
い

て
学

び
な

が
ら

、
言

語
の

本
質

に
つ

い
て

考
え

る
。

様
々

な
外

国
語

を
比

較
す

る
こ

と
で「

対
照

」と
い

う
観

点
か

ら
日

本
語（

や
受

講
生

の
母

語
）

を
見

直
す

と
と

も
に

、
文

法
に

存
在

意
義

が
あ

る
こ

と
を

学
ぶ

。
授

業
は

以
下

の
よ

う
に

進
め

る
予

定
で

あ
る

。
(1
) 類

型
論

概
説

(2
) 普

遍
性

と
そ

の
存

在
理

由
(3
) 言

語
学

的
な

基
礎

概
念

(4
) 形

態
類

型
論

(5
) 個

別
的

な
話

題
：

語
順

、
有

生
性

、
テ

ン
ス

と
ア

ス
ペ

ク
ト

、
複

文
等

受
講

生
の

母
語

や
関

心
に

よ
っ

て
は

、
話

題
の

変
更

や
追

加
も

あ
り

う
る

。
受

講
生

に
は

、
各

話
題

に
則

し
て

の
日

本
語

や
母

語
の

デ
ー

タ
収

集
お

よ
び

ク
ラ

ス
内

で
の

討
論

等
に

積
極

的
な

参
加

が
要

求
さ

れ
る

。

In
 t
hi
s 
co

ur
se

, w
e 
w
ill
 c
on

sid
er

 t
he

 r
ai
so

n 
d’
êt
re

 o
f g

ra
m
m
ar

, f
oc

us
in
g 

on
 s
om

e 
of
 th

e 
to
pi
cs

 a
rg

ue
d 
ex

te
ns

iv
el
y 
in
 th

e 
fie

ld
 o
f l

in
gu

ist
ic
 ty

po
lo
gy

 
w
hi
ch

 p
ur

su
es

 th
e 
un

iv
er

sa
ls 

of
 h

um
an

 la
ng

ua
ge

s.
T
o 

co
m
pa

re
 v

ar
io
us

 f
or

ei
gn

 l
an

gu
ag

es
 w

ill
 e

na
bl
e 

yo
u 

to
 r

ev
ie
w
 t
he

 
gr

am
m
ai
ca

l p
ro

pe
rt
ie
s 
of
 J
ap

an
es

e 
an

d 
yo

ur
 n

at
iv
e 
la
ng

ua
ge

(s)
 fr

om
 t
he

 
"c
on

tr
as

tiv
e"
 p

oi
nt

 o
f v

ie
w
.

T
he

 s
ch

ed
ul
e 
of
 th

e 
co

ur
se

 w
ill
 b

e 
as

 fo
llo

w
s:

(1
) O

ut
lin

e 
of
 li
ng

ui
st
ic
 ty

po
lo
gy

(2
) E

xp
la
in
in
g 

un
iv
er

sa
ls

(3
) B

as
ic
 li
ng

ui
st
ic
 te

rm
s

(4
) M

or
ph

ol
og

ic
al
 ty

po
lo
gy

(5
) 
Pa

rt
ic
ul
ar

 t
op

ic
s: 

w
or

d 
or

de
r, 

an
im

ac
y,
 t
en

se
 &

 a
sp

ec
t, 

co
m

pl
ex

 
cl
au

se
s 
et
c.

O
th

er
 to

pi
cs

 c
an

 b
e 
ad

de
d 

ac
co

rd
in
g 

to
 th

e 
st
ud

en
ts
’ i
nt

er
es

ts
.

T
he

 s
tu

de
nt

s 
ar

e 
al
so

 r
eq

ui
re

d 
to
 p

ar
tic

ip
at
e 

in
 t
he

 d
at
a 

co
lle

ct
io
ns

 
of
 J
ap

an
es

e 
or

 t
he

ir 
m
ot
he

r 
to
ng

ue
, a

nd
 t
he

 d
isc

us
sio

ns
 o

n 
th

e 
to
pi
cs

 in
 

cl
as

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

担
当

教
員

が
作

成
し

た
教

材
を

配
布

す
る

T
o 
be

 p
re

pa
re

d 
by

 th
e 
in
st
ru

ct
or

近
藤

達
夫

（
編

）『
言

語
学

要
説

（
下

）』
（

講
座

日
本

語
と

日
本

語
教

育
第

12
巻

）
. 明

治
書

院
、

(1
99

0)
角

田
太

作
『

世
界

の
言

語
と

日
本

語
（

改
訂

版
）』

、く
ろ

し
お

出
版

、(
20

09
)

ウ
ェ

イ
リ

ー
、リ

ン
ゼ

イ（
大

堀
他

訳
）『

言
語

類
型

論
入

門
』、

岩
波

書
店

、(2
00

6)
Cr

of
t, 

W
. T

yp
ol
og

y 
an

d 
U
ni
ve

rs
al
s 
(2
nd

 e
d.
), 
Ca

m
br

id
ge

 U
ni
v.
 

Pr
es

s, 
(2
00

3)
W

ha
le
y,
 L

.J.
 In

tr
od

uc
tio

n 
to
 T

yp
ol
og

y:
 T

he
 u

ni
ty

 a
nd

 d
iv
er

sit
y 

of
 la

ng
ua

ge
, S

A
GE

 P
ub

lic
at
io
ns

, (
19

97
)

授
業

参
加

(7
0%

)、
課

題
提

出
(3
0%

)
Cl

as
s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(7
0%

) a
nd

 a
ss

ig
nm

en
ts
 (3

0%
)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
の

音
声

・
音

韻
　

　
　

In
tro

du
ct

io
n 

to
 J

ap
an

es
e 

ph
on

et
ic

s 
an

d 
ph

on
ol

og
y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

岩
井

 康
雄

　
　

　
IW

A
I. 

Y

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 2
 

演
習

JA
日

本
語

学
研

究
 V

II
　

日
本

語
学

研
究

（
音

声
学

・
音

韻
論

）
LI

N
 4

31
.0

4
S

em
.

R
Re

se
ar

ch
 o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

ing
uis

tic
s V

II：
To

pic
s  

in 
Ja

pa
ne

se
 L

ing
uis

tic
s; 

Ph
on

et
ics

 a
nd

 P
ho

no
log

y

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

、
日

本
語

と
他

言
語

の
比

較
を

通
し

て
、

日
本

語
音

声
の

特
徴

、
特

に
韻

律
的

特
徴

（
ア

ク
セ

ン
ト

、
リ

ズ
ム

、
イ

ン
ト

ネ
ー

シ
ョ

ン
）

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
あ

る
。

Co
m
pa

ri
ng

 (
St

an
da

rd
) 
Ja

pa
ne

se
 w

ith
 o

th
er

 l
an

gu
ag

es
 (
or

 o
th

er
 

di
al
ec

ts
), 

yo
u 

w
ill
 s

tu
dy

 t
he

 s
ou

nd
 p

ro
pe

rt
ie
s 

of
 t
he

 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

, 
es

pe
ci
al
ly

 t
he

 p
ro

so
di

c 
fe

at
ur

es
 (
ac

ce
nt

, 
rh

yt
hm

, 
in
to
na

tio
n)
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

授
業

で
扱

う
項

目
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。

・
ア

ク
セ

ン
ト

と
そ

の
規

則

（
外

来
語

ア
ク

セ
ン

ト
、

複
合

語
ア

ク
セ

ン
ト

規
則

、
東

京
式

ア
ク

セ
ン

ト
と

京
阪

式
ア

ク
セ

ン
ト

）

・
日

本
語

の
リ

ズ
ム

（
日

本
語

の
フ

ッ
ト

、
七

五
定

型
の

リ
ズ

ム
）

・
イ

ン
ト

ネ
ー

シ
ョ

ン

T
he

 to
pi
cs

 d
isc

us
se

d 
in
 th

is 
co

ur
se

 a
re

･R
ul
es

 o
f a

cc
en

tu
at
io
n 

in
 J
ap

an
es

e

1)
 lo

an
 w

or
ds

 a
cc

en
tu

at
io
n

2)
 c
om

po
un

ds
 a
cc

en
tu

at
io
n

3)
 T

ok
yo

 (S
ta
nd

ar
d)
 a
cc

en
t a

nd
 K

ei
ha

n 
ac

ce
nt

･R
hy

th
m

 (
fo

ot
 s

tr
uc

tu
re

 o
f 
Ja

pa
ne

se
, 
rh

yt
hm

 o
f 
H
A
IK

U
 o

r 
T
A
N
K
A
)

･I
nt

on
at
io
n

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

時
に

プ
リ

ン
ト

を
配

布
す

る
M

at
er

ia
ls 

di
st
rib

ut
ed

 in
 th

e 
cl
as

s.

斎
藤

純
男

  『
日

本
語

音
声

学
入

門
  

改
訂

版
』 

 三
省

堂
  

20
06

年
松

森
晶

子
・

新
田

哲
夫

・
木

部
暢

子
・

中
井

幸
比

古
 編

著
　

『
日

本
語

ア
ク

セ
ン

ト
入

門
』　

三
省

堂
　

20
12

年
V
an

ce
, T

. T
he

 S
ou

nd
s 

of
 J

ap
an

es
e,
 C

am
br

id
ge

 
U
ni
ve

rs
ity

 P
re

ss
. 2

00
8  

授
業

の
出

席
(6
0%

)と
提

出
課

題
(4
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(6
0%

) a
nd

 a
ss

ig
nm

en
t (

40
%
)

LIN 431.04JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
の

語
源

　
　

　
Ja

pa
ne

se
 E

ty
m

ol
og

y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

蔦
 清

行
　

　
　

TS
U

TA

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

2 
演

習
JA

日
本

語
学

研
究

 IX
　

日
本

語
学

研
究

（
日

本
語

史
）

LI
N

 4
31

.0
6

S
em

.
R

R
es

ea
rc

h 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

ng
ui

st
ic

s 
IX

：
To

pi
cs

  i
n 

Ja
pa

ne
se

 L
in

gu
is

tic
s

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

語
源

を
考

え
る

こ
と

を
通

じ
て

、
日

本
語

の
歴

史
を

研
究

す
る

た
め

の
基

本
的

な
知

識
と

態
度

と
を

身
に

つ
け

る
こ

と
。

T
o 
ac

qu
ire

 b
as

ic
 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
at
tit

ud
es

 fo
r 
st
ud

yi
ng

 th
e 
hi
st
or

y 
of
 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 th
ro

ug
h 

st
ud

yi
ng

 J
ap

an
es

e 
et
ym

ol
og

y.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
語

源
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

ま
ず

語
源

と
は

何
か

に
つ

い
て

簡
単

に
説

明
し

ま
す

。
次

に
語

源
を

研
究

す
る

上
で

必
要

と
な

る
言

葉
の

基
本

的
な

知
識

に
つ

い
て

お
話

し
し

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

語
源

研
究

の
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
そ

の
上

で
、

具
体

的
な

語
を

取
り

上
げ

て
、

そ
れ

ら
の

語
源

に
つ

い
て

論
じ

ま
す

。
以

上
の

内
容

を
リ

ス
ト

に
す

る
と

、
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
語

源
の

定
義

・
こ

の
授

業
で

取
り

扱
う

こ
と

（
1）

語
源

の
定

義
・

こ
の

授
業

で
取

り
扱

う
こ

と
（

2）
語

源
研

究
の

方
法

日
本

語
の

語
源

の
問

題
点

民
間

語
源

と
語

源
研

究
単

語
研

究
の

基
礎

的
な

知
識

・
用

語
語

源
と

音
韻

に
つ

い
て

語
基

と
接

辞
に

つ
い

て
派

生
語

に
つ

い
て

（
名

詞
の

派
生

・
動

詞
の

派
生

・
形

容
詞

の
派

生
）

複
合

語
に

つ
い

て
（

複
合

名
詞

・
複

合
動

詞
・

複
合

形
容

詞
）

特
殊

な
語

源
に

つ
い

て
（

特
殊

位
相

語
・

外
来

語
・

そ
の

他
）

In
 th

is 
cl
as

s, 
w
e 
w
lii
 s
tu

dy
 J
ap

an
es

e 
et
ym

ol
og

y.

Fi
rs

t, 
I 
w
ill
 g

iv
e 

yo
u 

ba
sic

 k
no

w
le
dg

e 
ab

ou
t 
w
ha

t 
is 

th
e 

pr
ob

le
m
 

on
 J
ap

an
es

e 
et
ym

ol
og

y.

Se
co

nd
, I
 w

ill
 g
iv
e 
yo

u 
ba

sic
 s
ki
lls

 w
hi
ch

 is
 n
ec

es
sa

ry
 fo

r 
st
ud

yi
ng

 
Ja

pa
ne

se
 e
ty

m
ol
og

y.
 

T
he

n,
 w

e 
w
ill
 c
on

sid
er

 h
ow

 to
 s
tu

dy
 J
ap

an
es

e 
et
ym

ol
og

y.

A
nd

, w
e 

w
ill
 p

ic
k 

up
 s
om

e 
Ja

pa
ne

se
 w

or
ds

 t
o 

ar
gu

e 
ab

ou
t 
th

ei
r 

et
ym

ol
og

y.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

  
阪

倉
篤

義
『［

増
補

］
日

本
語

の
語

源
』

平
凡

社
、

20
11

年 阪
倉

篤
義

『
語

構
成

の
研

究
』

角
川

書
店

、
19

66
年

  

学
期

末
レ

ポ
ー

ト
(1
00

%
)

T
er

m
-e
nd

 R
ep

or
t (

10
0%

)

LIN 431.06JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

未
定

　
　

　
P

en
di

ng
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

平
尾

 得
子

　
　

　
H

IR
A

O

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 3
 

演
習

JA
日

本
語

学
研

究
 II

I　
日

本
語

教
育

学
研

究
LI

N
 4

33
.0

2
S

em
.

R
R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
ng

ui
st

ic
s 

III
：

To
pi

cs
  i

n 
Ja

pa
ne

se
 P

ed
ag

og
y

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

  後
日

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

T
o 
be

 a
nn

ou
nc

ed
 la

te
r.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

 後
日

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

T
o 
be

 a
nn

ou
nc

ed
 la

te
r.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

後
日

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

T
o 
be

 a
nn

ou
nc

ed
 la

te
r.

後
日

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

T
o 
be

 a
nn

ou
nc

ed
 la

te
r.

後
日

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

T
o 
be

 a
nn

ou
nc

ed
 la

te
r.

LIN 433.02JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

江
戸

時
代

の
文

学
・

文
化

　
　

　
Ja

pa
ne

se
 li

te
ra

tu
re

 a
nd

 c
ul

tu
re

 in
 E

do
 p

er
io

d 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

本
多

 朱
里

　
　

　
H

O
N

D
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 3
 

演
習

JA
日

本
文

学
演

習
 I　

近
世

文
学

LI
T 

44
1.

02
S

em
.

R
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

 I：
C

la
ss

ic
al

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

江
戸

時
代

の
日

本
文

学
や

文
化

に
つ

い
て

の
知

識
を

身
に

つ
け

る
。

T
o 

le
ar

n 
th

e 
ba

sic
 k

no
w
le
dg

e 
of
 J
ap

an
es

e 
lit

er
at
ur

e 
an

d 
cu

ltu
re

 
in
 E

do
 p

er
io
d.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
江

戸
時

代
の

日
本

文
学

史
に

つ
い

て
概

説
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

ジ
ャ

ン
ル

の
作

品
を

読
む

。
ま

た
、

当
時

の
風

習
や

娯
楽

、
出

版
な

ど
、

江
戸

時
代

の
文

化
史

に
つ

い
て

講
義

す
る

。

In
 t
hi
s 
cl
as

s,w
e 
w
ill
 s
ur

ve
y 

Ja
pa

ne
se

 li
te
ra

tu
re

 in
 E

do
 p

er
io
d 

an
d 

re
ad

 J
ap

an
es

e 
lit

er
ar

y 
w
or

ks
 o

f 
va

ri
ou

s 
ge

nr
es

. I
n 

ad
di
tio

n,
w
e 

w
ill
 le

ar
n 

ab
ou

t 
th

e 
cu

ltu
ra

l h
ist

or
y,
fo
r 
ex

am
pl
e 
m
an

ne
rs

 a
nd

 c
us

to
m
s,e

nt
er

ta
in
m
en

t,p
ub

lis
hi
ng

 b
us

in
es

s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

プ
リ

ン
ト

を
配

布
H
an

do
ut

s

河
合

敦
監

修
『

図
解

　
江

戸
の

暮
ら

し
事

典
』

学
習

研
究

社
（

20
07

）
A

ts
us

hi
 K

aw
ai

『
Z
uk

ai
 E

do
no

ku
ra

sh
iji

te
n』

Ga
kk

en
（

20
09

）

平
常

点
50

%
、

レ
ポ

ー
ト

50
%

pa
rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
re

po
rt
 (5

0%
)

LIT 441.02JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

近
現

代
女

性
作

家
の

文
学

　
　

　
Th

e 
W

or
ks

 b
y 

M
od

er
n 

Ja
pa

ne
se

 F
em

al
e 

A
ut

ho
rs

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

水
野

　
亜

紀
子

　
　

　
M

IZ
U

N
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

1 
演

習
JA

日
本

文
学

研
究

 I　
近

代
文

学
研

究
LI

T 
44

1.
04

S
em

.
R

R
es

ea
rc

h 
on

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

 I：
M

od
er

n 
Li

te
ra

tu
re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
近

現
代

女
性

作
家

に
よ

る
文

学
作

品
と

、
そ

の
時

代
背

景
に

つ
い

て
学

ぶ
。

女
性

文
学

に
つ

い
て

の
知

識
と

理
解

を
深

め
る

。

T
he

 p
ur

po
se

 o
f 
th

is 
cl
as

s 
is 

to
 s
tu

dy
 w

or
ks

 b
y 

m
od

er
n 

Ja
pa

ne
se

 
fe
m
al
e 
au

th
or

s 
an

d 
th

ei
r 
tim

es
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

女
性

作
家

に
よ

る
代

表
的

な
作

品
を

読
ん

で
い

く
こ

と
で

、
女

性
文

学
全

体
の

流
れ

に
つ

い
て

把
握

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

女
性

作
家

の
作

品
の

一
部

を
精

読
し

て
、

作
品

内
容

を
理

解
す

る
。

さ
ら

に
、

作
品

の
背

後
に

あ
る

時
代

状
況

を
知

る
こ

と
で

、
作

品
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。

W
e 

w
ill

 l
ea

rn
 w

om
en

 w
ri
te

r’s
 a

nd
 s

ur
ve

y 
m

od
er

n 
Ja

pa
ne

se
 

lit
er

at
ur

e. 
T
o 

un
de

rs
ta

nd
 t
he

ir
 w

or
ks

 w
e 

w
ill
 r

ea
d 

ex
ce

rp
ts
 o

f 
th

ei
r 
no

ve
l. 
Pa

yi
ng

 a
tt
en

tio
n 

to
 c

ul
tu

ra
l, 
po

lit
ic
al
, a

nd
 e

co
no

m
ic
al
 

si
tu

at
io
ns

 w
he

n 
th

e 
w
or

ks
 w

er
e 

cr
ea

te
d,
 y

ou
 w

ill
 h

av
e 

yo
ur

 
pr

of
ou

nd
 u

nd
er

st
an

di
ng

s 
of
 th

os
e 
w
or

ks
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

  
岩

淵
宏

子
 北

田
幸

恵
編

著
『

は
じ

め
て

学
ぶ

日
本

女
性

文
学

史
　

近
現

代
編

』
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房

／
20

05
平

常
点

(5
0%

)、
レ

ポ
ー

ト
(5
0%

)
Pa

rt
ic
ip
at
io
n 

(5
0%

), 
Es

sa
y 

(5
0%

)

LIT 441.04JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

文
学

史
研

究
　

　
　

S
tu

di
es

 in
 C

la
ss

ic
al

 J
ap

an
es

e 
Li

te
ra

tu
re

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

柴
田

 芳
成

　
　

　
S

H
IB

AT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Fr
i. 

3 
演

習
JA

日
本

文
学

研
究

 II
I　

日
本

古
典

文
学

研
究

LI
T 

44
3.

02
S

em
.

R
R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

Li
te

ra
tu

re
 II

I：
S

tu
di

es
 in

 C
la

ss
ic

al
 J

ap
an

es
e 

Li
te

ra
tu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

の
古

典
文

学
を

学
ぶ

上
で

基
本

と
な

る
様

々
な

知
識

を
身

に
つ

け
る

。
T
he

 p
er

po
se

 o
f 
th

is 
cl
as

s 
is 

to
 le

ar
n 

th
e 

fo
un

da
tio

ns
 f
or

 s
tu

dy
in
g 

cl
as

sic
al
 J
ap

an
es

e 
lit

er
at
ur

e.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

上
代

か
ら

近
世

ま
で

の
日

本
古

典
文

学
を

対
象

に
、

作
品

の
享

受
と

変
容

の
問

題
な

ど
を

取
り

上
げ

る
。

W
e 

w
il
l 

th
in

k 
ab

ou
t 

th
e 

pr
ob

le
m

 o
f 

th
e 

in
fl
ue

nc
e 

an
d 

tr
an

sf
or

m
at
io
n 

in
 c
la
ss

ic
al
 J
ap

an
es

e 
lit

er
at
ur

e.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

決
ま

っ
た

テ
キ

ス
ト

は
使

用
し

な
い

。
T
he

re
 is

 n
o 
te
xt

bo
ok

. H
an

do
ut

s.
授

業
中

に
示

す
。

授
業

参
加

(8
0%

)、
テ

ス
ト

(2
0%

)
pa

rt
ic
ip
tio

n 
(8
0%

), 
te
st
 (2

0%
)

LIT 443.02JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

経
済

　
　

　
Ja

pa
ne

se
 E

co
no

m
y 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

水
田

 明
男

　
　

　
M

IZ
U

TA

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

演
習

JA
日

本
政

治
経

済
演

習
 I　

日
本

経
済

学
S

O
C

 4
62

.0
2

S
em

.
R

S
em

in
ar

 C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

P
ol

iti
cs

 a
nd

 E
co

no
m

y 
I：

Ja
pa

ne
se

 E
co

no
m

ic
s

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

授
業

の
目

的
は

､
近

年
の

日
本

の
経

済
の

問
題

点
を

明
確

に
そ

の
解

決
法

を
探

こ
と

で
あ

る
。

T
o　

m
ak

e 
th

e 
pr

ob
le
m
s 

of
 r

ec
en

t 
Ja

pa
ne

se
 e

co
no

m
y 

cl
ea

r 
 a

nd
 

se
ar

ch
 th

e 
w
ay

s 
of
 s
ol
vi
ng

 th
em

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

1.
日

本
経

済
の

問
題

点
を

明
ら

か
に

す
る

。

2.
問

題
点

を
解

決
す

る
た

め
の

理
論

に
つ

い
て

講
義

す
る

。

3.
解

決
点

を
議

論
す

る
。

1. 
T
o 
m
ak

e 
th

e 
pr

ob
le
m
s 
of
 r
ec

en
t J

ap
an

es
e 
ec

on
om

y 
cl
ea

r.

2. 
T
o 
m
ak

e 
cl
ea

r 
th

e 
th

eo
rie

s 
to
 s
ol
ve

 th
e 
pr

ob
le
m
s.

3. 
T
o 
di
sc

us
s 
th

e 
w
ay

s 
of
 s
ol
vi
ng

 th
e 
pr

ob
le
m
s.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

授
業

中
に

指
示

。
T
o 
an

no
un

ce
 in

 th
e 
le
ct
ur

e
授

業
中

に
指

示
。

T
o 
an

no
un

ce
 in

 th
e 
le
ct
ur

e
レ

ポ
ー

ト
、

お
よ

び
出

席
点

。
pa

rt
ic
ip
at
io
n 

an
d 

re
po

rt

SOC 462.02JA R
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

の
安

全
保

障
と

国
際

関
係

　
　

　
Ja

pa
n’

s 
S

ec
ur

ity
 P

ol
ic

y 
an

d 
In

te
rn

at
io

na
l R

el
at

io
ns

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

青
山

 志
保

　
　

　
A

O
YA

M
A

C
ou

rs
e 

N
o.

W
ed

. 5
 

演
習

JA
日

本
政

治
経

済
演

習
 V

　
国

際
関

係
論

S
O

C
 4

63
.0

2
S

em
.

R
Se

m
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
Po

lit
ic

s 
an

d 
Ec

on
om

y 
V：

In
te

rn
at

io
na

l R
el

at
io

ns
 o

f J
ap

an

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

①
国

際
関

係
に

関
す

る
専

門
的

な
文

章
の

読
解

能
力

向
上

を
図

る
。

②
国

際
関

係
の

基
本

的
な

理
解

を
深

め
る

。
1)
T
o 
de

ve
lo
p 
re

ad
in
g 
ab

ili
ty

 to
 u
nd

er
st
an

d 
In

te
rn

at
io
na

l R
el
at
io
ns

.
2)
T
o 
en

ha
nc

e 
kn

ow
le
dg

e 
on

 In
te
rn

at
io
na

l R
el
at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
第

二
次

世
界

大
戦

後
か

ら
現

在
ま

で
の

日
本

の
安

全
保

障
に

つ
い

て
教

科
書

に
沿

っ
て

学
習

し
ま

す
。

テ
ー

マ
は

、
憲

法
第

9
条

、
自

衛
隊

、
日

米
安

全
保

障
条

約
な

ど
で

す
。

授
業

で
は

、
教

科
書

を
購

読
し

た
後

、
内

容
は

専
門

用
語

の
解

説
を

し
ま

す
。

そ
の

後
、

教
科

書
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

ま
す

。

In
 t
hi
s 
co

ur
se

, w
e 

st
ud

y 
th

e 
tr
an

sit
io
n 

of
 J
ap

an
’s 

se
cu

rit
y 

po
lic

y 
fr
om

 W
or

ld
 W

ar
 I
I 
to
 t
od

ay
 u

sin
g 

a 
te
xt

bo
ok

.  
T
op

ic
s 
in
cl
ud

e 
th

e 
ar

tic
le
 9
 o
f t

he
 C

on
st
itu

tio
n,
 th

e 
Se

lf 
D
ef
en

ce
 F

or
ce

s 
an

d 
U
.S
.-J
ap

an
 

Se
cu

rit
y 

T
re

at
y.

A
ft
er

 r
ea

di
ng

 t
he

 t
ex

tb
oo

k,
 s

um
m
ar

y 
an

d 
ex

pl
an

at
io
n 

of
 s

om
e 

te
ch

ni
ca

l w
or

ds
 a
re

 g
iv
en

, f
ol
lo
w
ed

 b
y 

cl
as

s 
di
sc

us
sio

n.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

『
国

際
関

係
を

考
え

る
』（

大
阪

外
国

語
大

学
日

本
語

教
材

叢
書

N
o.4

4）
K
ok

us
ai
 k

an
ke

i w
o 
ka

ng
ae

ru
, C

en
te
r 
fo
r 
Ja

pa
ne

se
 

La
ng

ua
ge

 O
U
FS

 (2
00

3)
.

特
に

な
し

N
ot
 s
pe

ci
fie

d.
出

席
50

%
と

発
表

50
%

Pa
rt
ai
ci
pa

tio
n 

(5
0%

) a
nd

 p
re

se
nt

at
io
n 

(5
0%

).
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

の
家

族
に

お
け

る
諸

問
題

　
　

　
P

ro
bl

em
s 

of
 J

ap
an

es
e 

fa
m

ily
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

本
林

 靖
久

　
　

　
M

O
TO

B
AY

A
S

H
I

C
ou

rs
e 

N
o.

M
on

. 2
 

演
習

JA
日

本
社

会
演

習
 I　

社
会

学
演

習
S

O
C

 4
64

.0
2

S
em

.
R

S
em

in
ar

 C
ou

rs
e 

on
 J

ap
an

es
e 

S
oc

ie
ty

 I：
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 S
oc

io
lo

gy

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

授
業

で
は

具
体

的
な

文
献

を
読

み
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
な

が
ら

、
高

度
の

読
解

力
を

養
い

、
現

代
の

日
本

の
社

会
に

対
す

る
幅

広
く

柔
軟

な
見

方
を

養
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

A
dv

an
ce

d 
re

ad
in
g 

co
m

pr
eh

en
si
on

 i
s 

de
ve

lo
pe

d 
by

 d
is
cu

ss
in
g 

co
nc

re
te
 li
te
ra

tu
re

 o
f t

he
 v

ar
io
us

 s
oc

ia
l h

ap
pe

ni
ng

s.
T
hi
s 
cl
as

s 
ta
ke

s 
an

 e
xp

an
siv

e 
vi
ew

 o
f m

od
er

n 
so

ci
al
 p

he
no

m
en

on
, 

an
d 

ai
m
s 
at
 d

ev
el
op

in
g 

a 
fle

xi
bl
e 
po

in
t o

f v
ie
w
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

授
業

で
は

、
現

代
の

家
族

に
つ

い
て

書
か

れ
た

い
く

つ
か

の
テ

キ
ス

ト
を

読
み

ま
す

。

例
え

ば
、
結

婚
（

婚
活

）、
離

婚
、
中

絶
と

水
子

供
養

、
夫

か
ら

の
暴

力
（

D
V
）、

デ
ィ

ン
ク

ス
・
デ

ュ
ー

ク
ス

、
児

童
虐

待
、

お
受

験
な

ど
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

テ
キ

ス
ト

を
講

読
後

、
グ

ル
ー

プ
討

論
、

講
義

、
宿

題
な

ど
の

方
法

に
よ

っ
て

進
め

て
い

き
ま

す
。

In
 t

hi
s 

co
ur

se
, 
st

ud
en

ts
 w

ill
 r

ea
d 

so
m

e 
te

xt
s 

w
ri
tt
en

 a
bo

ut
 

m
od

er
n 

fa
m

ily
 (
e.
g.
 M

ar
ri
ag

e 
pr

ob
le
m

, D
iv
or

ce
, A

bo
rt
io
n 

an
d 

F
et

us
’ m

em
or

ia
l 
se

rv
ic
e,
 D

om
es

tic
 V

io
le
nc

e,
 D

IN
K
S/

D
E
W

K
S,
 

Ba
tt
er

ed
 B

ab
y,
 C

hi
ld
’s 

en
tr
an

ce
 e
xa

m
in
at
io
n)
.

W
e 

w
ill
 u

se
 a

 c
om

bi
na

tio
n 

of
 m

et
ho

ds
, i
nc

lu
di
ng

 r
ea

di
ng

s, 
gr

ou
p 

di
sc

us
sio

ns
, l
ec

tu
re

s, 
an

d 
ho

m
ew

or
k.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

講
師

作
成

の
テ

キ
ス

ト
M

an
us

cr
ip
ts
 c
om

po
se

d 
by

 th
e 
le
ct
ur

er

『
い

ま
、

こ
の

日
本

の
家

族
～

絆
の

ゆ
く

え
～

』
岩

上
真

珠
他

編
、

弘
文

堂
、

20
10

年
刊

『
近

代
家

族
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
』

井
上

俊
・

伊
藤

公
雄

編
、

世
界

思
想

社
、

20
10

年
刊

  

試
験

(7
0%

)・
平

常
点

(3
0%

)
ex

am
in
at
io
n 

(7
0%

) a
nd

 p
ar

tic
ip
at
io
n 

(3
0%

)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

近
現

代
日

本
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

問
題

　
　

　
W

om
en

’s 
an

d 
ge

nd
er

 s
tu

di
es

 in
 J

ap
an

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

小
山

 有
子

　
　

　
K

O
YA

M
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Th
u.

 4
 

演
習

JA
日

本
社

会
演

習
 II

I　
女

性
学

S
O

C
 4

64
.0

4
S

em
.

R
S

em
in

ar
 C

ou
rs

e 
on

 J
ap

an
es

e 
S

oc
ie

ty
 II

I：
W

om
en

’s 
S

tu
di

es

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

日
本

に
お

け
る

女
性

学
お

よ
び

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

問
題

を
取

り
上

げ
ま

す
。

授
業

で
は

比
較

的
難

解
と

思
わ

れ
る

日
本

語
を

読
む

こ
と

に
な

り
ま

す
。

同
時

に
、

そ
こ

で
用

い
ら

れ
て

い
る

女
性

学
の

専
門

用
語

を
学

習
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
時

事
問

題
も

テ
ー

マ
に

よ
っ

て
は

取
り

上
げ

ま
す

。

W
e 

m
ak

e 
a 

ge
ne

ra
l s

ur
ve

y 
of
 p

ro
bl
em

s 
ar

ou
nd

 w
om

en
’s 

st
ud

ie
s. 

A
t t

he
 s
am

e 
tim

e 
w
e 
re

ad
 r
at
he

r 
di
ffi

cu
lt 

Ja
pa

ne
se

 s
en

te
nc

es
 a
nd

 
le
ar

n 
K
an

ji 
of
 te

ch
ni
ca

l t
er

m
s 
us

ed
 in

 th
e 
te
xt

. C
ur

re
nt

 to
pi
cs

 w
ill
 

be
 g

iv
en

 a
nd

 e
xp

la
in
ed

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

学
期

で
学

習
す

る
項

目
は

以
下

の
通

り
で

す
。

1）
第

1
～

3
週

日
本

の
女

性
運

動
、

そ
の

歴
史

と
現

在
2）

第
4
～

8
週

教
育

、
労

働
を

め
ぐ

る
問

題
3）

第
9
～

15
週

結
婚

／
未

婚
／

非
婚

・
家

族
・

子
ど

も
を

め
ぐ

る
問

題
授

業
は

テ
キ

ス
ト

・
プ

リ
ン

ト
の

朗
読

、
そ

の
問

題
を

め
ぐ

る
議

論
を

通
し

て
進

め
ま

す
。

T
he

 to
pi
cs

 o
f t

hi
s 
co

ur
se

 a
re

 a
s 
be

lo
w
:

1)
 w

ee
ks

1-
3

T
he

 p
ro

bl
em

s 
an

d 
hi
st
or

y 
of
 w

om
en

’s 
m
ov

em
en

t i
n 

Ja
pa

n 
2)
 w

ee
ks

4-
8

T
he

 p
ro

bl
em

s 
ar

ou
nd

 e
du

ca
tio

n 
an

d 
la
bo

r 
of
 w

om
en

3)
 w

ee
ks

9-
15

T
he

 p
ro

bl
em

s 
ar

ou
nd

 m
ar

rig
e/

un
m
ar

rig
e, 

fa
m
liy

 a
nd

 c
hi
ld
re

n 
of
 

w
om

en
.

W
e 

w
ill

 m
ak

e 
cl
as

se
s 

th
ro

ug
h 

re
ad

in
g 

m
at

er
ia
ls
 w

hi
ch

 a
re

 
of
fe
re

d 
by

 a
 le

ct
ur

e 
an

d 
al
so

 s
om

et
im

es
 m

ak
e 
di
sc

us
sio

ns
.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

矢
澤

澄
子

監
修

『
女

性
問

題
キ

ー
ワ

ー
ド

11
1』

ド
メ

ス
出

版
（

19
97

年
）

Su
m

ik
o 

Y
A

Z
A

W
A

 "
K
ey

w
or

ds
 o

n 
w

om
en

’s
 

pr
ob

le
m
s 
11

1"
 D

om
es

u-
Pu

bl
ish

 (1
99

7)

鹿
野

政
直

『
現

代
日

本
女

性
史

　
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
を

軸
と

し
て

』
有

斐
閣

（
20

04
年

）
M

as
an

ao
 K

A
N
O
 "

F
em

in
is
m

 a
nd

 S
oc

ie
ty

 i
n 

Co
nt

em
po

ra
ry

 J
ap

an
" Y

uh
ik
ak

u 
(2
00

4)

授
業

参
加

と
レ

ポ
ー

ト
・

討
論

cl
as

s 
pa

rt
ic
ip
at
io
n,
 r
ep

or
t &

  d
isc

us
sio

n
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
修

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 S

tu
dy

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
&

 C
ul

tu
re

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

岸
田

 泰
浩

　
　

　
K

IS
H

ID
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.0
2

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

St
ud

y o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

修
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

実
社

会
で

役
立

つ
日

本
語

能
力

や
日

本
文

化
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

知
識

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 P
ra

ct
ic
al
 J

ap
an

es
e 

Co
ur

se
 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 J
ap

an
es

e 
St

ud
ie
s 
Pr

og
ra

m
 w

ith
 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 p
ro

fic
ie
nc

y 
an

d 
kn

ow
le
dg

e 
ab

ou
t 

Ja
pa

ne
se

 c
ul

tu
re

 
us

ef
ul
 fo

r 
ev

er
yd

ay
 s
itu

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
研

生
研

修
コ

ー
ス

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
こ

の
専

門
演

習
で

は
、日

本
語

の
運

用
能

力
を

高
め

、日
本

語
、

日
本

文
化

、
日

本
社

会
に

つ
い

て
多

面
的

に
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

に
、

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
講

演
会

、
学

校
見

学
、

企
業

見
学

、
研

修
旅

行
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

学
内

外
の

研
修

や
、

そ
れ

に
伴

う
事

前
研

修
や

事
後

の
討

議
な

ど
を

実
施

す
る

。
研

修
コ

ー
ス

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

修
成

果
を

日
本

語
で

ま
と

め
、

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

T
hi
s 
se

m
in
ar

 is
 d

es
ig
ne

d 
fo
r 
Pr

ac
tic

al
 J
ap

an
es

e 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 J
ap

an
es

e 
St

ud
ie
s 
Pr

og
ra

m
 w

ho
 w

ish
 t
o 

im
pr

ov
e 

pr
ac

tic
al
 

sk
ill
s 

in
 J

ap
an

es
e 

an
d 

de
ep

en
 t
he

ir
 u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

, c
ul
tu

re
 a

nd
 s
oc

ie
ty

 t
hr

ou
gh

 v
ar

io
us

 t
ra

in
in
g 

sc
he

du
le
s 

bo
th

 o
n 
an

d 
of
f c

am
pu

s 
su

ch
 a
s 
le
ct
ur

es
 b
y 
gu

es
t s

pe
ak

er
s, 

sc
ho

ol
 

vi
sit

s 
an

d 
fa
ct
or

y 
to
ur

s, 
ac

co
m
pa

ni
ed

 b
y 

pr
el
im

in
ar

y 
tr
ai
ni
ng

 a
nd

 
su

bs
eq

ue
nt

 d
isc

us
sio

n.
 S

tu
de

nt
s 

ar
e 

re
qu

ire
d 

to
 s

ub
m
it 

a 
re

po
rt
 

on
 th

ei
r 
tr
ai
ni
ng

 r
es

ul
ts
 a
t t

he
 ti

m
e 
of
 c
om

pl
et
io
n 

of
 th

e 
co

ur
se

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok
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)

参
考

書
　

　
B
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価
方

法
　

　
M
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f A
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es
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
修

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 S

tu
dy

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
&

 C
ul

tu
re

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

五
之

治
 昌

比
呂

　
　

　
G

O
N

O
JI

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.0
4

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

St
ud

y o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

修
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

実
社

会
で

役
立

つ
日

本
語

能
力

や
日

本
文

化
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

知
識

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 P
ra

ct
ic
al
 J

ap
an

es
e 

Co
ur

se
 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 J
ap

an
es

e 
St

ud
ie
s 
Pr

og
ra

m
 w

ith
 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 p
ro

fic
ie
nc

y 
an

d 
kn

ow
le
dg

e 
ab

ou
t 

Ja
pa

ne
se

 c
ul

tu
re

 
us

ef
ul
 fo

r 
ev

er
yd

ay
 s
itu

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
研

生
研

修
コ

ー
ス

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
こ

の
専

門
演

習
で

は
、日

本
語

の
運

用
能

力
を

高
め

、日
本

語
、

日
本

文
化

、
日

本
社

会
に

つ
い

て
多

面
的

に
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

に
、

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
講

演
会

、
学

校
見

学
、

企
業

見
学

、
研

修
旅

行
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

学
内

外
の

研
修

や
、

そ
れ

に
伴

う
事

前
研

修
や

事
後

の
討

議
な

ど
を

実
施

す
る

。
研

修
コ

ー
ス

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

修
成

果
を

日
本

語
で

ま
と

め
、

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

T
hi
s 
se

m
in
ar

 is
 d

es
ig
ne

d 
fo
r 
Pr

ac
tic

al
 J
ap

an
es

e 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 J
ap

an
es

e 
St

ud
ie
s 
Pr

og
ra

m
 w

ho
 w

ish
 t
o 

im
pr

ov
e 

pr
ac

tic
al
 

sk
ill
s 

in
 J

ap
an

es
e 

an
d 

de
ep

en
 t
he

ir
 u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

, c
ul
tu

re
 a

nd
 s
oc

ie
ty

 t
hr

ou
gh

 v
ar

io
us

 t
ra

in
in
g 

sc
he

du
le
s 

bo
th

 o
n 
an

d 
of
f c

am
pu

s 
su

ch
 a
s 
le
ct
ur

es
 b
y 
gu

es
t s

pe
ak

er
s, 

sc
ho

ol
 

vi
sit

s 
an

d 
fa
ct
or

y 
to
ur

s, 
ac

co
m
pa

ni
ed

 b
y 

pr
el
im

in
ar

y 
tr
ai
ni
ng

 a
nd

 
su

bs
eq

ue
nt

 d
isc

us
sio

n.
 S

tu
de

nt
s 

ar
e 

re
qu

ire
d 

to
 s

ub
m
it 

a 
re

po
rt
 

on
 th

ei
r 
tr
ai
ni
ng

 r
es

ul
ts
 a
t t

he
 ti

m
e 
of
 c
om

pl
et
io
n 

of
 th

e 
co

ur
se

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B

ib
lio

gr
ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
ne

r o
f A

ss
es

sm
en

t

  
  

出
席

・
課

題
・

口
頭

発
表
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en
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
修

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 S

tu
dy

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
&

 C
ul

tu
re

 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

平
尾

　
得

子
　

　
　

H
IR

A
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.0
6

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

St
ud

y o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

修
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

実
社

会
で

役
立

つ
日

本
語

能
力

や
日

本
文

化
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

知
識

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 P
ra

ct
ic
al
 J

ap
an

es
e 

Co
ur

se
 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 J
ap

an
es

e 
St

ud
ie
s 
Pr

og
ra

m
 w

ith
 J
ap

an
es

e 
la
ng

ua
ge

 p
ro

fic
ie
nc

y 
an

d 
kn

ow
le
dg

e 
ab

ou
t 

Ja
pa

ne
se

 c
ul

tu
re

 
us

ef
ul
 fo

r 
ev

er
yd

ay
 s
itu

at
io
ns

.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
研

生
研

修
コ

ー
ス

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
こ

の
専

門
演

習
で

は
、日

本
語

の
運

用
能

力
を

高
め

、日
本

語
、

日
本

文
化

、
日

本
社

会
に

つ
い

て
多

面
的

に
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

に
、

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
講

演
会

、
学

校
見

学
、

企
業

見
学

、
研

修
旅

行
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

学
内

外
の

研
修

や
、

そ
れ

に
伴

う
事

前
研

修
や

事
後

の
討

議
な

ど
を

実
施

す
る

。
研

修
コ

ー
ス

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

修
成

果
を

日
本

語
で

ま
と

め
、

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

T
hi
s 
se

m
in
ar

 is
 d

es
ig
ne

d 
fo
r 
Pr

ac
tic

al
 J
ap

an
es

e 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 J
ap

an
es

e 
St

ud
ie
s 
Pr

og
ra

m
 w

ho
 w

ish
 t
o 

im
pr

ov
e 

pr
ac

tic
al
 

sk
ill
s 

in
 J

ap
an

es
e 

an
d 

de
ep

en
 t
he

ir
 u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

, c
ul
tu

re
 a

nd
 s
oc

ie
ty

 t
hr

ou
gh

 v
ar

io
us

 t
ra

in
in
g 

sc
he

du
le
s 

bo
th

 o
n 
an

d 
of
f c

am
pu

s 
su

ch
 a
s 
le
ct
ur

es
 b
y 
gu

es
t s

pe
ak

er
s, 

sc
ho

ol
 

vi
sit

s 
an

d 
fa
ct
or

y 
to
ur

s, 
ac

co
m
pa

ni
ed

 b
y 

pr
el
im

in
ar

y 
tr
ai
ni
ng

 a
nd

 
su

bs
eq

ue
nt

 d
isc

us
sio

n.
 S

tu
de

nt
s 

ar
e 

re
qu

ire
d 

to
 s

ub
m
it 

a 
re

po
rt
 

on
 th

ei
r 
tr
ai
ni
ng

 r
es

ul
ts
 a
t t

he
 ti

m
e 
of
 c
om

pl
et
io
n 

of
 th

e 
co

ur
se

.

テ
キ

ス
ト

　
　

Te
xt

bo
ok

 (s
)

参
考

書
　

　
B
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ap

hy
評

価
方

法
　

　
M

an
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t

   
 

   
 

出
席

・
課

題
・

口
頭

発
表

Pa
rt
ic
ip
at
io
n,
 A

ss
ig
nm

en
ts
, O

ra
l p

re
se

nt
at
io
n

DR 480.06J DR



― 122 ―

授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

今
井

　
忍

　
　

　
IM

A
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.0
8

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se
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ec
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e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar
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s 

to
 p

ro
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de
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e 
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 p
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 c
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内
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こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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 f
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 c
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 c
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea
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h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng
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 &
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担
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講
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名
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加
藤
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ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es
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h 
C
ou
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e 
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ud

en
ts
 i
n 

th
e 
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ge
 p
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 c
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授
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内
容

D
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on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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hi
s 

se
m
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s 
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ed
 f
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 R
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ea
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in
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 c
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 c
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at
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師
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In
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or
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)

佐
野

 方
郁

　
　

　
S

A
N

O

C
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N
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e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.1
2

S
em

.
D

R
Di
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d 
St

ud
y o

n 
Ja
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ne

se
 L

an
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e 

& 
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re
：

Di
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cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith
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no

w
le
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e 
an

d 
Ja
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ne

se
 la

ng
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ge
 p
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fic
ie
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ne
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ar
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n 
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ge
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 c
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授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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s 

se
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s 
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 f
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 R
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h 
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in
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 c
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 c
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In
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ct
or

 (s
)

柴
田

 芳
成

　
　

　
S

H
IB

AT
A

C
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rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.1
4

S
em

.
D

R
Di
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d 
St
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y o

n 
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 L
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e 

& 
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re
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cte
d 
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ch

 o
n 
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pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou
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e 
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en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith
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w
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d 
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se
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ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
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y 
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ch
 o
n 
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se
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ng
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 a
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 c
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tu
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.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

se
ar

ch
 

pa
pe

r 
an

d 
pa

ss
 a

n 
in
te

rv
ie
w
 t
es

t 
on

 i
t. 

In
de

pe
nd

en
t 
Re

se
ar

ch
 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

po
rt
 o
n 

th
ei
r 
re

se
ar

ch
 r
es

ul
ts
 in

 
Ja

pa
ne

se
 a
t t

he
 ti

m
e 
of
 c
om

pl
et
io
n 

of
 th

e 
co

ur
se

.

テ
キ
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)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

荘
司

 育
子

　
　

　
S

H
O

JI

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.1
6

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

se
ar

ch
 

pa
pe

r 
an

d 
pa

ss
 a

n 
in
te

rv
ie
w
 t
es

t 
on

 i
t. 
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de

pe
nd

en
t 
Re

se
ar

ch
 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

po
rt
 o
n 

th
ei
r 
re

se
ar

ch
 r
es

ul
ts
 in
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pa
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se
 a
t t

he
 ti

m
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om
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n 

of
 th

e 
co

ur
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.

テ
キ

ス
ト
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)
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方
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r o
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

水
野

　
亜

紀
子

　
　

　
M

IZ
U

N
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.1
8

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
. 

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

se
ar

ch
 

pa
pe

r 
an

d 
pa

ss
 a

n 
in
te

rv
ie
w
 t
es

t 
on

 i
t. 

In
de

pe
nd

en
t 
Re

se
ar

ch
 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

po
rt
 o
n 

th
ei
r 
re

se
ar

ch
 r
es

ul
ts
 in

 
Ja

pa
ne

se
 a
t t

he
 ti

m
e 
of
 c
om

pl
et
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n 

of
 th

e 
co

ur
se

.

テ
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)
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

村
田

　
真

実
　

　
　

M
U

R
AT

A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.2
0

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
. 

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
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 c
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

大
和

　
祐

子
　

　
　

YA
M

AT
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 3
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.2
2

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 
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 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
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o 
co
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id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
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nd
 t
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ir
 f
ie
ld
 

an
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pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
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 c

om
pl
et

io
n 
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 t
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 c
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rs
e, 
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ap

er
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rit
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ck
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us
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su
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ch
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pe
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t. 
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

今
井

　
忍

　
　

　
IM

A
I

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.2
4

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
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tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
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ea

rc
h 
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pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
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tu
re
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di
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 o
r 

in
 a

 s
m
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l 
gr

ou
p,
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ru
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 c
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at
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 f
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 c
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

岩
井

　
茂

樹
　

　
　

IW
A

I. 
S

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.2
6

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
. 

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er
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io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
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pu
rp

os
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of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
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of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

se
ar

ch
 

pa
pe
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an
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pa

ss
 a

n 
in
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ie
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 t
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t. 
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se
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ra
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

岸
田

 泰
浩

　
　

　
K

IS
H

ID
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.2
8

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
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nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re
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ar

ch
 

pa
pe

r 
an

d 
pa
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 a

n 
in
te

rv
ie
w
 t
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t 
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 i
t. 
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de

pe
nd

en
t 
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se
ar
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T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
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t 
su
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it 

a 
re
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rt
 o
n 

th
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r 
re

se
ar

ch
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es

ul
ts
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he
 ti

m
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n 
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.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

五
之

治
 昌

比
呂

　
　

　
G

O
N

O
JI

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.3
0

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
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 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
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tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

se
ar

ch
 

pa
pe

r 
an

d 
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ss
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n 
in
te
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ie
w
 t
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t 
on

 i
t. 

In
de

pe
nd

en
t 
Re

se
ar

ch
 

T
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nt

s 
m
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t 
su
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it 

a 
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rt
 o
n 
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m
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.

テ
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ス
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)
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方
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r o
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

嶋
本

 隆
光

　
　

　
S

H
IM

A
M

O
TO

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.3
2

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

se
ar

ch
 

pa
pe

r 
an

d 
pa

ss
 a

n 
in
te

rv
ie
w
 t
es

t 
on

 i
t. 

In
de

pe
nd

en
t 
Re

se
ar

ch
 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su

bm
it 

a 
re

po
rt
 o
n 

th
ei
r 
re

se
ar

ch
 r
es

ul
ts
 in

 
Ja
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m
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om
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e 
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.
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

平
尾

　
得

子
　

　
　

H
IR

A
O

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.3
4

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
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di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 
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tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
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id
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at
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ea
ch
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tu

de
nt

’s 
in
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nd
 t
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ir
 f
ie
ld
 

an
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pu
rp

os
e 

of
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tu
dy
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th
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of
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pl
et

io
n 
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 t
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 c
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rs
e, 
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se

ar
ch
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g 
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ra
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us
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su

bm
it 
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ch
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pe
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an
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ch
 

T
ra

ck
 s
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de
nt
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it 
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 o
n 
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se
ar
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ts
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

山
川

 太
　

　
　

YA
M

A
K

AW
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 4
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.3
6

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
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th
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tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
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 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch
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ap

er
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rit
in
g 

T
ra

ck
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tu

de
nt

s 
m
us

t 
su
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it 

a 
re
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ch
 

pa
pe

r 
an

d 
pa
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n 
in
te
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 t
es

t 
on
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t. 
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de

pe
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en
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Re
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ch
 

T
ra

ck
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m
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t 
su

bm
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rt
 o
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es
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

蔦
 清

行
　

　
　

TS
U

TA

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 5
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.3
8

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 

to
 r

es
ea

rc
h 

Ja
pa

ne
se

 
la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

. 
In

di
vi

du
al
ly

 o
r 

in
 a

 s
m

al
l 
gr

ou
p,
 t

he
 

in
st
ru

ct
or

 g
iv
es

 c
ar

ef
ul
 a

tt
en

tio
n 

an
d 

in
st
ru

ct
io
n 

to
 s

tu
de

nt
s, 

ta
ki
ng

 i
nt

o 
co

ns
id
er

at
io
n 

ea
ch

 s
tu

de
nt

’s 
in
te

re
st
 a

nd
 t
he

ir
 f
ie
ld
 

an
d 

pu
rp

os
e 

of
 s

tu
dy

. A
t 
th

e 
tim

e 
of
 c

om
pl
et

io
n 

of
 t
he

 c
ou

rs
e, 

Re
se

ar
ch

 P
ap

er
 W

rit
in
g 

T
ra

ck
 s
tu

de
nt

s 
m
us

t 
su
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it 

a 
re

se
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ch
 

pa
pe
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an

d 
pa

ss
 a
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in
te
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w
 t
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t 
on

 i
t. 
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de
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se
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ch
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ck
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s 
m
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t 
su
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a 
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 o
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m
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授
業

題
目

　
　

Ti
tle

日
本

語
・

日
本

文
化

研
究

指
導

　
　

　
D

ire
ct

ed
 R

es
ea

rc
h 

on
 J

ap
an

es
e 

La
ng

ua
ge

 &
 C

ul
tu

re
 

担
当

講
師

名
　

　
In

st
ru

ct
or

 (s
)

中
田

 一
志

　
　

　
N

A
K

AT
A

C
ou

rs
e 

N
o.

Tu
e.

 5
 

演
習

J
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
　

専
門

演
習

D
R

 4
80

.4
0

S
em

.
D

R
Di

re
cte

d 
St

ud
y o

n 
Ja

pa
ne

se
 L

an
gu

ag
e 

& 
Cu

ltu
re
：

Di
re

cte
d 

Re
se

ar
ch

 o
n 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
& 

Cu
ltu

re

目
　

標
O

bj
ec

tiv
e

こ
の

専
門

演
習

は
、

日
研

生
研

究
コ

ー
ス

の
学

生
に

対
し

て
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
関

す
る

研
究

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

門
的

知
識

や
日

本
語

能
力

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

T
he

 o
bj
ec

tiv
e 

of
 t
hi
s 

se
m

in
ar

 i
s 

to
 p

ro
vi
de

 R
es

ea
rc

h 
C
ou

rs
e 

st
ud

en
ts
 i
n 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、

ま
た

は
少

人
数

グ
ル

ー
プ

で
の

指
導

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

興
味

、
関

心
、

目
的

に
応

じ
た

、
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
行

う
。

論
文

作
成

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
修

了
論

文
を

提
出

し
、

口
頭

試
問

を
受

け
て

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
主

研
究

ト
ラ

ッ
ク

の
学

生
は

コ
ー

ス
修

了
時

に
研

究
成

果
を

日
本

語
で

書
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

T
hi
s 

se
m
in
ar

 i
s 

de
si
gn

ed
 f
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

ur
se

 s
tu

de
nt

s 
in
 t
he

 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
di

es
 P

ro
gr

am
 w

ho
 w

is
h 
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授
業
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習
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習
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e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

di
es

 P
ro

gr
am

 w
ith

 k
no

w
le
dg

e 
an

d 
Ja

pa
ne

se
 la

ng
ua

ge
 p
ro

fic
ie
nc

y 
ne

ce
ss
ar

y 
fo
r 
re

se
ar

ch
 o
n 
Ja

pa
ne

se
 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul
tu

re
.

授
業

内
容

D
es

cr
ip

tti
on

こ
の

専
門

演
習

科
目

は
、

日
本

語
・

日
本

文
化

に
つ

い
て

研
究

し
た

い
と

考
え

る
日

研
生

研
究

コ
ー

ス
の

学
生

の
た

め
に

開
設

さ
れ

た
科

目
で

あ
る

。
一

対
一

の
個

別
指

導
、
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習
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。
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。
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